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米の生産調整と直接支払交付金の廃止、二毛作助成や耕畜連携助成の産地交付金化、米価変動

等、我が国農業の根幹を成す水田作の経営環境は今日大きく変動し、先行き不透明感を増してい

る。一方、大規模層の増加とそれへの農地集積という農業生産構造の再編は進んでいるが、農地

縮小に歯止めをかけるには至っていないし、食料自給率は低迷したままである。 

今後、農地と農業生産の維持・拡大を図るには、そのあり方を抜本的に見直し、あるべき将来

ビジョンを描き出す作業が重要である。とりわけ狭隘な区画規模、広範な畦畔法面等の条件不利

性を抱える中山間地域農業にとっては喫緊の課題である。水田作の経営環境が不透明感を増す中

で、そうした作業を行うには、中山間地域農業のあるべき姿を将来ビジョンとしてまずは描き出

した上で、その実現に向けた方策を考察していくという接近方法が有効である。バックキャステ

ィング・アプローチとよばれるこうした手法の詳細は第１章に譲るが、トレンドや現状に基づく

フォアキャスティング型では想定できない将来を想定でき、予想困難な環境変化の中で抜本的な

見直しが求められる課題への対処に有効とされる。 

こうした課題認識の下、農研機構 西日本農業研究センターでは、「平成 30 年度 所特定研究

課題 シーズ研究強化費」（課題名：中山間地域農業戦略の策定－将来ビジョンと核となる営農

モデルの策定－）が推進された。調査研究は、経営・技術両分野の研究員 15 名で編成されたワ

ーキンググループが推進母体となり進められ、現地調査、所内研究会、経営研究者を中心とする

検討会議が 2018～2019 年度にかけて適宜開催・実施された。うち、計５回開催された所内研究

会では毎回、所幹部の出席を仰ぐとともに、自治体の首長と地域振興計画の担当者を招いての研

究会となった第１回目は、その後の調査研究の方向性を与えるものとなった。以上のような形で

推進された調査研究の結果をまとめたものが本書である。 

第１章と第２章では、バックキャスティング・アプローチに基づき中山間地域農業の将来ビジ

ョンが素描される。第３～９章では、将来ビジョンの中核となる７つの営農モデルが策定される

とともに、その成立条件が技術開発面、地域対応・政策面から検討・提示される。最終章となる

第 10 章では、中核的農モデルが中国地方の農地面積の大宗を占めるに至った場合の地域農業の

セミマクロ的評価が行われる。 

我が国の中山間地域農業のあり方を、バックキャスティング・アプローチに基づき検討した研

究蓄積が十分とは言えない中での本研究の取り組みは、意欲的かつ挑戦的なものであったと考え

ている。本書に対し忌憚のないご批判・ご指導を頂くことで、我が国全体の中山間地域農業の将

来ビジョンを描く上での活発な議論の足掛かりになれば本望である。 

 

2020 年３月 

農研機構 西日本農業研究センター 営農生産体系研究領域長 亀井 雅浩 
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第１章 本研究の┠ⓗと方法 

渡部博明

１㸬⫼ᬒと┠ⓗ

２㸬課題構成と᳨ウయ制

１）課題構成

２）バックキャスティング・アࣟࣉーࢳとは

３）研究の推進య制

㸯㸬⫼ᬒ┠ⓗ 

近年、ᡃが国土地⏝型農業の᰿幹を成す水田作の経営環境は、政策・米価୧㠃で大きࡃ変動

しඛ⾜き㏱明ឤをቑしている。経営政策㠃では、⏕産ㄪᩚのᗫṆ（2018 年産㹼）、経営所得安定

ᑐ策におけるẟ作およࡧ⪔␆連携ຓ成の産地㔠（2017 年産㹼）、米の直᥋ᨭᡶ㔠のᗫ

Ṇ（2018 年産㹼）➼がある。構造政策㠃では、農地中間管理機構の設（2014 年）➼によりその

ᙉがᅗられた。米価㠃では 2014㹼2018 年産ࡲでの 5 年間で 12�000㹼15�700 /60kJ で変動ࡲ

する一方１）、中長ᮇⓗには平ᆒⓗ米価の下ⴠを予する分析⤖ᯝもある（福田［６］、前田［８］）。 

 一方、ᡃが国の農業⏕産構造は、農業⏕産基┙の⬤ᙅと構造編が୪進する形で変動してい

る。前者は農業経営యᩘのῶᑡ、農業ປാຊのῶᑡと㧗㱋、農地㠃✚のῶᑡࡸ⪔作ᨺᲠ地⋡の

ቑຍであり、ᚋ者は経営㠃✚ୖᒙの農業経営యのᩘࡸそれらがᢸ࠺農地㠃✚ྜのቑຍである

２）。ᚋこ࠺したトࣞンドから⬺༷することはᐜ᫆ではない。ఱᨾなら、前㏙のよ࠺に水田作の

経営環境が㏱明ឤをቑす中で、農業⏕産が野菜作ࡸᯝᶞ作➼のປാ集約型部門にഴᩳした場ྜ、

農地⥔持が㞴しࡃなるからである（第２章第２⠇ཧ↷）。農地と農業⏕産を⥔持ないしはᣑ大しつ

つ、構造編を進ࡵるには農業⏕産構造の大変動が要ㄳされるのである（ᅗ１）。 

 とこࢁで、ᡃが国は農業⏕産の要基┙である農地が⦰小しているのと同に、㣗料⮬給⋡が
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 ከᩘの小規ᶍ農ᐙが農

地と農業⏕産をᢸ࠺。

• 小規ᶍ農ᐙの㞳農。

• 集ⴠ営農「型ࡳるࡄ」

⤌⧊による農地ಖ。

• ⪔作ᨺᲠ地の発⏕。

• ᑡᩘの「ᢸい手型」集ⴠ

営農⤌⧊ࡸ㞠⏝型大規ᶍ

法人が農地と農業⏕産の

大᐀をᢸ࠺。

㐣ཤ 現ᅾ 将来

ᅗ１ 中山間地域の農業⏕産構造の変のᶍᘧᅗ 

資料：千田［４］を基に➹者作成。

注：「ࡄるࡳ型」とはᑡᩘの㟷ኊ年ᑓᚑ者がに農作業を⾜࠺集ⴠ営農⤌⧊の形ែ、ᑐ義ㄒⓗに⏝いられる

「ᢸい手型」とはከᩘのව業ᚑ者ࡸ農ᐙ㧗㱋者が分ᢸして農作業を⾜࠺集ⴠ営農⤌⧊の形ែのこと。
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ඛ進国中᭱పࣞ࣋ルにあることは࿘知の通りである。その要ᅉのࡦとつに、水田農業にᅛᇳして

きたⅬがᣦできる。㧗度成長ᮇ௨㝆、国Ẹの㣗⏕άは米から㯏㢮ࡸ␆産≀に大きࡃシフトして

きたが、農地⏝・農業⏕産は水田での水✄作中ᚰの営農からあࡲり変していない。もࢇࢁࡕ

この間、㌿作による㯏、大㇋、㣫料作≀の⏕産が推進されてきたのも実ࡔが、水田機能を⥔持

したࡲࡲでの⏕産であࡗたたࡵ、㔞ࡸ作業能⋡はపにṆࡲり⮬給⋡向ୖ㈉⊩することはな

かࡗた。 

 ௨ୖの≧ἣを㋃࠼ࡲた場ྜ、ᡃが国の農業は、土地⏝型・ປാ集約型をၥࢃず、そのあり方

をᢤ本ⓗに見直すᮇを㏄࠼ているとい࠼る。≉に⊃㝼な༊画規ᶍ、ᗈ範な␏␁法㠃➼のᅡ場᮲

௳のᛶをᢪ࠼る中、農業ປാຊの㧗㱋⋡と⪔作ᨺᲠ地⋡が㧗ࡃ、大規ᶍᒙのᒎ開がᙅい中

山間地域農業にとࡗてはႚ⥭の課題である（表１）。 

 水田作の経営環境がඛ⾜き㏱明ឤをቑす中、農業⏕産構造の大変動が要ㄳされるとい࠺ෑ㢌

に㏙た≧ἣにおいて、中山間地域農業のあり方をᢤ本ⓗに見直すには、バックキャスティング・

アࣟࣉーࢳとࡤれる᥋近方法が有ຠである。すなࡕࢃ、「予測つかない構造変が㢖発する社

会・経済では」トࣞンドࡸ現≧に基࡙ࡃフ࢛アキャスティングよりも「大きࡃかつ重要な┠ᶆを

あらかࡵࡌ設定して㸪設定した┠ᶆ実現のたࡵに資※・技術を⥲ྜⓗにά⏝するバックキャスト

の⪃࠼方が重視される」（門間［10］p.29）のであり、ࡲた、こ࠺したバックキャスティング型の手

法は「フ࢛アキャスティング型では定できない将来を定でき㸪ⓗな変がồࡵられるၥ題

にᑐして有ຠ」とされる（和田ら［11］p.397）。 

 そこで本研究では、農業経営యᩘ、農地㠃✚ともに７௨ୖを中山間地域が༨ࡵる中国地方を

分析ᑐ㇟として、ձ中山間地域農業の将来あるきጼ（௨下、将来ビジョン）をあらかࡵࡌ⣲ᥥ 

表１ 中山間地域農業の≧ἣ（㒔ᗓ県）（㸣） 

  基幹ⓗ農業

ᚑ者の㧗

㱋⋡１）

農業経営యᩘྜ 5ha ௨ୖ経営

㠃✚ྜ３）

⪔ 作 ᨺ Რ

地⋡４）

5ha ௨ୖ２） 500 ௨ୖ２）

㒔ᕷ 66.2  3.6  13.5  30.2  15.5  

平地 61.6  8.2  19.8  44.9  8.0  

中間 ����  ���  ����  ����  ����  

山間 ����  ���  ���  ����  ����  

資料：農林水産┬『農林業センサス』（2015 年）（農業地域㢮型ู報告᭩） 

注：１）基幹ⓗ農業ᚑ者（65 ṓ௨ୖ）ᩘ/基幹ⓗ農業ᚑ者ᩘྜ計�100。基幹ⓗ農業ᚑ

者とは「農業ᑵ業人ཱྀ（⮬営農業にとしてᚑしたୡᖏဨ）のࢇࡔࡩ、ࡕ࠺

としてに⮬営農業にᚑしている者」のことであり、㈍農ᐙのୡᖏဨについ

てᢕᥱされる。 

  ２）農業経営య（経営㠃✚ 5ha ௨ୖࡲたは農産≀㈍㔠㢠 500 ௨ୖ）ᩘ/農業経営

యᩘྜ計�100。 

  ３）農業経営య（経営㠃✚ 5ha ௨ୖ）がᢸᙜする経営㠃✚/経営㠃✚ྜ計�100。経営㠃

✚ྜ計は農業経営యと⮬給ⓗ農ᐙのྜ計を⏝いた。 

  ４）⪔作ᨺᲠ地㠃✚/（経営㠃✚ྜ計�⪔作ᨺᲠ地㠃✚）�100。⪔作ᨺᲠ地㠃✚は、㈍

農ᐙ、⮬給ⓗ農ᐙ、土地持ࡕ㠀農ᐙのྜ計、経営㠃✚ྜ計は農業経営యと⮬給ⓗ

農ᐙのྜ計を⏝いた。
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し、ղ᰾となる営農モデル（௨下、中᰾ⓗ営農モデル）をその成❧᮲௳とともに策定・提♧する、

そして、ճ策定された中᰾ⓗ営農モデルが農地㠃✚の大᐀を༨ࡵる農業構造すなࡕࢃ将来ビジョ

ンが実現した場ྜの≧ἣに㛵して、土地⏝≧ἣと㣫料需給バランスをホ価㍈としたホ価をセ࣑

マクࣟⓗ視Ⅼから⾜࠺、ことを┠ⓗとする。バックキャスティング・アࣟࣉーࢳに基࡙ࡃこの作

業は、中山間地域農業の将来ビジョンとその実現にồࡵられる研究開発方向➼の᳨ウに㝿し有┈

な♧၀を࠼るものと⪃࠼られる。 

 本研究は、西日本農業研究センターの「平成 30 年度 所≉定研究課題 シーࢬ研究ᙉ㈝」（課

題ྡ：中山間地域農業ᡓ␎の策定－将来ビジョンと᰾となる営農モデルの策定－）のຓ成をཷけ

て進ࡵられ、本᭩はその報告᭩である。本章（第１章）の௨下では、本᭩の課題構成とな分析

視Ⅼとなるバックキャスティング・アࣟࣉーࢳの⪃࠼方を概ほするととともに、研究の推進య制

について㏙る。 

㸰㸬ㄢ㢟ᵓᡂ᳨ウయไ 

㸯）ㄢ㢟ᵓᡂ 

 本᭩の課題構成をᅗ２に♧した。本章に続ࡃ第２章では、バックキャスティング・アࣟࣉーࢳ

に基࡙き中山間地域農業の将来ビジョンを⣲ᥥする。 

第３㹼９章では、中山間地域農業の将来ビジョンの構成要⣲となる中᰾ⓗ営農モデルを実ドⓗ

に策定する。そこでは、⣲ᮦとする現場経営యにᩘ理計画法を適⏝することで、部門・技術構成

が␗なる７つの中᰾ⓗ営農モデルを策定する。ేࡏて中᰾ⓗ営農モデルの成❧᮲௳を研究開発、

政策ⓗ・地域ⓗᑐᛂの㠃から提♧する。ᩘ理計画法は、一定の経済ⓗ・技術ⓗ᮲௳の下、ά動の

⤖ᯝを᭱適（：農業所得の᭱大➼）するたࡵの資※㓄分のあり方（：農地ࡸປാຊの部

門ูᢞධ㔞）を前にホ価できる規範ⓗ分析手法である。ᵝࠎな᮲௳下であるき経営像を♧す

ことを分析┠ⓗする場ྜ➼に適しており、農業経営学分野での適⏝もከい３）。 

第 10 章では、中国地方をᑐ㇟にྛ中᰾ⓗ営農モデルが適⏝可能な農地㠃✚を推計し、中᰾ⓗ営

第１章：┠ⓗと方法 

第２章：中山間地域農業の将来ビジョンの⣲ᥥ 

第３㹼９章：中᰾ⓗ営農モデルの策定・成❧᮲௳の提♧ 

第 10 章：中山間地域農業の将来ビジョンのセ࣑マクࣟホ価 

ᅗ２ 本᭩の課題構成

ඛ進国中᭱పࣞ࣋ルにあることは࿘知の通りである。その要ᅉのࡦとつに、水田農業にᅛᇳして

きたⅬがᣦできる。㧗度成長ᮇ௨㝆、国Ẹの㣗⏕άは米から㯏㢮ࡸ␆産≀に大きࡃシフトして

きたが、農地⏝・農業⏕産は水田での水✄作中ᚰの営農からあࡲり変していない。もࢇࢁࡕ

この間、㌿作による㯏、大㇋、㣫料作≀の⏕産が推進されてきたのも実ࡔが、水田機能を⥔持

したࡲࡲでの⏕産であࡗたたࡵ、㔞ࡸ作業能⋡はపにṆࡲり⮬給⋡向ୖ㈉⊩することはな

かࡗた。 

 ௨ୖの≧ἣを㋃࠼ࡲた場ྜ、ᡃが国の農業は、土地⏝型・ປാ集約型をၥࢃず、そのあり方

をᢤ本ⓗに見直すᮇを㏄࠼ているとい࠼る。≉に⊃㝼な༊画規ᶍ、ᗈ範な␏␁法㠃➼のᅡ場᮲

௳のᛶをᢪ࠼る中、農業ປാຊの㧗㱋⋡と⪔作ᨺᲠ地⋡が㧗ࡃ、大規ᶍᒙのᒎ開がᙅい中

山間地域農業にとࡗてはႚ⥭の課題である（表１）。 

 水田作の経営環境がඛ⾜き㏱明ឤをቑす中、農業⏕産構造の大変動が要ㄳされるとい࠺ෑ㢌

に㏙た≧ἣにおいて、中山間地域農業のあり方をᢤ本ⓗに見直すには、バックキャスティング・

アࣟࣉーࢳとࡤれる᥋近方法が有ຠである。すなࡕࢃ、「予測つかない構造変が㢖発する社

会・経済では」トࣞンドࡸ現≧に基࡙ࡃフ࢛アキャスティングよりも「大きࡃかつ重要な┠ᶆを

あらかࡵࡌ設定して㸪設定した┠ᶆ実現のたࡵに資※・技術を⥲ྜⓗにά⏝するバックキャスト

の⪃࠼方が重視される」（門間［10］p.29）のであり、ࡲた、こ࠺したバックキャスティング型の手

法は「フ࢛アキャスティング型では定できない将来を定でき㸪ⓗな変がồࡵられるၥ題

にᑐして有ຠ」とされる（和田ら［11］p.397）。 

 そこで本研究では、農業経営యᩘ、農地㠃✚ともに７௨ୖを中山間地域が༨ࡵる中国地方を

分析ᑐ㇟として、ձ中山間地域農業の将来あるきጼ（௨下、将来ビジョン）をあらかࡵࡌ⣲ᥥ 

表１ 中山間地域農業の≧ἣ（㒔ᗓ県）（㸣） 

  基幹ⓗ農業

ᚑ者の㧗

㱋⋡１）

農業経営యᩘྜ 5ha ௨ୖ経営

㠃✚ྜ３）

⪔ 作 ᨺ Რ

地⋡４）

5ha ௨ୖ２） 500 ௨ୖ２）

㒔ᕷ 66.2  3.6  13.5  30.2  15.5  

平地 61.6  8.2  19.8  44.9  8.0  

中間 ����  ���  ����  ����  ����  

山間 ����  ���  ���  ����  ����  

資料：農林水産┬『農林業センサス』（2015 年）（農業地域㢮型ู報告᭩） 

注：１）基幹ⓗ農業ᚑ者（65 ṓ௨ୖ）ᩘ/基幹ⓗ農業ᚑ者ᩘྜ計�100。基幹ⓗ農業ᚑ

者とは「農業ᑵ業人ཱྀ（⮬営農業にとしてᚑしたୡᖏဨ）のࢇࡔࡩ、ࡕ࠺

としてに⮬営農業にᚑしている者」のことであり、㈍農ᐙのୡᖏဨについ

てᢕᥱされる。 

  ２）農業経営య（経営㠃✚ 5ha ௨ୖࡲたは農産≀㈍㔠㢠 500 ௨ୖ）ᩘ/農業経営

యᩘྜ計�100。 

  ３）農業経営య（経営㠃✚ 5ha ௨ୖ）がᢸᙜする経営㠃✚/経営㠃✚ྜ計�100。経営㠃

✚ྜ計は農業経営యと⮬給ⓗ農ᐙのྜ計を⏝いた。 

  ４）⪔作ᨺᲠ地㠃✚/（経営㠃✚ྜ計�⪔作ᨺᲠ地㠃✚）�100。⪔作ᨺᲠ地㠃✚は、㈍

農ᐙ、⮬給ⓗ農ᐙ、土地持ࡕ㠀農ᐙのྜ計、経営㠃✚ྜ計は農業経営యと⮬給ⓗ

農ᐙのྜ計を⏝いた。
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農モデルが農地㠃✚の大᐀を༨ࡵる農業構造すなࡕࢃ将来ビジョンが実現した場ྜの≧ἣをセ࣑

マクࣟⓗ視Ⅼからホ価する。ホ価㍈は、土地⏝ࡸ㣫料需給⋡➼、ᡃが国農業の将来をᒎᮃする

ୖで重要となるᣦᶆをከゅⓗに設定する。 

௨ୖ、本᭩の課題構成をその᥋近方法とともに㏙た。このࡕ࠺、要な᥋近方法となるバッ

クキャスティング・アࣟࣉーࢳについては、農業経営学ࡸ農業経済学の分野での適⏝がᑡない

ことから、⡆༢にその≉㉁を㏙ておࡃ。 

㸰）ࡣࢳ࣮ࣟࣉ࣭ࢢࣥࢸࢫࣕ࢟ࢡࢵࣂ 

小学㤋『デジタル大㎡Ἠ』によると、バックキャスティングとは「ᮍ来のあるⅬに┠ᶆを設

定しておき、そこからり㏉ࡗて現ᅾすきことを⪃࠼る方法」とある。ࡲた、ᑐ義ㄒとなるフ

られ࠼⪄に基࡙き、現≧で実現可能と実⦼なࡸアキャスティングについては「㐣ཤのデータ࢛

ることを✚ࡆୖࡳて、ᮍ来の┠ᶆに近࡙けよ࠺とする方法」とある。୧者の⪃࠼方をᶍᘧᅗす

るとᅗ３のよ࠺になる。 

バックキャスティングの⪃࠼方は、1990 年௦ᚋ༙に、スウェーデンの環境分野におけるྲྀり⤌

られたとされることがከいが（NTTࡵの中でいጞࡳ コムウェア［２］、森［９］）、古川［７］によれࡤ

「バックキャスティング手法は、1970 年௦に」「㟁ຊの需給計画として提ၐされ」「ࢿ࢚ルࢠー政

策の分野を中ᚰに適⏝された」とい࠺（p.25）。したがࡗて⪃࠼方⮬యは、㐜ࡃとも༙ୡ⣖前には

Ⓩ場したことになるが、近年╔┠されている。それは、第１⠇で㏙たよ࠺に、トࣞンドࡸ現≧

に基࡙いて実されるフ࢛アキャスティングとは␗なり、それらにとらࢃれることなࡃⓗな変

がồࡵられるၥ題にᑐして有ຠとい࠺≉㉁をバックキャスティング・アࣟࣉーࢳがもࡗている

たࡵである。 

このⅬがලయⓗにイメージできるよ࠺に農地㠃✚を⣲ᮦにしたලయを⏝ពした（ᅗ４）。 

㧗度成長ᮇ௨㝆、ᡃが国の農地㠃✚は⥅続ⓗにῶᑡしていることはゝࡲ࠺でもないが、同ᅗに

おいて「なりࡺき」にしても「通ᖖᑐ策」にしても農地㠃✚は引き続きῶᑡすることになる。「な

りࡺき」とは㐣ཤから現ᅾࡲでのトࣞンドをそのࡲࡲᘏ長した場ྜを、「通ᖖᑐ策」とは、ࡤ࠼

農地中間管理機構によるྲྀり⤌ࡳのຠᯝを一定⛬度見㎸ࡔࢇ場ྜを定して㡬きたい。ともに㐣

ཤから現ᅾࡲでのトࣞンドに基࡙ࡃフ࢛アキャスティングであり、⛬度ᕪはあれ農地㠃✚はῶᑡ

EackcastinJ 

現ᅾ 将来 㐣ཤ 

社会の≧ែ➼ 理の将来像

IorecastinJ 

計画

計画

ᅗ３ フ࢛アキャスティングとバックキャスティングの⪃࠼方（ᶍᘧᅗ）

資料：森［９］を基に➹者作成。 
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することになる。 

これにᑐし、あるき将来像を設定し、その実現に必要なᑐ策ࡸ計画を策定するいとい࠺手㡰

を㋃ࡴバックキャスティングではそ࠺とはならない。ࡤ࠼、ᡃが国のపい㣗料⮬給⋡を㋃࠼ࡲ

た場ྜ、農地㠃✚はこれ௨ୖῶらすきではない、したがࡗてᑡなࡃとも現≧は⥔持するとい࠺

将来像を設定し、その実現のたࡵに必要なᑐ策ࡸ計画を策定していࡃのである。௨ୖのでは、

フ࢛アキャスティングにおいて農地㠃✚はῶᑡするが、バックキャスティングでは⥔持されるこ

とになる。 

 バックキャスティング・アࣟࣉーࢳは௨ୖに㏙たよ࠺な≉㉁・Ⅼをもつ一方、ၥ題Ⅼもあ

る。それは一ゝでゝ࠺なら「ゝ࠺は᫆࠺⾜ࡃは㞴し」とい࠺ことであり、大きࡃは２Ⅼある。 

第一は、和田ら［11］が「バックキャスティング型シナリオ作成手法においてはフ࢛アキャスティ

ング型のよ࠺な作成ᨭ手法がない」（p.398）とᣦするよ࠺に、ỗ⏝ⓗかつලయⓗ方法論が☜

❧していないことである。フ࢛アキャスティング型ではࡤ࠼、コー࣍ート分析ࡸマルコフ解析、

あるいはシステム・ダイナ࣑クスといࡗた統計理論ࢿࡸット࣡ーク理論に基࡙ࡃỗ⏝ⓗかつලయ

ⓗな予測手法が☜❧されているが、バックキャスティング型ではそ࠺した手法が☜❧されている

とはゝ࠼ないのが現≧である。 

第は、第一のⅬとも㛵連するが、ࡲずは⾜࠺き┠ᶆの設定作業が㞴することである。バ

ックキャスティング・アࣟࣉーࢳではࡲず、┠ᣦすき┠ᶆ（本研究では中山間地域農業の将来

ビジョン）を設定する必要がある。この作業については、第一のⅬでも㏙たよ࠺にỗ⏝ⓗかつ

ලయⓗな予測手法が☜❧されていないたࡵ、ಶࠎのၥ題にᛂࡌ㛵ಀ者間での議論によࡗて進ࡵら

れるのが現≧である。この場ྜ、ձ将来ビジョンにồࡵられる要⣲は」ᩘ⪃࠼られるが、すて

を同に成❧さࡏることが㞴しい場ྜもከい４）、そのたࡵ、ղ「議論するメンバーಶࠎにとࡗて

将来重視すき視Ⅼが␗なり、ከ✀ከᵝなニーࢬがᄇ出し」「議論が᮰しない」（小笠原［３］p.24)

400
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ᅗ４ 農地㠃✚の推⛣（国）とフ࢛アキャスティング、バックキャスティング

資料：農林水産┬『⪔地ཬࡧ作㠃✚統計』。 

注：2000㹼2018 年ࡲでの実⦼್は、田⏿計（本地㸩␏␁）の್。 
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の農地㠃✚を⥔持するたࡵに、現ᅾ必

要なᑐ策を⪃࠼る。
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㐣ཤ㹼現ᅾの㊅ໃにとらࢃ

れる㝈り、農地㠃✚はῶᑡ。

農モデルが農地㠃✚の大᐀を༨ࡵる農業構造すなࡕࢃ将来ビジョンが実現した場ྜの≧ἣをセ࣑

マクࣟⓗ視Ⅼからホ価する。ホ価㍈は、土地⏝ࡸ㣫料需給⋡➼、ᡃが国農業の将来をᒎᮃする

ୖで重要となるᣦᶆをከゅⓗに設定する。 

௨ୖ、本᭩の課題構成をその᥋近方法とともに㏙た。このࡕ࠺、要な᥋近方法となるバッ

クキャスティング・アࣟࣉーࢳについては、農業経営学ࡸ農業経済学の分野での適⏝がᑡない

ことから、⡆༢にその≉㉁を㏙ておࡃ。 

㸰）ࡣࢳ࣮ࣟࣉ࣭ࢢࣥࢸࢫࣕ࢟ࢡࢵࣂ 

小学㤋『デジタル大㎡Ἠ』によると、バックキャスティングとは「ᮍ来のあるⅬに┠ᶆを設

定しておき、そこからり㏉ࡗて現ᅾすきことを⪃࠼る方法」とある。ࡲた、ᑐ義ㄒとなるフ

られ࠼⪄に基࡙き、現≧で実現可能と実⦼なࡸアキャスティングについては「㐣ཤのデータ࢛

ることを✚ࡆୖࡳて、ᮍ来の┠ᶆに近࡙けよ࠺とする方法」とある。୧者の⪃࠼方をᶍᘧᅗす

るとᅗ３のよ࠺になる。 

バックキャスティングの⪃࠼方は、1990 年௦ᚋ༙に、スウェーデンの環境分野におけるྲྀり⤌

られたとされることがከいが（NTTࡵの中でいጞࡳ コムウェア［２］、森［９］）、古川［７］によれࡤ

「バックキャスティング手法は、1970 年௦に」「㟁ຊの需給計画として提ၐされ」「ࢿ࢚ルࢠー政

策の分野を中ᚰに適⏝された」とい࠺（p.25）。したがࡗて⪃࠼方⮬యは、㐜ࡃとも༙ୡ⣖前には

Ⓩ場したことになるが、近年╔┠されている。それは、第１⠇で㏙たよ࠺に、トࣞンドࡸ現≧

に基࡙いて実されるフ࢛アキャスティングとは␗なり、それらにとらࢃれることなࡃⓗな変

がồࡵられるၥ題にᑐして有ຠとい࠺≉㉁をバックキャスティング・アࣟࣉーࢳがもࡗている

たࡵである。 

このⅬがලయⓗにイメージできるよ࠺に農地㠃✚を⣲ᮦにしたලయを⏝ពした（ᅗ４）。 

㧗度成長ᮇ௨㝆、ᡃが国の農地㠃✚は⥅続ⓗにῶᑡしていることはゝࡲ࠺でもないが、同ᅗに

おいて「なりࡺき」にしても「通ᖖᑐ策」にしても農地㠃✚は引き続きῶᑡすることになる。「な

りࡺき」とは㐣ཤから現ᅾࡲでのトࣞンドをそのࡲࡲᘏ長した場ྜを、「通ᖖᑐ策」とは、ࡤ࠼

農地中間管理機構によるྲྀり⤌ࡳのຠᯝを一定⛬度見㎸ࡔࢇ場ྜを定して㡬きたい。ともに㐣

ཤから現ᅾࡲでのトࣞンドに基࡙ࡃフ࢛アキャスティングであり、⛬度ᕪはあれ農地㠃✚はῶᑡ

EackcastinJ 

現ᅾ 将来 㐣ཤ 

社会の≧ែ➼ 理の将来像

IorecastinJ 

計画

計画

ᅗ３ フ࢛アキャスティングとバックキャスティングの⪃࠼方（ᶍᘧᅗ）

資料：森［９］を基に➹者作成。 
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とい࠺ែが⏕ࡌ᫆い、こと➼から┠ᶆの設定作業に┦ᛂの間ࡸ㈝⏝を要しがࡕである。 

バックキャスティング・アࣟࣉーࢳには௨ୖのよ࠺なၥ題Ⅼはあるものの、本章第１⠇で㏙

たよ࠺に、中山間地域農業のあり方をᢤ本ⓗに見直す必要ᛶがቑしている日、その将来ビジョ

ンを策定する作業において有ຠな᥋近方法であることに変ࢃりない。 

㸱）◊✲ࡢ᥎㐍యไ 

本研究は、西日本農業研究センターの「平成 30 年度 所≉定研究課題 シーࢬ研究ᙉ㈝」の

ຓ成をཷけて進ࡵられたことは第１⠇の᭱ᚋに㏙た。本章の᭱ᚋに研究の推進య制についてゐ

れておࡃ。 

ず、経営・技術୧分野の研究ဨྜ計ࡲ 15 ྡより成る࣡ーキンググルーࣉが編成され、これがㄪ

ᰝ研究の推進ẕయとなࡗた。そのά動は、ձ現地ㄪᰝ（計８ࣧ所）５）、ղ所内研究会の開催（計５

回：ึࡕ࠺回は⮬యの㤳長➼を報告者としてᣍ⪸）６）、ճ経営研究者を中ᚰとする᳨ウ会の開

催（計９回）、である。2018㹼19 年にかけて進ࡵられた、これらのά動のලయⓗ内ᐜを㏙ること

はしないが、現場⏕産者、地域⯆のᢸᙜ者・実ົ者、分野をᶓ᩿する研究ဨ、とい࠺ᖜᗈいᒓ

ᛶの㛵ಀ者間での議論を通ࡌてㄪᰝ研究が進ࡵられたとい࠺実のࡳをᣦしておきたい。 

 第２⠇２）で㏙たよ࠺に、本研究のな᥋近方法であるバックキャスティング・アࣟࣉーࢳ

は、その有ຠᛶと同にၥ題Ⅼもᢪ࠼ており、本研究でᥥき出された中山間地域農業の将来ビジ

ョン（中᰾ⓗ営農モデルをྵࡴ）はⲨ๐りのឤはྰࡵない。しかし、こ࠺した視Ⅼからの研究

✚は、その重要ᛶにもかかࢃらず༑分とはゝ࠼ない≧ἣ下では、ពḧⓗかつᣮᡓⓗなྲྀり⤌ࡳで

あࡗたと⪃࠼ている。ࡴしࢁ本研究の⤖ᯝが、中山間地域農業の将来ビジョンの策定とい࠺ᚋ

作業において、ά発な議論の㊊かりとなることをᮇᚅし࠺ࢁるであࡲすその重要ᛶが㧗ࡲすࡲ

ている。 

［ὀ］ 

１）┦ᑐྲྀ引価格（㖭平ᆒ）。農林水産┬ㄪ。 

２）安藤［１］は、「農業⬤ᙅの῝」と「構造編の進ᒎ」の୪進は「にጞࡗࡲたことではな」

᪤に」ࡃ 1995 年センサス分析でᏱబ美」が「析出し」ていることをᣦした（p.１）。 

３）農業経営学分野でᩘ理計画法を適⏝する場ྜの解ㄝ᭩としては、農業研究センター［５］がཧ⪃

になるとᛮࢃれる。 

４）ࡤ࠼、経済成長と環境㈇Ⲵపῶの୧❧は一⯡ⓗには㞴しい。 

５）中᰾ⓗ営農モデルの策定作業において（第３㹼９章）、⣲ᮦとする現場経営యを⛎༏している

㛵ಀୖ、ここでㄪᰝ経営యをලయⓗに♧ࡏないが、㫽ྲྀ、ᗈᓥ、山ཱྀの中国地方ྛ県の、ឡ

知県ࡸ㈡県にも㊊をᘏࡤして現地ㄪᰝを実した。 
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６）所内研究会は下表の通り開催され、いずれの回も所の幹部の出席を仰いでいる。 

［引用文献］（五十音順） 

［１］安藤光義「第１章 2010 年センサスの概要とポイント」安藤光義編著『日本農業の構造変

動 2010 年農業センサス分析』農林統計協会、2013 年、１－30。 

［２］NTT コムウェア「第 27 回 バックキャスティング」『明日につながる基礎知識』

(https://www.nttcom.co.jp/comzine/no134/asuni/index.html) 

［３］小笠原敦「バックキャスティングに適した科学技術予測の方法論－課題解決型志向を重視

した研究開発の推進－」『科学技術動向』第 135 号、22－25。 

［４］千田雅之「中山間水田作経営の将来像とその実現に必要な研究課題」『平成 29 年度近畿中

国四国農業試験研究推進会議本会議報告資料』、2017 年。 

［５］農業研究センター『線形計画法による農業経営の設計と分析マニュアル』農業研究センタ

ー、1998 年。 

［６］福田晋「米政策の見直しと米の需給・価格の動向」『農業と経済』第 80 巻第 11 号、2014 年、

5－15。 

［７］古川柳蔵「バックキャスティングから見た 2030 年の日本人のライフスタイル－環境制約が

引き起こすパラダイムシフト－」『AD STUDIES』Vol.39、2012 年、24－28。 

［８］前田幸嗣「米の価格・所得政策のモデル分析」『農業経済研究』第 88 巻第 1 号、2016 年、

40－50。 

［９］森祐介(2017)「#219 バックキャスティング」 

(http://yusuke-mori.com/archives/72607028.html) 

［10］門間敏幸「第３章 農業経営分析におけるオーダーメイドモデルと規範モデルについて」

『九州沖縄農研農業経営研究』第 15 号、2017 年、29－39。 

［11］和田春菜・木下裕介・水野有智・福重真一・梅田清「持続可能社会に向けたバックキャステ

ィング型シナリオ作成手法の提案」『日本機械学会論文集』第 79 巻第 799 号、2012 年、845－

857。 

表 「中山間地域農業の将来ビジョン策定に向けた研究会」開催の記録 

回 開催日 報告者 

第１回 07/12(木) 
森谷英憲(元岡山県農業大学校校長)・小倉博俊(岡山県新庄村村長) 

千田雅之(農業経営 G)・渡部博明(同) 

第２回 08/06(月) 千田雅之(農業経営 G)・渡部博明(同) 

第３回 09/03(月) 千田雅之(農業経営 G)・坂本英美(同)・渡部博明(同)・笠原賢明(土壌管理 G) 

第４回 10/16(火) 千田雅之(農業経営 G)・渡部博明(同) 

第５回 11/13(火) 
千田雅之(農業経営 G)・渡部博明(同)・堀江達哉(同)・笠原賢明(土壌管理 G) 

棚田光雄(産学連携室) 

注：開催年は 2018 年、場所は西日本農業研究センター（福山）である。 

とい࠺ែが⏕ࡌ᫆い、こと➼から┠ᶆの設定作業に┦ᛂの間ࡸ㈝⏝を要しがࡕである。 

バックキャスティング・アࣟࣉーࢳには௨ୖのよ࠺なၥ題Ⅼはあるものの、本章第１⠇で㏙

たよ࠺に、中山間地域農業のあり方をᢤ本ⓗに見直す必要ᛶがቑしている日、その将来ビジョ

ンを策定する作業において有ຠな᥋近方法であることに変ࢃりない。 

㸱）◊✲ࡢ᥎㐍యไ 

本研究は、西日本農業研究センターの「平成 30 年度 所≉定研究課題 シーࢬ研究ᙉ㈝」の

ຓ成をཷけて進ࡵられたことは第１⠇の᭱ᚋに㏙た。本章の᭱ᚋに研究の推進య制についてゐ

れておࡃ。 

ず、経営・技術୧分野の研究ဨྜ計ࡲ 15 ྡより成る࣡ーキンググルーࣉが編成され、これがㄪ

ᰝ研究の推進ẕయとなࡗた。そのά動は、ձ現地ㄪᰝ（計８ࣧ所）５）、ղ所内研究会の開催（計５

回：ึࡕ࠺回は⮬యの㤳長➼を報告者としてᣍ⪸）６）、ճ経営研究者を中ᚰとする᳨ウ会の開

催（計９回）、である。2018㹼19 年にかけて進ࡵられた、これらのά動のලయⓗ内ᐜを㏙ること

はしないが、現場⏕産者、地域⯆のᢸᙜ者・実ົ者、分野をᶓ᩿する研究ဨ、とい࠺ᖜᗈいᒓ

ᛶの㛵ಀ者間での議論を通ࡌてㄪᰝ研究が進ࡵられたとい࠺実のࡳをᣦしておきたい。 

 第２⠇２）で㏙たよ࠺に、本研究のな᥋近方法であるバックキャスティング・アࣟࣉーࢳ

は、その有ຠᛶと同にၥ題Ⅼもᢪ࠼ており、本研究でᥥき出された中山間地域農業の将来ビジ

ョン（中᰾ⓗ営農モデルをྵࡴ）はⲨ๐りのឤはྰࡵない。しかし、こ࠺した視Ⅼからの研究

✚は、その重要ᛶにもかかࢃらず༑分とはゝ࠼ない≧ἣ下では、ពḧⓗかつᣮᡓⓗなྲྀり⤌ࡳで

あࡗたと⪃࠼ている。ࡴしࢁ本研究の⤖ᯝが、中山間地域農業の将来ビジョンの策定とい࠺ᚋ

作業において、ά発な議論の㊊かりとなることをᮇᚅし࠺ࢁるであࡲすその重要ᛶが㧗ࡲすࡲ

ている。 

［ὀ］ 

１）┦ᑐྲྀ引価格（㖭平ᆒ）。農林水産┬ㄪ。 

２）安藤［１］は、「農業⬤ᙅの῝」と「構造編の進ᒎ」の୪進は「にጞࡗࡲたことではな」

᪤に」ࡃ 1995 年センサス分析でᏱబ美」が「析出し」ていることをᣦした（p.１）。 

３）農業経営学分野でᩘ理計画法を適⏝する場ྜの解ㄝ᭩としては、農業研究センター［５］がཧ⪃

になるとᛮࢃれる。 

４）ࡤ࠼、経済成長と環境㈇Ⲵపῶの୧❧は一⯡ⓗには㞴しい。 

５）中᰾ⓗ営農モデルの策定作業において（第３㹼９章）、⣲ᮦとする現場経営యを⛎༏している

㛵ಀୖ、ここでㄪᰝ経営యをලయⓗに♧ࡏないが、㫽ྲྀ、ᗈᓥ、山ཱྀの中国地方ྛ県の、ឡ

知県ࡸ㈡県にも㊊をᘏࡤして現地ㄪᰝを実した。 
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第２章 中山間地域農業の将来ビジョンの⣲ᥥ 

渡部博明

１㸬はࡵࡌに

２㸬中山間地域農業の動向とコンセࣉト

１）中山間地域農業の動向

２）中山間地域農業のコンセࣉト

３㸬中山間地域農業の将来ビジョンの⣲ᥥ

４㸬ࡴすࡧ

㸯㸬ࡵࡌࡣ 

 本章では、中山間地域農業の将来あるきጼ、すなࡕࢃ将来ビジョンをバックキャスティング・

アࣟࣉーࢳに基࡙き⣲ᥥする。バックキャスティング・アࣟࣉーࢳではフ࢛アキャスティングの

よ࠺に、ỗ⏝ⓗかつලయⓗ予測手法が☜❧されていないたࡵ、ಶࠎのၥ題にᛂࡌて㛵ಀ者間での

議論によࡗて作業が進ࡵられるのが現≧であることは、第１章第２⠇２）で㏙た。

本研究では、第１章第２⠇３）で㏙たྛ✀のά動での議論➼を通ࡌて中山間地域農業の将来

ビジョンを⣲ᥥする。ලయⓗ手㡰はᅗ１に♧した通りであり、ձ中山間地域農業の動向（将来予

測をྵࡴ農地㠃✚ࡸ農ᐙᩘの推⛣➼）とコンセࣉト（ᮇᚅされるᒎ開ࡸᙺ）をᢕᥱ・設定する、

ղ近年の経営環境変動ࡸᅡ場᮲௳のᛶ➼の≉㉁を⪃៖しつつ、中山間地域農業の動向とコン

セࣉトを✺きྜࡏࢃることで、中山間地域農業の将来ビジョンを⣲ᥥする、こととした。௨下、

㡰に᳨ウしていこ࠺。

㸰㸬୰ᒣ㛫ᆅᇦ㎰ᴗࢺࣉࢭࣥࢥྥືࡢ 

㸯）୰ᒣ㛫ᆅᇦ㎰ᴗྥືࡢ 

ここでは、統計データに基࡙き中山間地域農業の動向をᢕᥱする。ලయⓗには、農業経営యᩘ・

農地㠃✚の７を中山間地域が༨ࡵる中国地方を分析ᑐ㇟として、農業⏕産の基本となる、農地

西日本農業研究センター

中山間地域農業の動向（農地㠃✚

 （➼⛣農ᐙᩘの推ࡸ

中山間地域農業のコンセࣉト（ᮇᚅされる

ᒎ開ࡸᙺ) 

将来ビジョンの⣲ᥥ 

9 ᅡ場᮲௳のᛶ(⊃㝼な༊画規ᶍ、

ᗈ範な␏␁法㠃➼) 

9 社会経済ⓗ≉㉁(ప地௦・ປാຊ㊊

➼) 

9 経営環境変動（経営所得安定ᑐ

策の見直し、米価変動➼) 

ᅗ１ 中山間地域農業の将来ビジョンの⣲ᥥの手㡰
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㠃✚ࡸ⥲農ᐙᩘ、経営㠃✚ୖᒙの農業経営యᩘの推⛣（将来予測をྵࡴ）➼をᢕᥱする。

ず農地㠃✚については国同ᵝ（第１章ᅗ４ཧ↷）、中国地方でも⥅続ⓗにῶᑡしており、こࡲ

れがᚋ、ቑຍしたり現≧⥔持で推⛣したりすることはࡲず⪃࠼られず、将来ⓗにもῶᑡするࡔ

ともࡃ中で、ᑡなࡴ農業ປാຊのῶᑡ➼が進ࡸて将来ⓗにも農業経営యᩘࡗしたが。（ᅗ２）࠺ࢁ

農地㠃✚を⥔持するたࡵには農業⏕産構造の大変動がồࡵられる。≉に水田作をᕠる経営環境が

変動する近年、⊃㝼な༊画規ᶍ、ᗈ範な␏␁法㠃➼のᅡ場᮲௳のᛶをᢪ࠼る中山間地域農業

にとࡗてはႚ⥭の課題である。すなࡕࢃ、米の⏕産ㄪᩚのᗫṆ、経営所得安定ᑐ策の変᭦、米価

変動➼、ᡃが国土地⏝型農業の᰿幹を成す水田作の経営環境がඛ⾜き㏱明ឤをቑす中で、部

門構成がປാ集約型の野菜作ࡸᯝᶞ作にഴᩳした場ྜ、㟷ኊ年ປാຊࡸ㈍㔠㢠ୖᒙは☜ಖで

きるが、農地⥔持は㞴しࡃなる࠺ࢁࡔ。このⅬは、㟷ኊ年農業ປാຊᒙࡸ㈍㔠㢠ୖᒙのཌࡳ

ᅗ２ 農地㠃✚の推⛣（中国地方）

資料：農林水産┬『⪔地ཬࡧ作㠃✚統計』。

注：１）実⦼್（実線、2000㹼2018 年）は、田⏿計（本地㸩␏␁）の್。

２）予測್（Ⅼ線、2019㹼2030 年）は、実⦼್のഴ向をフリーࣁンドでᘏ長したもの。
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⪔作ᨺᲠ地⋡（05 年）（�） 

経営㠃✚ቑῶ⋡(05-10 年)(�) 経営㠃✚ቑῶ⋡(05-10 年)(�) 

⪔作ᨺᲠ地⋡（05 年）（�） 

中国

四国

近畿

500 ௨ୖの農業

経営యᩘྜ（%）中国

農業ᑵ業人ཱྀの

65 ṓᮍ‶ྜ（%）

中国

四国

近畿

中国

ᅗ３ ᢸい手ᒙのཌさと農地⦰小（地ᖏู）

資料：農林水産┬『⏕産農業所得統計』（2004 年）、『農林業センサス』（2005・10 年） 

注：1)地ᖏ༊分は「⏕産農業所得統計」に記㍕されているᕷ⏫村ࡈとに、産出㢠 1ရ┠により⾜ࡗた。

地ᖏูサンࣉルᩘ（近中四計）（༢：ᕷ⏫村）㸹✄作 255、野菜作 136、ᯝᶞ作 64。 

2)⦪ᶓ㍈のྛᣦᶆをᕷ⏫村༢でồࡵ、農業地域ู・地ᖏ༊分ูに༢⣧平ᆒをồࡵᅗ♧した。

第２章 中山間地域農業の将来ビジョンの⣲ᥥ 

渡部博明

１㸬はࡵࡌに

２㸬中山間地域農業の動向とコンセࣉト

１）中山間地域農業の動向

２）中山間地域農業のコンセࣉト

３㸬中山間地域農業の将来ビジョンの⣲ᥥ

４㸬ࡴすࡧ

㸯㸬ࡵࡌࡣ 

 本章では、中山間地域農業の将来あるきጼ、すなࡕࢃ将来ビジョンをバックキャスティング・

アࣟࣉーࢳに基࡙き⣲ᥥする。バックキャスティング・アࣟࣉーࢳではフ࢛アキャスティングの

よ࠺に、ỗ⏝ⓗかつලయⓗ予測手法が☜❧されていないたࡵ、ಶࠎのၥ題にᛂࡌて㛵ಀ者間での

議論によࡗて作業が進ࡵられるのが現≧であることは、第１章第２⠇２）で㏙た。

本研究では、第１章第２⠇３）で㏙たྛ✀のά動での議論➼を通ࡌて中山間地域農業の将来

ビジョンを⣲ᥥする。ලయⓗ手㡰はᅗ１に♧した通りであり、ձ中山間地域農業の動向（将来予

測をྵࡴ農地㠃✚ࡸ農ᐙᩘの推⛣➼）とコンセࣉト（ᮇᚅされるᒎ開ࡸᙺ）をᢕᥱ・設定する、

ղ近年の経営環境変動ࡸᅡ場᮲௳のᛶ➼の≉㉁を⪃៖しつつ、中山間地域農業の動向とコン

セࣉトを✺きྜࡏࢃることで、中山間地域農業の将来ビジョンを⣲ᥥする、こととした。௨下、

㡰に᳨ウしていこ࠺。

㸰㸬୰ᒣ㛫ᆅᇦ㎰ᴗࢺࣉࢭࣥࢥྥືࡢ 

㸯）୰ᒣ㛫ᆅᇦ㎰ᴗྥືࡢ 

ここでは、統計データに基࡙き中山間地域農業の動向をᢕᥱする。ලయⓗには、農業経営యᩘ・

農地㠃✚の７を中山間地域が༨ࡵる中国地方を分析ᑐ㇟として、農業⏕産の基本となる、農地

西日本農業研究センター

中山間地域農業の動向（農地㠃✚

 （➼⛣農ᐙᩘの推ࡸ

中山間地域農業のコンセࣉト（ᮇᚅされる

ᒎ開ࡸᙺ) 

将来ビジョンの⣲ᥥ 

9 ᅡ場᮲௳のᛶ(⊃㝼な༊画規ᶍ、

ᗈ範な␏␁法㠃➼) 

9 社会経済ⓗ≉㉁(ప地௦・ປാຊ㊊

➼) 

9 経営環境変動（経営所得安定ᑐ

策の見直し、米価変動➼) 

ᅗ１ 中山間地域農業の将来ビジョンの⣲ᥥの手㡰
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と、⪔作ᨺᲠ地⋡ࡸ農地㠃✚ቑῶ⋡との㛵ಀを、地ᖏ༊分ูにࡳたᅗ３から明らかであり、土地

⏝型部門のᒎ開になᅡ場᮲௳をᢪ࠼る中山間地域農業ではそのᅽຊは大きいと⪃࠼られる

のである。

そこで、中国地方の農地⥔持のほⅬから、㞳農にక࠺౪給農地を予測し（ᅗ４）、それと 2015 年

Ⅼでの⪔作ᨺᲠ地（43�000ha）１）をあࡏࢃた㠃✚を、ู㏵そのᩘが予測された経営㠃✚ୖᒙ

（ᅗ５）が引きཷけると௬定した場ྜ２）、それらの経営㠃✚ୖᒙ１経営యᙜたりに要ㄳされる

平ᆒ経営㠃✚を試⟬した。試⟬⤖ᯝを♧したᅗ６から、その㠃✚は 100ha 前ᚋが┠安と⪃࠼られ

る。経営㠃✚ୖᒙとした、経営㠃✚ 10ha ௨ୖないしは 20ha ௨ୖの経営యの 2015 年Ⅼの平ᆒ

㠃✚はそれࡒれ、22.6ha、37.6ha なので（ᅗ♧なし）、その実現は㧗いࣁードルとい࠼る。 

中国地方をᑐ㇟とした௨ୖの分析⤖ᯝは、”経営㠃✚ୖᒙのᒎ開による農地⥔持͇と͆㟷ኊ年

農業ປാຊࡸ農産≀㈍㔠㢠ୖᒙの☜ಖ”を同に実現さࡏることは、中山間地域農業では≉に
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資料：中ኸ農業研究センター『2025 年の地域農業の

ጼがᢕᥱできる地域農業報』を基に➹者作

成。 

注：１）2005㹼15 年は実㝿್、2020㹼25 年は予測್。

２）農ᐙᩘはᐙ᪘経営యᩘのこと。 

㞳農にక࠺

౪給農地㠃✚
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資料：農林水産┬『農林業センサス』のデータを基

に➹者推計。 

注：2010㹼15 年は実㝿್、2020㹼25 年は予測್。

予測はトࣞンド法による。 

農業経営య 

(10ha ௨ୖ) 

同(20ha ௨ୖ) 
経営య

西ᬺ

ᅗ６ 経営㠃✚ୖᒙにᮇᚅされる経営㠃✚（中国地方）

資料：ᅗ５、ᅗ６のデータを基に➹者推計。

注：中国地方の農地⥔持のほⅬから試⟬した経営㠃✚ୖᒙ（経営㠃✚ 10ha たはࡲ 20ha ௨ୖの農業経

営య）１経営యᙜたりに要ㄳされる経営㠃✚である。試⟬方法は本文ཧ↷。 

農業経営య（10ha ௨ୖ） 

が引きཷける場ྜ 

農業経営య（20ha ௨ୖ）

が引きཷける場ྜ 
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㞴しいことを♧している。それらを୧❧さࡏるには、農業⏕産構造の大きな変動が要ㄳされるこ

とになるが、その実現には、㐣ཤの動向と現≧、それに基࡙ࡃ将来予測ではなࡃ、あらかࡵࡌ┠

ᶆを定ࡵ、それの฿達手ẁを᳨ウするとい࠺᥋近が有ຠである。それがバックキャスティング・

アࣟࣉーࢳなのである。 

 㸰）୰ᒣ㛫ᆅᇦ㎰ᴗࢺࣉࢭࣥࢥࡢ 

ここでは、中山間地域農業のコンセࣉト、すなࡕࢃ中山間地域農業にᮇᚅされるᒎ開ࡸᙺを

設定する。ᅗ７に♧したよ࠺にコンセࣉトにはいࡃつか⪃࠼られるが、大きࡃは、ձ産業として

の農業のᒎ開、ղ地域内の農業・農地の⥔持、ճእ部ຠᯝの発・పῶの３つに࢝テࢦライࢬで

きる。≉に、እ部ຠᯝの発については、2018 年の西日本㞵⅏ᐖ➼を㋃࠼ࡲると、中山間地域

ではḞかࡏない視Ⅼであ࠺ࢁ。 

コンセࣉトの中には、୧❧が㞴しい㛵ಀにあるものがあることは明らかである。ࡤ࠼、水田

作の経営環境が㏱明ឤをቑす中で、集約型のᅬⱁ作ഴᩳした場ྜ、「㟷ኊ年ᑓᚑ者の☜ಖ」と

い࠺コンセࣉトは実現できるかも知れないが、᮲௳ᅡ場のᨺᲠ➼により地域内の「農地の⥔

持」とい࠺コンセࣉトの実現は㞴しࡃなるといࡗたែが⏕࠺ࡌる（本章第２⠇１）ཧ↷）。ࡲた、

ᛴഴᩳ地の棚田のᏑᅾにより「ὥ水㜵Ṇ機能の発」とい࠺コンセࣉトが実現されるなら棚田を

ಖすきࡔが、ຠ⋡ᛶ向ୖのవ地が㝈られている棚田での水✄⏕産において「㟷ኊ年ᑓᚑ者の

☜ಖ」と「⿵ຓ㔠౫Ꮡ度のపῶ」の୧❧をᮇᚅすることは㞴しい࠺ࢁࡔ。したがࡗて、バックキ

ャスティングⓗな⪃࠼方に基࡙き、将来ビジョンをᥥき中᰾ⓗ営農モデルを策定する場ྜ、経営

ᚠ環型農␆産業のᒎ開

㟷ኊ年ᑓᚑ者の☜ಖ

地域経済の㈉⊩

（ຍ価್㑏元・㞠⏝出）

㣗料の安定౪給

⿵ຓ㔠౫Ꮡ度のపῶ

㣗料の₯ᅾⓗ⏕産ຊの☜ಖ

農地の⥔持

ὥ水㜵Ṇ機能の発

⏕≀ከᵝᛶの☜ಖ

有機農業のᒎ開

①
産
業
と
し
て
の
農
業
の
展
開

ղ地域内の農業・農地の⥔持

ճእ部ຠᯝの発・పῶ

ᅗ７ 中山間地域農業のコンセࣉト

資料：現地ㄪᰝ⤖ᯝ、研究会➼での議論に基࡙き➹者作成。

と、⪔作ᨺᲠ地⋡ࡸ農地㠃✚ቑῶ⋡との㛵ಀを、地ᖏ༊分ูにࡳたᅗ３から明らかであり、土地

⏝型部門のᒎ開になᅡ場᮲௳をᢪ࠼る中山間地域農業ではそのᅽຊは大きいと⪃࠼られる

のである。

そこで、中国地方の農地⥔持のほⅬから、㞳農にక࠺౪給農地を予測し（ᅗ４）、それと 2015 年

Ⅼでの⪔作ᨺᲠ地（43�000ha）１）をあࡏࢃた㠃✚を、ู㏵そのᩘが予測された経営㠃✚ୖᒙ

（ᅗ５）が引きཷけると௬定した場ྜ２）、それらの経営㠃✚ୖᒙ１経営యᙜたりに要ㄳされる

平ᆒ経営㠃✚を試⟬した。試⟬⤖ᯝを♧したᅗ６から、その㠃✚は 100ha 前ᚋが┠安と⪃࠼られ

る。経営㠃✚ୖᒙとした、経営㠃✚ 10ha ௨ୖないしは 20ha ௨ୖの経営యの 2015 年Ⅼの平ᆒ

㠃✚はそれࡒれ、22.6ha、37.6ha なので（ᅗ♧なし）、その実現は㧗いࣁードルとい࠼る。 

中国地方をᑐ㇟とした௨ୖの分析⤖ᯝは、”経営㠃✚ୖᒙのᒎ開による農地⥔持͇と͆㟷ኊ年

農業ປാຊࡸ農産≀㈍㔠㢠ୖᒙの☜ಖ”を同に実現さࡏることは、中山間地域農業では≉に
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資料：中ኸ農業研究センター『2025 年の地域農業の

ጼがᢕᥱできる地域農業報』を基に➹者作

成。 

注：１）2005㹼15 年は実㝿್、2020㹼25 年は予測್。

２）農ᐙᩘはᐙ᪘経営యᩘのこと。 

㞳農にక࠺

౪給農地㠃✚
農ᐙᩘ
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資料：農林水産┬『農林業センサス』のデータを基

に➹者推計。 

注：2010㹼15 年は実㝿್、2020㹼25 年は予測್。

予測はトࣞンド法による。 

農業経営య 

(10ha ௨ୖ) 

同(20ha ௨ୖ) 
経営య

西ᬺ

ᅗ６ 経営㠃✚ୖᒙにᮇᚅされる経営㠃✚（中国地方）

資料：ᅗ５、ᅗ６のデータを基に➹者推計。

注：中国地方の農地⥔持のほⅬから試⟬した経営㠃✚ୖᒙ（経営㠃✚ 10ha たはࡲ 20ha ௨ୖの農業経

営య）１経営యᙜたりに要ㄳされる経営㠃✚である。試⟬方法は本文ཧ↷。 

農業経営య（10ha ௨ୖ） 

が引きཷける場ྜ 

農業経営య（20ha ௨ୖ）

が引きཷける場ྜ 
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యの┈᭱大⾜動の⤖ᯝとして成❧する中᰾ⓗ営農モデルを適ษに㓄⨨することで、なるࡃ

ከࡃのコンセࣉトが同に実現できるとい࠺視Ⅼがポイントとなる。

㸱 ୰ᒣ㛫ᆅᇦ㎰ᴗࡢᑗ᮶ࡢࣥࣙࢪࣅ⣲ᥥ 

 これࡲでに⪃ᐹした、近年の経営環境変動、ᅡ場᮲௳のᛶ、中山間地域農業の社会経済ⓗ

≉㉁ࡸ動向、コンセࣉトの同実現、を⥲ྜⓗに᳨ウして将来ビジョンを⣲ᥥした（ᅗ８、９）。

ᅗ８、ᅗ９ともに７つの中᰾ⓗ営農モデルを構成要⣲とし、ᅗ８はその㓄⨨≧ἣを、ᅗ９はそれ

らの㛵ಀᛶを♧している。ྛ中᰾ⓗ営農モデルは、近年の経営環境変動➼を㋃࠼ࡲつつ経営యの

┈᭱大⾜動の⤖ᯝとして、なるࡃከࡃのコンセࣉトの実現に㈉⊩するよ࠺に策定された。

ᅗ８は、ᅡ場᮲௳のᛶ（⊃㝼な༊画規ᶍ、ᗈ範な␏␁法㠃➼）ࡸప地௦・ປാຊ㊊のഴ

向の⛬度にᛂࡌて中᰾ⓗ営農モデルを㓄⨨した構ᅗを♧している。そ࠺したᛶࡸഴ向はᶆ㧗

が㧗いᙉいと⪃࠼られるので、㧗ᶆ㧗地ᖏにはᨺ∾␆産ࡸ林産業➼を基幹部門とする中᰾ⓗ

営農モデルを㓄⨨し、土地の⢒ᨺⓗ管理による経営㠃✚のᣑ大と┈のᣑ大およࡧ農地⥔持をᅗ

るものとなࡗている。

ᅗ９は、ྛ中᰾ⓗ営農モデルが、農地⏝と資※ᚠ環の୧㠃で⤖ࡧついた構ᅗを♧している。

農地⏝㠃での⤖ࡧつきとは、ປാ集約型の経営から発⏕するవ農地を土地⏝型の経営（大

ᐙ␆経営をྵࡴ）が引きཷけ農地が⥔持される≧ἣである。資※ᚠ環㠃での㛵ಀᛶとは、㣫料作、

␆産をそれࡒれの基幹部門とする中᰾ⓗ経営య間で、㣫料とሁ⫧のᚠ環⏝がなされる≧ἣであ

る。

ᅗ８ 中山間地域農業の将来ビジョンの⣲ᥥ

資料：ᅗ７に同ࡌ。

注：１）ᶆ㧗の㧗ప➼にྜࡏࢃᒎ開すき中᰾ⓗ営農モデルを㓄⨨した。

２）実線ᅖࡳがྛ章で策定される中᰾ⓗ営農モデルである。

㧗

 ᶆ㧗 

 ᅡ場᮲௳のᛶ 

 ప地௦・ປാຊ㊊のഴ向 

 土地⏝の⢒ᨺ度 

ప

第７章 平地水田作㣫料作

第３章 ✄・㯏・大㇋・野菜作」ྜ

第４章 ✄・㣫料・野菜作」ྜ

第５章 ⪔␆林」ྜ

第６章 ⫗⏝∵⦾Ṫ

山林

第８章

設

野菜作
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ン࢝
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将来ビジョンの構成要⣲となるྛ中᰾ⓗ営農モデルのヲ⣽は、そのコンセࣉト実現の㈉⊩を

中᰾ⓗ営農モデルが中国地方の農地㠃✚の大ࡕࢃ第３㹼９章に、将来ビジョンが実現、すなࡵྵ

᐀を༨ࡵるに⮳ࡗた≧ែのセ࣑マクࣟⓗホ価は第 10 章に、それࡒれㆡるとして、中山間地域農業

の将来ビジョンを⣲ᥥする本章では、中᰾ⓗ営農モデルの≉㉁をおおࡲかに☜ㄆしておこ࠺。 

 第３章で策定される✄・㯏・大㇋・野菜作」ྜ経営モデルは、現ᅾの中山間地域に⦪ᶓ↓ᑾに

㉮る小༊画水田を基┙として、水✄作、㯏作、大㇋作、野菜作の⤌ࡏࢃྜࡳにより成❧するᢸい

手型の集ⴠ営農モデルである３）。そこでは現ᅾ開発中の技術が成・ᑟධされた場ྜの営農モデ

ルが策定され、その฿達Ⅼと㝈⏺が♧される。 

 第４章で策定される✄・㣫料・野菜作」ྜ経営モデルは、中山間地域でもẚ㍑ⓗ⦆ഴᩳで、༊

画規ᶍも第３章の定には⊃㝼ではないᅡ場を基┙として、㧗ຍ価್かつ┬ຊⓗ㣗⏝米⏕

産、野菜作、㣫料⏿作の⤌ࡏࢃྜࡳにより成❧する㞠⏝型大規ᶍ法人モデルである。そこでは、

ᑵ農者の通年ᑵ業機会の出と同所得のᣑ大による㟷ኊ年ᑓᚑ者の☜ಖ、⮬給⋡がపࡃかつ農地

が⢒ᨺⓗに管理できる㣫料⏿作のᒎ開により農地⥔持と㣗料の安定౪給に有ຠなモデルが、その

成❧᮲௳とともに♧される。 

 第５章で策定される⪔␆林」ྜ経営モデルは、小༊画ᅡ場ࡸ㔛山を基┙として、㣗⏝米⏕産、

࿘年ぶᏊᨺ∾（⦾Ṫ∵）、⇱᳝Ⲗ⏕産の⤌ࡏࢃྜࡳにより成❧するᢸい手型の集ⴠ営農モデルで

ある。そこでは、ᑡ人ᩘによる農林地ά⏝と㧗い所得形成を可能とするモデルが、その成❧᮲௳

とともに♧される。 

 第６章で策定される⫗⏝∵⦾Ṫ経営モデルは、小༊画ᅡ場ࡸ㔛山を基┙として、࿘年ぶᏊᨺ∾

（⦾Ṫ∵）を基幹部門として成❧するᐙ᪘経営モデルである。そこでは、㔛山のⲡ地造成と水田

ᅗ９ 中᰾ⓗ営農モデル間の農地⏝㠃・資※ᚠ環㠃での⤖ࡧつき 

資料：ᅗ７に同ࡌ。 

注：実線ᅖࡳがྛ章で策定される中᰾ⓗ営農モデル。 

㣫料

ሁ⫧

第３章 ✄・㯏・大㇋・野菜作

第４章 ✄・㣫料・野菜作」ྜ

第７章 平地水田㣫料作

⪔✀経営�土地⏝型� 

第６章 ⫗⏝∵⦾Ṫ

第５章 ⪔␆林」ྜ

㓗農

⫗∵⦾Ṫ㺃⫧⫱

㣴㇜・㣴㭜

␆産経営

第９章 ࢝ンキࢶ作第８章 設野菜作

⪔✀経営�ປാ集約型� 
వ

農地

ሁ⫧వ

農地

యの┈᭱大⾜動の⤖ᯝとして成❧する中᰾ⓗ営農モデルを適ษに㓄⨨することで、なるࡃ

ከࡃのコンセࣉトが同に実現できるとい࠺視Ⅼがポイントとなる。

㸱 ୰ᒣ㛫ᆅᇦ㎰ᴗࡢᑗ᮶ࡢࣥࣙࢪࣅ⣲ᥥ 

 これࡲでに⪃ᐹした、近年の経営環境変動、ᅡ場᮲௳のᛶ、中山間地域農業の社会経済ⓗ

≉㉁ࡸ動向、コンセࣉトの同実現、を⥲ྜⓗに᳨ウして将来ビジョンを⣲ᥥした（ᅗ８、９）。

ᅗ８、ᅗ９ともに７つの中᰾ⓗ営農モデルを構成要⣲とし、ᅗ８はその㓄⨨≧ἣを、ᅗ９はそれ

らの㛵ಀᛶを♧している。ྛ中᰾ⓗ営農モデルは、近年の経営環境変動➼を㋃࠼ࡲつつ経営యの

┈᭱大⾜動の⤖ᯝとして、なるࡃከࡃのコンセࣉトの実現に㈉⊩するよ࠺に策定された。

ᅗ８は、ᅡ場᮲௳のᛶ（⊃㝼な༊画規ᶍ、ᗈ範な␏␁法㠃➼）ࡸప地௦・ປാຊ㊊のഴ

向の⛬度にᛂࡌて中᰾ⓗ営農モデルを㓄⨨した構ᅗを♧している。そ࠺したᛶࡸഴ向はᶆ㧗

が㧗いᙉいと⪃࠼られるので、㧗ᶆ㧗地ᖏにはᨺ∾␆産ࡸ林産業➼を基幹部門とする中᰾ⓗ

営農モデルを㓄⨨し、土地の⢒ᨺⓗ管理による経営㠃✚のᣑ大と┈のᣑ大およࡧ農地⥔持をᅗ

るものとなࡗている。

ᅗ９は、ྛ中᰾ⓗ営農モデルが、農地⏝と資※ᚠ環の୧㠃で⤖ࡧついた構ᅗを♧している。

農地⏝㠃での⤖ࡧつきとは、ປാ集約型の経営から発⏕するవ農地を土地⏝型の経営（大

ᐙ␆経営をྵࡴ）が引きཷけ農地が⥔持される≧ἣである。資※ᚠ環㠃での㛵ಀᛶとは、㣫料作、

␆産をそれࡒれの基幹部門とする中᰾ⓗ経営య間で、㣫料とሁ⫧のᚠ環⏝がなされる≧ἣであ

る。

ᅗ８ 中山間地域農業の将来ビジョンの⣲ᥥ

資料：ᅗ７に同ࡌ。

注：１）ᶆ㧗の㧗ప➼にྜࡏࢃᒎ開すき中᰾ⓗ営農モデルを㓄⨨した。

２）実線ᅖࡳがྛ章で策定される中᰾ⓗ営農モデルである。

㧗

 ᶆ㧗 

 ᅡ場᮲௳のᛶ 

 ప地௦・ປാຊ㊊のഴ向 

 土地⏝の⢒ᨺ度 

ప

第７章 平地水田作㣫料作

第３章 ✄・㯏・大㇋・野菜作」ྜ

第４章 ✄・㣫料・野菜作」ྜ

第５章 ⪔␆林」ྜ

第６章 ⫗⏝∵⦾Ṫ

山林

第８章

設

野菜作

第９章

ン࢝

キࢶ作
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でのᏘ㣫料⏕産、࿘年ぶᏊᨺ∾によりపコストᏊ∵⏕産と㧗い所得形成を可能とするモデルが、

その成❧᮲௳とともに♧される。 

 第７章は、国産㣫料⏕産のຠ⋡の推進のほⅬからのモデル策定となる。すなࡕࢃ、そこで策

定される㣫料作を基幹部門とする平地水田㣫料作経営モデルは、平地水田を基┙とし、米㯏⏕産

と水田㣫料作の⤌ࡏࢃྜࡳにより成❧する㞠⏝型大規ᶍ法人モデルである。そこでは、㣫料⏝米

に᭰࠼て :&S ⏝コーンࢣࡸール➼をᑟධすることで、⿵ຓ㔠౫Ꮡ度のపῶ、┈の向ୖ、㣫料⏕

産コストの๐ῶが同にᅗれるモデルが、その成❧᮲௳とともに♧される。 

 第８章で策定される設野菜作経営モデルは、中山間地域の῝้な㐣㧗㱋を㋃࠼ࡲて策定

された新規ᑵ農モデルである。そこでは、新規ᑵ農者でもẚ㍑ⓗྲྀり⤌ࡸࡳすい設トマト作と

の㟷年ປാ者所得が☜ಖでࡳースとした野菜作」ྜ経営（ᐙ᪘経営）のᒎ開により、産業୪࣋

きるモデルが、その成❧᮲௳とともに♧される。 

 第９章で策定される࢝ンキࢶ作経営モデルは、 州࣑࢝ンとඃⰋ中ᬌ᯿を⤌ࡏࢃྜࡳた࢝ンキ

つつ、ᛴഴᩳ地か࠼ࡲ作の」ྜ経営モデルである。そこでは、ᶞᅬ地の地┠㌿のᅔ㞴ᛶを㋃ࢶ

ら⦆ഴᩳ地の⏕産のシフトࡸඃⰋ中ᬌ᯿のᑟධにより、㧗ရ㉁・┬ຊ・経営㠃✚のᣑ大を

同に実現するモデルが、その成❧᮲௳とともに♧される。 

㸲㸬ࡧࡍࡴ 

本章では、中国地方の農業の動向（将来予測をྵࡴ）、日の経営環境変動ࡸ中山間地域農業の

≉㉁、コンセࣉトの同実現、を⥲ྜⓗに᳨ウすることで、中山間地域農業の将来ビジョンをバ

ックキャスティングⓗに⣲ᥥした。さらにその構成要⣲となる中᰾ⓗ営農モデルの≉㉁をおおࡲ

かに㏙た。要な論Ⅼは௨下の通り。

ձ͇経営㠃✚ୖᒙのᒎ開による農地⥔持͇と͆㟷ኊ年農業ປാຊࡸ農産≀㈍㔠㢠ୖᒙの☜

ಖ͇を同に実現することは、中山間地域農業では≉に㞴しい。

ղ将来ビジョンをᥥࡃには、経営యの┈᭱大⾜動の⤖ᯝとして成❧する中᰾ⓗ営農モデルを

適ษに㓄⨨することで、なるࡃከࡃのコンセࣉトを同に実現するとい࠺視Ⅼがポイントと

なる。

ճそのよ࠺にしてᥥかれた中山間地域農業の将来ビジョンの構ᅗは第一に、㧗ᶆ㧗地ᖏにはᨺ∾

␆産ࡸ林産業➼を基幹部門とする中᰾ⓗ営農モデルを㓄⨨し、土地の⢒ᨺⓗ管理による経営㠃

✚のᣑ大と┈のᣑ大およࡧ農地⥔持をᅗるものである。

մ第は、ྛ中᰾ⓗ営農モデルが農地⏝と資※ᚠ環の୧㠃で⤖ࡧついた構ᅗである。この構ᅗ

は、ປാ集約型の経営から発⏕するవ農地を土地⏝型の経営が引きཷけることで農地を⥔

持するのと同に、㣫料作、␆産をそれࡒれ基幹部門とする中᰾ⓗ経営య間で、㣫料とሁ⫧の

ᚠ環⏝をᅗるものである。

 続ࡃ第３㹼９章では、将来ビジョンの構成要⣲となるྛ中᰾ⓗ営農モデルを実ドⓗに策定する。
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［ὀ］ 

１）農林水産┬『農林業センサス』（2015 年）による。中国地方における⮬給ⓗおよࡧ㈍農ᐙ、

土地持ࡕ㠀農ᐙの⪔作ᨺᲠ地㠃✚のྜ計である。なお、この㠃✚ 43�000ha は、ᅗ４に♧した

2010㹼25 にかけて発⏕する㞳農にక࠺౪給農地（予測್）43�000ha と同ࡌなのは、༢なるഅ↛

である。 

２）経営㠃✚ୖᒙの基‽㠃✚ 10ha およࡧ 20ha は渡部［２］をཧ⪃に設定した。すなࡕࢃそこで

は、中国地方における水田作経営のᑓᚑ者が産業୪ࡳ所得（同論文では 400 /年/人）を

得られる᭱ప㝈の経営㠃✚は、ᐙ᪘経యでは 10ha、法人⤌⧊経営య 20ha であることが析出さ

れた。 

３）「ᢸい手型」とは、ᑡᩘの㟷ኊ年ᑓᚑ者がに農作業をᢸ࠺集ⴠ営農⤌⧊の形ែのことである。

ᑐ義ㄒⓗに⏝いられる「ࡄるࡳ型」とは、ከᩘのව業ᚑ者ࡸ農ᐙ㧗㱋者が分ᢸして農作業を

   。集ⴠ営農⤌⧊の形ែのことである࠺⾜

これࡲで中山間地域の水田農業では、㟷ኊ年ᑓᚑ者の☜ಖが㞴しい中、㞳農農ᐙ➼の農地の

ཷけ─として「ࡄるࡳ型」の集ⴠ営農⤌⧊が一定のᙺをᯝたしてきた。しかしながら、ᙺဨ

課題が㢧ᅾする日（坂࠺人ᮦの☜ಖとい࠺ḟୡ௦の⤌⧊をᢸ、ࡳータの㧗㱋が進ࣞ࣌オࡸ

本ら［１］）、「ᢸい手型」の㌿がᛴົとなࡗている（第１章ᅗ１もཧ↷）。 

［引用文献］（五十音順） 

［１］坂本英美・千田雅之「第６章 中国中山間地域における集ⴠ営農法人の現≧と課題」『中ኸ

農業⥲ྜ研究センター研究資料』第 10 号、2015 年、58－77。 

［２］渡部博明「第５章 近畿・中国・四国の農業構造とᢸい手ᒎᮃ」『中ኸ農業⥲ྜ研究センタ

ー研究資料』第 10 号、2015 年、45－57。 

でのᏘ㣫料⏕産、࿘年ぶᏊᨺ∾によりపコストᏊ∵⏕産と㧗い所得形成を可能とするモデルが、

その成❧᮲௳とともに♧される。 

 第７章は、国産㣫料⏕産のຠ⋡の推進のほⅬからのモデル策定となる。すなࡕࢃ、そこで策

定される㣫料作を基幹部門とする平地水田㣫料作経営モデルは、平地水田を基┙とし、米㯏⏕産

と水田㣫料作の⤌ࡏࢃྜࡳにより成❧する㞠⏝型大規ᶍ法人モデルである。そこでは、㣫料⏝米

に᭰࠼て :&S ⏝コーンࢣࡸール➼をᑟධすることで、⿵ຓ㔠౫Ꮡ度のపῶ、┈の向ୖ、㣫料⏕

産コストの๐ῶが同にᅗれるモデルが、その成❧᮲௳とともに♧される。 

 第８章で策定される設野菜作経営モデルは、中山間地域の῝้な㐣㧗㱋を㋃࠼ࡲて策定

された新規ᑵ農モデルである。そこでは、新規ᑵ農者でもẚ㍑ⓗྲྀり⤌ࡸࡳすい設トマト作と

の㟷年ປാ者所得が☜ಖでࡳースとした野菜作」ྜ経営（ᐙ᪘経営）のᒎ開により、産業୪࣋

きるモデルが、その成❧᮲௳とともに♧される。 

 第９章で策定される࢝ンキࢶ作経営モデルは、 州࣑࢝ンとඃⰋ中ᬌ᯿を⤌ࡏࢃྜࡳた࢝ンキ

つつ、ᛴഴᩳ地か࠼ࡲ作の」ྜ経営モデルである。そこでは、ᶞᅬ地の地┠㌿のᅔ㞴ᛶを㋃ࢶ

ら⦆ഴᩳ地の⏕産のシフトࡸඃⰋ中ᬌ᯿のᑟධにより、㧗ရ㉁・┬ຊ・経営㠃✚のᣑ大を

同に実現するモデルが、その成❧᮲௳とともに♧される。 

㸲㸬ࡧࡍࡴ 

本章では、中国地方の農業の動向（将来予測をྵࡴ）、日の経営環境変動ࡸ中山間地域農業の

≉㉁、コンセࣉトの同実現、を⥲ྜⓗに᳨ウすることで、中山間地域農業の将来ビジョンをバ

ックキャスティングⓗに⣲ᥥした。さらにその構成要⣲となる中᰾ⓗ営農モデルの≉㉁をおおࡲ

かに㏙た。要な論Ⅼは௨下の通り。

ձ͇経営㠃✚ୖᒙのᒎ開による農地⥔持͇と͆㟷ኊ年農業ປാຊࡸ農産≀㈍㔠㢠ୖᒙの☜

ಖ͇を同に実現することは、中山間地域農業では≉に㞴しい。

ղ将来ビジョンをᥥࡃには、経営యの┈᭱大⾜動の⤖ᯝとして成❧する中᰾ⓗ営農モデルを

適ษに㓄⨨することで、なるࡃከࡃのコンセࣉトを同に実現するとい࠺視Ⅼがポイントと

なる。

ճそのよ࠺にしてᥥかれた中山間地域農業の将来ビジョンの構ᅗは第一に、㧗ᶆ㧗地ᖏにはᨺ∾

␆産ࡸ林産業➼を基幹部門とする中᰾ⓗ営農モデルを㓄⨨し、土地の⢒ᨺⓗ管理による経営㠃

✚のᣑ大と┈のᣑ大およࡧ農地⥔持をᅗるものである。

մ第は、ྛ中᰾ⓗ営農モデルが農地⏝と資※ᚠ環の୧㠃で⤖ࡧついた構ᅗである。この構ᅗ

は、ປാ集約型の経営から発⏕するవ農地を土地⏝型の経営が引きཷけることで農地を⥔

持するのと同に、㣫料作、␆産をそれࡒれ基幹部門とする中᰾ⓗ経営య間で、㣫料とሁ⫧の

ᚠ環⏝をᅗるものである。

 続ࡃ第３㹼９章では、将来ビジョンの構成要⣲となるྛ中᰾ⓗ営農モデルを実ドⓗに策定する。
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第３章 ✄・㯏・大㇋・野菜作」ྜ経営モデル 

坂本英美 *・大室 

１㸬基本ⓗ⪃࠼方                                          

２㸬モデルの構⠏                                                  

１）分析ᑐ㇟法人の概ἣ                                           
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２）営農モデルの成❧᮲௳  

㸯㸬ᇶᮏⓗ⪃࠼᪉ 

ᗈᓥ県中山間地域においては集ⴠ営農法人がቑຍഴ向にあり、地域農業のᢸい手としてᒎ開し

ている。しかし、法人内のປാຊは近年⬤ᙅしつつある。さらにの米価下ⴠは、法人の㈈

ົをᝏさࡏ、経営Ꮡ続に῝้なၥ題をなࡆかけている。このたࡵ、ⱝ年ᑵ農者をࡧ㎸ࡵる

┈の☜ಖ可能な営農編がႚ⥭の課題である。 

 このよ࠺な中山間地域の集ⴠ営農法人のၥ題Ⅼについて、安藤［１］も、大分県のを基にその

ᨭは、⿵ຓ㔠により持続可能な㡿域にかࡌ࠺ࢁて฿達しつつある⛬度であり、ປാຊ☜ಖがᅔ

㞴な≧ἣにあるၥ題をᣦしている。さらに 2015 年センサスによる農業構造分析においてᶫワ

［９］は、地はテンポを⦆ࡵつつも╔実に進ࢇでいるが、一᪦変をとࡵていた⪔作ᨺᲠ⋡もୖ

᪼してきたとしている。これは᮲௳ᅡ場が⪔作ᨺᲠされている可能ᛶࡸ中山間地域における

営農⥅続のᅔ㞴さをᨵࡵて♧၀している。ࡲた、㣗⏝米の⏕産ㄪᩚᑐᛂにおいて福田［12］は、㣫

料米は現ᅾ㣗⏝米のᅾᗜㄪᩚするୖで重要な⨨࡙けにあるが、ຓ成ᥐ⨨の⥅続ᛶに安があるこ

とを㏙ている。ࡲた、㣫料⏝米の需給㛵ಀに㛵して、小ụ［４］は、␆産農ᐙῶᑡのᙳ㡪から、WCS

➼㣫料⏝✄（㣫料⏝米ྵ）⏕産が㐣ࡳࡂになるഴ向が⏕ࡌているとしている１）。このよ࠺に㣫

料⏝✄の⏕産の㝈⏺も♧၀されている中で、⏿作≀もྵࡵた作は౫↛重要と⪃࠼られており、

梅本［２］は、大㇋作の定╔のたࡵには、㐣度なຓ成㔠౫Ꮡと㌿作ᑐᛂをᨵࡵ、水田作経営の基本部

分として⨨࡙ࡃことが重要とし、⏕産ᛶ向ୖの必要ᛶをᣦしている２）。ࡲた、梅本［３］は、

ᾏእにẚ㍑して༢向ୖはしており、大㇋における㔞ᛶの要ᅉの一つとして‵田での

 西日本農業研究センター
農林水産技術会議ົᒁ
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水ᑐ策技術も本㉁ⓗなᨵၿに⮳ࡗていないことをあࡆている。 

 ᚑࡗて、ᚋ中山間地域の営農⥅続をᅗるには、⏿作≀におけるᅡ場のᛶを新技術により

ඞ᭹することにより、所得向ୖをᅗる方向ᛶが㑅ᢥ⫥として⪃࠼られる。

 そこで、本報告では、中山間集ⴠ営農法人の所得向ୖのたࡵに現ᅾ実ドが進ࢇでいる技術をᑟ

ධした試⟬を⾜࠺。に‵ᐖᑐ策技術、✄・㯏・大㇋２年３作、もࡕ㯏、大㇋㝖ⲡ新技術、Ꮨ

の㐟ఇປാを⏝した野菜作な新作≀のᑟධによるຠᯝと課題を明らかにする。さらに、ᚋ

必要とされる技術のຠᯝを試⟬で☜ㄆし技術開発方向を᳨ウする。

㸰㸬ࣔࡢࣝࢹᵓ⠏ 

㸯）ศᯒᑐ㇟ἲேࡢᴫἣ 

中山間地域の⏕産᮲௳において、௦表ⓗと⪃࠼られる集ⴠ営農法人経営を⣲ᮦにした。は、

ᗈᓥ県の中山間地域に⨨するフーム㸿である（表１）。ປാຊの年㱋ู構成は 60 ṓ௦௨ୖが

中ᚰであり、近年ປാຊの⬤ᙅが㢧著で、ᚋの営農⥅続がᠱᛕされている。経営農地はᪧ村

の範ᅖにあり３）、近年の 2012 年で 84ha、2014 年では 103ha にቑຍしており、現ᅾはẕయとなる

ᪧ村の農地㠃✚をࡰ集✚している。しかし、はᅡ場༊画も小さࡃな⏕産᮲௳であり一

⯡ⓗな中山間地域の᮲௳を⏕産基┙としている４）。 

 ㌿作はᙜึから大㇋が、続いて小㯏、ࢯバ、米⢊米、㣫料⏝米とᑟධがなされてきたが、大㇋、

小㯏の༢はపい。近年では野菜作がධの⿵を┠ᶆにᑟධされている。さらに、水✄ཬࡧ大

㇋の㝖ⲡປാがከࡃ営農ୖのၥ題となࡗている。この法人では、⏕産ㄪᩚᑐᛂの一つとして、水

田から㌿したᚋに」ᩘ年にࢃたり㯏・大㇋の㍯作が⾜ࢃれてきたが、ᅡ場のあるᶆ㧗 280m㹼

400m においては㯏✭ᮇの㐜

ᘏと大㇋作の㐜ᘏ、さらにそのᚋ

の㯏✀が 12 月にཬࡪことな

から᱂ᇵᮇと⦾ᛁᮇのᑐᛂが

ᅔ㞴となࡗていた。 

 近年は≉にປാຊの㧗㱋と

リタイࣖが㢧著になり、⥲ປാ

ຊ㔞のῶᑡ、ᑡᩘのⱝ年、地௦

のప下、ࡲた、それにక࠺作の

変も⏕ࡌつつある。 

㸰）ᑐ㇟ࡿࡍᢏ⾡᱂ᇵయ⣔ 

 本✏では、ୖ㏙した中山間地

域のな⏕産᮲௳をඞ᭹する

たࡵの新技術による所得向ୖを

᳨ウする。ᑟධを᳨ウする技術

ᴫἣࡢ㸿࣒࣮ࣇ 㸯⾲ࠉࠉࠉ  ࠉࠉࠉ

法人化年 2005ᖺ

労働力
（圃場作業）

役員：16人（60代～80代）、常時雇用：４人（30代～40代）

臨時雇用：17人（50代～70代）、オペ：11人（30代～70代）

最大労働力量12⼈/⽇（2012年）

作付作物
（2016年産）

㣗⏝米45.8ha㸪小㯏8.8ha㸪大㇋18.3ha㸪米⢊米㸪

2.2ha㸪㣫料⏝米9.3ha㸪モࢳ米1.2㸪㓇米4.1ha㸪野菜

3.2ha㸪そ2.7ࡤhaࠉᘏ作㠃✚95.7ha

品種
主食用米：コシ、あきろまん、ヒノ、モチ：ヒメノモチ、米粉：
コシ、ヒノ、飼料用米：夢あおば、もみろまん、小麦：キヌヒ
メ、大豆：サチユタカ、あきまろ

野菜種類 アスパラガス、タマネギ、枝豆、トウモロコシ

加工 パンが主力。パンは米粉パン。もち、味噌

平均区画面積 10a

地代 1

経営・技術面
の課題

圃場整備年古く排水機能が劣化、用水の少ない圃場と湿
田がいずれも問題。冬季の長い中山間において、麦・大
豆の複数年輪作を行っており、生育不足での収穫や播
種時期の遅延など無理が生じている。気温の麦・大豆の
外来アサガオが多発。そのため、大豆・麦等の収益が低
い。

資料：現地実証試験地Ａ法人の資料および聞き取り調査に基づいた。
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１）要約                                       

２）営農モデルの成❧᮲௳  

㸯㸬ᇶᮏⓗ⪃࠼᪉ 

ᗈᓥ県中山間地域においては集ⴠ営農法人がቑຍഴ向にあり、地域農業のᢸい手としてᒎ開し

ている。しかし、法人内のປാຊは近年⬤ᙅしつつある。さらにの米価下ⴠは、法人の㈈

ົをᝏさࡏ、経営Ꮡ続に῝้なၥ題をなࡆかけている。このたࡵ、ⱝ年ᑵ農者をࡧ㎸ࡵる

┈の☜ಖ可能な営農編がႚ⥭の課題である。 

 このよ࠺な中山間地域の集ⴠ営農法人のၥ題Ⅼについて、安藤［１］も、大分県のを基にその

ᨭは、⿵ຓ㔠により持続可能な㡿域にかࡌ࠺ࢁて฿達しつつある⛬度であり、ປാຊ☜ಖがᅔ

㞴な≧ἣにあるၥ題をᣦしている。さらに 2015 年センサスによる農業構造分析においてᶫワ

［９］は、地はテンポを⦆ࡵつつも╔実に進ࢇでいるが、一᪦変をとࡵていた⪔作ᨺᲠ⋡もୖ

᪼してきたとしている。これは᮲௳ᅡ場が⪔作ᨺᲠされている可能ᛶࡸ中山間地域における

営農⥅続のᅔ㞴さをᨵࡵて♧၀している。ࡲた、㣗⏝米の⏕産ㄪᩚᑐᛂにおいて福田［12］は、㣫

料米は現ᅾ㣗⏝米のᅾᗜㄪᩚするୖで重要な⨨࡙けにあるが、ຓ成ᥐ⨨の⥅続ᛶに安があるこ

とを㏙ている。ࡲた、㣫料⏝米の需給㛵ಀに㛵して、小ụ［４］は、␆産農ᐙῶᑡのᙳ㡪から、WCS

➼㣫料⏝✄（㣫料⏝米ྵ）⏕産が㐣ࡳࡂになるഴ向が⏕ࡌているとしている１）。このよ࠺に㣫

料⏝✄の⏕産の㝈⏺も♧၀されている中で、⏿作≀もྵࡵた作は౫↛重要と⪃࠼られており、

梅本［２］は、大㇋作の定╔のたࡵには、㐣度なຓ成㔠౫Ꮡと㌿作ᑐᛂをᨵࡵ、水田作経営の基本部

分として⨨࡙ࡃことが重要とし、⏕産ᛶ向ୖの必要ᛶをᣦしている２）。ࡲた、梅本［３］は、

ᾏእにẚ㍑して༢向ୖはしており、大㇋における㔞ᛶの要ᅉの一つとして‵田での
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はḟのよ࠺になる（表３「実ド技術の内ᐜ」）。ձ࣎トムࣉラウ⪔・㢠⦕ᬯῺ・ᙎᬯῺなの⤌

㯏ᑟධ、մ水✄⛣᳜のࡕによる㯏・大㇋の┬ຊ水技術、ղ✄・㯏・大㇋２年３作、ճもࡏࢃྜ

ᐦ᳜技術、յ大㇋新㝖ⲡయ⣔、նⓑࢠࢿ、ᗈᓥ菜な野菜作、շ␏␁管理技術、ࡲず、շࡲ

でが現ᅾ実ド試験を⾜ࡗている技術である。

中山間 地域において‵田なはᅡ場ᩚഛ༊画とい࠼もᗈ範にࡳられる。それには、ࢃき水

をはࡵࡌ、ᅡ場ᩚഛ前の地下の水ࡕࡳがᙳ㡪している場ྜがከい５）。これらの‵田が೫ᅾするᅡ

場で営農する㝿に≉に⏿作≀の᱂ᇵにᝏᙳ㡪がある。ࡲた、ᗈᓥ県では約９の水田がᅡ場ᩚഛ

から 20 年を経㐣しており（ᗈᓥ県農林水産ᒁ［11］）、土木ᕤされたᬯῺがワࡲるな機能して

タᐃෆᐜࡢ⟭㸰 ヨ⾲ࠉ ࠉࠉࠉࠉ

経営面積 ୖ㝈な䛧

試⟬の面積 作付䛡の実面積（延䜉ではない）

圃場区画 10㼍区画をᐃ䛧その労働時間

㌿作⋡ 㻠0䠂

䛊労働力人数䛋：12人

䛊᭶᪪ୖ㝈䛋：㻤0時間㻛᪪

䛊䠍人ᙜ年間労働時間のୖ㝈䛋：1㻤00時間㻛年・人

機Ე整備等
生産⟶理労働

作業᪥ㄅに基づいたྜィの時間を、主に㎰㛩期に加⟬䛧た。

圃場労働の䠍人
ᙜᡤᚓのィ⟬

ົ⫋員の年間労働を1㻘200時間㻛年とᐃ䛧てそのᡤᚓをᕪ䛧ᘬき、そのୖで
圃場労働の䠍人ᙜ労働ᡤᚓをィ⟬䛧た。

地代 䠍㻛10㼍

品䚷䚷種
水✄⛣᳜：コシヒカ䝸、あきろまん、ヒノヒカ䝸、大豆：サチユタカ、あきまろ、小麦：
キヌヒメ

ྛ作物༢౯
主食用米：≉᱂米のዎ⣙᱂ᇵで䡶䡸が1㻠㻘㻤00㻛60䟙、サチユタカ：㻤㻘100㻛60
䟙、あきまろ：㻤㻠00㻛60䟙、もち麦：600㻛䟙、ᗈᓥ菜：㻡6㻛䟙、ⓑネギ㻟㻡0㻛
䟙（䛩でに䠎䛴の野菜を作付䛡ている法人がཧ⪃）

もち麦༢౯
の᰿ᣐ

ඛ行ⓗに作付䛡䛧ている㼀㻻法人の༢౯をཧ⪃と䛧たが、㏆年の低ୗഴྥを㋃ま
䛘てそれよりもⱝᖸ低い600㻛䟙と䛧た。

㈍༢౯
主食用米：法人の㈍実⦼による、大豆2品種：201㻡年༢౯（䠦Ａᗈᓥ中ኸ資
料）。小麦：201㻠年法人の㈍༢౯。

数量ᡶい༢౯ 大豆：2等㻟等平均、小麦：䠍等2等平均

もち麦作付ୖ㝈 20㼔㼍（年で作付䛡䠑年┠の䠰䠫法人をཧ⪃）。

作付作物の
㑅ᢥ᮲௳

作付作物の㑅ᢥ᮲௳（䝥ロ䝉ス）と䛧ては麦・大豆のに大豆༢作、麦༢作もタ
ᐃ䛧た（た䛰䛧もち麦は麦・大豆と⤌みྜ䜟䛫と䛧た）。

付㔠
ᡓ␎作物ຓᡂの麦、大豆の㻟㻚㻡㻛10㼍、麦の䠎ẟ作ຓᡂ1㻚㻡㻛10㼍はどち䜙
も加⟬䛧ない。なお、数量ᡶいは現≧どおりに加⟬䛧た。
た䛰䛧䠈䛂201㻣現≧䛃の䜿䞊スでは現≧᮲௳と䛧てຓᡂ㔠を加⟬䛧ている。

ಖ⟶理 水⟶理と␏␁⟶理のみの労働を行䛖タᐃと䛧た

༢収䝕䞊タの
ฟᡤと年ḟ

主食用米：2006～201㻤年実証法人の平均༢収
大豆᪂技術：201㻣～201㻤年、小麦᪂技術：201㻣～201㻥年実証法人の平均༢収
大豆ᶆ播័行：201㻟～201㻡年ᗈᓥ┴⤫ィ平均༢収
小麦ᶆ播័行：201㻟～201㻡年ᗈᓥ┴⤫ィ平均༢収

主な機Ე備
トラ䜽タ（㻠㻟㻼㻿㽢2ྎ、6㻡㻼㻿㽢1ྎ）、田᳜機（6᮲㽢2ྎ、㻤᮲㽢1ྎ）、⮬⬺コン䝞䜲
ン䠏ྎ（㻠᮲、㻡᮲）、ỗ用コン䝞䜲ン2ྎ

資料：⾲䠍にྠじ。
ὀ：1）機Ე備はてඹྠ用はᐃ䛧ていない。
䚷㻌㻌㻌2）経営の労働力（⟬）は2012年䝢䞊䜽時のฟ役人数である12人と䛧て試⟬䛧た。

労働力

－18－



おらず⏿作ではၥ題となࡗている６）。したがࡗて⏕産者は、とりࢃけ⏕産ㄪᩚの開ጞ௨来、水田

のフルά⏝の推進に⮳るࡲでᅔ㞴なᑐᛂをᙉいられてきた。本✏で᳨ウする前記技術のࡕ࠺ձ

は、このよ࠺な‵田での⏿作≀の⏕⫱ཬࡧ༢をᨵၿするたࡵに開発された技術（作業のᵝᏊは

真１㹼３）であり、≉に重要とい࠼る。ࡲたղは、表４に♧すよ࠺なᑟධのຌ⨥がある。⏿作

≀と水✄にᑐするⅬはあるが、✄㊧の‵田なูなほⅬからၥ題Ⅼがある。それは技術のձ

で一定⛬度ඞ᭹することを┠ᣦしているが、中山間地域のẼೃのたࡵ作≀のษり᭰࠼の作け

の㐜ᘏは⏕࠺ࡌる。

とこࢁで、分析ᑐ㇟法人においては、㯏・大㇋をẖ年⧞り㏉す↓理な連作が⾜ࢃれていた。そ

れをᨵၿするたࡵの一つの方策として２年３作をᑟධし、さらにそのデメリットを㍍ῶするたࡵ

に同に‵田ᑐ策としての水技術が必要となࡗた。ୖ記の実ド技術のࡕ࠺ձの⪔起水は、中

㻌㻌㻌㻌㻌㻌㻌㻌㻌㻌㻌㻌㻌䚷表３  実証技術および今後必要と考えられる技術関連の説明

㡯䚷䚷┠ 㻌㻌㻌㻌㻌㻌㻌㻌㻌㻌㻌㻌㻌䚷䚷䚷䚷䚷䚷㻌㻌㻌㻌㻌㻌㻌㻌㻌タ䚷䚷㻌㻌䚷䚷䚷䚷ᐃ
䐟䝪ト䝮䝥ラウ⪔・㢠⦕ᬯῺ・ᙎᬯῺなどの⤌ྜ䜟䛫による麦・大豆の湿ᐖᑐ⟇技術
䐠✄・麦・大豆䠎年䠏作
䐡もち麦
䐢水✄のᐦ播᳜
䐣大豆：⊃␏᱂ᇵ、ᬌ播の作ᆺと、ᬌ播㐺ᛶ品種、᪂㝖ⲡయ⣔㻔播種ᚋᅵተฎ理、㻤᭶ୖ᪪生育
期㑅ᢥᛶ㝖ⲡ面ᩓᕸ、㻤᭶ୗ᪪㠀㑅ᢥᛶ㝖ⲡ␏間ᩓᕸの㻟㻕
䐤ⓑネギ、ᗈᓥ菜等野菜作
䐥␏␁⟶理技術

䐟圃場᮲௳䜈のᑐᛂ：水✄用のᅵᮌ工ᬯῺが圃場に䠍ᮏある⛬ᗘ、それが20年௨ୖ経㐣䛧㏻
水䛧ていない。湿田をඞ᭹䛩る技術がないため、付㔠により᱂ᇵが⥅⥆䛧てきた≧ἣ。
䐠麦・大豆複数年㐃作。水田䛛䜙㌿ᚋに複数年に䜟たり麦・大豆の輪作が行䜟れてきたが、
㻠00㼙๓ᚋのᶆ㧗の圃場もྵ䜐ため生育の遅れなど䛛䜙作付య⣔に無理が生じている。
䐡大豆᱂ᇵ：⊃␏᱂ᇵ、㝖ⲡは播種ᚋᅵተฎ理とᡭ取り㝖ⲡ
䐢㏆年ᵓᡂ員にお䛡るẁ㝵のୡ代の䝸タ䜲䝲が┦ḟ䛞、労働力がᛴ⃭にῶ少䛧、作付ᵓᡂもኚ化
䛧䛴䛴ある。

䛊␏␁⋡䛋：10㻑（ᆶ┤᪉ྥ䛛䜙みた␏␁の面積ྜ、中ᅜ地᪉␏␁⋡は⣙㻥㻚㻟䠂：㻴2㻣作物⤫ィなど

䛊ᢸいᡭ䛋：地ᶒ⪅にጤク䛧ているがᅔ㞴になり䛴䛴あるため、法人ෆ労働で行䛖タᐃと䛧た。

湿ᐖᑐ⟇の᪂ᆺ⪔㉳技術ൾ༷㈝・ಟ理㈝：㻡6㻚㻠㻛年加⟬もち麦の⢭麦機・ಟ理㈝：㻡㻟㻚6㻛
年加⟬

Ⱚ᳜᱂㈝用：1㻘2㻟1㻛作付面積10㼍・年（㈝用の12㻚㻡䠂を㎰ᐙ㈇ᢸ）
ⲡสりロ䝪䝑トൾ༷㈝・ಟ理㈝：2㻠㻚1㻛年加⟬

４の時間๐ῶ（㎰業機Ეศ野では㻡๐ῶを┠㏵に䛧ているがそれに㏆いᐃと䛧た）

㈍⟶理㈝はྛ作物䛛䜙ኚື㈝と䛧てᕪ䛧ᘬいた。୍⯡⟶理㈝はᅛᐃ㈝と䛧ィ⟬⤖ᯝ䛛䜙୍ᣓ䛧
てᕪ䛧ᘬいた。㔠㢠は2016年産⥲資料に基づく。

ồめ䜙れる
技術

季の労働䝢䞊䜽の┬力とศᩓが課題であり、䛣の実現によりつᶍᣑ大とᡤᚓቑ加に⧅がる。䛣れ
を実現䛩る技術。䛥䜙につᶍᣑ大に資䛩る⏿作技術。

水✄技術

䐟水✄の⡆᫆‣水┤播䐠Ⰻ食味多収᪩・中・ᬌ生品種、の⤌みྜ䜟䛫が⪃䛘䜙れる。䐟はⱑ❧ち
の面で現実ⓗであり、䛣れまで季の‣┤労働で大きなྜを༨め、๐ῶがᅔ㞴であった代䛛き
労働を๐ῶ䛩る技術と䛧てὀ┠できる。䐠は水✄育種ศ野の◊✲ᡂᯝがฟている。䛣れ䜙の⤌み
ྜ䜟䛫により、大きなຠᯝを期ᚅできる。

⏿作技術

䐡⏿作物≉に麦の༢作（ኟ季の‣水と✄㝖ⲡのᢞධにより㞧ⲡᐖを㜵Ṇ）。䛣れをᐜ᫆に䛩る䛣
とで、㎰地ಖ面積のᣑ大にᐤ䛧、๓作とᚋ作が無い䛣とにより湿ᐖᑐ⟇を時間ⓗవ⿱をもって
行䛘るなどのຠᯝが⪃䛘䜙れる。㌿作の作業つᶍをᣑ大䛩る䛣とで、✄作つᶍのᣑ大のຠᯝを経
営ෆで発䛧や䛩い。

資料：⾲䠍にྠじ。

Ⱚにᑐ䛩るⲡสロ
䝪の時間๐ῶᐃ

Ⱚとⲡสりロ䝪
の㈝用の加⟬

実証
技術
のᛂ
用

㈍㛵㐃経㈝
と୍⯡⟶理㈝

実証技術のෆᐜ

現地にお䛡る
័行技術のෆᐜ

麦・大豆の機Ეൾ
༷㈝の加⟬

␏␁⟶理労働

はḟのよ࠺になる（表３「実ド技術の内ᐜ」）。ձ࣎トムࣉラウ⪔・㢠⦕ᬯῺ・ᙎᬯῺなの⤌

㯏ᑟධ、մ水✄⛣᳜のࡕによる㯏・大㇋の┬ຊ水技術、ղ✄・㯏・大㇋２年３作、ճもࡏࢃྜ

ᐦ᳜技術、յ大㇋新㝖ⲡయ⣔、նⓑࢠࢿ、ᗈᓥ菜な野菜作、շ␏␁管理技術、ࡲず、շࡲ

でが現ᅾ実ド試験を⾜ࡗている技術である。

中山間 地域において‵田なはᅡ場ᩚഛ༊画とい࠼もᗈ範にࡳられる。それには、ࢃき水

をはࡵࡌ、ᅡ場ᩚഛ前の地下の水ࡕࡳがᙳ㡪している場ྜがከい５）。これらの‵田が೫ᅾするᅡ

場で営農する㝿に≉に⏿作≀の᱂ᇵにᝏᙳ㡪がある。ࡲた、ᗈᓥ県では約９の水田がᅡ場ᩚഛ

から 20 年を経㐣しており（ᗈᓥ県農林水産ᒁ［11］）、土木ᕤされたᬯῺがワࡲるな機能して

タᐃෆᐜࡢ⟭㸰 ヨ⾲ࠉ ࠉࠉࠉࠉ

経営面積 ୖ㝈な䛧

試⟬の面積 作付䛡の実面積（延䜉ではない）

圃場区画 10㼍区画をᐃ䛧その労働時間

㌿作⋡ 㻠0䠂

䛊労働力人数䛋：12人

䛊᭶᪪ୖ㝈䛋：㻤0時間㻛᪪

䛊䠍人ᙜ年間労働時間のୖ㝈䛋：1㻤00時間㻛年・人

機Ე整備等
生産⟶理労働

作業᪥ㄅに基づいたྜィの時間を、主に㎰㛩期に加⟬䛧た。

圃場労働の䠍人
ᙜᡤᚓのィ⟬

ົ⫋員の年間労働を1㻘200時間㻛年とᐃ䛧てそのᡤᚓをᕪ䛧ᘬき、そのୖで
圃場労働の䠍人ᙜ労働ᡤᚓをィ⟬䛧た。

地代 䠍㻛10㼍

品䚷䚷種
水✄⛣᳜：コシヒカ䝸、あきろまん、ヒノヒカ䝸、大豆：サチユタカ、あきまろ、小麦：
キヌヒメ

ྛ作物༢౯
主食用米：≉᱂米のዎ⣙᱂ᇵで䡶䡸が1㻠㻘㻤00㻛60䟙、サチユタカ：㻤㻘100㻛60
䟙、あきまろ：㻤㻠00㻛60䟙、もち麦：600㻛䟙、ᗈᓥ菜：㻡6㻛䟙、ⓑネギ㻟㻡0㻛
䟙（䛩でに䠎䛴の野菜を作付䛡ている法人がཧ⪃）

もち麦༢౯
の᰿ᣐ

ඛ行ⓗに作付䛡䛧ている㼀㻻法人の༢౯をཧ⪃と䛧たが、㏆年の低ୗഴྥを㋃ま
䛘てそれよりもⱝᖸ低い600㻛䟙と䛧た。

㈍༢౯
主食用米：法人の㈍実⦼による、大豆2品種：201㻡年༢౯（䠦Ａᗈᓥ中ኸ資
料）。小麦：201㻠年法人の㈍༢౯。

数量ᡶい༢౯ 大豆：2等㻟等平均、小麦：䠍等2等平均

もち麦作付ୖ㝈 20㼔㼍（年で作付䛡䠑年┠の䠰䠫法人をཧ⪃）。

作付作物の
㑅ᢥ᮲௳

作付作物の㑅ᢥ᮲௳（䝥ロ䝉ス）と䛧ては麦・大豆のに大豆༢作、麦༢作もタ
ᐃ䛧た（た䛰䛧もち麦は麦・大豆と⤌みྜ䜟䛫と䛧た）。

付㔠
ᡓ␎作物ຓᡂの麦、大豆の㻟㻚㻡㻛10㼍、麦の䠎ẟ作ຓᡂ1㻚㻡㻛10㼍はどち䜙
も加⟬䛧ない。なお、数量ᡶいは現≧どおりに加⟬䛧た。
た䛰䛧䠈䛂201㻣現≧䛃の䜿䞊スでは現≧᮲௳と䛧てຓᡂ㔠を加⟬䛧ている。

ಖ⟶理 水⟶理と␏␁⟶理のみの労働を行䛖タᐃと䛧た

༢収䝕䞊タの
ฟᡤと年ḟ

主食用米：2006～201㻤年実証法人の平均༢収
大豆᪂技術：201㻣～201㻤年、小麦᪂技術：201㻣～201㻥年実証法人の平均༢収
大豆ᶆ播័行：201㻟～201㻡年ᗈᓥ┴⤫ィ平均༢収
小麦ᶆ播័行：201㻟～201㻡年ᗈᓥ┴⤫ィ平均༢収

主な機Ე備
トラ䜽タ（㻠㻟㻼㻿㽢2ྎ、6㻡㻼㻿㽢1ྎ）、田᳜機（6᮲㽢2ྎ、㻤᮲㽢1ྎ）、⮬⬺コン䝞䜲
ン䠏ྎ（㻠᮲、㻡᮲）、ỗ用コン䝞䜲ン2ྎ

資料：⾲䠍にྠじ。
ὀ：1）機Ე備はてඹྠ用はᐃ䛧ていない。
䚷㻌㻌㻌2）経営の労働力（⟬）は2012年䝢䞊䜽時のฟ役人数である12人と䛧て試⟬䛧た。

労働力
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山間の農ᐙ・法人が長年課題としていたၥ題にྲྀり⤌ࢇできたと同に現地で⏿作が↓理である

とゝࢃれた農地の✄作ᚋ地で㯏大㇋の㧗㔞を記録していることから、成ᯝが⏕ࡌつつある技術

である。 

しかし、現≧の経営環境はཝしࡃ、もࡕ㯏ᑟධと水技術中ᚰの技術ࡔけでⱝ年者がᑵ農でき

る┈ᛶを実現できるとは必ずしもい࠼ない。さらに、経営の課題の解決に向けた✺◚ཱྀあるい

は方向を♧すことが必要となる。現ᅾの水田作の農業ປാにおいて経営ⓗに᭱もၥ題となるのは

春Ꮨのປാࣆークである。このࣆークが解ᾘされれࡤ、規ᶍᣑ大とそれにక࠺所得ቑຍがᮇᚅで

きるたࡵ、ᵝࠎな研究がなされてきた。なものとしては、⛣᳜作業そのものを┬␎する田直

、‣水直なに௦表される試験とᨵⰋが⾜ࢃれてきた。‣水直の≉ᛶとしては、田直

よりも出ⱆ・ⱑ❧ࡕの安定ᛶにඃるが、ᚑ来の‣水直᱂ᇵにおいて、௦かきປാがṧされるこ

とが課題となࡗてきた。近年ではさらに、そのၥ題を解決する技術として௦かきを┬␎できる⡆

᫆‣水直技術の開発とᨵⰋが⾜ࢃれている（表３下ḍ、「実ド技術のᛂ⏝」、真４）。この技

術は、出ⱆ・ⱑ❧ࡕなの「現実ᛶ」と、春Ꮨࣆークປാ๐ῶなの「ຠᯝが㧗い」୧㠃から注

䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷表䠐䚷⏣⏿㍯のⅬとၥ㢟
⏿作物 水✄ その

Ⅼ
水田㞧ⲡ・⏿㞧ⲡのᢚ
ไ、ᐖ発生ᢚไ

ୗᒙᅵが㓟化ഴྥ・ᅵຠ
ᯝ、水✄の᰿が化、ቑ収

輪作に麦がある場ྜは麦䜟䜙の用により❅⣲⫧
Ỻᅵの低ୗはなく䜐䛧ろⱝᖸྥୖ䛩る

問題Ⅼ

✄㊧の湿田による生育
のᝏ化と༢収低ୗ

大豆㊧の地力が不Ᏻᐃ
⫧量にᑐ䛩る収量、ಽఅ、
品㉁のண のᅔ㞴化

水✄䠉大豆などの輪作（麦ྵまない）では≉に❅
⣲⫧Ỻᅵと༢収の低ୗが生ずる。長期⏿輪作で

もそれが生じ、ᅜⓗにその問題が生じている䠍）

資料：Ⅼは᪥ᮏᅵተ༠䠷10䠹㼜20㻥㻙211、問題Ⅼのྑḍ1㻕はఫ田䠷䠕䠹㼜㻟㻥㻙㻡2䛛䜙ᘬ用、は現地調査など

䚷表䠑䚷Ⴀ㎰ィ⏬䝰䝕䝹䛻⏝䛔るస≀䞉సᆺูのᨭ䞉ປാ㛫䠄㻝㻜㼍ᙜ䛯䜚䠅
㻌㻌㻌㻌㻌㻌㻌㻌㻌㻌㻌䚷䚷㻌䚷㻌㻌㻌㻌㻌䚷䚷作物

㡯┠

コシヒ
カ䝸

コシヒ
カ䝸

ヒノヒ
カ䝸

ヒノヒ
カ䝸

あきろ
まん

あき䛥
䛛り

中生
多収
品種

ᜊึ
め䛧

大豆
大豆（䠎

ẟ作

用）

大豆（䠎

ẟ作

用）

大豆（䠎

ẟ作

用）
小麦

小麦（䠎

ẟ作

用）

䢏䡽麦

（䠎ẟ作

用）

小麦（䠎

ẟ作

用）

䢏䡽麦

（䠎ẟ作

用）

用㏵等 主食 主食 主食 主食 主食 主食 主食 主食 䡷䡽䢑䡼䡲 䡷䡽䢑䡼䡲 䡷䡽䢑䡼䡲 あきまろ キヌヒメ キヌヒメ 䡳䢓䢔䢏䡽 キヌヒメ 䡳䢓䢔䢏䡽

作付䛡᪉ᘧ・作ᆺ ⛣᳜
⛣᳜ᐦ

播
⛣᳜

⛣᳜ᐦ

播

⡆᫆‣

┤

⡆᫆‣

┤

⡆᫆‣

┤
‣┤ ᶆ播័行ᶆ播័行 ᶆ播 ᬌ播

ᶆ播័

行

ᶆ播័

行
お䛰試験 ᪂య⣔お䛰試験

㻟 㻟
排水無 排水無 ๓排水᭷ ๓排水᭷ 排水無 排水無 排水無 排水᭷ 排水᭷

生産量（䟙） 480 480 446 446 497 600 600 600 100 100 230 230 210 210 170 385 353
㈍༢౯㻔60㎏) 14,788 14,788 14,367 14,367 13,603 13,788 13,788 13,788 8,122 8,122 8,122 8,428 700 700 36,000 700 36,000
㈍㢠小ィ 118,370 118,370 106,685 106,685 112,634 137,878 137,878 137,878 13,537 13,537 31,134 32,307 2,450 2,450 102,000 4,492 211,800

ᡓ␎作物ຓᡂ － － － － － － － － －
䠎ẟ作ຓᡂ（産地ຓᡂᑐᛂ） － － － － －
䜶コ䝣䜯䞊マ䞊ຓᡂ 4,400 4,400 4,400 4,400 4,400 4,400 4,400 4,400
⏿作物の┤᥋ᨭᡶ（数量ᡶ） 20,000 20,000 34,155 34,155 20,000 20,000 20,000 35,356 37,359
⪔␆㐃ᦠຓᡂ
䝽ラ㈍代㔠 3,300 3,300 3,300 3,300 3,300 3,300 3,300 3,300
㈍⢒収益 126,070 126,070 114,385 114,385 120,334 145,578 145,578 145,578 33,537 33,537 65,289 66,462 22,450 22,450 122,000 39,848 249,159

種ⱑ㈝ 1,411 1,071 1,361 1,134 1,336 1,336 1,336 1,336 5,427 5,427 5,427 5,079 3,052 2,781 4,059 2,781 4,059
⫧料㈝ 4,566 4,566 6,820 6,820 7,406 7,406 7,406 7,406 7,170 7,170 10,655 10,655 5,560 5,560 5,560 14,880 14,880
㎰⸆㈝ 8,341 7,027 8,341 6,137 8,803 8,803 8,803 8,803 6,115 6,115 11,480 11,480 2,170 2,170 4,098 4,065 4,098
⇞料㈝䚷 2,966 2,966 2,922 2,922 3,011 3,011 3,011 3,011 1,886 1,886 1,886 1,886 3,377 3,377 3,448 3,536 3,448
ㅖᮦ料㈝ 1,789 895 1,789 895 1,789 1,789 1,789 1,789 0 0 0 0 0 0 0 0 0
ᅵ地ᨵⰋཬび水㈝ 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
㈤料ཬび料㔠 4,163 4,163 4,133 4,133 4,177 4,163 4,177 4,133 1,263 1,263 1,376 1,376 1,176 1,176 1,176 1,176 1,176
ಟ理㈝ 3,557 3,557 3,557 3,557 3,557 3,557 3,557 3,557 3,557 3,557 3,557 3,557 3,557 3,557 3,557 3,557 3,557
物ᮦ㈝ྜィ 26,793 24,245 28,923 25,598 30,080 30,065 30,080 30,035 25,419 25,419 34,382 34,034 18,894 18,622 21,899 29,996 31,220
地代 10,000 10,000 10,000 10,000 10,000 10,000 10,000 10,000 10,000 5,000 5,000 5,000 10,000 5,000 5,000 5,000 5,000
益ಀ数 99,277 101,825 85,462 88,787 90,255 115,513 115,498 115,543 8,118 8,118 30,907 32,429 3,556 3,828 100,101 9,851 217,940

地代ᕪᘬきᚋ益ಀ数 89,277 91,825 75,462 78,787 80,255 105,513 105,498 105,543 -1,882 3,118 25,907 27,429 -6,444 -1,172 95,101 4,851 212,940

10㼍ᙜ労働時間（␏␁労働㝖） 16.4 16.0 16.4 16.0 15.7 12.7 12.7 12.7 16.1 16.1 13.0 13.0 8.6 7.1 7.1 9.6 9.6

資料：現地実証試験地Ａ法人の資料、聞き取り調査、現地実証試験⤖ᯝに基づいた。

ྠᕥ ྠᕥ ྠᕥ ྠᕥその ⋞米༢収 ྠᕥ ྠᕥ ྠᕥ
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┠できる。一方、近年水✄⫱✀の研究部門によりⰋ㣗ከ新ရ✀の開発が進ࡵられてきた。そ

の中にはいࡃつか作ᮇの␗なるရ✀がある。⡆᫆‣水直とⰋ㣗ከの᪩・中・ᬌ⏕のရ✀を

た、本章の開発技ࡲ。ることで、規ᶍᣑ大と所得ቑຍのより大きなຠᯝがᮇᚅできるࡏࢃྜࡳ⤌

術の一つに 2 年 3 作を定していたが、㌿作⋡一定の下で⡆᫆‣水直の規ᶍᣑ大のຠᯝを༑

分に引き出すたࡵに、ࢣース 8㹼ࢣース 10 では㯏༢作も㑅ᢥ可能とした。

 したがࡗて、本✏では開発技術（実ド技術）のᑟධを⾜い、さらに技術の⤌ྜࡏをした場ྜの

経営ⓗຠᯝを試⟬する。ᚋ者はձ水✄⡆᫆‣水直とⰋ㣗ከの᪩・中・ᬌ⏕のရ✀⤌ࢃྜࡳ

ࡲղ㯏༢作のᑟධである。そのことにより本✏で提♧した、ᚋ必要な技術のᑟධにより見㎸ࡏ

れるຠᯝを分析する。なお、௨下のな試⟬においては、将来における㈈政ⓗ手ᙜのཝしい≧ἣ

を定し、ᅛ定ᡶと２ẟ作ᨭᡶをຍ⟬しない設定としている（表２・表５）。

㸱）ศᯒどⅬ᪉ἲ 

山間の農ᐙ・法人が長年課題としていたၥ題にྲྀり⤌ࢇできたと同に現地で⏿作が↓理である

とゝࢃれた農地の✄作ᚋ地で㯏大㇋の㧗㔞を記録していることから、成ᯝが⏕ࡌつつある技術

である。 

しかし、現≧の経営環境はཝしࡃ、もࡕ㯏ᑟධと水技術中ᚰの技術ࡔけでⱝ年者がᑵ農でき

る┈ᛶを実現できるとは必ずしもい࠼ない。さらに、経営の課題の解決に向けた✺◚ཱྀあるい

は方向を♧すことが必要となる。現ᅾの水田作の農業ປാにおいて経営ⓗに᭱もၥ題となるのは

春Ꮨのປാࣆークである。このࣆークが解ᾘされれࡤ、規ᶍᣑ大とそれにక࠺所得ቑຍがᮇᚅで

きるたࡵ、ᵝࠎな研究がなされてきた。なものとしては、⛣᳜作業そのものを┬␎する田直

、‣水直なに௦表される試験とᨵⰋが⾜ࢃれてきた。‣水直の≉ᛶとしては、田直

よりも出ⱆ・ⱑ❧ࡕの安定ᛶにඃるが、ᚑ来の‣水直᱂ᇵにおいて、௦かきປാがṧされるこ

とが課題となࡗてきた。近年ではさらに、そのၥ題を解決する技術として௦かきを┬␎できる⡆

᫆‣水直技術の開発とᨵⰋが⾜ࢃれている（表３下ḍ、「実ド技術のᛂ⏝」、真４）。この技

術は、出ⱆ・ⱑ❧ࡕなの「現実ᛶ」と、春Ꮨࣆークປാ๐ῶなの「ຠᯝが㧗い」୧㠃から注

䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷表䠐䚷⏣⏿㍯のⅬとၥ㢟
⏿作物 水✄ その

Ⅼ
水田㞧ⲡ・⏿㞧ⲡのᢚ
ไ、ᐖ発生ᢚไ

ୗᒙᅵが㓟化ഴྥ・ᅵຠ
ᯝ、水✄の᰿が化、ቑ収

輪作に麦がある場ྜは麦䜟䜙の用により❅⣲⫧
Ỻᅵの低ୗはなく䜐䛧ろⱝᖸྥୖ䛩る

問題Ⅼ

✄㊧の湿田による生育
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品㉁のண のᅔ㞴化

水✄䠉大豆などの輪作（麦ྵまない）では≉に❅
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もそれが生じ、ᅜⓗにその問題が生じている䠍）
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ẟ作

用）

䢏䡽麦

（䠎ẟ作

用）

小麦（䠎

ẟ作

用）

䢏䡽麦

（䠎ẟ作

用）

用㏵等 主食 主食 主食 主食 主食 主食 主食 主食 䡷䡽䢑䡼䡲 䡷䡽䢑䡼䡲 䡷䡽䢑䡼䡲 あきまろ キヌヒメ キヌヒメ 䡳䢓䢔䢏䡽 キヌヒメ 䡳䢓䢔䢏䡽
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㻟 㻟
排水無 排水無 ๓排水᭷ ๓排水᭷ 排水無 排水無 排水無 排水᭷ 排水᭷

生産量（䟙） 480 480 446 446 497 600 600 600 100 100 230 230 210 210 170 385 353
㈍༢౯㻔60㎏) 14,788 14,788 14,367 14,367 13,603 13,788 13,788 13,788 8,122 8,122 8,122 8,428 700 700 36,000 700 36,000
㈍㢠小ィ 118,370 118,370 106,685 106,685 112,634 137,878 137,878 137,878 13,537 13,537 31,134 32,307 2,450 2,450 102,000 4,492 211,800

ᡓ␎作物ຓᡂ － － － － － － － － －
䠎ẟ作ຓᡂ（産地ຓᡂᑐᛂ） － － － － －
䜶コ䝣䜯䞊マ䞊ຓᡂ 4,400 4,400 4,400 4,400 4,400 4,400 4,400 4,400
⏿作物の┤᥋ᨭᡶ（数量ᡶ） 20,000 20,000 34,155 34,155 20,000 20,000 20,000 35,356 37,359
⪔␆㐃ᦠຓᡂ
䝽ラ㈍代㔠 3,300 3,300 3,300 3,300 3,300 3,300 3,300 3,300
㈍⢒収益 126,070 126,070 114,385 114,385 120,334 145,578 145,578 145,578 33,537 33,537 65,289 66,462 22,450 22,450 122,000 39,848 249,159

種ⱑ㈝ 1,411 1,071 1,361 1,134 1,336 1,336 1,336 1,336 5,427 5,427 5,427 5,079 3,052 2,781 4,059 2,781 4,059
⫧料㈝ 4,566 4,566 6,820 6,820 7,406 7,406 7,406 7,406 7,170 7,170 10,655 10,655 5,560 5,560 5,560 14,880 14,880
㎰⸆㈝ 8,341 7,027 8,341 6,137 8,803 8,803 8,803 8,803 6,115 6,115 11,480 11,480 2,170 2,170 4,098 4,065 4,098
⇞料㈝䚷 2,966 2,966 2,922 2,922 3,011 3,011 3,011 3,011 1,886 1,886 1,886 1,886 3,377 3,377 3,448 3,536 3,448
ㅖᮦ料㈝ 1,789 895 1,789 895 1,789 1,789 1,789 1,789 0 0 0 0 0 0 0 0 0
ᅵ地ᨵⰋཬび水㈝ 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
㈤料ཬび料㔠 4,163 4,163 4,133 4,133 4,177 4,163 4,177 4,133 1,263 1,263 1,376 1,376 1,176 1,176 1,176 1,176 1,176
ಟ理㈝ 3,557 3,557 3,557 3,557 3,557 3,557 3,557 3,557 3,557 3,557 3,557 3,557 3,557 3,557 3,557 3,557 3,557
物ᮦ㈝ྜィ 26,793 24,245 28,923 25,598 30,080 30,065 30,080 30,035 25,419 25,419 34,382 34,034 18,894 18,622 21,899 29,996 31,220
地代 10,000 10,000 10,000 10,000 10,000 10,000 10,000 10,000 10,000 5,000 5,000 5,000 10,000 5,000 5,000 5,000 5,000
益ಀ数 99,277 101,825 85,462 88,787 90,255 115,513 115,498 115,543 8,118 8,118 30,907 32,429 3,556 3,828 100,101 9,851 217,940

地代ᕪᘬきᚋ益ಀ数 89,277 91,825 75,462 78,787 80,255 105,513 105,498 105,543 -1,882 3,118 25,907 27,429 -6,444 -1,172 95,101 4,851 212,940

10㼍ᙜ労働時間（␏␁労働㝖） 16.4 16.0 16.4 16.0 15.7 12.7 12.7 12.7 16.1 16.1 13.0 13.0 8.6 7.1 7.1 9.6 9.6

資料：現地実証試験地Ａ法人の資料、聞き取り調査、現地実証試験⤖ᯝに基づいた。

ྠᕥ ྠᕥ ྠᕥ ྠᕥその ⋞米༢収 ྠᕥ ྠᕥ ྠᕥ
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規ᶍᣑ大と年間ປാ平‽、所得向ୖなຠᯝの✀㢮が㐪࠺技術がేᏑしている。それࡒれを

ᑟධした㝿のຠᯝに注┠して᳨ウする。そこで、制約᮲௳を㋃࠼ࡲて営農計画モデルを作成し線

形計画法（;/3）を⏝いて実ド技術ᑟධのຠᯝを᳨ウする（経営モデルの前提᮲௳は表２㹼表

３・表５）。そのたࡵに、᪤Ꮡ作≀ཬࡧ実ド技術の作業ປാと┈構造を分析して㸪これらの技

術ಀᩘをᢕᥱする。 

さらに実ド技術のᛂ⏝として、ձ水✄⡆᫆‣水直とⰋ㣗ከの᪩・中・ᬌ⏕のရ✀⤌ྜࡳ

 。とղ㯏༢作のᑟධのຠᯝを分析するࡏࢃ

㸱㸬ࣔࡢࣝࢹィ ⤖ᯝ  

㸯）ᐇドᢏ⾡ࡿࡼ⤒Ⴀⓗຠᯝ 

ࡗる試⟬をおこなࡏず、営農モデルを作成し㸪農地・ປാの制約᮲௳の下で所得を᭱大さࡲ

た。⤖ᯝはḟのよ࠺になる（ᅗ１・ᅗ２）。 

 「2017 現≧」では、ㄪᰝᑐ㇟法人における現≧の✄、㯏、大㇋作 73ha に基࡙いてᅗ１ᕥ➃の

ᩘ್を計⟬した。なお、「2017 現≧」ではᅛ定ᡶと２ẟ作ᨭᡶをຍ⟬して計⟬している。１人ᙜ

たりの所得も 166 /人であり、産業平ᆒ所得 432 /人（国⛯ᗇ>５@）とẚ㍑して༙㢠௨

下とᑡない。 

 同ࡌປാ人ᩘで㠃✚ୖ㝈なし（ࢣース１）で試⟬すると、✄・㯏・大㇋のࡳで開発技術ᮍᑟධ

であるが 104ha の作㠃✚となり、31ha ቑຍする。しかし、ࢣース１௨㝆の試⟬では⏿作≀の

㔠ᅛ定ᡶを設定していないた１、ࡵ人ᙜたり所得は 135 /人とࡸࡸῶᑡする。ḟに開発

技術をᑟධした場ྜを試⟬する。「ᐦ᳜のࡳᑟධ」の場ྜ（ࢣース２）は、１人ᙜたり所得

が 151 /人であり、ࢣース１にẚ㍑して 16 /人ቑຍする。ここでは通ᖖの⛣᳜水✄から

ᐦ᳜のコシ࢝ࣄリと࢝ࣄࣀࣄリにྛࠎධれ᭰ࡗࢃており、経営㠃✚は 1ha ቑຍする。ḟに、

は１人ᙜたり所得が（ース３ࢣ）ース２に「２年３作と、⪔起水技術➼をᑟධ」した場ྜࢣ

219 /人とさらに 68 /人ቑຍする。ຍ࠼て「野菜をᑟධ」する場ྜ（ࢣース４）は、１

人ᙜたり所得が 227 /人と 8 /人のቑຍとなる。さらに「もࡕ㯏をᑟධ」するが、‵ᐖᑐ

策技術をᑟධしない場ྜ（ࢣース５）では、‵ᐖᑐ策をしなࡃても１人ᙜたり所得が 287 /

人となり、60 /人のቑຍとなる。そこで、ḟにもࡕ㯏をᑟධし、なおかつ、‵ᐖᑐ策と大㇋

㝖ⲡ新技術もᑟධした場ྜ（ࢣース６）には 532 /人となり 245 /人の大ᖜなቑຍとなり

産業平ᆒ所得を㉸㐣する。ࡲた、ࢣース５とࢣース６のẚ㍑から、もࡕ㯏をᑟධした≧ែでの

‵ᐖᑐ策技術➼のຠᯝとして 245 /人のቑຍとなり、この技術のຠᯝの大きさが明らかとな

た。一方、経営㠃✚はࡗ 90ha にとࡲる。これは、第１に、もࡕ㯏が大㇋との２ẟ作でᑟධさ

れることにより、㌿作の実㠃✚（ᘏでは↓い）がῶᑡしたこと、第２に、㌿作㠃✚がῶᑡした

場ྜに、㌿作制約が一定であることにより、✄作㠃✚がῶᑡし、それにకい、5 月下᪪なにປ

ാ機会が⏕ࡌたたࡵ、ᗈᓥ菜に௦ࢃり༢㠃✚ᙜたりປാ間の大きいⓑࢠࢿがᑟධされたから

である（ᅗ３のࢣース６）。そのことで経営యが土地⠇約ⓗになࡗた。ḟに本章において、実
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ド技術がࡰてᑟධされる「␏␁Ⱚ᳜᱂・ⲡสりࣟ࣎をᑟධ」する場ྜ（ࢣース７）では、１

人ᙜたり所得がさらに 18 ቑຍする。ࡲた、もࡕ㯏・大㇋２ẟ作のᚤቑとそれにక࠺水✄㠃

✚・経営㠃✚のῶᑡによるປാ機会が⏕ࡌさらにⓑࢠࢿ作けがቑຍした（ᅗ３、ᅗ４）。௨ୖ

が水✄の⡆᫆‣直௨እの実ド技術をᑟධした場ྜのຠᯝである。１人ᙜたり所得は、産業水‽

を㉸㐣するが、᪼給のవ裕なを⪃៖するとⱝ年ᒙをࡧ㎸ࡴ水‽とは必ずしもい࠼ない。ࢣー

ス７ࡲでの経営㠃✚は᭱大でも 100ha 前ᚋにとࡲり、一人ᙜたりの作㠃✚が、᭱大 8ha/人

であり、農地ಖ㠃✚としてはࡸࡸ小さいとい࠼る。௨ୖ、⡆᫆‣直௨እの実ド技術ᑟධの試⟬

規ᶍᣑ大と年間ປാ平‽、所得向ୖなຠᯝの✀㢮が㐪࠺技術がేᏑしている。それࡒれを

ᑟධした㝿のຠᯝに注┠して᳨ウする。そこで、制約᮲௳を㋃࠼ࡲて営農計画モデルを作成し線

形計画法（;/3）を⏝いて実ド技術ᑟධのຠᯝを᳨ウする（経営モデルの前提᮲௳は表２㹼表

３・表５）。そのたࡵに、᪤Ꮡ作≀ཬࡧ実ド技術の作業ປാと┈構造を分析して㸪これらの技

術ಀᩘをᢕᥱする。 

さらに実ド技術のᛂ⏝として、ձ水✄⡆᫆‣水直とⰋ㣗ከの᪩・中・ᬌ⏕のရ✀⤌ྜࡳ

 。とղ㯏༢作のᑟධのຠᯝを分析するࡏࢃ

㸱㸬ࣔࡢࣝࢹィ ⤖ᯝ  

㸯）ᐇドᢏ⾡ࡿࡼ⤒Ⴀⓗຠᯝ 

ࡗる試⟬をおこなࡏず、営農モデルを作成し㸪農地・ປാの制約᮲௳の下で所得を᭱大さࡲ

た。⤖ᯝはḟのよ࠺になる（ᅗ１・ᅗ２）。 

 「2017 現≧」では、ㄪᰝᑐ㇟法人における現≧の✄、㯏、大㇋作 73ha に基࡙いてᅗ１ᕥ➃の

ᩘ್を計⟬した。なお、「2017 現≧」ではᅛ定ᡶと２ẟ作ᨭᡶをຍ⟬して計⟬している。１人ᙜ

たりの所得も 166 /人であり、産業平ᆒ所得 432 /人（国⛯ᗇ>５@）とẚ㍑して༙㢠௨

下とᑡない。 

 同ࡌປാ人ᩘで㠃✚ୖ㝈なし（ࢣース１）で試⟬すると、✄・㯏・大㇋のࡳで開発技術ᮍᑟධ

であるが 104ha の作㠃✚となり、31ha ቑຍする。しかし、ࢣース１௨㝆の試⟬では⏿作≀の

㔠ᅛ定ᡶを設定していないた１、ࡵ人ᙜたり所得は 135 /人とࡸࡸῶᑡする。ḟに開発

技術をᑟධした場ྜを試⟬する。「ᐦ᳜のࡳᑟධ」の場ྜ（ࢣース２）は、１人ᙜたり所得

が 151 /人であり、ࢣース１にẚ㍑して 16 /人ቑຍする。ここでは通ᖖの⛣᳜水✄から

ᐦ᳜のコシ࢝ࣄリと࢝ࣄࣀࣄリにྛࠎධれ᭰ࡗࢃており、経営㠃✚は 1ha ቑຍする。ḟに、

は１人ᙜたり所得が（ース３ࢣ）ース２に「２年３作と、⪔起水技術➼をᑟධ」した場ྜࢣ

219 /人とさらに 68 /人ቑຍする。ຍ࠼て「野菜をᑟධ」する場ྜ（ࢣース４）は、１

人ᙜたり所得が 227 /人と 8 /人のቑຍとなる。さらに「もࡕ㯏をᑟධ」するが、‵ᐖᑐ

策技術をᑟධしない場ྜ（ࢣース５）では、‵ᐖᑐ策をしなࡃても１人ᙜたり所得が 287 /

人となり、60 /人のቑຍとなる。そこで、ḟにもࡕ㯏をᑟධし、なおかつ、‵ᐖᑐ策と大㇋

㝖ⲡ新技術もᑟධした場ྜ（ࢣース６）には 532 /人となり 245 /人の大ᖜなቑຍとなり

産業平ᆒ所得を㉸㐣する。ࡲた、ࢣース５とࢣース６のẚ㍑から、もࡕ㯏をᑟධした≧ែでの

‵ᐖᑐ策技術➼のຠᯝとして 245 /人のቑຍとなり、この技術のຠᯝの大きさが明らかとな

た。一方、経営㠃✚はࡗ 90ha にとࡲる。これは、第１に、もࡕ㯏が大㇋との２ẟ作でᑟධさ

れることにより、㌿作の実㠃✚（ᘏでは↓い）がῶᑡしたこと、第２に、㌿作㠃✚がῶᑡした

場ྜに、㌿作制約が一定であることにより、✄作㠃✚がῶᑡし、それにకい、5 月下᪪なにປ

ാ機会が⏕ࡌたたࡵ、ᗈᓥ菜に௦ࢃり༢㠃✚ᙜたりປാ間の大きいⓑࢠࢿがᑟධされたから

である（ᅗ３のࢣース６）。そのことで経営యが土地⠇約ⓗになࡗた。ḟに本章において、実
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からはもࡕ㯏、ḟいで⪔起水➼による所得向ୖが大きいことがࢃかる。たࡔし、国産のもࡕ㯏

は作がቑຍしていることから、㈍༢価の動きを注視する必要がある。 

一方で、もࡕ㯏が↓い場ྜには、水技術、㝖ⲡ新技術➼で大㇋༢が 130 /10a（統計༢

ẚ 1.3 ಸ）ቑຍし、ࡲた小㯏༢が 175 /10a（統計༢ẚで４ቑ）ቑຍ（ᅗ 1 ࢣース１とࢣ

ース３）するが、１人ᙜ所得では 83 /人（ࢣース３－ࢣース１）のቑຍ分にしかならないな

᰿本ⓗなၥ題がᣦできる。これ࠺᱂ᇵ技術あるいは༢の向ୖが所得にᫎされないとい、

－24－



には㔠の᮲௳も㛵ࡗࢃて

いるが、この試⟬のよ࠺にᅛ

定ᡶが๐ῶされた場ྜには、

所得㠃でも大きなダメージが

予測できる。 

㸰）ᚋᚲせ࡞ᢏ⾡ᑟධࡼ

 Ⴀⓗຠᯝ⤒ࡿ

ḟに㯏༢作、水✄‣水直

（Ⰻ㣗ከရ✀）を㡰ḟᑟ

ධした場ྜのຠᯝを♧す（ᅗ

１、ᅗ２のࢣース８㹼10）。ࢣ

ース７に「㯏༢作をᑟධした

場ྜ」（ࢣース８）では、所得

は 590 /人となり、さらに

40 /人ቑຍする。経営㠃✚

も 122ha となり、ࢣース６に

ẚ㍑して 33ha ቑຍする。もࡕ

㯏の༢作がቑຍすることによ

り、所得ቑຍと㌿作の㠃✚ቑ

ຍが同にᅗれることとそれ

にともない、㌿作制約がある

たࡵ、⏿作の㠃✚ᣑ大が✄作

の㠃✚ᣑ大に⧅がるたࡵであ

る。しかし一方、水✄の㠃✚

がᣑ大し春Ꮨປാがቑຍした

たࡵにⓑࢠࢿのᑟධはࣟࢮに

なる（ᅗ３、ᅗ５）。ḟに

「水✄⡆᫆‣水直とⰋ㣗

ከの᪩・中・ᬌ⏕のရ✀⤌

をᑟධ（‣直米：農ࡏࢃྜࡳ

協㈍༢価）」（ࢣース９）で

は、経営㠃✚はࡰ同ࡌであ

るが、１人ᙜたり所得が 13

�人ቑຍする。ḟに、

からはもࡕ㯏、ḟいで⪔起水➼による所得向ୖが大きいことがࢃかる。たࡔし、国産のもࡕ㯏

は作がቑຍしていることから、㈍༢価の動きを注視する必要がある。 

一方で、もࡕ㯏が↓い場ྜには、水技術、㝖ⲡ新技術➼で大㇋༢が 130 /10a（統計༢

ẚ 1.3 ಸ）ቑຍし、ࡲた小㯏༢が 175 /10a（統計༢ẚで４ቑ）ቑຍ（ᅗ 1 ࢣース１とࢣ

ース３）するが、１人ᙜ所得では 83 /人（ࢣース３－ࢣース１）のቑຍ分にしかならないな

᰿本ⓗなၥ題がᣦできる。これ࠺᱂ᇵ技術あるいは༢の向ୖが所得にᫎされないとい、
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ᚋにおいてはⰋ㣗ከရ✀は、Ⰻ㣗の≉ᛶをάかし、⛣᳜ရ✀同ᵝのዎ約᱂ᇵが可能となる

必要がある。さらに「水✄⡆᫆‣水直とⰋ㣗ከの᪩・中・ᬌ⏕のရ✀⤌ࡏࢃྜࡳをᑟධ

（‣直米：ዎ約㈍༢価）」（ࢣース 10）すると、さらに 69 �人ቑຍする。これは、ዎ約༢

価であることによる所得ቑຍがである。⛣᳜と同ᵝにዎ約㈍できるたࡵにはရ✀のⰋ㣗≉

ᛶが実需者の持つイメージに定╔することが必要となる。このことから、ᚋもⰋ㣗ከのရ

✀がᚑ来ရ✀に༉ᩛする≉ᛶをഛ࠼たရ✀の⫱成が必要となる。

ࢃリにධれ᭰࢝ࣄリも⡆᫆‣直のコシ࢝ࣄ㠃✚がቑຍしたのは、ᐦ᳜のコシࢠࢿた、ⓑࡲ

り、��ୖ㹼5�ୖで水✄⫱ⱑのປാがて↓ࡃなࡗたことにより、ⓑࢠࢿ定᳜のປാ機会が⏕ࡌ㠃

✚をቑຍさࡏることができたたࡵである（ᅗ６）。

前㏙「第２⠇２）」で水✄⡆᫆‣水直とⰋ㣗ከの᪩・中・ᬌ⏕のရ✀⤌ࡏࢃྜࡳཬࡧ㯏

༢作ᑟධにより「に規ᶍᣑ大と所得ቑຍのより大きなຠᯝを、ከࡃの場ྜにᮇᚅできる」とし

たが、これはなຠᯝをㄝ明している。ᅗ１のࢣース７㹼９においては、㑅ᢥ技術に野菜がྵࡲ

れていたことから水✄の┬ຊ分のປാが野菜ປാに⏝されるຠᯝもある。したがࡗて規ᶍᣑ

大௨እのຠᯝとして野菜のቑຍにも㈉⊩する。

そこで、㯏༢作と水✄⡆᫆‣水直の経営ⓗຠᯝの≉ᛶを理解するたࡵに、野菜が作けされ

ていない経営において、㯏༢作と水✄⡆᫆‣水直がのよ࠺なຠᯝをもたらすのか、について

᳨ウした（ᅗ５）。ᅗ１のࢣース３の᮲௳において、㯏༢作と水✄⡆᫆‣直がࡃない場ྜは経

営規ᶍが 105ha である。しかし、㯏༢作ࡔけがᑟධされると 110ha にቑຍする。１人ᙜたり所

得も 2�8 �人と 18 �人ቑຍする。ࡲた水✄⡆᫆‣直ࡔけがᑟධされると経営規ᶍは、

105ha で変ࢃらないが、１人ᙜたり所得は 329 �人となり、98 �人ቑຍする。さらに㯏

༢作と、水✄⡆᫆‣直の２つをᑟධした場ྜは 116ha となり、１人ᙜたり所得は 3�3 �人と

なり、1�2 �人ቑຍする。

௨ୖから、㯏༢作の༢⊂ᑟධ

では、㯏༢作が２ẟ作に変ࢃ

ることにより規ᶍᣑ大のຠᯝ

が水✄の⡆᫆‣直より大き

い。規ᶍᣑ大と所得の方に

おいて、㯏༢作（ࢣース 8）と

水✄⡆᫆‣直ྛ༢⊂（ᅗ表┬

␎）でᑟධする場ྜを㊊すよ

りも୧方をᑟධした場ྜのຠ

ᯝがることから、┦ⓗຠ

ᯝが発されている。

さらにᚋⱝ年ᒙを経営の

ᢸい手に定すると、㞠⏝型
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経営の⛣⾜も⪃࠼られるそこでඛ⛬のᅗ１の所得にᑐして㞠⏝を定した所得とのẚ㍑を᳨ウ

した（ᅗ７）。

それによると、ᑓᚑ者 7 人、⮫㞠⏝ 5 人、⮫㞠⏝㈤㔠 1�500 /（ᶳⰍ）とした定で

は、ᑓᚑ 12 人にẚ㍑して、技術ᑟධ（ᅗのྑ方向）が進ࡴことにより間ᙜたり所得がቑຍす

る。㞠⏝定（ᶳⰍ）では、≉に間ᙜたり所得（ᅗ１）が㈤㔠の 1�500 を㉸࠼るࢣース５か

らのቑຍが著しい。このよ࠺なປാ編成の下ではࢣース 10 において、943 /人の所得をᣲࡆ

ることが可能となる。したがࡗて、ᚋ㞠⏝を前提とし、1�500 /のよ࠺な㧗い㈤㔠を前提

とする場ྜには、１人ᙜたり年間所得を技術ᑟධにより向ୖかつ安定さࡏることが前提となるこ

とを♧၀している。  

㸲㸬せ⣙⪃ᐹ 

本章では、中山間集ⴠ営農法人の所得向ୖのたࡵに実ドが進ࢇでいる技術をᑟධした試⟬を⾜

い、そのຠᯝと課題を明らかにし、さらに、ᚋ必要とされる技術のຠᯝを試⟬で☜ㄆし技術開

発方向を᳨ウした。その⤖ᯝ、௨下のことを明らかにした。 

㸯）せ⣙ 

第１に実ド技術ᑟධの試⟬においては、もࡕ㯏による所得向ୖが大きい。現≧の㈍༢価を前

提にすると㈗重な┈※である。たࡔし、国産のもࡕ㯏も作がቑຍしており、ᚋの༢価の動

きを注視する必要がある。実ド技術ᑟධにより、産業所得水‽ࡲでは฿達した。 

第２にもࡕ㯏をᑟධしても‵ᐖᑐ策技術のᑟධの有↓により、所得のᕪが大きいことから、‵

ᐖᑐ策技術は┈ຊのある作≀の能ຊを引き出すことが明らかとなࡗた。 

第３にもࡕ㯏が↓い場ྜにおいては、水技術、㝖ⲡ新技術➼で大㇋は小㯏でྛ 130 /10a

ቑ、175 /10a ቑになࡗているにも㛵ࢃらず、１人ᙜたり所得の向ୖに大きࡃはᫎされず（ࢣ

ース１とࢣース３のẚ㍑）、開発技術により༢が一定⛬度向ୖしても所得にᫎされにࡃいと

い࠺᰿本ⓗなၥ題がᣦできる 7）。 

第４に、水✄⡆᫆‣水直とⰋ㣗ከの᪩・中・ᬌ⏕のရ✀を⤌ࡏࢃྜࡳにおいては、⛣᳜

と同ᵝにዎ約㈍することにより、より所得ຠᯝをቑ大できる。そのたࡵにရ✀のⰋ㣗≉ᛶが

実需者にッồすることが必要となる。したがࡗて、ᚋもⰋ㣗ከのရ✀≉ᛶの向ୖが必要と

なる。

第５に、水✄の規ᶍᣑ大をする場ྜには、通ᖖは⏿作≀のᣑ大を⪃៖にධれる必要があるた

㌿作⋡の定をおいた試⟬においても㯏༢作と水✄⡆᫆‣直技術は規ᶍᣑ大の┦ⓗຠᯝを、ࡵ

もたらすことが♧される。したがࡗて、ᚋの技術開発方向を᳨ウするୖで有ᮃな技術のࡦとつ

であると⪃࠼られる。

第６に、ᑡないປാຊでよりᗈい農地を集✚した場ྜには野菜ᑟධがᅔ㞴になる。さらに、技

術㠃でいࡤ࠼、農地ಖに機能する水✄の⡆᫆‣水直ࡸ、集約に㈉⊩する野菜ᑟධなのྛ

ᚋにおいてはⰋ㣗ከရ✀は、Ⰻ㣗の≉ᛶをάかし、⛣᳜ရ✀同ᵝのዎ約᱂ᇵが可能となる

必要がある。さらに「水✄⡆᫆‣水直とⰋ㣗ከの᪩・中・ᬌ⏕のရ✀⤌ࡏࢃྜࡳをᑟධ

（‣直米：ዎ約㈍༢価）」（ࢣース 10）すると、さらに 69 �人ቑຍする。これは、ዎ約༢

価であることによる所得ቑຍがである。⛣᳜と同ᵝにዎ約㈍できるたࡵにはရ✀のⰋ㣗≉

ᛶが実需者の持つイメージに定╔することが必要となる。このことから、ᚋもⰋ㣗ከのရ

✀がᚑ来ရ✀に༉ᩛする≉ᛶをഛ࠼たရ✀の⫱成が必要となる。

ࢃリにධれ᭰࢝ࣄリも⡆᫆‣直のコシ࢝ࣄ㠃✚がቑຍしたのは、ᐦ᳜のコシࢠࢿた、ⓑࡲ

り、��ୖ㹼5�ୖで水✄⫱ⱑのປാがて↓ࡃなࡗたことにより、ⓑࢠࢿ定᳜のປാ機会が⏕ࡌ㠃

✚をቑຍさࡏることができたたࡵである（ᅗ６）。

前㏙「第２⠇２）」で水✄⡆᫆‣水直とⰋ㣗ከの᪩・中・ᬌ⏕のရ✀⤌ࡏࢃྜࡳཬࡧ㯏

༢作ᑟධにより「に規ᶍᣑ大と所得ቑຍのより大きなຠᯝを、ከࡃの場ྜにᮇᚅできる」とし

たが、これはなຠᯝをㄝ明している。ᅗ１のࢣース７㹼９においては、㑅ᢥ技術に野菜がྵࡲ

れていたことから水✄の┬ຊ分のປാが野菜ປാに⏝されるຠᯝもある。したがࡗて規ᶍᣑ

大௨እのຠᯝとして野菜のቑຍにも㈉⊩する。

そこで、㯏༢作と水✄⡆᫆‣水直の経営ⓗຠᯝの≉ᛶを理解するたࡵに、野菜が作けされ

ていない経営において、㯏༢作と水✄⡆᫆‣水直がのよ࠺なຠᯝをもたらすのか、について

᳨ウした（ᅗ５）。ᅗ１のࢣース３の᮲௳において、㯏༢作と水✄⡆᫆‣直がࡃない場ྜは経

営規ᶍが 105ha である。しかし、㯏༢作ࡔけがᑟධされると 110ha にቑຍする。１人ᙜたり所

得も 2�8 �人と 18 �人ቑຍする。ࡲた水✄⡆᫆‣直ࡔけがᑟධされると経営規ᶍは、

105ha で変ࢃらないが、１人ᙜたり所得は 329 �人となり、98 �人ቑຍする。さらに㯏

༢作と、水✄⡆᫆‣直の２つをᑟධした場ྜは 116ha となり、１人ᙜたり所得は 3�3 �人と

なり、1�2 �人ቑຍする。

௨ୖから、㯏༢作の༢⊂ᑟධ

では、㯏༢作が２ẟ作に変ࢃ

ることにより規ᶍᣑ大のຠᯝ

が水✄の⡆᫆‣直より大き

い。規ᶍᣑ大と所得の方に

おいて、㯏༢作（ࢣース 8）と

水✄⡆᫆‣直ྛ༢⊂（ᅗ表┬

␎）でᑟධする場ྜを㊊すよ

りも୧方をᑟධした場ྜのຠ

ᯝがることから、┦ⓗຠ

ᯝが発されている。

さらにᚋⱝ年ᒙを経営の

ᢸい手に定すると、㞠⏝型
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技術の≉ᛶにᛂࡌて、農地౪給㔞の大きさࡸ㔠ᅛ定ᡶの有↓なにより、ྛࠎຠᯝの⏕ࡌ方

が␗なࡗてࡃるたࡵ注ពを要する。水✄の⡆᫆‣水直は農地ಖ㠃✚をᣑ大するຠᯝを持つの

でᚋ☜実ᛶをさらに安定さࡏることがồࡵられる。 

第７に、ᚋ㞠⏝を定する㝿にそのຠᯝを㧗ࡵるたࡵにも技術による１人ᙜたり所得の向ୖ

は重要となる。現ᅾでは᱂ᇵ技術あるいは、༢の向ୖが所得にࡲでᫎしにࡃいことから、ス

マート⫱✀なのά⏝なにより、ᾏእ水‽୪ࡳの༢向ୖがḞかࡏない。さらにはᚋの

㔠๐ῶにᑐᛂ可能な༢水‽を実現することがồࡵられる。 

㸰）Ⴀ㎰ࣔࡢࣝࢹᡂ❧᮲௳ 

௨ୖの⪃ᐹを㋃࠼ࡲ、✄・㯏・大㇋・野菜作」ྜ経営モデルの成❧᮲௳として௨下３Ⅼがᣲࡆ

られる。 

第１に、経営యが㧗㱋・ව業農ᐙが大༙であるたࡵに、ඃれた技術がᬑཬされにࡃい（ᅗ８）。

ࡤ࠼‵ᐖᑐ策技術をᑟධしても、適ᮇ㜵㝖・管理がなされないな技術水‽がపい経営యで

あるたࡵに新技術のᑟධຠᯝが発できず、理解もされないたࡵᬑཬに⧅がらない。これを㜵ࡄ

たࡵに技術の㧗いⱝ年のᢸい手経営を⫱成するయ制ᩚഛが୪⾜して⾜ࢃれる必要がある。 

第２に、ຠᯝのᮇᚅされるရ✀ࡸ᱂ᇵ技術ᬑཬが進ࡴにつれその技術が࣋ースとなる㈍

༢価にᡠるなᑟධຠᯝがపῶしていࡃことがከࡳࡃられる。ᑟධによるඛ㥑者ⓗ₶を長ᮇ

さࡏるたࡵに新ရ✀の開発は㡰ḟ⾜ࢃれることはᙜ↛前提であるが、同にマーࢣティングによ

【地域対応・制度】

１）新品種が導入しやすい制度： 交付金受領要件の認可など整備が

遅れる地域もある。

２）技術の高い若年の担い手経営を育成： 地域の体制整備。

３）土木的基盤整備の推進： 圃場整備していない地域には集落営農

法人も少ない。

４）単収増加を所得に、より反映する交付金制度の設計

【経営対応】

１）基本的技術水準の向上： 若年層の不足や、構成員間の年齢差

の拡大により技術継承不足。基本的な技術水準が低いため、新

技術の普及が進みにくい（例：現地実証試験の慣行単収が法人

の単収を上回るなど）

２）もち麦の単価維持：包装の工夫、商品の認知度拡大、海外産

との差別化による高値販売。

【研究開発】

１）もち麦に続く、収益力のある土地利用型作物

２）畑作物、及び水稲簡易湛水直播の生育安定化技術 。

３）畑作物の単収が海外産レベルに向上する品種と栽培技術

４）コシヒカリの食味に匹敵する良食味多収品種
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るㄆ知度ᣑ大、ᾏእ産とのᕪูによる㧗್㈍な༢価⥔持が必要である。それら技術ᑟධと、

マーࢣティングが同になされてもなお、産業୪ࡳにᒆかない場ྜには、その部分を⿵ᩘ࠺㔞

ᡶいなの㔠㢠の制度設計が必要と⪃࠼られる。 

第３に、研究開発ではもࡕ㯏に続ࡃよ࠺な┈ຊのある土地⏝型作≀の開発ࡸ、⏿作≀の༢

をᾏእࣞ࣋ルに向ୖさࡏるရ✀と᱂ᇵ技術、‣水直の⏕⫱安定技術ながᚋᮃࡲれる。 

つࡲり、ձ経営య、ղ技術ᑟධຠᯝの⥅続、ճရ✀と技術ࣞ࣋ルの向ୖにおいて、௨ୖのよ

 。な方策がなされることが経営モデルの成❧᮲௳となる࠺

㸨本研究は農研機構⏕研ᨭセンター「㠉新ⓗ技術開発・⥭ᛴᒎ開業(ࡕ࠺地域ᡓ␎ࣟࣉジェ

クト)」のᨭをཷけて⾜ࡗた。 

［ὀ］ 

１）これに㛵連してࢃが国の␆産をእᅽから政策ⓗ᧦ㆤをしたୖで㣫料⏝✄ᑐ策が必要とᣦし

ている。 

２）これࡲでの大㇋の需要を分析し㸪一定㔞のᾘ㈝のある基礎ⓗな㣗ရであることをᣦし㸪そ

のよ࠺な㣗ရの⮬給⋡のపさがၥ題であるとしている。 

３）ᙜヱ法人がᪧ村の範ᅖで集✚が⾜ࢃれているのは、平成の大ྜేにより、小学校、デ⒪所の

㛢㙐な定ఫ᮲௳の༴機に直㠃し、それにᑐฎするたࡵに⮬⤌⧊を⿵する┠ⓗでᗈ域し

たたࡵである。⏕産⤌⧊はそれに㝶した。ᚑࡗて、設❧ᙜ（2005 年）は地域政策ⓗな必

要ᛶからᗈ域な規ᶍとなࡗた。 

４）フーム㸿の⏕産᮲௳が一⯡ⓗな中山間の᮲௳をഛ࠼ていると⪃࠼るのは௨下の理⏤による。

第１に㸪ᗈᓥ県農林水産ᒁ［10］から平ᆒᅡ場༊画を計⟬するとᗈᓥ県 21a㸪中四国地域 18a とな

る。一方㸪フーム A の平ᆒᅡ場༊画は 10a（法人農地ྎᖒによる）であり㸪前者の約༙分と

小さい。第２に㸪水ࡸ⏝水の౽がᝏいᅡ場もከࢇྵࡃでいる。第３に㸪現地の技術య⣔は必

ずしも中山間向けに構⠏されてはいない。ࡲた㸪表１に♧した農作業においては法人のྛ作≀

᱂ᇵᅡ場において作業間の実測を⾜ࡗた⤖ᯝをಀᩘに⏝しているたࡵに㸪ୖ記の᮲௳から

発⏕する規ᶍの経済ᛶはಀᩘにᫎされる。ᚑࡗて㸪本章の試⟬はの集ⴠ営農法人が規ᶍ

ᣑ大を⾜ୖ࠺でཧ⪃となる報を提౪できると⪃࠼る。 

５）清水［６］は「ᅡ場ᩚഛに┒り土をした⟠所では地下水が㧗ࡃ、土壌水分も㧗いたࡵに‵

ᐖが発⏕した」とし、ᚑ来ᆒ一に発⏕し、⏿作≀のప要ᅉの一つであࡗた‵ᐖの地形ⓗな

メ࢝ニࢬムを明らかにしたୖでᅡ場ᩚഛ前の地形⏤来の‵ᐖに༶したᑐ策を᳨ウしている。 

６）土木ᕤされたᬯῺは、水✄作を前提としており、༊画に１本しかないものもከいが、それ

がワࡗࡲたࡲࡲになࡗており、⏿作≀はそのࡲࡲ作けされている。本章でྲྀりୖࡆた水技

術は、そのよ࠺な土木ᕤのᬯῺが機能しなࡃなࡗた、‵田において⏿作≀の⏕⫱と༢の向

ୖをᅗる技術である。 

技術の≉ᛶにᛂࡌて、農地౪給㔞の大きさࡸ㔠ᅛ定ᡶの有↓なにより、ྛࠎຠᯝの⏕ࡌ方

が␗なࡗてࡃるたࡵ注ពを要する。水✄の⡆᫆‣水直は農地ಖ㠃✚をᣑ大するຠᯝを持つの

でᚋ☜実ᛶをさらに安定さࡏることがồࡵられる。 

第７に、ᚋ㞠⏝を定する㝿にそのຠᯝを㧗ࡵるたࡵにも技術による１人ᙜたり所得の向ୖ

は重要となる。現ᅾでは᱂ᇵ技術あるいは、༢の向ୖが所得にࡲでᫎしにࡃいことから、ス

マート⫱✀なのά⏝なにより、ᾏእ水‽୪ࡳの༢向ୖがḞかࡏない。さらにはᚋの

㔠๐ῶにᑐᛂ可能な༢水‽を実現することがồࡵられる。 

㸰）Ⴀ㎰ࣔࡢࣝࢹᡂ❧᮲௳ 

௨ୖの⪃ᐹを㋃࠼ࡲ、✄・㯏・大㇋・野菜作」ྜ経営モデルの成❧᮲௳として௨下３Ⅼがᣲࡆ

られる。 

第１に、経営యが㧗㱋・ව業農ᐙが大༙であるたࡵに、ඃれた技術がᬑཬされにࡃい（ᅗ８）。

ࡤ࠼‵ᐖᑐ策技術をᑟධしても、適ᮇ㜵㝖・管理がなされないな技術水‽がపい経営యで

あるたࡵに新技術のᑟධຠᯝが発できず、理解もされないたࡵᬑཬに⧅がらない。これを㜵ࡄ

たࡵに技術の㧗いⱝ年のᢸい手経営を⫱成するయ制ᩚഛが୪⾜して⾜ࢃれる必要がある。 

第２に、ຠᯝのᮇᚅされるရ✀ࡸ᱂ᇵ技術ᬑཬが進ࡴにつれその技術が࣋ースとなる㈍

༢価にᡠるなᑟධຠᯝがపῶしていࡃことがከࡳࡃられる。ᑟධによるඛ㥑者ⓗ₶を長ᮇ

さࡏるたࡵに新ရ✀の開発は㡰ḟ⾜ࢃれることはᙜ↛前提であるが、同にマーࢣティングによ

【地域対応・制度】

１）新品種が導入しやすい制度： 交付金受領要件の認可など整備が

遅れる地域もある。

２）技術の高い若年の担い手経営を育成： 地域の体制整備。

３）土木的基盤整備の推進： 圃場整備していない地域には集落営農

法人も少ない。

４）単収増加を所得に、より反映する交付金制度の設計

【経営対応】

１）基本的技術水準の向上： 若年層の不足や、構成員間の年齢差

の拡大により技術継承不足。基本的な技術水準が低いため、新

技術の普及が進みにくい（例：現地実証試験の慣行単収が法人

の単収を上回るなど）

２）もち麦の単価維持：包装の工夫、商品の認知度拡大、海外産

との差別化による高値販売。

【研究開発】

１）もち麦に続く、収益力のある土地利用型作物

２）畑作物、及び水稲簡易湛水直播の生育安定化技術 。

３）畑作物の単収が海外産レベルに向上する品種と栽培技術

４）コシヒカリの食味に匹敵する良食味多収品種
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７）より㣕㌍ⓗな༢向ୖの方法としては新ရ✀の開発が有ຠであるが、⏿作≀⫱✀・᱂ᇵ研究

部門の人ဨが大ᖜにῶᑡしていることな有ᮃရ✀の開発能ຊప下がᠱᛕされている。ࡲた、

現ᅾ᳨ウされている㸿㹇によるスマート⫱✀で⿵できるかྰかは㏱明な≧ែにある。 

［引用文献］（五十音順） 

［１］安藤光義「中山間地域における集ⴠ営農法人のከᵝなᒎ開－大分県➉田ᕷの－」、『2013

年度日本農業経済学会論文集』、2013 年、1-8。    

［２］ᱵᮏ㞞䛄大豆生産⯆の課題と᪉ྥ䛅、㎰ᯘ⤫ィฟ∧、2013 年、148。

［３］ᱵᮏ㞞䛂᪥ᮏ㎰業にお䛡る技術㠉᪂䇷経㐣とᒎᮃ䇷䛃、201㻥 年度日本農業経済学会大会シン

ポジウム報告要᪨、2019 年、135-162。

［４］小ụᜏ⏨䛂飼料用✄は経営Ᏻᐃᑐ⟇のᩆୡ主になる䛛䛃、䛄㎰業と経῭䛅80㻔11㻕、2015 年、16-28。  

［５］国⛯ᗇ画課「平成 29 年分Ẹ間給実ែ統計ㄪᰝ」、2018 年、12。 

［６］清水裕ኴ「中山間地水田㍯作ᅡ場におけるダイࢬ・ムࢠの‵ᐖにཬࡰす㐣ཤの地形のᙳ㡪」、

日本土壌⫧料学会 2018 年度⚄ዉ川大会ㅮ₇要᪨、2018 年、6。 

［７］ఫ田ᘯ一「田⏿㍯の⧞り㏉しࡸ長ᮇ⏿㌿にక࠺㌿作大㇋の⏕産ຊప下と土壌⫧Ỻ土の

変」、ᮾ農業研究センター研究報告 103 号、2005 年、39-52。 

［８］日本土壌協会「有機᱂ᇵ技術の手引 ࠝ水✄・大㇋ ➼ 編ࠞ」、2012 年、209。  

［９］ᶫワⓏ「2015 年センサスにࡳる農業構造変動の≉ᚩと地域ᛶ̿水田農業のᢸい手形成と

土地⏝の変に注┠して̿」『⦰小編㐣⛬の日本農業』日本の農業 250㺃251、2018 年

15-42。 

［10］ᗈᓥ県農林水産ᒁ：「平成 24 年度ᗈᓥ県の場ᩚഛ」、2012 年、4。 

［11］ᗈᓥ県農林水産ᒁ「ᗈᓥ県の場ᩚഛの推⛣」『策と予⟬の概要』、2018 年、44。

［12］⚟田「㣫料⏝米は水田⏝・␆産のᩆୡとなれるか」、『農業と経済』81㻔8㻕、2015 年、

66-76。 
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第４章 ✄・㣫料・野菜作」ྜ経営モデル

渡部博明・坂本英美・千田雅之

１㸬基本ⓗ⪃࠼方 

２㸬モデルの構⠏ 

１）⣲ᮦとするのඛ進ᛶと課題 

２）✄・㣫料・野菜作」ྜ経営モデルの部門・技術構成 

３）✄・㣫料・野菜作」ྜ経営モデル策定のフࣟーとㅖ௬定 

３㸬モデルの計測⤖ᯝ 

 １）㣗⏝米⏕産の㧗ຍ価್・ᅡ場内およࡧᅡ場እ作業の┬ຊのຠᯝ 

 ２）コシ࢝ࣄリ୪ࡳのရ㉁とࣈランドຊをഛ࠼た中⏕㣗⏝米のᑟධຠᯝ 

 ３）Ꮚ実⏝コーン作ᑟධの᮲௳とຠᯝ 

 ４）ⓑࢠࢿ作のᑟධと┬ຊのຠᯝ 

 ５）Ꮚ実⏝コーン作における␏␁ⲡส作業の┬ຊのព義 

４㸬要約と⪃ᐹ 

  １）㣗⏝米⏕産 

  ２）Ꮚ実⏝コーン作 

  ３）ⓑࢠࢿ作 

㸯㸬ᇶᮏⓗ⪃࠼᪉ 

本章で策定する✄・㣫料・野菜作」ྜ経営モデルは、「㧗ຍ価್かつ┬ຊⓗ㣗⏝米⏕産」「㣫

料⏿作」「野菜作」を༢作で⤖ྜさࡏた」ྜ経営モデルである。基本ⓗ発は、㧗ຍ価್（ῶ農

⸆・↓学⫧料、土࡙ࡃりのᚭᗏによる㧗༢価㈍）かつ┬ຊⓗな㣗⏝米⏕産とປാ集約型の野

菜作を⤌ࡏࢃྜࡳ、基幹ປാຊの所得ᣑ大と通年ᑵ業機会の☜ಖをᅗるとともに、ഴᩳᅡ場でも

⏕産可能、␏␁要、ᢞ下ປാ間がᑡなࡃ⢒ᨺⓗに農地が管理できる㣫料⏿作のᒎ開により中

山間地域の農地のά⏝をᅗ࠺ࢁとするものである。 

このモデルのコンセࣉトすなࡕࢃ中山間地域農業にᮇᚅされるᒎ開ࡸᙺの㈉⊩を、第２章

のᅗ７に༶して㏙れࡤ、ձ基幹ປാຊの所得ᣑ大と通年ᑵ業機会の☜ಖおよࡧ⮬給⋡のపい㣫

料⏿作≀のᒎ開は「産業としての農業のᒎ開」（㟷ኊ年ᑓᚑ者の☜ಖ、㣗料の安定౪給）に、ղ⢒

ᨺⓗ管理による中山間地域の農地のά⏝とい࠺Ⅼは「地域内の農業・農地の⥔持」（農地の⥔持、

㣗料の₯ᅾⓗ⏕産ຊの☜ಖ）に、ճ㧗ຍ価್米⏕産に必要な水田のᒎ開は「እ部ຠᯝの発・

పῶ」（ὥ水㜵Ṇ機能の発、⏕≀ከᵝᛶの☜ಖ１））に、それࡒれ㈉⊩するものと⪃࠼られる２）。

㸰㸬ࣔࡢࣝࢹᵓ⠏ 

㸯）⣲ᮦࡿࡍࡢඛ㐍ᛶㄢ㢟 

第１⠇で㏙たモデル策定の基本ⓗ⪃࠼方に↷らして、⣲ᮦとして適しているとุ᩿された

西日本農業研究センター

７）より㣕㌍ⓗな༢向ୖの方法としては新ရ✀の開発が有ຠであるが、⏿作≀⫱✀・᱂ᇵ研究

部門の人ဨが大ᖜにῶᑡしていることな有ᮃရ✀の開発能ຊప下がᠱᛕされている。ࡲた、

現ᅾ᳨ウされている㸿㹇によるスマート⫱✀で⿵できるかྰかは㏱明な≧ែにある。 

［引用文献］（五十音順） 

［１］安藤光義「中山間地域における集ⴠ営農法人のከᵝなᒎ開－大分県➉田ᕷの－」、『2013

年度日本農業経済学会論文集』、2013 年、1-8。    

［２］ᱵᮏ㞞䛄大豆生産⯆の課題と᪉ྥ䛅、㎰ᯘ⤫ィฟ∧、2013 年、148。
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は㫽ྲྀ県の㹒経営である（表１）３）。㹒経営が営農をᒎ開する地༊は、農林統計の「農業地域㢮

型」ୖは「㒔ᕷⓗ地域」に༊分されるが、地༊యが⦆ࡸかにഴᩳした農村地ᖏである。㹒経営

は、ᙺဨ、ṇ社ဨྜࡏࢃて 15 人（ࡕ࠺ 60 ṓᮍ‶９人）をなປാຊとして経営㠃✚（水ᙇ計）

115ha をᒎ開する㞠⏝型大規ᶍ法人である。ᅡ場の平ᆒ༊画規ᶍ（21a/➹）は中国中山間地域の平

ᆒⓗな್である４）。 

作構成では水✄作５）を基幹としつつປാ集約型のⓑࢠࢿ作を⤌ࡏࢃྜࡳることでṇ社ဨの通

表１ 㹒経営の概要 

❧地 㫽ྲྀ県、「㒔ᕷⓗ地域」、⦆ࡸかにഴᩳした農村地ᖏ 1）

ປാຊ（人） ᙺဨ ࡕ࠺）4 60 ṓᮍ‶ 2）、ṇ社ဨ（ᙺဨ㝖ࡃ）11（同 7）、⮫㞠⏝ 5 

経営㠃✚（水ᙇり計） 115.3ha、537 ➹（21a/➹） 

作構成(ha) 

水✄ 2)：94.6 

㣗⏝：40.9（コシ࢝ࣄリ 37.3、その 3.6） 

㓇 米：47.8（山田㘊 40.5、ྫྷおࡳ࠺ 7.3） 

その： 5.9（モࢳ米、㣫料⏝米） 

ⓑ3.4 ࢠࢿ 

⢒㣫料⏝コーン３） 7.0（デントコーン） 

その：10.3 野菜、ⓑ㯮大㇋、小㇋、⥳⫧作≀、ಖ管理 

な機械ഛ 

田᳜機（ポットⱑ⏝）：3ྎ（6᮲：2、4 ᮲：1） 

トラクター：12 ྎ（65㹼130ps：6、15㹼44ps：6） 

コンバイン：4ྎ（6᮲：3、3᮲：1） 

マニュアスࣞࣉッダ：3ྎ（⮬㉮ᘧ：2、≌引ᘧ：1） 

ࣞーࢨーࣞ࣋ラー：1ྎ、ࣉラウ：2ྎ（4 連、5連） 

重機ショ࣋ル：3ྎ 

ඛ進ᛶ 

ձ 㧗ຍ価್米⏕産による㧗༢価㈍。 

ͤ ῶ農⸆・↓学⫧料、土࡙ࡃりのᚭᗏ（ሁ⫧の連年⏝、῝⪔）。 

ղ ᅡ場内作業の┬ຊ：土地⏕産ᛶ（༢）よりも≀ⓗປാ⏕産ᛶ（༢㠃✚

ᙜたりのປാ間）の向ୖを重視。 

ͤ 大型機械による㎿㏿な作業、␁㝿には⛣᳜ࡏず明Ὼを⾜、ࣞ࣋ラーによる

⦆ഴᩳᅡ場作りでධ水・௦かき間の▷⦰。 

課題 

ձ ᰿ᙉいᾘ㈝者ニーࢬのᑐᛂのたࡵ、㣗⏝米は᪩⏕の「コシ࢝ࣄリ」に೫

重。このたࡵ、大㠃✚であることにຍ࠼、水័⾜の制約からࡃる㓇米「山

田㘊」との作業➇ྜにより、㣗⏝米の作㠃✚が制約されるともに「コシࣄ

 。平ᆒ༢がప下、（⏕㐜᳜ᅡ場の発）ࡧリ」の⛣᳜が長ᮇにཬ࢝

ղ ⢒㣫料⏝コーンを⏕産しているが、水の౽がᝏࡃ水✄を作࠺ࢁにも作れない

水田に作けるとい࠺ᾘᴟⓗ動機による。ࡲた、ẚ㍑ⓗ⮬給⋡の㧗い⢒㣫料

であること➼から地域内での需要が制約ⓗになりがࡕである 4）。つࡲり、ഴ

ᩳᅡ場でも⏕産可能、␏␁要、⢒ᨺⓗに農地が管理できるとい࠺Ⅼで中山

間地域に適した≉ᚩをもつ㣫料⏿作が✚ᴟⓗにᒎ開されていない。 

ճ ⓑࢠࢿ作は✭・ㄪ〇作業のປാ間がከいたࡵに、ᨭᡶ㈤㔠もከࡃᨭを

ᅽ㏕ 5）。 

資料：現地ㄪᰝ⤖ᯝ、農林水産┬『農林業センサス』（2015 年）集ⴠ࢝ード。 

注：１）集ⴠ࢝ードによると、田の地形ୖのഴᩳは「⦆ഴᩳ」（1/100㹼1/20）である。 

２）水✄はࡰ 100�⛣᳜（試験ⓗに実している直が 3.8ha 有り）。 

３）⢒㣫料⏝コーンとは、ⱼⴥと㞤✑をࡈと✭・⣽᩿・ラッࣆングし大ᐙ␆向けの⢒㣫料にする

たࡵのコーンをᣦす。なお㹒経営では✭・ㄪ〇はእ部ጤクしている。 

４）これは㹒経営がᢪ࠼る課題とい࠺よりも⢒㣫料⏕産一⯡にい࠼る課題である。 

５）こ࠺した≧ἣにもかかࢃらずⓑࢠࢿ作をᑟධしているのは、ṇ社ဨの通年ᑵ業機会の☜ಖと「土

ࡃ῝である（地中ࡵランドᡓ␎のたࣈ㹒経営の࠺り」のᚭᗏによる㧗ရ㉁な農産≀の提౪といࡃ࡙

に⏕長するⓑࢠࢿのရ㉁は、土࡙ࡃりのⰋしᝏしのᙳ㡪をཷけࡸすい）。 
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年ᑵ業機会の☜ಖをᅗࡗている

こと、な機械ഛでは 100ps ク

ラスの大型トラクターࣉࡸラウ、

ル➼、決し࣋ラー、重機ショ࣋ࣞ

てᗈいとはい࠼ない平ᆒ༊画規

ᶍのࢃりには重ഛであること、

が≉ᚩである。 

表１にはࡲた、㹒経営のඛ進ᛶ

と課題をᩚ理している。 

ずඛ進ᛶは、㧗ຍ価್とࡲ

㧗い┬ຊᛶを୧❧さࡏた㣗⏝米⏕産を⾜ࡗているⅬにある。 

前者の技術ⓗ≉ᚩは、ῶ農⸆・↓学⫧料、土࡙ࡃりのᚭᗏ（ሁ⫧の連年⏝、῝⪔：ᅗ１ᕥ）

による㧗༢価㈍である（表２の「༢価」ཧ↷）。ᚋ者の技術ⓗ≉ᚩは、土地⏕産ᛶ（༢）より

も≀ⓗປാ⏕産ᛶ（༢㠃✚ᙜたりປാ間）の向ୖを重視しているⅬにある６）。すなࡕࢃ、決し

てᗈいとはい࠼ない平ᆒ༊画規ᶍでありながら大型機械を⏝いて㎿㏿に作業するとともに、␁㝿

には⛣᳜ࡏず明Ὼを⾜し⛣᳜間の▷⦰と水ᛶの向ୖをᅗる（ᅗ 1 ྑ）➼のᕤኵを⾜ࡗてい

る。ࡲた、⛣᳜でありながらࣞ࣋ラーを⏝いてᅡ場に⦆ഴᩳをつけることで、ධ水・௦かき

表２ 㣗⏝米の┈ᛶ 

      㹒経営 ័⾜ 

⢒

┈

༢ kJ/10a 360 503 

༢価 /60kJ 18�000 12�840 

⢒┈ /10a 108�000 107�642 

㈝
⏝

✀ⱑ㈝ 1�948 750 ࠌ 

⫧料㈝ 8�827 3�684 ࠌ 

農⸆㈝ 9�653 4�693 ࠌ 

光⇕水㈝ 4�769 4�973 ࠌ 

小農ල㈝・水㈝➼ 19�458 14�987 ࠌ 

ಟ⧋㈝ 5�618 6�367 ࠌ 

地௦ 8�500 8�500 ࠌ 

変動㈝計 58�755 43�954 ࠌ 

ൾ༷㈝（ᘓ≀�機械） 21�444 10�336 ࠌ 

ྜ計 80�199 54�291 ࠌ 

所得（10a ᙜたり） 27�443 53�709 ࠌ 

所得（間ᙜたり） /間 5�398 1�723 

ປാ間 間/10a 9.95 15.93 

資料：㹒経営の「コシ࢝ࣄリ」実⦼、岡山県『平成 27 年度農業経営ᣦᑟᣦᶆ』（水✄ 機械⛣᳜

20ha ྜྷഛ㧗原・ὠ山┅地）。 

注：⏕産技術のᕪ（ῶ農⸆・↓学⫧料、成ⱑ⛣᳜による✀㔞のᑡなさ➼）に基࡙ࡃ┦㐪は小

さいと⪃࠼られる㈝┠（小農ල㈝、水㈝、地௦➼）については、㹒経営でㄪᰝ済のものは

㹒経営の実⦼್で、ᮍㄪᰝのものはୖ記岡山県のᣦᶆのᩘ್で統一した。 

て⏝している機械の࠼た、㹒経営の「ൾ༷㈝（ᘓ≀�機械）」について、ൾ༷ᮇ間を㉸ࡲ   

ൾ༷㈝は計ୖしていない。

ᅗ１ 㣗⏝米⏕産で㧗ຍ価್とᅡ場内作業の

┬ຊを୧❧する技術の

資料：㹒経営、西日本農研・千田雅之Ặᙳ。

⪓῝ࡿࡼ࢘ࣛࣉ
（��㹼��FP� ␁㝿ࡎࡏ᳜⛣ࡣ᫂Ὼࢆ

⾜

は㫽ྲྀ県の㹒経営である（表１）３）。㹒経営が営農をᒎ開する地༊は、農林統計の「農業地域㢮

型」ୖは「㒔ᕷⓗ地域」に༊分されるが、地༊యが⦆ࡸかにഴᩳした農村地ᖏである。㹒経営

は、ᙺဨ、ṇ社ဨྜࡏࢃて 15 人（ࡕ࠺ 60 ṓᮍ‶９人）をなປാຊとして経営㠃✚（水ᙇ計）

115ha をᒎ開する㞠⏝型大規ᶍ法人である。ᅡ場の平ᆒ༊画規ᶍ（21a/➹）は中国中山間地域の平

ᆒⓗな್である４）。 

作構成では水✄作５）を基幹としつつປാ集約型のⓑࢠࢿ作を⤌ࡏࢃྜࡳることでṇ社ဨの通

表１ 㹒経営の概要 

❧地 㫽ྲྀ県、「㒔ᕷⓗ地域」、⦆ࡸかにഴᩳした農村地ᖏ 1）

ປാຊ（人） ᙺဨ ࡕ࠺）4 60 ṓᮍ‶ 2）、ṇ社ဨ（ᙺဨ㝖ࡃ）11（同 7）、⮫㞠⏝ 5 

経営㠃✚（水ᙇり計） 115.3ha、537 ➹（21a/➹） 

作構成(ha) 

水✄ 2)：94.6 

㣗⏝：40.9（コシ࢝ࣄリ 37.3、その 3.6） 

㓇 米：47.8（山田㘊 40.5、ྫྷおࡳ࠺ 7.3） 

その： 5.9（モࢳ米、㣫料⏝米） 

ⓑ3.4 ࢠࢿ 

⢒㣫料⏝コーン３） 7.0（デントコーン） 

その：10.3 野菜、ⓑ㯮大㇋、小㇋、⥳⫧作≀、ಖ管理 

な機械ഛ 

田᳜機（ポットⱑ⏝）：3ྎ（6᮲：2、4 ᮲：1） 

トラクター：12 ྎ（65㹼130ps：6、15㹼44ps：6） 

コンバイン：4ྎ（6᮲：3、3᮲：1） 

マニュアスࣞࣉッダ：3ྎ（⮬㉮ᘧ：2、≌引ᘧ：1） 

ࣞーࢨーࣞ࣋ラー：1ྎ、ࣉラウ：2ྎ（4 連、5連） 

重機ショ࣋ル：3ྎ 

ඛ進ᛶ 

ձ 㧗ຍ価್米⏕産による㧗༢価㈍。 

ͤ ῶ農⸆・↓学⫧料、土࡙ࡃりのᚭᗏ（ሁ⫧の連年⏝、῝⪔）。 

ղ ᅡ場内作業の┬ຊ：土地⏕産ᛶ（༢）よりも≀ⓗປാ⏕産ᛶ（༢㠃✚

ᙜたりのປാ間）の向ୖを重視。 

ͤ 大型機械による㎿㏿な作業、␁㝿には⛣᳜ࡏず明Ὼを⾜、ࣞ࣋ラーによる

⦆ഴᩳᅡ場作りでධ水・௦かき間の▷⦰。 

課題 

ձ ᰿ᙉいᾘ㈝者ニーࢬのᑐᛂのたࡵ、㣗⏝米は᪩⏕の「コシ࢝ࣄリ」に೫

重。このたࡵ、大㠃✚であることにຍ࠼、水័⾜の制約からࡃる㓇米「山

田㘊」との作業➇ྜにより、㣗⏝米の作㠃✚が制約されるともに「コシࣄ

 。平ᆒ༢がప下、（⏕㐜᳜ᅡ場の発）ࡧリ」の⛣᳜が長ᮇにཬ࢝

ղ ⢒㣫料⏝コーンを⏕産しているが、水の౽がᝏࡃ水✄を作࠺ࢁにも作れない

水田に作けるとい࠺ᾘᴟⓗ動機による。ࡲた、ẚ㍑ⓗ⮬給⋡の㧗い⢒㣫料

であること➼から地域内での需要が制約ⓗになりがࡕである 4）。つࡲり、ഴ

ᩳᅡ場でも⏕産可能、␏␁要、⢒ᨺⓗに農地が管理できるとい࠺Ⅼで中山

間地域に適した≉ᚩをもつ㣫料⏿作が✚ᴟⓗにᒎ開されていない。 

ճ ⓑࢠࢿ作は✭・ㄪ〇作業のປാ間がከいたࡵに、ᨭᡶ㈤㔠もከࡃᨭを

ᅽ㏕ 5）。 

資料：現地ㄪᰝ⤖ᯝ、農林水産┬『農林業センサス』（2015 年）集ⴠ࢝ード。 

注：１）集ⴠ࢝ードによると、田の地形ୖのഴᩳは「⦆ഴᩳ」（1/100㹼1/20）である。 

２）水✄はࡰ 100�⛣᳜（試験ⓗに実している直が 3.8ha 有り）。 

３）⢒㣫料⏝コーンとは、ⱼⴥと㞤✑をࡈと✭・⣽᩿・ラッࣆングし大ᐙ␆向けの⢒㣫料にする

たࡵのコーンをᣦす。なお㹒経営では✭・ㄪ〇はእ部ጤクしている。 

４）これは㹒経営がᢪ࠼る課題とい࠺よりも⢒㣫料⏕産一⯡にい࠼る課題である。 

５）こ࠺した≧ἣにもかかࢃらずⓑࢠࢿ作をᑟධしているのは、ṇ社ဨの通年ᑵ業機会の☜ಖと「土

ࡃ῝である（地中ࡵランドᡓ␎のたࣈ㹒経営の࠺り」のᚭᗏによる㧗ရ㉁な農産≀の提౪といࡃ࡙

に⏕長するⓑࢠࢿのရ㉁は、土࡙ࡃりのⰋしᝏしのᙳ㡪をཷけࡸすい）。 
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間の▷⦰をᅗࡗている。ᅡ場内作業の┬ຊとい࠼る、こ࠺した㹒経営の技術ⓗ≉ᚩは表３で☜

ㄆできる。すなࡕࢃ、័⾜の 62�に㐣ࡂないປാ間に㹒経営の㧗い┬ຊᛶが表れている

（62� 9.95/15.93�100）。 

௨ୖで㏙た、㣗⏝米⏕産における㧗ຍ価್と㧗い┬ຊᛶの୧❧とい࠺ඛ進ᛶの⥲ྜⓗな

ホ価は前ᥖ表２で☜ㄆできる。すなࡕࢃ、㹒経営では、ձప༢ࡔが㧗㈍༢価のたࡵに⢒┈

では、័⾜とࡰ同➼となる、ղῶ農⸆・↓学⫧料⏕産のたࡵその㈝⏝は័⾜よりపい、ճ経

営㠃✚が大きいたࡵに農業機械が重ഛ（表１の「な機械ഛ」ཧ↷）のࢃりには、10a ᙜたり

ῶ価ൾ༷㈝がపい、մその⤖ᯝとして所得は、័⾜とẚ10、a ᙜたりでは約２ಸ

（2.0 53�709/27�443）、間ᙜたりでは約３ಸ（3.2 5�398/1�723）となり、㧗い┈ᛶが実現さ

れているのである。 

前ᥖ表１にはࡲた、ձ㣗⏝米が「コシ࢝ࣄリ」に೫ࡗていること、ղ地域内での需要が制約

ⓗになりがࡕな⢒㣫料⏝コーンがᾘᴟⓗ理⏤により⏕産されていること、ճⓑࢠࢿ作の✭・ㄪ

〇作業のປാ間がከいこと、に㛵連する３つの課題をᩚ理している。 

௨ୖで㏙た㹒経営のඛ進ᛶの⤌ࡳ㎸ࡳと課題解決とい࠺分析視Ⅼは、本章第１⠇で㏙た✄・

㣫料・野菜作」ྜ経営モデルの基本ⓗ⪃࠼方とᩚྜⓗであり、この分析視Ⅼからモデルを構⠏・

計測することで、有ຠなモデルが策定できると⪃࠼られる。 

㸰）✄࣭㣫ᩱ࣭㔝⳯స」ྜ⤒Ⴀࣔࡢࣝࢹ㒊㛛࣭ᢏ⾡ᵓᡂ 

これࡲでの⪃ᐹを㋃࠼ࡲて設定された✄・㣫料・野菜作」ྜ経営モデルの部門・技術構成はᅗ

２の通りである。部門は、㣗⏝米⏕産（⛣᳜）、Ꮚ実⏝コーン作、ⓑࢠࢿ作の３部門で構成される。 

㣗⏝米⏕産の技術は、㧗ຍ価್（㹒経営のඛ進ᛶ）、ᅡ場内作業の┬ຊ（同）、ᅡ場እ作

業の┬ຊ（中山間水✄作の課題解決）、「コシ࢝ࣄリ」୪ࡳのရ㉁とࣈランドຊをഛ࠼た中⏕

㣗⏝米のᑟධ（㹒経営の課題解決）の４つで構成される。 

このࡕ࠺、ᅡ場እ作業の┬ຊすなࡕࢃ␏␁（法㠃ྵࡴ、௨下同ࡌ）ⲡส作業のປാ間๐ῶ

については本⠇１）でゐれなかࡗたので⿵㊊する。࿘知の通り中山間水✄作では、␏␁ⲡส作業

の㈇ᢸの大きさが作㠃✚ᣑ大の制約要ᅉとする見解が一⯡ⓗである（安藤［１］、梅本［３］［４］、㨣

表３ 㣗⏝米⏕産（⛣᳜）の作業ูປാ間（間/10a） 

㹒経営 ័⾜ 

⪔起・ᆒ平・基⫧ 1.70 2.30 

ⱑ⟽✀・⫱ⱑ 1.51 1.73 

௦かき・田᳜ 1.53 2.40 

㝖ⲡ・㜵㝖 1.88 3.60 

␏ሬり・水管理 1.80 2.50 

✭・⇱・出Ⲵ 1.53 3.40 

ྜ計 9.95 15.93 

資料：㹒経営の㣗⏝米実⦼(ရ✀をၥࢃず同ࡌ)、岡山県『平成 27 年度農業経営ᣦᑟᣦᶆ』（水✄ 

機械⛣᳜ 20ha ྜྷഛ㧗原・ὠ山┅地）。 

注：㹒経営でᮍㄪᰝの「出Ⲵ」間については、「័⾜」の同作業間を⏝いた。
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㢌ら［６］、㨣㢌［７］、木༡ら［８］）。地༊ഴᩳがẚ㍑ⓗ⦆ࡸかな㹒法人の場ྜ、同作業はそれ大き

な㈇ᢸとなࡗていないが、中山間地域における✄・㣫料・野菜作」ྜ経営モデルを策定する本章

では、同作業の㈇ᢸを௬（እᤄ）したୖでその┬ຊのຠᯝをㄪることとした。 

✄・㣫料・野菜作」ྜ経営モデルにおいて、⮬給⋡のపい㣫料⏿作≀のᒎ開はコンセࣉトとの

㛵連で、「産業としての農業のᒎ開」（㣗料の安定౪給）の㈉⊩のほⅬから設定したことは本章

第１⠇で㏙た。ᅗ２におけるᏊ実⏝コーン作の✚ᴟⓗᒎ開は、㹒経営の課題解決（前ᥖ表１の

「課題」ղཧ↷）と同に㣫料⏿作≀の中でも⮬給⋡がᴟ➃にపい⃰ཌ㣫料を⏕産するとことで

７）、㣗料の安定౪給の一ᒙの㈉⊩がᮇᚅできるとのほⅬから設定した。モデル分析においては、

水の౽がᝏࡃ水✄を作࠺ࢁにも作れない水田に作けるとい࠺㹒経営のよ࠺なᾘᴟⓗ動機による

ものではではなࡃ、⏿地で⏕産、」ᩘ作型を⮬⏤に㑅ᢥ可能とい࠺ពで✚ᴟⓗᒎ開による経営

㠃✚ᣑ大のຠᯝとともに、そのᑟධ᮲௳（⿵ຓ㔠・༢水‽）を᳨ウする。 

ⓑࢠࢿ作については、その課題（前ᥖ表１の「課題」ճཧ↷）を㋃࠼ࡲた技術設定となࡗてい

る。すなࡕࢃ、水✄➼の土地⏝型部門との」ྜ部門としてປാ集約型のⓑࢠࢿ作をᑟධする場

ྜ、ⓑࢠࢿ作ではᨭᡶ㈤㔠がከいたࡵにそのᨭをᅽ㏕する。これは、ⓑࢠࢿ作ᑟධにより┈

はቑຍするのࡔが、そのቑຍ㢠のࢃりにはປാ間のቑ࠼方が大きࡃ、ᨭᡶ可能な㈤㔠༢価がప

になるたࡵである。ᅛ定された給に基࡙き㈤㔠をᨭᡶ࠺とⓑࢠࢿ作は㉥Ꮠになるとい࠺こと

である。本章では、ⓑࢠࢿ作をྵࡴከࡃの野菜作で┬ຊの࣎トルࢿックとなࡗている、✭・

ㄪ〇作業のປാ間を๐ῶし、ᨭᡶ可能な㈤㔠༢価のᣑ大をᅗることを定した。 

௨ୖのྛ技術内ᐜのලయⓗな設定はᚋᥖ表４にࡲとࡵた。 

㸱）✄࣭㣫ᩱ࣭㔝⳯స」ྜ⤒Ⴀࣔࣝࢹ⟇ᐃ࣮ࣟࣇࡢィ ࡢㅖ௬ᐃ 


✭
࣭
ㄪ
〇
స
業
の
ປ
ാ

㛫

ࢆ
๐
ῶ
䣍
ᨭ
ᡶ
ྍ
⬟
࡞
㈤
㔠
༢

౯
ࢆ
ᣑ

䣎

ⓑࢠࢿ作 

⢒㣫料とẚ⮬給⋡がపいこと、中小ᐙ␆にも給可能なこと➼から需要が㠀制約なᏊ実⏝コー
ン作を✚ᴟⓗにᒎ開（⏿地で⏕産１）、」ᩘ作型を⮬⏤に㑅ᢥ可能）し、作㠃✚のᣑ大をᅗる。

Ꮚ実⏝コーン作 

ᅡሙෆసᴗࡢ┬ຊ：大型機械による㎿㏿な作業、␁㝿には⛣᳜ࡏず明Ὼを
。りでධ水・௦かき作業のປാ間๐ῶࡃラーによる⦆ഴᩳᅡ場࡙࣋ࣞ、⾜

ᅡሙእసᴗࡢ┬ຊ：␏␁（法㠃ྵࡴ）ⲡส作業のປാ間๐ῶ。 

㧗ຍ౯್：ῶ農⸆・↓学⫧料、ሁ⫧の連年⏝、῝⪔で㧗༢価㈍。 

㣗⏝米⏕産（⛣᳜） 

ᑟධ：「コࡢ୰⏕㣗用⡿ࡓ࠼ഛࢆຊࢻࣥࣛࣈရ㉁ࡢࡳ୪ࠖࣜ࢝ࣄࢩࢥࠕ
シ࢝ࣄリ」（᪩⏕） 、中⏕㣗⏝米ရ✀、㓇米「山田㘊」(ᬌ⏕)とい࠺᪩ᬌ
ᛶの␗なる３ရ✀の適ᮇ᱂ᇵにより、作ᮇ分ᩓ、水✄作㠃✚のᣑ大、コシ
 。リの༢向ୖ（㐜᳜ᅡ場の解ᾘ）をᅗる࢝ࣄ

㹒
⤒
Ⴀ
の
ඛ
㐍
ᛶ

୰
ᒣ
㛫
Ỉ
✄
స
の
ㄢ
㢟
ゎ
Ỵ

㹒経営の 
課題解決 

ᅗ２ ✄・㣫料・野菜作」ྜ経営モデルの部門・技術構成 

資料：➹者作成。 

注：１）⏿地での⏕産とは、␏␁（法㠃ྵࡴ）要のたࡵ、そのⲡส作業も要とい࠺≧ἣを定。 

間の▷⦰をᅗࡗている。ᅡ場内作業の┬ຊとい࠼る、こ࠺した㹒経営の技術ⓗ≉ᚩは表３で☜

ㄆできる。すなࡕࢃ、័⾜の 62�に㐣ࡂないປാ間に㹒経営の㧗い┬ຊᛶが表れている

（62� 9.95/15.93�100）。 

௨ୖで㏙た、㣗⏝米⏕産における㧗ຍ価್と㧗い┬ຊᛶの୧❧とい࠺ඛ進ᛶの⥲ྜⓗな

ホ価は前ᥖ表２で☜ㄆできる。すなࡕࢃ、㹒経営では、ձప༢ࡔが㧗㈍༢価のたࡵに⢒┈

では、័⾜とࡰ同➼となる、ղῶ農⸆・↓学⫧料⏕産のたࡵその㈝⏝は័⾜よりపい、ճ経

営㠃✚が大きいたࡵに農業機械が重ഛ（表１の「な機械ഛ」ཧ↷）のࢃりには、10a ᙜたり

ῶ価ൾ༷㈝がపい、մその⤖ᯝとして所得は、័⾜とẚ10、a ᙜたりでは約２ಸ

（2.0 53�709/27�443）、間ᙜたりでは約３ಸ（3.2 5�398/1�723）となり、㧗い┈ᛶが実現さ

れているのである。 

前ᥖ表１にはࡲた、ձ㣗⏝米が「コシ࢝ࣄリ」に೫ࡗていること、ղ地域内での需要が制約

ⓗになりがࡕな⢒㣫料⏝コーンがᾘᴟⓗ理⏤により⏕産されていること、ճⓑࢠࢿ作の✭・ㄪ

〇作業のປാ間がከいこと、に㛵連する３つの課題をᩚ理している。 

௨ୖで㏙た㹒経営のඛ進ᛶの⤌ࡳ㎸ࡳと課題解決とい࠺分析視Ⅼは、本章第１⠇で㏙た✄・

㣫料・野菜作」ྜ経営モデルの基本ⓗ⪃࠼方とᩚྜⓗであり、この分析視Ⅼからモデルを構⠏・

計測することで、有ຠなモデルが策定できると⪃࠼られる。 

㸰）✄࣭㣫ᩱ࣭㔝⳯స」ྜ⤒Ⴀࣔࡢࣝࢹ㒊㛛࣭ᢏ⾡ᵓᡂ 

これࡲでの⪃ᐹを㋃࠼ࡲて設定された✄・㣫料・野菜作」ྜ経営モデルの部門・技術構成はᅗ

２の通りである。部門は、㣗⏝米⏕産（⛣᳜）、Ꮚ実⏝コーン作、ⓑࢠࢿ作の３部門で構成される。 

㣗⏝米⏕産の技術は、㧗ຍ価್（㹒経営のඛ進ᛶ）、ᅡ場内作業の┬ຊ（同）、ᅡ場እ作

業の┬ຊ（中山間水✄作の課題解決）、「コシ࢝ࣄリ」୪ࡳのရ㉁とࣈランドຊをഛ࠼た中⏕

㣗⏝米のᑟධ（㹒経営の課題解決）の４つで構成される。 

このࡕ࠺、ᅡ場እ作業の┬ຊすなࡕࢃ␏␁（法㠃ྵࡴ、௨下同ࡌ）ⲡส作業のປാ間๐ῶ

については本⠇１）でゐれなかࡗたので⿵㊊する。࿘知の通り中山間水✄作では、␏␁ⲡส作業

の㈇ᢸの大きさが作㠃✚ᣑ大の制約要ᅉとする見解が一⯡ⓗである（安藤［１］、梅本［３］［４］、㨣

表３ 㣗⏝米⏕産（⛣᳜）の作業ูປാ間（間/10a） 

㹒経営 ័⾜ 

⪔起・ᆒ平・基⫧ 1.70 2.30 

ⱑ⟽✀・⫱ⱑ 1.51 1.73 

௦かき・田᳜ 1.53 2.40 

㝖ⲡ・㜵㝖 1.88 3.60 

␏ሬり・水管理 1.80 2.50 

✭・⇱・出Ⲵ 1.53 3.40 

ྜ計 9.95 15.93 

資料：㹒経営の㣗⏝米実⦼(ရ✀をၥࢃず同ࡌ)、岡山県『平成 27 年度農業経営ᣦᑟᣦᶆ』（水✄ 

機械⛣᳜ 20ha ྜྷഛ㧗原・ὠ山┅地）。 

注：㹒経営でᮍㄪᰝの「出Ⲵ」間については、「័⾜」の同作業間を⏝いた。
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✄・㣫料・野菜作」ྜ経営モデルの策定に㝿しては、ྛ部門・技術のᑟධຠᯝが᳨ドできるよ

⮳㣫料・野菜作」ྜ経営モデルに・✄ࡕࢃつかの経㐣ⓗモデルを経て᭱⤊モデルすなࡃに、い࠺

るフࣟーをᅗ３のよ࠺に設定した。 

モデル１㹼４は、㣗⏝米⏕産の㧗ຍ価್と┬ຊのຠᯝを、同５㹼６は᪩ᬌᛶの␗なる

」ᩘの㣗⏝米ရ✀（㣗⏝�㓇米）のᑟධのຠᯝを、同７㹼８はᏊ実⏝コーン作ᑟධの᮲௳とຠᯝ

を、同９㹼10 はⓑࢠࢿ作のᑟධと┬ຊのຠᯝを、それࡒれㄪるたࡵのものである。なお、モ

デル１㹼４では、㣗⏝米⏕産の㧗ຍ価್、┬ຊのຠᯝに㛵ᚰを集中するたࡵ、ᑟධ可能

ရ✀は「コシ࢝ࣄリ」のࡳとした。ࡲた、モデル５は、㹒経営の水✄のຊရ✀である「コシ࢝ࣄ

リ」と「山田㘊」の作構成と課題を㹒経営の実ែにྜࡏࢃたモデルである（前ᥖ表１の「課題」

ձཧ↷）。 

ྛモデルの計測はᩘ理計画法によるが、ලయⓗには基幹ປാຊ（表４の注３ཧ↷）の所得᭱大

を┠ⓗとするᩚᩘ計画法によることとした。これは、ᅗ３のフࣟーでは㸪経営㠃✚のᣑ大ࡸᑟ

ධ可能部門の変᭦にక࠺機械ഛの変᭦が予され、ᩚᩘ計画法はそ࠺した≧ἣに適しているた

である。モデル計測に㝿してのなㅖ設定は表４に、┈ಀᩘ、ປാಀᩘは、部門ูᨭととࡵ

もに表に♧した。モデルの計測には線形計画ࣟࣉグラム（;/3）を⏝いた。 

㸱㸬ࣔࡢࣝࢹィ ⤖ᯝ 

ᩚᩘ計画法によるྛモデルの計測⤖ᯝをᅗ４に♧した。௨下、⪃ᐹする。 

㸯）㣗用⡿⏕⏘ࡢ㧗ຍ౯್࣭ᅡሙෆࡧࡼ࠾ᅡሙእసᴗࡢ┬ຊࡢຠᯝ 

モデル１と２の計測⤖ᯝから、中山間水✄作で大きな㈇ᢸとなࡗている␏␁ⲡส作業のປാ

間間が๐ῶ（ᅡ場እ作業が┬ຊ）されても、水✄（ここでは「コシ࢝ࣄリ」のࡳ、௨下モデル

。ᣑ大しないことが分かるࢇとず、基幹ປാຊの所得もࡏᣑ大ࡃの作㠃✚は（ࡌで同ࡲ４

これは、中山間水✄作において、␏␁ⲡส作業は年間ປാ間が᭱ከの作業であるが８)、それは

1B水✄(័⾜) 

6B水✄(内እ┬ຊ・3ရ✀適ᮇ) 

2B水✄ 

(ᅡ場እ┬ຊ) 

3B水✄ 

(ᅡ場内┬ຊ) 

5B水✄(内እ┬ຊ・ 

コシ࢝ࣄリ長ᮇ⛣᳜) 

4B水✄ 

(内እ┬ຊ) 

7B水✄(内እ┬ຊ・3ရ✀適

ᮇ)�コーン(័⾜) 
8B水✄(内እ┬ຊ・3ရ✀適ᮇ)� 

コーン(༢向ୖ) 

ᅗ３ ✄・㣫料・野菜作」ྜ経営モデル策定のフࣟー 

注：１）「水✄」は㣗⏝米、「コーン」はᏊ実⏝コーンのこと。 

２）ྛモデルのヲ⣽は本文（表４、表ྵࡴ）ཧ↷。 

モデル␒号Bᑟධ可能部門・技術の⤌ࢃྜࡳซ 

9B水✄(内እ┬ຊ・3ရ✀適ᮇ)� 

コーン(༢向ୖ)� 

ⓑࢠࢿ(័⾜) 

10B水✄(内እ┬ຊ・3ရ✀適ᮇ)� 

コーン(⿵ຓ㔠・༢向ୖ)� 

ⓑࢠࢿ(┬ຊ) 
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に⛣᳜ࡸ✭➼の基幹作業のྜ間に分ᩓして⾜ࢃれるものであるたࡵ、その┬ຊがᅗられて

も水✄の作㠃✚は変しない、と解㔘できる。よりṇ☜には、水✄の作㠃✚をᣑ大さࡏるຠ

ᯝ⮬యは₯ᅾⓗにはあるのࡔが９）、機械の㏣ຍᢞ資を可能にするの┈ቑຍをもたらすもの

表４ モデル計測のㅖ௬定１）

㣗
⏝
米
⏕
産

័⾜ 

 ༢、༢価、変動㈝、月᪪ู・作業ูປാ間は、岡山県『平成 27 年度農業経営ᣦ

ᑟᣦᶆ』（水✄ 機械⛣᳜ 20ha ྜྷഛ㧗原・ὠ山┅地）にᚑ࠺。 

 たࡔし、中山間地域での⏕産を定するたࡵປാ間には、␏␁（法㠃ྵࡴ）ⲡส作

業のປാ間４間/10a（１間/回�４回/年：水✄作 10a ᙜたり）をຍ⟬ 2）。 

ᅡ場እ作

業の┬ຊ

 

 ୖ記で設定した年４回・計４間かかる␏␁ⲡส作業のປാ間を平ᆒⓗに 0.4 ಸ

した（0.4 間/回�４回/年）。0.4 ಸは㹒経営の同作業の年間ປാ間の実⦼್ 1.59

間/10a を基に設定(1.59/4 0.4)。 

ᅡ場内作

業の┬ຊ

 

 㧗ຍ価್（㧗༢価㈍）とセットでᢅい、༢、༢価、変動㈝、月᪪ู・作業ู

ປാ間は㹒経営実⦼にᚑ࠺。 

 たࡔし、中山間地域での⏕産を定するたࡵ、㹒経営における␏␁ⲡส作業のປാ

間をᕪし引いたୖで、中山間水✄作における同作業のປാ間をୖ記「水✄（㠀┬

ຊ）」と同ᵝにຍ⟬。 

中⏕㣗

⏝米 

 ༢、༢価、月᪪ู・作業ูປാ間は、㹒経営で試験ⓗに 50a ᑟධされている「き

 。࠺実⦼にᚑ「ࡵすࡴࡠ

Ꮚ
実
⏝
コ
䤀
ン
作

័⾜ 

 ༢、༢価は、西日本農研・千田雅之Ặの現地ㄪᰝ⤖ᯝにᚑ࠺。 

 変動㈝、月᪪ู・作業ูປാ間は、岡山県『平成 27 年度農業経営ᣦᑟᣦᶆ』（Ꮚ実

トウモࣟコシ）にᚑ࠺。 

 ４月中᪪✀・９月ୖ᪪✭を作型１とし、௨㝆２月᪪ずらしていき、✭ᬌ㝈とな

る 11 月中᪪に⮳るࡲでの計４作型を設定。基幹ປാຊの所得᭱大の下、ྛ作型を

⮬⏤に㑅ᢥ可能。 

 作型について⏿地での⏕産（㸻␏␁ⲡส作業のປാ間は↓し）を定。 

 ỗ⏝コンバイン➼を所有し✀㹼✭・ㄪ〇ࡲでを⮬ᕫ経営で⾜࠺。 

༢向ୖ 

 ⿵ຓ㔠：経営所得安定ᑐ策の水田ά⏝の㔠（㣫料作≀）35�000 /10a。 

 ༢：ᐩἑ［12］をཧ⪃に、≀ 900kJ/10a を定（័⾜は≀ 700kJ/10a）（᰿ᣐは

本文第３⠇３）ཧ↷）。 

 その設定はୖ記「័⾜」に同ࡌ。 

ⓑ
ࢿ
ࢠ
作

័⾜ 

 ༢、༢価、変動㈝、月᪪ู・作業ูປാ間は、岡山県『平成 27 年度農業経営ᣦ

ᑟᣦᶆ』（ⓑࢠࢿ ⛅り）にᚑ࠺。 

 たࡔし、✭・ㄪ〇作業のᮇは㹒経営実⦼にᚑい、」ᩘရ✀を⤌ࡏࢃྜࡳて１㹼３

月の⥅続ⓗな実を定。 

 ⏿地での⏕産（␏␁ⲡส作業のປാ間は↓し）を定。 

┬ຊ 

 ึᮇᢞ資 300 で、✭・ㄪ〇作業のປാ間が័⾜より 25�๐ῶされることを

定（᰿ᣐは本文注 11 ཧ↷）。 

 その設定はୖ記「័⾜」に同ࡌ。 

⿵ຓ㔠 

 Ꮚ実⏝コーン作の 35�000 /10a を㝖き一ษ⪃៖しない。 

 ᅡ場እ作業の┬ຊすなࡕࢃ␏␁ⲡส作業のປാ間๐ῶに㛵しては、現ᅾの中山

間地域➼直᥋ᨭᡶ制度➼でのຓ成実⦼がある、⿕そ᳜≀の᳜᱂を定し、経営యの

㈇ᢸは↓しと௬定。 

ປാຊ  㹒経営の実ែを㋃࠼ࡲ、基幹ປാຊ７人 3)、⮫㞠⏝５人（㈤㔠 1�000 /）。 

資料：➹者作成。 

注：１）部門ูの༢、༢価、変動㈝、ປാ間のලయⓗᩘᏐは表ཧ↷。 

２）１間/回は㨣㢌［７］（㹮.25）➼をཧ⪃に設定。 

３）㹒経営のṇ社ဨ 11 人（表１）のࡕ࠺機械オࣞ࣌ータは６人である。これに経営者（社長）１人を

ຍ࠼た計７人を基幹ປാຊとした。基幹ປാຊとは、農業⏕産に必要なປാ間にᑐしඃඛⓗにປാ

ຊを提౪するປാຊのこと。基幹ປാຊࡔけではປാຊが㊊する場ྜに⮫㞠⏝で⿵1�000）࠺ 

/）ものとする。 

✄・㣫料・野菜作」ྜ経営モデルの策定に㝿しては、ྛ部門・技術のᑟධຠᯝが᳨ドできるよ

⮳㣫料・野菜作」ྜ経営モデルに・✄ࡕࢃつかの経㐣ⓗモデルを経て᭱⤊モデルすなࡃに、い࠺

るフࣟーをᅗ３のよ࠺に設定した。 

モデル１㹼４は、㣗⏝米⏕産の㧗ຍ価್と┬ຊのຠᯝを、同５㹼６は᪩ᬌᛶの␗なる

」ᩘの㣗⏝米ရ✀（㣗⏝�㓇米）のᑟධのຠᯝを、同７㹼８はᏊ実⏝コーン作ᑟධの᮲௳とຠᯝ

を、同９㹼10 はⓑࢠࢿ作のᑟධと┬ຊのຠᯝを、それࡒれㄪるたࡵのものである。なお、モ

デル１㹼４では、㣗⏝米⏕産の㧗ຍ価್、┬ຊのຠᯝに㛵ᚰを集中するたࡵ、ᑟධ可能

ရ✀は「コシ࢝ࣄリ」のࡳとした。ࡲた、モデル５は、㹒経営の水✄のຊရ✀である「コシ࢝ࣄ

リ」と「山田㘊」の作構成と課題を㹒経営の実ែにྜࡏࢃたモデルである（前ᥖ表１の「課題」

ձཧ↷）。 

ྛモデルの計測はᩘ理計画法によるが、ලయⓗには基幹ປാຊ（表４の注３ཧ↷）の所得᭱大

を┠ⓗとするᩚᩘ計画法によることとした。これは、ᅗ３のフࣟーでは㸪経営㠃✚のᣑ大ࡸᑟ

ධ可能部門の変᭦にక࠺機械ഛの変᭦が予され、ᩚᩘ計画法はそ࠺した≧ἣに適しているた

である。モデル計測に㝿してのなㅖ設定は表４に、┈ಀᩘ、ປാಀᩘは、部門ูᨭととࡵ

もに表に♧した。モデルの計測には線形計画ࣟࣉグラム（;/3）を⏝いた。 

㸱㸬ࣔࡢࣝࢹィ ⤖ᯝ 

ᩚᩘ計画法によるྛモデルの計測⤖ᯝをᅗ４に♧した。௨下、⪃ᐹする。 

㸯）㣗用⡿⏕⏘ࡢ㧗ຍ౯್࣭ᅡሙෆࡧࡼ࠾ᅡሙእసᴗࡢ┬ຊࡢຠᯝ 

モデル１と２の計測⤖ᯝから、中山間水✄作で大きな㈇ᢸとなࡗている␏␁ⲡส作業のປാ

間間が๐ῶ（ᅡ場እ作業が┬ຊ）されても、水✄（ここでは「コシ࢝ࣄリ」のࡳ、௨下モデル

。ᣑ大しないことが分かるࢇとず、基幹ປാຊの所得もࡏᣑ大ࡃの作㠃✚は（ࡌで同ࡲ４

これは、中山間水✄作において、␏␁ⲡส作業は年間ປാ間が᭱ከの作業であるが８)、それは

1B水✄(័⾜) 

6B水✄(内እ┬ຊ・3ရ✀適ᮇ) 

2B水✄ 

(ᅡ場እ┬ຊ) 

3B水✄ 

(ᅡ場内┬ຊ) 

5B水✄(内እ┬ຊ・ 

コシ࢝ࣄリ長ᮇ⛣᳜) 

4B水✄ 

(内እ┬ຊ) 

7B水✄(内እ┬ຊ・3ရ✀適

ᮇ)�コーン(័⾜) 
8B水✄(内እ┬ຊ・3ရ✀適ᮇ)� 

コーン(༢向ୖ) 

ᅗ３ ✄・㣫料・野菜作」ྜ経営モデル策定のフࣟー 

注：１）「水✄」は㣗⏝米、「コーン」はᏊ実⏝コーンのこと。 

２）ྛモデルのヲ⣽は本文（表４、表ྵࡴ）ཧ↷。 

モデル␒号Bᑟධ可能部門・技術の⤌ࢃྜࡳซ 

9B水✄(内እ┬ຊ・3ရ✀適ᮇ)� 

コーン(༢向ୖ)� 

ⓑࢠࢿ(័⾜) 

10B水✄(内እ┬ຊ・3ရ✀適ᮇ)� 

コーン(⿵ຓ㔠・༢向ୖ)� 

ⓑࢠࢿ(┬ຊ) 
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ではないたࡵ、それは㢧ᅾしないとい࠺ことになる。 

 これにᑐし、ձモデル３の計測⤖ᯝから、㧗ຍ価್と基幹作業の┬ຊをక࠺ᅡ場内作業

が┬ຊされた場ྜは、作㠃✚は 60.0ha に、基幹ປാຊの所得は 347 /年/人にᣑ大するこ

とが、ղモデル４の計測⤖ᯝから、㧗ຍ価್とᅡ場内እ作業の┬ຊがて同にᅗられた

場ྜは、作㠃✚は 80.0ha に、基幹ປാຊの所得は 543 /年/人にᣑ大することが、分かる。

２Ⅼ┠は、㧗ຍ価್米⏕産による┈向ୖもあり、モデル２では機械の㏣ຍᢞ資ができないた

に₯ᅾしていたᅡ場እ作業の┬ຊによる水✄の作㠃✚ᣑ大ຠᯝが㢧ᅾする➼、㧗ຍࡵ

価್とᅡ場内እ作業の┬ຊの┦ຠᯝが発された⤖ᯝと解㔘できる。 

㸰）ࠖࣜ࢝ࣄࢩࢥࠕ୪ࡢࡳရ㉁ࢻࣥࣛࣈຊࢆഛࡓ࠼୰⏕㣗用⡿ࡢᑟධຠᯝ 

 モデル５は、「コシ࢝ࣄリ」と「山田㘊」の作㠃✚を㹒経営の実ែにྜࡏࢃたモデルである。

すなࡕࢃ、㹒経営の農産≀はዎ約᱂ᇵであるたࡵ、年間の作㠃✚はある⛬度ᅛ定ⓗであり、こ

こでは、㓇造業者とのዎ約᱂ᇵである「山田㘊」の作㠃✚を㹒経営の現≧の 40ha にᅛ定した。

㹒経営では現ᅾ「コシ࢝ࣄリ」は 37.3ha、「山田㘊」は 40.5ha 作けているので、ᩚᩘ計画法に

基࡙ࡃモデル５の計測⤖ᯝにおいて、２ရ✀の作㠃✚は㹒経営の実ែとࡰ一⮴する。たࡔし

この場ྜ、大㠃✚であることにຍ࠼、ᅡ場㑅ᢥの制約もあり「山田㘊」との作業➇ྜにより、㣗

⏝米の作㠃✚が制約されるともに「コシ࢝ࣄリ」に㐜᳜ᅡ場が発⏕し、平ᆒ༢のప下をᣍい

ている（前ᥖ表１の「課題」ձཧ↷）。その⤖ᯝ、経営㠃✚はモデル４と同ࡔࡌが、基幹ປാຊの

所得は 464 /年/人にప下する。 

35.0 35.0 
60.0 

80.0 

40.0 35.8 35.8 28.5 28.5 28.8 

24.0 24.0 
23.7 20.7 19.3 

40.0 

40.0 40.0 
40.0 40.0 40.0 

1.4 1.8 
0.0 

100.0 100.0 100.0 

0
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1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

経営㠃✚ 

（水ᙇ計） 

Ꮚ実⏝ 

コーン 

ⓑࢠࢿ 

山田㘊
コシ࢝ࣄリ 

中⏕

㣗⏝米

94 

1�044 

897 

98 

1�194 

822 

347 

3�630 

957 

543 

5�249 

1�035 

464 

4�457 

1�040 

715 

5�722 

1�249 

715 

5�722 

1�249 

782 

5�296 

1�477 

829 

3�753 

2�208 

842 

3�806 

2�213 

モデル␒号 

/年/人 

/ 

間/年/人 

ha 

80.0 

99.8 99.8 

192.2 190.7 189.9 

基幹ປാຊの所得・ປാ間 
ᅗ４ モデルの計測⤖ᯝ 

資料：➹者の計測による。 

注：１）モデル１㹼４のᑟධ可能ရ✀は「コシ࢝ࣄリ」のࡳであり、その作㠃✚㸻経営㠃✚である。 

２）計測に㝿しては、㈍㈝ཬࡧ一⯡管理㈝とその㛵連ປാ間は⪃៖していない。 
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 これにᑐし、「コシ࢝ࣄリ」୪ࡳのရ㉁とࣈランドຊをഛ࠼た中⏕㣗⏝米が開発・ᑟධされ、

᪩⏕の「コシ࢝ࣄリ」、ᬌ⏕の「山田㘊」との⤌ࡏࢃྜࡳにより、᪩ᬌᛶの␗なる３ရ✀が適ᮇに

᱂ᇵされた場ྜを定したモデル６の計測⤖ᯝから、作ᮇ分ᩓ（➇ྜ回㑊）と㐜᳜ᅡ場の解ᾘに

よる「コシ࢝ࣄリ」の平ᆒ༢の向ୖがᅗられるたࡵ、経営㠃✚は 99.8ha に、基幹ປാຊの所得

は 715 /年/人に、それࡒれᣑ大することが分かる。 

㸱）Ꮚᐇ用࣮ࣥࢥసᑟධࡢ᮲௳ຠᯝ 

モデル６で、経営所得安定ᑐ策の水田ά⏝の㔠（㣫料作≀）35�000 /10a を前提としてᏊ

実⏝コーン作をᑟධ可能とした場ྜ、័⾜の༢（≀ 700kJ/10a）でそれはᑟධされないが（モ

デル７）、≀ 900kJ/10a に向ୖするとᑟධされる（モデル８）ことが分かる。≀ 900kJ/10a は、

័⾜の༢と試験ᅡ場ࣞ࣋ルのᮇᚅ༢、≀ 1�077kJ/10a（ᐩἑ>12@（p.９））の༢⣧平ᆒであり

（900kJ (700kJ�1�077kJ)/２）、༢┠ᶆとして一定のጇᙜᛶはある࠺ࢁࡔ。 

このモデル８はモデル６・７とẚ、経営㠃✚がࡰಸቑするとともに、基幹ປാຊの所得も

ᣑ大し、Ꮚ実⏝コーン作ᑟධによる⢒ᨺⓗ農地管理が中山間地域の農地⥔持に有ຠとい࠼る。

㸲）ⓑࢠࢿసࡢᑟධ┬ຊࡢຠᯝ 

モデル８でⓑࢠࢿ作（័⾜）をᑟධ可能としたモデル９の計測⤖ᯝから、័⾜つࡲり┬ຊ↓

しでもそれはᑟධされることが分かる。これは野菜作であるⓑࢠࢿ作は㣗⏝米⏕産ࡸᏊ実⏝コ

ーン作との作業➇ྜ度がపいたࡵである。この場ྜ、基幹ປാຊの所得もモデル８よりᣑ大する

が、所得のቑຍ㢠（㏣ຍⓗ所得）のࢃりにはປാ間のቑ࠼方が大きࡃ、ⓑࢠࢿ作のᑟධにより

もたらされる㏣ຍⓗ所得を間ᙜたりでホ価すると 632 /に㐣ࡂない（632 / （829 

-782 /（2�208 間-1�477 間））。 

ᑐしてモデル 10 は、モデル９のⓑࢠࢿ作において、✭・ㄪ〇作業のປാ間が 25�๐ῶ（ึ

ᮇᢞ資 300 ）された場ྜのモデルである 10）。モデル 10 について同ᵝのẚ㍑・ホ価を⾜࠺と、

ⓑࢠࢿ作のᑟධによりもたらされる間ᙜたりの㏣ຍⓗ所得は 813 /に向ୖする（813 /

 (842 -782 /(2�208 間-1�477 間))。 

ከࡃの野菜作で┬ຊの࣎トルࢿックとなࡗている✭・ㄪ〇作業の┬ຊは、野菜作ᑟධに

క࠺基幹ປാຊの㏣ຍⓗ所得を有するとい࠺ពで、土地⏝型部門との」ྜにおいて≉

に重要な課題である。 

本⠇のここࡲでの分析㐣⛬を経て、᭱⤊ⓗに策定されたモデル 10 が✄・㣫料・野菜作」ྜ経営

モデルである。それは、経営㠃✚ 190ha、基幹ປാຊの所得 842 /年/人、3�806 /、同ປ

ാ間 2�213 間/年/人と、経営㠃✚、基幹ປാຊのᑵ業᮲௳ともに㧗いパフ࢛ーマンスを♧す

ものとなる。ࡲた、本章ෑ㢌で㏙たよ࠺にそれは、「産業としての農業のᒎ開」「地域内の農業・

農地の⥔持」「እ部ຠᯝの発」のྛコンセࣉトの実現に㈉⊩するものである。 

㸳）Ꮚᐇ用࣮ࣥࢥసࡿࡅ࠾␏␁ⲡสసᴗࡢ┬ຊࡢព⩏ 

✄・㣫料・野菜作」ྜ経営モデルとして提♧されたモデル 10 において、Ꮚ実⏝コーン作は␏␁

ⲡส作業のປാ間を⪃៖しないとい࠺ពで水田ではなࡃ⏿地での⏕産を定したものであࡗ

ではないたࡵ、それは㢧ᅾしないとい࠺ことになる。 

 これにᑐし、ձモデル３の計測⤖ᯝから、㧗ຍ価್と基幹作業の┬ຊをక࠺ᅡ場内作業

が┬ຊされた場ྜは、作㠃✚は 60.0ha に、基幹ປാຊの所得は 347 /年/人にᣑ大するこ

とが、ղモデル４の計測⤖ᯝから、㧗ຍ価್とᅡ場内እ作業の┬ຊがて同にᅗられた

場ྜは、作㠃✚は 80.0ha に、基幹ປാຊの所得は 543 /年/人にᣑ大することが、分かる。

２Ⅼ┠は、㧗ຍ価್米⏕産による┈向ୖもあり、モデル２では機械の㏣ຍᢞ資ができないた

に₯ᅾしていたᅡ場እ作業の┬ຊによる水✄の作㠃✚ᣑ大ຠᯝが㢧ᅾする➼、㧗ຍࡵ

価್とᅡ場内እ作業の┬ຊの┦ຠᯝが発された⤖ᯝと解㔘できる。 

㸰）ࠖࣜ࢝ࣄࢩࢥࠕ୪ࡢࡳရ㉁ࢻࣥࣛࣈຊࢆഛࡓ࠼୰⏕㣗用⡿ࡢᑟධຠᯝ 

 モデル５は、「コシ࢝ࣄリ」と「山田㘊」の作㠃✚を㹒経営の実ែにྜࡏࢃたモデルである。

すなࡕࢃ、㹒経営の農産≀はዎ約᱂ᇵであるたࡵ、年間の作㠃✚はある⛬度ᅛ定ⓗであり、こ

こでは、㓇造業者とのዎ約᱂ᇵである「山田㘊」の作㠃✚を㹒経営の現≧の 40ha にᅛ定した。

㹒経営では現ᅾ「コシ࢝ࣄリ」は 37.3ha、「山田㘊」は 40.5ha 作けているので、ᩚᩘ計画法に

基࡙ࡃモデル５の計測⤖ᯝにおいて、２ရ✀の作㠃✚は㹒経営の実ែとࡰ一⮴する。たࡔし

この場ྜ、大㠃✚であることにຍ࠼、ᅡ場㑅ᢥの制約もあり「山田㘊」との作業➇ྜにより、㣗

⏝米の作㠃✚が制約されるともに「コシ࢝ࣄリ」に㐜᳜ᅡ場が発⏕し、平ᆒ༢のప下をᣍい

ている（前ᥖ表１の「課題」ձཧ↷）。その⤖ᯝ、経営㠃✚はモデル４と同ࡔࡌが、基幹ປാຊの

所得は 464 /年/人にప下する。 
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経営㠃✚ 

（水ᙇ計） 

Ꮚ実⏝ 

コーン 

ⓑࢠࢿ 

山田㘊
コシ࢝ࣄリ 

中⏕

㣗⏝米

94 

1�044 

897 

98 

1�194 

822 

347 

3�630 

957 

543 

5�249 

1�035 

464 

4�457 

1�040 

715 

5�722 

1�249 

715 

5�722 

1�249 

782 

5�296 

1�477 

829 

3�753 

2�208 

842 

3�806 

2�213 

モデル␒号 

/年/人 

/ 

間/年/人 

ha 

80.0 

99.8 99.8 

192.2 190.7 189.9 

基幹ປാຊの所得・ປാ間 
ᅗ４ モデルの計測⤖ᯝ 

資料：➹者の計測による。 

注：１）モデル１㹼４のᑟධ可能ရ✀は「コシ࢝ࣄリ」のࡳであり、その作㠃✚㸻経営㠃✚である。 

２）計測に㝿しては、㈍㈝ཬࡧ一⯡管理㈝とその㛵連ປാ間は⪃៖していない。 
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た（前ᥖ表４の「Ꮚ実⏝コーン作」ཧ↷）。水田での⏕産を௬定すると࠺なるであ࠺ࢁか。 

このⅬを᳨ドするたࡵ、Ꮚ実⏝コーン作で␏␁ⲡส作業のປാ間（┬ຊᚋ）11）を⪃៖して

モデル 10 を計測したとこࢁ、⤖ᯝはᏊ実⏝コーン作は一ษᑟධされなかࡗた（表♧┬␎）。これ

は、ᅡ場内作業の年間ປാ間が５間/10a（表ཧ↷）にも‶たない⢒ᨺⓗな部門をᑟධしよ

こと࠺の間はかけられないといࡃከᅡ場እの作業にそれ࠺とするなら、␏␁ⲡสりとい࠺

である。つࡲり、中山間水✄作で大きな課題とされる␏␁ⲡส作業の㈇ᢸは、ࡴしࢁ⢒ᨺⓗな㣫

料⏿作≀であるᏊ実⏝コーン作でクリティ࢝ルな課題とい࠼る。このことは、Ꮚ実⏝コーン作の

ᒎ開により中山間地域の農地⥔持をᅗる場ྜ、␏␁ⲡส作業が必要な水田での⏕産を前提とする

なら、そのຠᯝは㝈定ⓗとなる可能ᛶが㧗いことを♧၀している。したがࡗてその場ྜ、␏␁が

↓い⏿地での⏕産、あるいは水田で⏕産するなら␏␁ⲡส作業が解ᾘできるよ࠺な技術をᑟධす

ることが必要となる。 

㸲㸬せ⣙⪃ᐹ 

 ௨ୖ、㹒経営を⣲ᮦにᩘ理計画法を適⏝し、そのඛ進ᛶの⤌ࡳ㎸ࡳと課題解決の視Ⅼから、✄・

㣫料・野菜作」ྜ経営モデルを策定した。一連の分析⤖ᯝを、部門ࡈとにᩚ理して要約するとと

もに、✄・㣫料・野菜作」ྜ経営モデルの成❧᮲௳を、技術開発方向ࡸ政策ⓗ・地域ⓗᑐᛂの㠃

から᳨ウ、提♧して本章を⤖ࡪ。 

㸯）㣗用⡿⏕⏘ 

 㣗⏝米⏕産に㛵する本分析の⤖ᯝは、㧗ຍ価್・ᅡ場内እ作業の┬ຊを同にᅗること

で、これら技術の┦ຠᯝが発され㣗⏝米の作㠃✚と基幹ປാຊの所得が大ᖜにᣑ大できる

ことを♧していた。これらの分析⤖ᯝから⪃࠼られる✄・㣫料・野菜作」ྜ経営モデルの成❧᮲

௳は௨下の通りである。 

リ࢝ࣄず、技術開発方向のほⅬからは、ձῶ農⸆・↓学⫧⏕産による㧗༢価㈍、ղコシࡲ

୪ࡳのရ㉁とࣈランドຊをഛ࠼た中⏕ရ✀の開発・ᑟධ、ճ᪩ᬌᛶの␗なる３ရ✀の適ᮇ᱂ᇵ、

մ土地⏕産ᛶ（༢）よりも≀ⓗປാ⏕産ᛶ（㠃✚ᙜたりປാ間）を重視した⏕産技術の開

発、յ␏␁ⲡส作業の┬ຊ技術の開発、がᣲࡆられる。ࡲた、ն௨ୖの要⣲技術の開発は、そ

れらの┦ຠᯝを発さࡏるたࡵに、ྛ要⣲技術を࣡ンセットで⪃࠼」ྜ経営⥲యとしてホ価す

るとい࠺ពで、経営ホ価研究をྵࡵ⥲ྜⓗ見地から進ࡵる必要がある。地域ⓗᑐᛂとしては、

շ᪩ᬌᛶにᛂࡌた㣗⏝米の適ᮇ᱂ᇵが可能な水制度・ᅡ場㓄⨨の実現、ոᅡ場内作業の┬ຊ

に可Ḟな大型機械の㉮⾜ࡸ出ධりが可能な農㐨・ᅡ場出ධཱྀのᩚഛ、が⪃࠼られる。 

௨下、よりලయⓗに⪃࠼ら࠼る技術開発方向を⟠᮲᭩きする。なお、ࣟ）㹼࣍）は 2019 年度

からྛ地で実ド試験が進ࡵられているスマート農業技術のほⅬからの⪃ᐹである。 

イ）水✄の有機直技術の開発：水✄直技術は⛣᳜とẚ、༢がపとなりがࡕであること、

㝖ⲡをከࡃ⏝すること、が一⯡ⓗである。こ࠺した中でୖ記ձとմにᚑࡤ࠼、༢をいか

に☜ಖするかよりも㝖ⲡを๐ῶし㧗ຍ価್につなࡆることの方が、ඃඛ㡰の㧗い技術
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開発方向とい࠼る。いࡤࢃ有機直技術の開発がồࡵられる。 

ࣟ）適ᮇ適所㜵㝖技術：㞧ⲡ・ᐖの発⏕≧ἣをセンシングし、農⸆ᩓᕸの適ᮇをุ定、スポ

ットⓗに農⸆をᩓᕸする技術である。農⸆ᩓᕸ㔞のᢚ制ࡔけでなࡃ、㝖ⲡᩓᕸのタイ࣑ング

をㄗࡗたことによる࢚ࣄ・クサࢿムᢤき作業をῶらすことにも㈉⊩。 

機械ⓗ田㠃㝖ⲡ技術：センシング技術と報ฎ理技術により作≀と㞧ⲡを見分け、そこから（ࣁ

出ຊされたྖ௧により㞧ⲡのࡳを機械ⓗに㝖ⲡする技術である。㝖ⲡが要となるか、その

పῶにつながる。≉にୖ記イ）で㏙た水✄の有機直技術の開発に㈉⊩できると⪃࠼られる。 

ニ）可変⫧技術：地ຊをセンシングしそこから出ຊされたྖ௧により可変⫧を⾜࠺技術であ

る。適所適㔞⫧によるῶ学⫧料とともに、地ຊムラを↓ࡃすことで米のရ㉁のᆒ一ᛶを☜

ಖすることにも㈉⊩できる。 

␏ているࡗットⲡส機の開発：中山間水✄作で大きな㈇ᢸとな࣎ࣟ・のリモコンⲡส機␁␏（࣍

␁ⲡส作業の┬ຊ技術である。ᑡない人手で済ࡴリモコンⲡส機ࡸ人手がࡃ要のࣟ࣎ッ

トⲡส機の開発が⪃࠼られる。 

㸰）Ꮚᐇ用࣮ࣥࢥస 

Ꮚ実⏝コーン作に㛵する本分析の⤖ᯝは、⢒ᨺⓗなᏊ実⏝コーン作の✚ᴟᒎ開（⏿地で⏕産、

」ᩘ作型を⮬⏤に㑅ᢥ可能）することで経営㠃✚が㣕㌍ⓗにᣑ大すること、35�000 /10a の⿵ຓ

㔠と≀ 900kJ/10a の༢がᑟධ᮲௳となることを♧していた。同に、␏␁ⲡส作業のປാ

間が発⏕するとい࠺ពで、水田での⏕産を定した場ྜには、そのຠᯝは㝈定ⓗとなる可能ᛶ

も♧していた。௨ୖの分析⤖ᯝから⪃࠼られる✄・㣫料・野菜作」ྜ経営モデルの成❧᮲௳は௨

下の通りである。 

≀ず、技術開発方向としては、ձࡲ 900kJ/10a の༢の実現、ղ␏␁㝖ཤをక࠺⏿地可能

水田のุ定技術ࡸᚰ土◚○・ᐈ土➼の⏿地技術、⏿連作㞀ᐖの回㑊技術といࡗた㣫料⏿作の本

格ⓗᒎ開をಁすよ࠺な技術の開発、ճ水田での⏕産を前提とするなら、␏␁ⲡส作業を解ᾘでき

るࣟ࣎ットⲡส機の開発（ୖ記１）－࣍）とも㛵連）、が⪃࠼られる。政策ⓗᑐᛂにおいては、մ

現ᅾの経営所得安定ᑐ策における⏿地推進と水田㣫料作のຓ成のあり方について、༢なる⏿

地ではなࡃ␏␁㝖ཤをక࠺⏿地の必要ᛶࡸ（水田ではなࡃ）⏿地での㣫料作に 35�000 /10a

をᥐ⨨することの必要ᛶ、を♧၀している。地域ⓗᑐᛂとしては、յ㣫料作≀は⋇ᐖをཷけࡸす

いたࡵに、一⯡ⓗにはᅡ場⩌ࡸ集ⴠの࿘ᅖに࣡イࣖーメッシュをᙇる➼、地域ࡄるࡳのᑐ策の実

が⪃࠼られる。 

㸱）ⓑࢠࢿస 

 ⓑࢠࢿ作に㛵する本分析の⤖ᯝは、✭・ㄪ〇作業の┬ຊは野菜作ᑟධにక࠺基幹ປാຊの

㏣ຍⓗ所得の有とい࠺ពで、土地⏝型部門との」ྜにおいて重要な課題であることを

♧していた。同作業はከࡃの野菜作で┬ຊの࣎トルࢿックとなࡗており、土地⏝型部門と野

菜作との」ྜ一⯡にᙜてはࡲる課題とい࠼る。 

技術開発の方向ᛶとしては、野菜作の✭・ㄪ〇作業の┬ຊ技術の開発がồࡵられるが、こ

た（前ᥖ表４の「Ꮚ実⏝コーン作」ཧ↷）。水田での⏕産を௬定すると࠺なるであ࠺ࢁか。 

このⅬを᳨ドするたࡵ、Ꮚ実⏝コーン作で␏␁ⲡส作業のປാ間（┬ຊᚋ）11）を⪃៖して

モデル 10 を計測したとこࢁ、⤖ᯝはᏊ実⏝コーン作は一ษᑟධされなかࡗた（表♧┬␎）。これ

は、ᅡ場内作業の年間ປാ間が５間/10a（表ཧ↷）にも‶たない⢒ᨺⓗな部門をᑟධしよ

こと࠺の間はかけられないといࡃከᅡ場እの作業にそれ࠺とするなら、␏␁ⲡสりとい࠺

である。つࡲり、中山間水✄作で大きな課題とされる␏␁ⲡส作業の㈇ᢸは、ࡴしࢁ⢒ᨺⓗな㣫

料⏿作≀であるᏊ実⏝コーン作でクリティ࢝ルな課題とい࠼る。このことは、Ꮚ実⏝コーン作の

ᒎ開により中山間地域の農地⥔持をᅗる場ྜ、␏␁ⲡส作業が必要な水田での⏕産を前提とする

なら、そのຠᯝは㝈定ⓗとなる可能ᛶが㧗いことを♧၀している。したがࡗてその場ྜ、␏␁が

↓い⏿地での⏕産、あるいは水田で⏕産するなら␏␁ⲡส作業が解ᾘできるよ࠺な技術をᑟධす

ることが必要となる。 

㸲㸬せ⣙⪃ᐹ 

 ௨ୖ、㹒経営を⣲ᮦにᩘ理計画法を適⏝し、そのඛ進ᛶの⤌ࡳ㎸ࡳと課題解決の視Ⅼから、✄・

㣫料・野菜作」ྜ経営モデルを策定した。一連の分析⤖ᯝを、部門ࡈとにᩚ理して要約するとと

もに、✄・㣫料・野菜作」ྜ経営モデルの成❧᮲௳を、技術開発方向ࡸ政策ⓗ・地域ⓗᑐᛂの㠃

から᳨ウ、提♧して本章を⤖ࡪ。 

㸯）㣗用⡿⏕⏘ 

 㣗⏝米⏕産に㛵する本分析の⤖ᯝは、㧗ຍ価್・ᅡ場内እ作業の┬ຊを同にᅗること

で、これら技術の┦ຠᯝが発され㣗⏝米の作㠃✚と基幹ປാຊの所得が大ᖜにᣑ大できる

ことを♧していた。これらの分析⤖ᯝから⪃࠼られる✄・㣫料・野菜作」ྜ経営モデルの成❧᮲

௳は௨下の通りである。 

リ࢝ࣄず、技術開発方向のほⅬからは、ձῶ農⸆・↓学⫧⏕産による㧗༢価㈍、ղコシࡲ

୪ࡳのရ㉁とࣈランドຊをഛ࠼た中⏕ရ✀の開発・ᑟධ、ճ᪩ᬌᛶの␗なる３ရ✀の適ᮇ᱂ᇵ、

մ土地⏕産ᛶ（༢）よりも≀ⓗປാ⏕産ᛶ（㠃✚ᙜたりປാ間）を重視した⏕産技術の開

発、յ␏␁ⲡส作業の┬ຊ技術の開発、がᣲࡆられる。ࡲた、ն௨ୖの要⣲技術の開発は、そ

れらの┦ຠᯝを発さࡏるたࡵに、ྛ要⣲技術を࣡ンセットで⪃࠼」ྜ経営⥲యとしてホ価す

るとい࠺ពで、経営ホ価研究をྵࡵ⥲ྜⓗ見地から進ࡵる必要がある。地域ⓗᑐᛂとしては、

շ᪩ᬌᛶにᛂࡌた㣗⏝米の適ᮇ᱂ᇵが可能な水制度・ᅡ場㓄⨨の実現、ոᅡ場内作業の┬ຊ

に可Ḟな大型機械の㉮⾜ࡸ出ධりが可能な農㐨・ᅡ場出ධཱྀのᩚഛ、が⪃࠼られる。 

௨下、よりලయⓗに⪃࠼ら࠼る技術開発方向を⟠᮲᭩きする。なお、ࣟ）㹼࣍）は 2019 年度

からྛ地で実ド試験が進ࡵられているスマート農業技術のほⅬからの⪃ᐹである。 

イ）水✄の有機直技術の開発：水✄直技術は⛣᳜とẚ、༢がపとなりがࡕであること、

㝖ⲡをከࡃ⏝すること、が一⯡ⓗである。こ࠺した中でୖ記ձとմにᚑࡤ࠼、༢をいか

に☜ಖするかよりも㝖ⲡを๐ῶし㧗ຍ価್につなࡆることの方が、ඃඛ㡰の㧗い技術

－41－



れについては、センシング技術による✭適ᮇุ定とマニュࣆュࣞータ技術による✭作業の⮬

動➼、スマート農業技術のᖜᗈいᛂ⏝がᮇᚅできる分野とい࠼る。 

［ὀ］ 

１）័⾜᱂ᇵの水田とẚ㍑して、有機᱂ᇵࡲたは農⸆⠇ῶ᱂ᇵを⾜࠺水田では、ᕼᑡ⏕≀の✀㢮

ಶయᩘがከいことを国規ᶍの野እㄪᰝで明らかにした成ᯝとして、農研機構農業環境変動ࡸ

研究センター［13］がある。 

２）௨下２Ⅼ⿵㊊する。ࡲず、㧗ຍ価್米⏕産については、安価大㔞⏕産がよりᙉࡃồࡵられ

るຍᕤ業ົ⏝米ࡸ㣫料⏝✄とẚ、⊃㝼な༊画規ᶍ、ᗈ範な␏␁法㠃➼のᅡ場᮲௳のᛶを

ᢪ࠼る中山間地域でẚ㍑ඃᛶが㧗い水✄作とい࠼る。このⅬと、近年の米価変動ࡸ中長ᮇⓗ

に予される平ᆒⓗ米価の下ⴠを㋃࠼ࡲると（福田［15］、前田［16］）、㧗ຍ価್米⏕産は中山間

地域でも㧗安定ⓗな┈が☜ಖしࡸすい水✄作と⪃࠼ら࠼る。 

ປാຊ、ࡃた、㣫料⏿作による農地の⢒ᨺⓗ管理については、「土地⏝┈価格（地௦）がపࡲ  

㊊のഴ向をᛴ㏿にᙉࡵている」中山間地域農業で「ࣟࣉフィタࣈルなのは、土地をࡴしࢁ⢒

ᨺⓗに⏝する農業であり、土地・ປാẚ⋡の㧗い農業」であるとした⏕※ᑎ［11］（p.91）のᣦ

とᩚྜⓗである（たࡔし⏕※ᑎ［11］は、中山間地域での集約ⓗ土地⏝をいࡕがいにྰ定する

ことはできないともしている）。 

３）௨下で㏙る㹒法人の技術ⓗ≉ᚩは、坂本ら［10］にヲしい。 

４）坂本ら［10］（p.58）によれࡤ、経営⪔地㠃✚の９を中山間地域が༨ࡵるᗈᓥ県内の農地の平

ᆒ༊画規ᶍは 21a/➹である。 

５）本章では≉に᩿りの↓い㝈り、「水✄」は㣗⏝米、㓇米、㣫料⏝✄をてྵࡴ場ྜに、「㣗⏝

米」は㣗⏝米と㓇米をྜࡏࢃてᣦす場ྜ、に⏝いる。 

６）土地⏕産ᛶ（༢）よりも≀ⓗປാ⏕産ᛶ（༢㠃✚ᙜたりປാ間）の向ୖを重視とい࠺

方⮬యは、ୖ記注࠼⪄ 2 で♧した⏕※ᑎ［10］の⪃࠼方とᩚྜⓗとい࠼る。 

７）農林水産┬『㣫料需給表』（2014 年概⟬್）によると、⢒㣫料・⃰ཌ㣫料の⮬給⋡（国）は

それࡒれ、78�、14�であり、㣫料యでは 27�となࡗている（⣧国産⮬給⋡、TDN 重㔞࣋ースで

計⟬）。  

８）本分析で設定した同作業の年間ປാ間（４間/10a）は、㣗⏝米⏕産の作業ูປാ間に

おいて᭱ከであることは☜ㄆしている。 

９）モデル２を機械の㏣ຍᢞ資を⪃៖しないモデルとして（線形計画法により）計測すると、約

9.3ha ᣑ大する。 

10）野菜作の中でもປാ間のከいⓑࢠࢿ作ࡔが、✭の┬ຊ（機械）の試験研究が進ࡵら

れている。ࡤ࠼、同作業のປാ間の๐ῶຠᯝは、1/5（ᑐ「管理機�手✭」）（▼川県農林⥲

ྜ研究センター農業試験場［２］）、1/3（ᑐ「手作業」）（農林水産┬［14］）、1/2(ᑐ「᪤Ꮡ✭機」）

（ᇸ⋢県本庄農林⯆センター［９」）➼がある。一方で、✭ࣟスも発⏕していること、✭の
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で⪃៖されていないこと、からここでは័⾜（✭は「管理ࡲ（きࡴ⓶・ⴥษ・᰿ษ）でㄪ〇ࡳ

機�手作業」）の 25㸣ῶを定した。ึᮇᢞ資 300 は、㙊田［５］をཧ⪃に設定した。㙊田［５］

では、⮬㉮ᘧ✭機 410 、༙⮬動ㄪ〇機 210 の計約 600 がⓑࢠࢿ作の✭・ㄪ〇

作業の┬ຊに必要なึᮇᢞ資㢠として設定されている。その┬ຊのຠᯝは、✭作業のປ

ാ間は័⾜の 28㸣の水‽に（72㸣ῶ）、ㄪ〇作業のそれは 51㸣の水‽に（49㸣ῶ）、それࡒれ

⦰ῶされる設定であるが、本章ではୖ記のよ࠺に✭・ㄪ〇作業ྜࡏࢃて 25㸣ῶとするので、

それに要するึᮇᢞ資㢠は㙊田［５］の 600 よりもᑡ㢠で済ࡴと⪃࠼られるので、その༙㢠

の 300 とした。 

10）␏␁ⲡส作業のປാ間（┬ຊᚋ）と回ᩘの設定は、前ᥖ表４の「㣗⏝米⏕産」の「ᅡ場እ

作業の┬ຊ」と同ᵝである。 
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第５章 ⪔␆林」ྜ経営モデル 

－✄作㸩和∵⦾Ṫ㸩林産－ 

千田雅之

１㸬基本ⓗ⪃࠼方－⪔␆林」ྜ経営モデル策定の⫼ᬒ－ 

２㸬モデルの構⠏ 

１）モデルの⣲ᮦ－集ⴠ営農法人における和∵⦾Ṫの現≧と課題－ 

２）ၥ題解決の方向と開発ᑟධのᮇᚅされる技術 

３）将来モデルのᯟ⤌ࡳ 

３㸬モデルの計測⤖ᯝ 

４㸬要約と⪃ᐹ－⪔␆林」ྜ経営モデル成❧に必要な地域ᑐᛂཬࡧ研究開発－ 

１）要約 

２）モデル実現に必要な地域ᑐᛂཬࡧ研究開発 

㸯㸬ᇶᮏⓗ⪃࠼᪉㸫⪔␆ᯘ」ྜ⤒Ⴀࣔࣝࢹ⟇ᐃࡢ⫼ᬒ㸫 

が国の中山間地域農業は水田を基┙に、✄作を中ᚰに形成されてきたが、コメᾘ㈝のῶᑡにࢃ

క࠺✄作┈のప下と、✄作⮬యの作業ປാཬࡧ␏␁管理の㈇ᢸから、㞳農がቑຍしている。米

の⏕産ㄪᩚᑐᛂとして㯏㢮ࡸ㇋㢮の⏕産も進ࡵられてきたが、水田基┙をಖ持した≧ែで、これ

ら⏿作≀の᱂ᇵが⾜ࢃれてきたたࡵ㔞はపࡃ、⿵ຓ㔠がなけれࡤ㑅ᢥされない作┠の域から⬺

していない。この⤖ᯝ、大規ᶍ水田作経営のᒎ開がᙅいࡲࡲ、地域農業所得のప下と、農林地資

※の⏝ప下にṑṆࡵがからない。ࡲた、中山間地域は㞧木ࡸ造林された㔛山を㇏ᐩにᢪ࠼る

が、これらも᪩ࡃからᨺ⨨されてきた。さらに、農地のイࣀシシࡸシ࢝➼のධを㜵ࡄたࡵ、

農地と㔛山の境にᰙを設⨨したたࡵ、㔛山人のධる機会はࡲすࡲすῶᑡし、㔛山は野⏕動≀の

 ᗋとなࡗている。その⤖ᯝ、㔛山の林ᗋ᳜⏕（ࢨࢿサな）の㏥ࡸⴠⴥのሁ✚ῶᑡが進ࡳ、

ಖ水ຊがప下し、␗ᖖẼ㇟にక࠺ὥ水なの⅏ᐖ発⏕とᖸࡤつが⧞り㏉される≧ἣに⮳ࡗている。

こ࠺した≧ἣをᡴ開するには、㝈られたᩘのᢸい手により、農地のࡳならず㔛山もྵࡵて農林

地資※を適ษに管理しつつ、ᚑ者に産業なࡳの㧗いປാ報㓘をもたらす農林業経営の構⠏が

ႚ⥭の課題となࡗている。しかし、米ᾘ㈝のῶᑡࡸ人ཱྀῶᑡが続ࡃ≧ἣのなかで、水田基┙で✄

作を中ᚰとした営農を⥔持する㝈り、現≧をᡴ開する農林業経営をᥥࡃことは㞴しい。そこで本

章では、✄作にຍ࠼て、需要が㧗ࡃ┬ຊⓗな農林地管理の可能なᨺ∾␆産をྲྀりධれた、「⪔␆林

」ྜ経営」の可能ᛶとその成❧᮲௳を᳨ウする。 

ᨺ∾␆産を基幹とする「⪔␆林」ྜ経営モデル」がၥ題解決の可能ᛶを有すると⪃࠼る理⏤は

௨下のとおりである。ձᨺ∾⏝は、ᅡ場༊画の大小に㛵ಀなࡃ、㔛山ࡸ林地、␏␁をྵࡵて、

農林地資※の┬ຊⓗな管理が可能である（ᅗ１）。ղᐙ␆⏕産（⫗⏝∵⦾Ṫ）においても、ᨺ∾㣫

㸨西日本農業研究センター 
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㣴により給㣵ࡸࡏつ≀ฎ理作業の┬ຊがᅗれ、ປാ⏕産ᛶの㧗いᏊ∵⏕産が可能になる。ճ

コメとẚてᏊ∵の価格が┦ᑐⓗに㧗ࡃなるとともに、⫗⏝Ꮚ∵⏕産者⿵給㔠制度によるಖド基

‽価格が平成 30 年 12 月から 531 千に引きୖࡆられたたࡵ和∵⦾Ṫは安定した┈☜ಖが見㎸

なるなかで、これらの⏕産要⣲ᢞධࡃປ㈤が┦ᑐⓗに㧗ࡸ㈝の≀㈈農業機械なࡸる。մ⫧料ࡵ

㔞のẚ㍑ⓗᑡないᨺ∾␆産は㧗い┈ᛶを☜ಖすることがᮇᚅできる。 

ḟ⠇では、「⪔␆林」ྜ経営モデル」のᬑཬの定される集ⴠ営農法人におけるᨺ∾␆産の現≧

と課題をᩚ理するとともに、ᨺ∾␆産で㧗い⏕産ᛶと農林地資※の┬ຊ管理を実現しているඛ進

を分析しつつモデルのᯟ⤌ࡳを設定する。 

㸰㸬ࣔࡢࣝࢹᵓ⠏ 

㸯）ࣔࡢࣝࢹ⣲ᮦ㸫㞟ⴠႠ㎰ἲேࡿࡅ࠾∵⦾Ṫ≦⌧ࡢㄢ㢟㸫 

中山間地域をᗈࡃᢪ࠼るᓥ᰿県、ᗈᓥ県、山ཱྀ県では集ⴠ営農法人が地域農業のᢸい手として

重要なᙺをᢸࡗている。営農の基幹部門は✄作であるが、近年、水田ᨺ∾を⾜࠺がቑຍし

ている。その経営యᩘは 50 ௨ୖになるが、約༙ᩘの法人は⦾Ṫ∵をಖ有し、Ꮚ∵⏕産を⾜࠺。そ

のලయⓗ営農ཬࡧ⦾Ṫ部門の≧ἣを . 法人で☜ㄆしておࡃ。 

. 法人の農業ປാຊは⮫㞠い

をྵࡵ㠀ᖖにከいが、とࢇは

㧗㱋者でありⱝ年者の新規ᑵ農

がなけれࡤ、ᚋ 10 年௨内にປ

ാຊの⃭ῶが予される（表１）。

経営⪔地は 33ha、ᅡ場一➹ᙜたり

平ᆒ㠃✚は 10a である。とࡃに山

ἢいのᅡ場平ᆒ㠃✚は約 5a と小

さࡃ、∾ⲡを᱂ᇵし約 4ha は␏␁

をྵࡵてᨺ∾⏝する。 

  

ᅗ１ 棚田ࡸᗈい␏␁をྵࡴ小༊画ᅡ場、㔛山における和∵ᨺ∾ 

役員・ᚑ業員：䠓人、臨時雇用：20人

䈜100᪥௨ୖの㎰業ᚑ⪅1㻤人、䛖ち6㻠ṓ௨ୗ㻠人

䈜作業労働時間：10㻘㻣1㻥時間（㻟2㻚㻡時間㻛10㼍）

経営用地 水田：㻟㻟㼔㼍（1➹平均10㼍）、地代：1㻟༓㻛10㼍

主食用米：12㻚㻟㼔㼍䊻㻠㻚2㼔㼍、平均収量㻡㻠6㼗㼓㻛10㼍

㓇㐀ዲ㐺米：10㻚㻡㼔㼍䊻1㻣㻚㻡㼔㼍、平均収量㻡6㻠㼗㼓㻛10㼍

㼃㻯㻿用✄：0䊻1㼔㼍

∾ⲡ（᥇ⲡ・ᨺ∾）：㻟㻚㻥㼔㼍䊻6㻚2㼔㼍

野菜：61㼍䊻㻡1㼍

12㢌（201㻟年）䊻16㢌（2016年）

⦾Ṫ∵の水田ᨺ∾（∾ⲡ、飼料䜲ネ）

Ꮚ∵生産1㢌ᙜたり労働時間：1㻣1時間

Ꮚ∵生産コスト：㻠㻥㻤༓䚷䈜生ᚋ1㻙2䛛᭶㱋ฟⲴ

Ꮚ∵生産⋡（ศፔ間㝸）：㻟㻥㻟᪥

（ཧ⪃）コシヒカ䝸ᴫ⟬㔠

1㻠㻘200（2012年）䊻㻥㻘㻠00（201㻠年）䊻12㻘600㻔2016年㻕

表1ࠉ⣲ᮦ（.集ⴠ営農法人）の経営概要

作付作┠の
᥎⛣（201㻟年
䊻2016年）

労働力

⦾Ṫ㞤∵

ᐙ␆生産ᛶ
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が国の中山間地域農業は水田を基┙に、✄作を中ᚰに形成されてきたが、コメᾘ㈝のῶᑡにࢃ

క࠺✄作┈のప下と、✄作⮬యの作業ປാཬࡧ␏␁管理の㈇ᢸから、㞳農がቑຍしている。米

の⏕産ㄪᩚᑐᛂとして㯏㢮ࡸ㇋㢮の⏕産も進ࡵられてきたが、水田基┙をಖ持した≧ែで、これ

ら⏿作≀の᱂ᇵが⾜ࢃれてきたたࡵ㔞はపࡃ、⿵ຓ㔠がなけれࡤ㑅ᢥされない作┠の域から⬺

していない。この⤖ᯝ、大規ᶍ水田作経営のᒎ開がᙅいࡲࡲ、地域農業所得のప下と、農林地資

※の⏝ప下にṑṆࡵがからない。ࡲた、中山間地域は㞧木ࡸ造林された㔛山を㇏ᐩにᢪ࠼る

が、これらも᪩ࡃからᨺ⨨されてきた。さらに、農地のイࣀシシࡸシ࢝➼のධを㜵ࡄたࡵ、

農地と㔛山の境にᰙを設⨨したたࡵ、㔛山人のධる機会はࡲすࡲすῶᑡし、㔛山は野⏕動≀の

 ᗋとなࡗている。その⤖ᯝ、㔛山の林ᗋ᳜⏕（ࢨࢿサな）の㏥ࡸⴠⴥのሁ✚ῶᑡが進ࡳ、

ಖ水ຊがప下し、␗ᖖẼ㇟にక࠺ὥ水なの⅏ᐖ発⏕とᖸࡤつが⧞り㏉される≧ἣに⮳ࡗている。

こ࠺した≧ἣをᡴ開するには、㝈られたᩘのᢸい手により、農地のࡳならず㔛山もྵࡵて農林

地資※を適ษに管理しつつ、ᚑ者に産業なࡳの㧗いປാ報㓘をもたらす農林業経営の構⠏が

ႚ⥭の課題となࡗている。しかし、米ᾘ㈝のῶᑡࡸ人ཱྀῶᑡが続ࡃ≧ἣのなかで、水田基┙で✄

作を中ᚰとした営農を⥔持する㝈り、現≧をᡴ開する農林業経営をᥥࡃことは㞴しい。そこで本

章では、✄作にຍ࠼て、需要が㧗ࡃ┬ຊⓗな農林地管理の可能なᨺ∾␆産をྲྀりධれた、「⪔␆林

」ྜ経営」の可能ᛶとその成❧᮲௳を᳨ウする。 

ᨺ∾␆産を基幹とする「⪔␆林」ྜ経営モデル」がၥ題解決の可能ᛶを有すると⪃࠼る理⏤は

௨下のとおりである。ձᨺ∾⏝は、ᅡ場༊画の大小に㛵ಀなࡃ、㔛山ࡸ林地、␏␁をྵࡵて、

農林地資※の┬ຊⓗな管理が可能である（ᅗ１）。ղᐙ␆⏕産（⫗⏝∵⦾Ṫ）においても、ᨺ∾㣫
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㣗⏝米の作㠃✚は、2014 年に 60kJ ᙜたり 1 ௨下にᭀⴠしたᙳ㡪もあࡗて、ῶᑡഴ向

を㎺り、現ᅾでは構成ဨ➼のಖ有米⏕産にとࡲる。᭰ࡗࢃて㓇造ዲ適米、およࡧ∾ⲡの作が

ቑຍしている。ేࡏて⦾Ṫ∵の㣫㣴㢌ᩘも 16 㢌にቑຍしている。 

∵の㣫㣴管理は 6 ྡ（平ᆒ年㱋 74 ṓ）が㐌᭰でᑐᛂしている。⦾Ṫ∵は 3 月中᪪から 12 月

ୖ᪪ࡲで、6 ⟠所に分ᩓするᨺ∾地に∵を⛣動してᨺ∾㣫㣴する。このᮇ間でも分ፔ前ᚋの⦾Ṫ

ッ࣑ࣞᏊ∵は⡆᫆∵⯋で㣫㣴する。᥇ⲡᨺ∾地のⲡ✀はにイタリアンライグラス（I5）とࡸ∵

ト（0I）で、10 月と 7月の年 2 回✀する。⯋㣫∵⏝の⢒㣫料（∾ⲡ）は、小型࣋ールయ⣔で

✭しサイࣞージㄪ〇する。 

ᨺ∾㣫㣴をྲྀりධれ、Ꮚ∵㣫㣴ᮇ間が 1㹼2 か月間と▷いにもかかࢃらず、Ꮚ∵⏕産 1 㢌ᙜたり

作業ປാ間は 171 間と国平ᆒよりもከࡃ、Ꮚ∵⏕産コストも 498 千で必ずしもపࡃない。

その理⏤はᐙ␆の⏕産ᛶのపいこと（平ᆒ分ፔ間㝸 393 日）、✀௦ࡸ⢒㣫料⏕産に要する㈝⏝の

ከいこと、作業ປാのከいことによる。⦾Ṫ⋡のపさは分ᩓするᨺ∾地で▷いᕠ回の㝿に発☜

ㄆを⾜࠺たࡵ、発の見㏨しࡸ適ᮇᤵ⢭が⾜ࢃれていない可能ᛶが推ᐹされる。㈝⏝のከさは、

✀回ᩘがከいこと、∾ⲡ⏕産にかかる資ᮦ㈝のከいことによる。作業ປാのከさは、∾ⲡの

✭㐠ᦙ、ᨺ∾管理作業のከいこと、それは、∵を 6 か所に分ᩓするᨺ∾地で㣫㣴していること、

小型࣋ールయ⣔での∾ⲡ✭作業を⾜࠺ことに起ᅉする（ᅗ２）。 

こ࠺したၥ題を解決し、␆産部門を中ᚰに集ⴠ営農法人の┈向ୖをᅗるたࡵには、௨下のᑐ

ᛂが必要と⪃࠼る。ձ⏕産ᛶのపい小型࣋ールయ⣔による᥇ⲡを中Ṇし、✭ㄪ〇を中型࣋ール

య⣔で⾜࠺コントラクター➼にጤクする。ղ集ⴠእ⦕部に分ᩓする小ᅡ場から、␆⯋から近い場

所に᥇ⲡᨺ∾地をᅋ地し、∵の⛣動ࡸ᥇ⲡ㣫料の㐠ᦙ作業をపῶし、∵にᑐする༑分なほᐹ

間を☜ಖする。ճバࣄアグラス（%G）➼のᬮ地型Ọ年⏕∾ⲡをᑟධし、ᨺ∾ⲡの᱂ᇵ管理㈝⏝を

๐ῶする。մᐮ地型のイタリアンライグラスの┬ຊ᱂ᇵ技術をᑟධし、春㹼⛅のᨺ∾ᮇ間のᘏ長

をᅗる。յ㣫料⏝ࢣール（).）ࡸ㣫料イ（5(）ࢿ➼のᅡ場での❧ẟ㈓蔵の可能な㣫料作≀をࡗ

てᏘᨺ∾を⾜࠺。նスタンࢳョン➼をά⏝して∵の㥆⮴（人と∵のಙ㢗㛵ಀの構⠏）を⾜い、

ᨺ∾ᑐ㇟をዷፎ☜ㄆ∵からᏊ∵もྵࡵすての∵にᣑᙇする（ぶᏊᨺ∾）。 

  

ᅗ２ 分ᩓする小⪔地でᨺ∾、ⲡ㔞変動の㢧著な I5-0I によるⲡ地管理、᥇ⲡは小型࣋ールయ⣔ 
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㸰）ၥ㢟ゎỴࡢ᪉ྥ㛤Ⓨᑟධࡢᮇᚅࡿࢀࡉᢏ⾡ 

（１）バࣄアグラス（%G）とイタリアンライグラス（I5）によるᨺ∾ᘏ長 

ᬮ地型Ọ年⏕∾ⲡ %G は一度造成すれ༙ࡤỌஂⓗに⥔持可能で、㛵ᮾ௨西では 5 月ୖ᪪㹼10

月下᪪ࡲで安定した可㣗ⲡ㔞の⏕産が可能である。春ඛのᨺ∾を⾜࠺たࡵには、10 月ୖ᪪㡭に

⪔起✀機を⏝いて、%G ⲡ地にイタリアンライグラスを✀する。これにより 3 月㹼4 月

のᨺ∾ᘏ長が可能になる（ᅗ３）。 

（２）㣫料⏝ࢣール（)odder .ale� ).）と㣫料イࢿ（)odder 5ice� )5）によるᏘᨺ∾ 

ニュージーランド➼で⫗⏝∵のᏘᨺ∾㣫料としてᗈࡃᬑཬしている㣫料⏝ࢣール（).）を中

ᚰにᮇ間もᨺ∾㣫㣴する。). は春に✀し約 6 か月間᱂ᇵし、❧ẟ≧ែでᅡ場に㈓蔵し、Ꮨ

に⦾Ṫ∵➼に直᥋、᥇㣗さࡏる。). はタンパク成分ࡸⅣ水≀は㇏ᐩにあるが、⧄⥔がࡸࡸ㊊

するたࡵ、「たࡕすずか」なのⱼⴥ型の㣫料イࢿを⿵ຓ㣫料として、近ࡃのᅡ場で᱂ᇵして❧ẟ

㈓蔵し、).のサࣉリメントとしてᏘに直᥋᥇㣗さࡏる。ࡕらの㣫料もᅡ場㠃にᨺ∾すると、

㋃ࡳಽし➼により᥇㣗⋡がప下するたࡵ、㟁Ẽ∾ᰙά⏝して制㝈ᨺ∾する（%reak )eedinJ、ᅗ４）。

  

ᅗ３ %G-I5 の⤌ࡏࢃྜࡳによる┬ຊⓗⲡ地管理とᨺ∾ᘏ長（３㹼10 月）：ኟᏘⲡ㔞の安定ⓗなỌ年⏕ 

∾ⲡ %G、⪔起✀機による %G ⲡ地の I5 のオーバーシード、⩣春の I5 のᨺ∾ 

ᅗ４㻌 飼料用䜿䞊䝹（㻲㻷、ྑ）と飼料䜲ネ（㻲㻾、ᕥ）の 㻮㼞㼑㼍㼗㻌㻲㼑㼑㼐㼕㼚㼓 と୧⪅を⤌みྜ䜟䛫た冬季ᨺ∾

㣗⏝米の作㠃✚は、2014 年に 60kJ ᙜたり 1 ௨下にᭀⴠしたᙳ㡪もあࡗて、ῶᑡഴ向

を㎺り、現ᅾでは構成ဨ➼のಖ有米⏕産にとࡲる。᭰ࡗࢃて㓇造ዲ適米、およࡧ∾ⲡの作が

ቑຍしている。ేࡏて⦾Ṫ∵の㣫㣴㢌ᩘも 16 㢌にቑຍしている。 

∵の㣫㣴管理は 6 ྡ（平ᆒ年㱋 74 ṓ）が㐌᭰でᑐᛂしている。⦾Ṫ∵は 3 月中᪪から 12 月

ୖ᪪ࡲで、6 ⟠所に分ᩓするᨺ∾地に∵を⛣動してᨺ∾㣫㣴する。このᮇ間でも分ፔ前ᚋの⦾Ṫ

ッ࣑ࣞᏊ∵は⡆᫆∵⯋で㣫㣴する。᥇ⲡᨺ∾地のⲡ✀はにイタリアンライグラス（I5）とࡸ∵

ト（0I）で、10 月と 7月の年 2 回✀する。⯋㣫∵⏝の⢒㣫料（∾ⲡ）は、小型࣋ールయ⣔で

✭しサイࣞージㄪ〇する。 

ᨺ∾㣫㣴をྲྀりධれ、Ꮚ∵㣫㣴ᮇ間が 1㹼2 か月間と▷いにもかかࢃらず、Ꮚ∵⏕産 1 㢌ᙜたり

作業ປാ間は 171 間と国平ᆒよりもከࡃ、Ꮚ∵⏕産コストも 498 千で必ずしもపࡃない。

その理⏤はᐙ␆の⏕産ᛶのపいこと（平ᆒ分ፔ間㝸 393 日）、✀௦ࡸ⢒㣫料⏕産に要する㈝⏝の

ከいこと、作業ປാのከいことによる。⦾Ṫ⋡のపさは分ᩓするᨺ∾地で▷いᕠ回の㝿に発☜

ㄆを⾜࠺たࡵ、発の見㏨しࡸ適ᮇᤵ⢭が⾜ࢃれていない可能ᛶが推ᐹされる。㈝⏝のከさは、

✀回ᩘがከいこと、∾ⲡ⏕産にかかる資ᮦ㈝のከいことによる。作業ປാのከさは、∾ⲡの

✭㐠ᦙ、ᨺ∾管理作業のከいこと、それは、∵を 6 か所に分ᩓするᨺ∾地で㣫㣴していること、

小型࣋ールయ⣔での∾ⲡ✭作業を⾜࠺ことに起ᅉする（ᅗ２）。 

こ࠺したၥ題を解決し、␆産部門を中ᚰに集ⴠ営農法人の┈向ୖをᅗるたࡵには、௨下のᑐ

ᛂが必要と⪃࠼る。ձ⏕産ᛶのపい小型࣋ールయ⣔による᥇ⲡを中Ṇし、✭ㄪ〇を中型࣋ール

య⣔で⾜࠺コントラクター➼にጤクする。ղ集ⴠእ⦕部に分ᩓする小ᅡ場から、␆⯋から近い場

所に᥇ⲡᨺ∾地をᅋ地し、∵の⛣動ࡸ᥇ⲡ㣫料の㐠ᦙ作業をపῶし、∵にᑐする༑分なほᐹ

間を☜ಖする。ճバࣄアグラス（%G）➼のᬮ地型Ọ年⏕∾ⲡをᑟධし、ᨺ∾ⲡの᱂ᇵ管理㈝⏝を

๐ῶする。մᐮ地型のイタリアンライグラスの┬ຊ᱂ᇵ技術をᑟධし、春㹼⛅のᨺ∾ᮇ間のᘏ長

をᅗる。յ㣫料⏝ࢣール（).）ࡸ㣫料イ（5(）ࢿ➼のᅡ場での❧ẟ㈓蔵の可能な㣫料作≀をࡗ

てᏘᨺ∾を⾜࠺。նスタンࢳョン➼をά⏝して∵の㥆⮴（人と∵のಙ㢗㛵ಀの構⠏）を⾜い、

ᨺ∾ᑐ㇟をዷፎ☜ㄆ∵からᏊ∵もྵࡵすての∵にᣑᙇする（ぶᏊᨺ∾）。 
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（３）ぶᏊᨺ∾ 

Ꮚ∵を⯋㣫する場ྜ、ዷፎᮎᮇࡸᤵங中のぶ∵のᨺ∾もできなࡃなり、ᨺ∾ᑐ㇟はᏊ∵が㞳ங

したዷፎ∵に㝈られるたࡵ、経営యとしての┬ຊ➼のຠᯝは㝈定される。Ꮚ∵のᨺ∾がᅔ㞴

と⪃࠼る理⏤は、ᨺ∾により発⫱が㐜する、㣫いとの㛵ಀがᕼⷧになり必要なにᤕ⋓でき

なࡃなる➼である。しかし、こ࠺したၥ題を、ẖ日、ᨺ∾∵を集␆し⿵ຓ㣫料を࠼ることを通

定⨨ᨺ∾、⡆᫆設࠺⾜て、解決しているが見られる。ᨺ∾⏝地のᅋ地と一定の場所でࡌ

に設けたスタンࢳョン➼のẖ日の集␆と⧚␃による⿵ຓ㣫料の給により、ぶᏊᨺ∾は可能で

ある（ᅗ５）。 

（４）林␆」ྜ経営に見る㔛山のᨺ∾⏝と林産ά動

㜵⅏ୖ、㔛山の✚ᴟⓗな㛵がᚋ必要なことをෑ㢌に㏙たが、和∵ᨺ∾によりᐙ᪘経営で

20ha の㔛山を管理しているが大分県の中山間地域に見られる。㹍経営はኵ፬ 2 人で、⦾Ṫ∵

によるᏊ∵とクࢠࢾ林を⏝した原木᳝Ⲗの⏕産を営ࡴ（表２）。ẖ年 1ha のクࢠࢾ林をࡔ木

⏝にఆ᥇し、ษりᰴから⏕するࡦこ࠼ࡤを 20 年かけて⫱てるが、この間、林ᗋのࢨࢿサ➼の下

ⲡสりが⫱林の重要な作業となる。この下ⲡสりをᨺ∾∵に⾜ࡏࢃるとともに、∵の㣫料として

、たࡲ。サをά⏝する（ᅗ６）ࢨࢿ

原木᳝Ⲗ⏕産に㛵する作業はᏘ

に、∾ⲡ⏕産はኟᏘに集中するたࡵ

作業ປാは分ᩓされ、年間を通して

ᑵປ機会を得ている。 

この⤖ᯝ、㹍経営では、ձ作業

のᐙ᪘ປークの␗なる୧部門ࣆ

ാຊの⏝、ղ᳝Ⲗ原木⏕産の場と

ᨺ∾∵㣫㣴の場としての土地（㔛

山、クࢠࢾ林）のỗ⏝⏝、ճᏊ∵

⏕産手ẁཬࡧクࢠࢾ林の下ⲡ管理

  

ᅗ䠑㻌 ぶᏊᨺ∾と⡆᫆⟶理ᲷでのᏊ∵䜈の⿵ຓ飼料⤥と㥆⮴。1 ᪥ 2 ᅇ㞟␆䛩る。㻌

㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 䛣の行Ⅽを⧞り㏉䛧飼い主と∵のಙ㢗㛵ಀがᵓ⠏䛥れている。㻌

❧地᮲௳ ᕞ山ᓅ地ᖏ䠈ᶆ㧗㻡㻡0㼙

労働力 経営主（60ṓ）䠈ጔ䠈臨時雇用（᳝Ⲗ㒊㛛）

業㒊㛛 ⇱᳝Ⲗ（1㻘㻡00㼗㼓）㻘⫗用∵生産（Ꮚ∵1㻡㢌）

ཎᮌ᳝Ⲗ用䜽ヌギᯘ⣙20㼔㼍（ෆ6は地）䠈用
役䜋䛰ᮌ⣙４0༓ᮏಖ᭷
⦾Ṫ∵1㻤㢌䠈飼料⏿2㻚㻟㼔㼍

᳝Ⲗ用⇱機䠑ྎ䠈∵⯋䠎Ჷ

モア・䜉䞊ラ䞊等∾ⲡ収穫機୍ᘧ（ඹྠ）

≉ᚩⓗ技術 䜽ヌギᯘの࿘年ᨺ∾䚷（∵⯋㞄᥋12㼔㼍）

種⳦᥋種や収穫䠈㑅ู作業の୍㒊は雇用

✄䜟䜙や✄㼃㻯㻿を㐲㝸の水田作経営より㉎ධ

Ꮚ∵生産1㢌ᙜたり労働時間：㻣㻠時間

Ꮚ∵生産コスト：⣙㻟㻡

ᡤᚓ：600

その

経営ᡂᯝ

表２2ࠉ経営の概要（2015年2月）

生産基┙

主なタ・
機ჾ

－50－



手ẁとしての⦾Ṫ∵のỗ⏝⏝、մクࢠࢾ林のࢨࢿサの㣫料⏝、ᐙ␆ࡏつ≀のクࢠࢾ原木

の⫧、ᗫࡔ木のᐙ␆のᩜ料⏝な、産≀の┦⏝が⾜ࢃれ、それによࡗて୧部門の作

業ປാの┬ຊࡸ㈝⏝⠇ῶがはかられている。ᶆ㧗 500m を㉸す山ᓅ地域に⨨しながら、ኵ፬ 2

人のᐙ᪘ປാຊで 20ha の㔛山と水田を⏝し、これらの農林地資※を適ษにಖしつつ、年間約

3�000 間のປാで約 600 の所得が☜ಖされている。

㸱）ᑗ᮶ࣔࡢࣝࢹᯟ⤌ࡳ 

小⪔地水田と㔛山をかか࠼る中山間における集ⴠ営農法人をᑐ㇟に、ᚋ、✄作┈のప下ࡸ

ಖ有ປാຊの⦰小が定されることから、┬ຊⓗな農林地管理と┈☜ಖの可能なᨺ∾による和

∵⦾Ṫの水田ཬࡧ㔛山のᒎ開の可能ᛶとその成❧᮲௳を᳨ウする。ලయⓗには、米価下ⴠと法

人ປാຊのῶᑡのもとで、័⾜の水✄作中ᚰの営農から、和∵⦾Ṫ部門のᑟධと、水田・㔛山の

␆産⏝をᒎ開した場ྜの農林地資※管理と┈☜ಖの可能ᛶを試⟬する。ࡲた、⦾Ṫ部門につ

いては㣫㣴方ᘧࡈとにそのຠᯝを試⟬し、農林地資※管理と┈☜ಖに有ຠな㣫㣴方ᘧཬࡧ研究

開発課題を明らかにする。 

試⟬の前提᮲௳を௨下のとおり設定する（表３）。 

⏝する農地は⣲ᮦとした . 法人の水田㠃✚ 35ha とする。㔛山の⏝は 100ha で可能とすࡲ

る。⣲ᮦ経営のປാຊは現ᅾ 10 人であるが、その年㱋構成から将来モデルではᑓᚑ者 3 人、⿵ຓ

者 2 人とする。地௦は水田 1 /10a、㔛山は↓しとし、⿵ຓ者のປ㈤は 1�500 /間とする。

✄作の᱂ᇵ技術ཬࡧ㔞は、. 法人の実⦼を⏝いる（表１）。㣗⏝米価格は現⾜の 250 /kJ

から将来モデルでは 200 /kJ とし、㓇造ዲ適米は現⾜水‽の 240 /kJ とする。㣗⏝米は⤌ྜ

ဨ➼のಖ有米として᭱ప 5ha を⏕産する。⿵ຓ㔠にᛂすることなࡃ、⏕産≀ࡸ⏕産要⣲のᕷ場

価格、技術᮲௳から᭱適な営農モデルを見い出すたࡵに、水田ά⏝の㔠のࡕ࠺、産地資㔠

は๐ῶし、:&S ⏝✄は現⾜の 80 千から 35 千にపῶし、∾ⲡ᱂ᇵにᑐする⿵ຓ㔠は๐ῶする。

 。ないこととするࡲ㎸ࡳ⤌た、中山間地域➼直᥋ᨭᡶの㔠は経営モデルのධにࡲ

和∵⦾Ṫについては「࿘年⯋㣫」から「ዷፎ∵のᏘ⠇ᨺ∾（分ᩓᅡ場で I5-0I を᱂ᇵし、ᨺ∾

∵の⛣動を⧞り㏉す）」Ѝ「同（ᨺ∾地をᅋ地し、%G-I5 を᱂ᇵして、定⨨ᨺ∾する）」Ѝ「同࿘

ᅗ６ クࢠࢾ林のᨺ∾のᵝᏊ（ᕥ：ኟ、ྑ：） 

（３）ぶᏊᨺ∾ 

Ꮚ∵を⯋㣫する場ྜ、ዷፎᮎᮇࡸᤵங中のぶ∵のᨺ∾もできなࡃなり、ᨺ∾ᑐ㇟はᏊ∵が㞳ங

したዷፎ∵に㝈られるたࡵ、経営యとしての┬ຊ➼のຠᯝは㝈定される。Ꮚ∵のᨺ∾がᅔ㞴

と⪃࠼る理⏤は、ᨺ∾により発⫱が㐜する、㣫いとの㛵ಀがᕼⷧになり必要なにᤕ⋓でき

なࡃなる➼である。しかし、こ࠺したၥ題を、ẖ日、ᨺ∾∵を集␆し⿵ຓ㣫料を࠼ることを通

定⨨ᨺ∾、⡆᫆設࠺⾜て、解決しているが見られる。ᨺ∾⏝地のᅋ地と一定の場所でࡌ

に設けたスタンࢳョン➼のẖ日の集␆と⧚␃による⿵ຓ㣫料の給により、ぶᏊᨺ∾は可能で

ある（ᅗ５）。 

（４）林␆」ྜ経営に見る㔛山のᨺ∾⏝と林産ά動

㜵⅏ୖ、㔛山の✚ᴟⓗな㛵がᚋ必要なことをෑ㢌に㏙たが、和∵ᨺ∾によりᐙ᪘経営で

20ha の㔛山を管理しているが大分県の中山間地域に見られる。㹍経営はኵ፬ 2 人で、⦾Ṫ∵

によるᏊ∵とクࢠࢾ林を⏝した原木᳝Ⲗの⏕産を営ࡴ（表２）。ẖ年 1ha のクࢠࢾ林をࡔ木

⏝にఆ᥇し、ษりᰴから⏕するࡦこ࠼ࡤを 20 年かけて⫱てるが、この間、林ᗋのࢨࢿサ➼の下

ⲡสりが⫱林の重要な作業となる。この下ⲡสりをᨺ∾∵に⾜ࡏࢃるとともに、∵の㣫料として

、たࡲ。サをά⏝する（ᅗ６）ࢨࢿ

原木᳝Ⲗ⏕産に㛵する作業はᏘ

に、∾ⲡ⏕産はኟᏘに集中するたࡵ

作業ປാは分ᩓされ、年間を通して

ᑵປ機会を得ている。 

この⤖ᯝ、㹍経営では、ձ作業

のᐙ᪘ປークの␗なる୧部門ࣆ

ാຊの⏝、ղ᳝Ⲗ原木⏕産の場と

ᨺ∾∵㣫㣴の場としての土地（㔛

山、クࢠࢾ林）のỗ⏝⏝、ճᏊ∵

⏕産手ẁཬࡧクࢠࢾ林の下ⲡ管理

  

ᅗ䠑㻌 ぶᏊᨺ∾と⡆᫆⟶理ᲷでのᏊ∵䜈の⿵ຓ飼料⤥と㥆⮴。1 ᪥ 2 ᅇ㞟␆䛩る。㻌

㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 䛣の行Ⅽを⧞り㏉䛧飼い主と∵のಙ㢗㛵ಀがᵓ⠏䛥れている。㻌

❧地᮲௳ ᕞ山ᓅ地ᖏ䠈ᶆ㧗㻡㻡0㼙

労働力 経営主（60ṓ）䠈ጔ䠈臨時雇用（᳝Ⲗ㒊㛛）

業㒊㛛 ⇱᳝Ⲗ（1㻘㻡00㼗㼓）㻘⫗用∵生産（Ꮚ∵1㻡㢌）

ཎᮌ᳝Ⲗ用䜽ヌギᯘ⣙20㼔㼍（ෆ6は地）䠈用
役䜋䛰ᮌ⣙４0༓ᮏಖ᭷
⦾Ṫ∵1㻤㢌䠈飼料⏿2㻚㻟㼔㼍

᳝Ⲗ用⇱機䠑ྎ䠈∵⯋䠎Ჷ

モア・䜉䞊ラ䞊等∾ⲡ収穫機୍ᘧ（ඹྠ）

≉ᚩⓗ技術 䜽ヌギᯘの࿘年ᨺ∾䚷（∵⯋㞄᥋12㼔㼍）

種⳦᥋種や収穫䠈㑅ู作業の୍㒊は雇用

✄䜟䜙や✄㼃㻯㻿を㐲㝸の水田作経営より㉎ධ

Ꮚ∵生産1㢌ᙜたり労働時間：㻣㻠時間

Ꮚ∵生産コスト：⣙㻟㻡

ᡤᚓ：600

その

経営ᡂᯝ

表２2ࠉ経営の概要（2015年2月）

生産基┙

主なタ・
機ჾ
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年ᨺ∾（Ꮨ㣫料として ). と )5 を᱂ᇵし %G-I5 と⤌ࡏࢃྜࡳて࿘年ᨺ∾）」Ѝ「ぶᏊᏘ⠇ᨺ∾

（ᨺ∾ᑐ㇟∵をዷፎ∵からすての∵にᣑ大）」Ѝ「ぶᏊ࿘年ᨺ∾」の㡰に農林地の⏝可能㠃✚

㣫料作≀の᱂ᇵ、ᨺ∾方法ูの㈝⏝・ධ➼はඛ進➼の分ࡸⲡ∾。࠺⾜┈ᛶ➼の試⟬をࡸ

析್を⏝いる（表１、表２）。 

⦾Ṫ∵のᏊ∵⏕産⋡は国平ᆒの 90㸣（分ፔ間㝸 406 日）とし、7 年で᭦新し、Ꮚ∵の㈍価

格はಖド基‽価格の 531 千を⏝い、経産∵は 200 千とする。 

⦾Ṫ部門は㉎ධ㣫料のࡳで㣫㣴し、環境ၥ題をᣍき᫆いことから、ぶᏊ 1 ⤌からの年間のሁ⫧

⏕産㔞を 7t とし、ሁ⫧は経営内のᅡ場ࡲたはᨺ∾地に一定㔞㑏元することとし、ᅡ場➼の㑏元

可能㔞を㉸࠼る∵の㣫㣴は⾜ࢃないこととする。 

௨ୖの᮲௳、部門ཬࡧ⏕産方法を⤌ࡏࢃྜࡳたいࡃつかのシナリオࡈとに、ᑓᚑ者の所得を᭱

大する土地⏝、ᐙ␆㢌ᩘ➼を、線形計画ࣟࣉグラム（;/3）を⏝いて計⟬する。そして、その

⤖ᯝを、資※管理、Ꮚ∵⏕産ᛶ、┈ᛶのほⅬからẚ㍑ホ価する。 

㞟ⴠෆ水田㻟㻡㼔㼍（平均圃場面積10㼍）

㔛山の用もྍ能（㜵⅏面䛛䜙も積ᴟⓗにά用䛩る）、最大100㼔㼍

労働力 現行：ᑓᚑ⪅㻡人䠇⿵ຓ⪅㻡人䊻ᑗ来：ᑓᚑ⪅㻟人䠇⿵ຓ⪅䠎人㻔㻠㻙㻥᭶㻕

生産せ⣲౯᱁ 水田地代1㻛10㼍、㔛山地代な䛧、⿵ຓ作業1㻡00㻛時間

主食用米、㓇米、㼃㻯㻿用✄、∾ⲡ（᥇ⲡ用、ᨺ∾用）、∵、᳝Ⲗ

（主食用米䛛䜙ḟ➨に飼料作、∵生産䜈シ䝣ト、㔛山⟶理と冬季ᑵ労もど野）

主食用米の
作付ไ⣙

水田面積の㻡0㻑௨ୗ、ಖ᭷米と䛧て最低㻡㼔㼍作付

水田ά用
付㔠

産地資㔠㻔ẟ作、⪔␆㐃ᦠ）๐ῶ、飼料䜲ネ㻟㻡༓㻛10㼍、∾ⲡ等は๐ῶ

中山間地ᇦ等
┤ᡶい

基┙整備にてる䛣とと䛧、ィ画モ䝕䝹の収ධには加⟬䛧ない

主食用米：㻡㻠6㼗㼓㻛10㼍、2㻡0㻛㼗㼓䊻200㻛㼗㼓（ಖ᭷米水‽）

㓇㐀ዲ㐺米：㻡6㻠㼗㼓㻛10㼍、2㻠0㻛㼗㼓

Ꮚ∵：生産⋡㻥0䠂（ศፔ間㝸㻠06᪥）、㻡㻟1㻘000（ಖ証基‽౯᱁）

⇱᳝Ⲗ：㻣㻡㼗㼓㻛㼔㼍、㻠㻘000㻛㼗㼓

㼃㻯㻿用✄：物1200㼗㼓㻛10㼍、∾ⲡ：物1100㼗㼓㻛10㼍

ᡂᙧ：࿘年ぶᏊᨺ∾（㻟䠉11᭶：㻮㻳㻛㻵㻾ᨺ∾（㻵㻾10᭶播種）、12㻙2᭶：㻲㻷（㻡᭶播種）
㻗㻲㻾ᨺ∾）

㉎ධ飼料౯᱁ 現行౯᱁（ⲡ60㻛㼗㼓๓ᚋ、㓄ྜ飼料6㻡㻛㼗㼓๓ᚋ）

␆⯋・機Ე
ൾ༷㈝

タൾ༷㈝は、࿘年⯋飼ཬび季⠇ᨺ∾の場ྜは1㻡㻘6㻥㻡㻛年㻛㢌、ዷፎ∵の࿘年ᨺ∾
の場ྜは10㻘000、࿘年ぶᏊᨺ∾の場ྜは⡆᫆㞟␆タと䛧て㻡㻘000をィୖ。機Ე
ൾ༷㈝は㻵㻾ཬび㻲㻷播種用の不⪔㉳播種機のみィୖ䛧（㻠0㻛年）、そのの機Ეは
ᮍィୖ。

資※ᚠ⎔᮲௳
経営ෆの作付圃場または経営外㉎ධの✄㼃㻯㻿の生産経営䜈のሁ⫧㑏ඖྍ能量௨ୖに
∵を飼㣴䛧ない。ሁ⫧㑏ඖྍ能量は∾ⲡཬび飼料作物生産圃場䠎䡐㻛10㼍、ẟ作の
場ྜは䠏䡐㻛10㼍、そのの✄作圃場は0㻚㻡䡐㻛10㼍までと䛩る。

ホ౯㍈ 資※⟶理（㎰ᯘ地用面積）、経῭ᛶ（産ฟ㢠、地ᇦ㑏ඖ㢠、オペ1人ᙜたりᡤᚓ）等

ὀ：∾ⲡཬび飼料作物の␎グは、㻮㻳（䝞ヒア䜾ラス）、㻵㻾（䜲タ䝸アンラ䜲䜾ラス）、㻹㻵（᱂ᇵ䝡䜶）、㻲㻷（飼料用䜿䞊䝹）、㻲㻾（飼
料䜲ネ）

⾲䠏䚷中山間㞟ⴠ営㎰法人の営㎰モ䝕䝹๓ᥦ᮲௳

ᅵ地基┙

基ᖿ作┠

生産物収量・
౯᱁

ᡂᯝẚ㍑のための試⟬㡰：࿘年⯋飼䊻ዷፎ∵季⠇ᨺ∾（ᨺ∾地ศᩓ、㻵㻾㻛㻹㻵）䊻ྠ（ᨺ
∾地ᅋ地化、㻮㻳㻙㻵㻾㻕䊻ྠ࿘年ᨺ∾（㻮㻳㻛㻵㻾㻗㻲㻷㻗㻲㻾㻕䊻ぶᏊ࿘年ᨺ∾（㻮㻳㻛㻵㻾㻗㻲㻷㻗㻲㻾㻕
䊻㔛山ᨺ∾䡡ᯘ産㒊㛛ᑟධ

∵生産
⟶理技術
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㸱㸬ࣔࡢࣝࢹィ ⤖ᯝ 

モデルの計測⤖ᯝを表４に♧す。௨下シナリオࡈとに⪃ᐹする。 

ձ 現⾜（ປാຊ 10 人、米価 250 /kJ、和∵⦾Ṫなし） 

✄作作業のᏘ⠇೫ᅾから農林地資※⏝㠃✚は約 30ha にとࡲり、約 5ha の⪔作ᨺᲠ水田が発

⏕する。間あたりປാ報㓘は㧗いが、1 人ᙜたり所得は 223 にとࡲる。 

䐟 䐠 䐡 䐢 䐣 䐤 䐥 䐦 䐧

現行
米౯ୗⴠ䠇

労働ῶ小

∵ᑟධ䠇

飼料生産

ᨺ∾ᑟධ

（ศᩓ圃場）

ᨺ∾ᑟධ

㻔ᅋ地圃場㻕
࿘年ᨺ∾

ぶᏊ季⠇

ᨺ∾

ぶᏊ࿘年

ᨺ∾

⪔␆ᯘ

複ྜ

ᑓ㻡䠇⿵㻡

䊹 䊻
水田無
ไ㝈

水田㻟㻡㼔㼍
䠇㔛山

主食用米 2㻡0 䊹 䊻
㓇㐀ዲ㐺米 䊹 䊻

䊹 䊻
な䛧 䊹 ዷፎ∵ 䊻
な䛧 㻵㻾㻛㻹㻵 㻮㻳㻛㻵㻾 㻮㻳㻛㻵㻾㻗㻲㻷 㻮㻳㻛㻵㻾

な䛧 㻣䛛᭶ 䠔䛛᭶ 12䛛᭶ 䠔䛛᭶

な䛧 ⛣ືᨺ∾ 䊹 䊻

䊻 あり

1㻘㻡㻟2 㻣66 㻣㻡1 㻡00 㻡00 㻡00 㻡00 㻡00 㻡00

1㻘㻡㻟2 㻣66 6㻠㻥 㻡6㻟 㻡㻠㻡 㻠㻥1 㻣22 㻡㻡6 㻣㻠0

㻙 㻙 0 0 0 0 0 0 0

㻙 㻙 26㻥 㻠㻣㻠 㻠1㻤 0 0 0 0

㻙 㻙 㻙 66㻟 㻙 㻙 㻙 㻙 㻙

㻙 㻙 㻙 㻙 㻤6㻠 1㻘00㻥 2㻘21㻡 㻟㻘202 1㻘62㻤

㻙 㻙 㻙 㻙 㻙 㻠㻟1 㻙 㻥㻡0 㻡㻣㻠

㻙 㻙 㻙 㻙 㻙 㻠㻟 㻙 㻥㻡 㻡㻣

㻙 㻙 㻙 㻙 㻙 㻙 㻙 㻙 1㻘01㻥

㻟㻘06㻡 1㻘㻡㻟2 1㻘66㻥 2㻘200 2㻘㻟26 2㻘㻠㻣㻠 㻟㻘㻠㻟㻣 㻡㻘㻟0㻟 㻠㻘㻡1㻥

㻠㻟㻡 1㻘㻥6㻤 1㻘㻤㻟1 1㻘㻟00 1㻘1㻣㻠 1㻘026 6㻟 㻙1㻘㻤0㻟 㻙0

1㻤 㻡0 㻡6 66 㻣2 10㻡 6㻟

㻠㻟 㻠㻠 㻟㻥 㻟1 㻠1 6㻠 6㻠

12㻡 10㻥 㻥6 㻣㻡 㻟㻣 㻟㻟 㻟㻟

㻟㻣1 㻟㻟㻤 㻟㻟1 㻟㻥1 26㻡 220 22㻠

㻡㻡㻤 㻡02 㻠㻣㻡 㻡0㻟 㻟20 2㻣0 2㻣㻟

㻟㻘㻣㻠㻤 1㻘㻤㻣㻠 2㻘㻠61 㻟㻘㻠㻠1 㻟㻘㻣12 㻠㻘0㻠㻣 㻠㻘6㻟㻣 㻡㻘㻣㻥㻥 㻠㻘㻡㻣2

0 0 㻥㻠 166 1㻠6 1㻡 0 㻟㻟 20

2㻘㻡㻠1 1㻘㻠㻡0 2㻘㻟㻥㻡 㻟㻘622 㻟㻘㻡01 2㻘㻤2㻡 2㻘㻡㻥㻣 㻟㻘61㻡 2㻘㻥㻤1

㻣㻘㻥1㻣 㻟㻘㻥㻡㻤 㻡㻘60㻟 㻣㻘62㻡 㻣㻘㻡㻣㻤 6㻘㻥㻤㻤 㻡㻘㻡6㻤 㻡㻘㻤㻟6 㻡㻘㻥6㻤

0 2㻤㻤 㻣㻤㻥 1㻘㻟㻥㻡 1㻘2㻣㻥 㻣㻤1 2㻟2 2㻡㻠 2㻥㻠

22㻟 2㻤㻤 㻟1㻣 㻟㻤1 㻠01 㻠6㻠 6㻟㻡 㻤㻥0 㻣2㻟

2㻘㻤22 2㻘㻟㻡6 1㻘㻥㻣㻠 1㻘㻤㻟㻡 1㻘㻥12 2㻘2㻠1 㻟㻘㻡6㻥 㻠㻘㻣㻤㻡 㻟㻘㻤2㻠

水田㻟㻡㼔㼍

200

2㻠0

あり

ᅋ地化䡡ᐃ⨨ᨺ∾

䚷䚷䊹䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷な䛧

ᯘ間ᨺ∾㻔㼍㻕

ᨺ∾（㻵㻾㻙㻹㻵㻕㻔㼍㻕

ᨺ∾（㻮㻳㻙㻵㻾㻕㻔㼍㻕

㎰ᯘ地用面積㻔㼍㻕

⦾Ṫ∵㢌数㻔㢌㻕

⪔作ᨺᲠ田面積㻔㼍㻕

ὀ㻦飼料の␎グは、✄㼃㻯㻿㻔✄発㓝⢒飼料㻕、㻵㻾㻔䜲タ䝸アンラ䜲䜾ラス）、㻹㻵（䝭䝺䝑ト）、㻮㻳㻔䝞ヒア䜾ラス）、㻲㻷（飼料用䜿䞊
䝹）、㻲㻾㻔飼料用䜲ネ）。㻲㻾は㻲㻷の⿵ຓ飼料と䛧てᨺ∾用䛩る。

労働ሗ㓘（䠋時間）

㎰業産ฟ㢠㻔㻕

㎰
ᯘ
地
資
※

用
ᣦ
ᶆ


∵
生
産
ᣦ
ᶆ

経
῭
収
益
ᛶ
ᣦ
ᶆ

㼃㻯㻿用✄㻔㼍㻕

冬季ᨺ∾（㻲㻷㻕㻔㼍㻕

Ꮚ∵生産労働（時間㻛㢌㻕

Ꮚ∵生産物㈈㈝㻔༓㻛㢌㻕

Ꮚ∵生産コスト㻔༓㻛㢌㻕

飼料⮬⤥⋡（䠂）

⿵ຓ㔠㻔㻕

䛖ち臨時雇用㻔時間㻕

地ᇦ㑏ඖ㢠㻔㻕

⥲労働時間㻔時間㻕

䠍人ᙜたりᡤᚓ（）

䊹䚷䚷な䛧䚷䚷䊻

∾ⲡ（᥇ⲡ）㻔㼍㻕

䊹䚷⦾Ṫ∵䠇Ꮚ∵䚷䊻

䊹㻮㻳㻛㻵㻾㻗㻲㻷䊻

䊹䚷12䛛᭶䚷䊻

米౯
（䠋䡇䡃）

Ꮚ∵生産

主食用米㻔㼍㻕

㓇㐀ዲ㐺米㻔㼍㻕

ᨺ∾飼料

ᨺ∾期間

ᨺ∾地・ᨺ∾᪉ᘧ

ᯘ産（ཎᮌ᳝Ⲗ）

冬季ᨺ∾（㻲㻾㻕㻔㼍㻕

ᨺ∾∵

⾲４䚷試⟬⤖ᯝ

経営ᒎ㛤のシ䝘䝸オ

経営᮲௳䡡技術のኚ化

㎰業労働力

㎰ᯘ地用

ᑓᚑ⪅䠏人㻗⿵ຓ⪅䠎人

年ᨺ∾（Ꮨ㣫料として ). と )5 を᱂ᇵし %G-I5 と⤌ࡏࢃྜࡳて࿘年ᨺ∾）」Ѝ「ぶᏊᏘ⠇ᨺ∾

（ᨺ∾ᑐ㇟∵をዷፎ∵からすての∵にᣑ大）」Ѝ「ぶᏊ࿘年ᨺ∾」の㡰に農林地の⏝可能㠃✚

㣫料作≀の᱂ᇵ、ᨺ∾方法ูの㈝⏝・ධ➼はඛ進➼の分ࡸⲡ∾。࠺⾜┈ᛶ➼の試⟬をࡸ

析್を⏝いる（表１、表２）。 

⦾Ṫ∵のᏊ∵⏕産⋡は国平ᆒの 90㸣（分ፔ間㝸 406 日）とし、7 年で᭦新し、Ꮚ∵の㈍価

格はಖド基‽価格の 531 千を⏝い、経産∵は 200 千とする。 

⦾Ṫ部門は㉎ධ㣫料のࡳで㣫㣴し、環境ၥ題をᣍき᫆いことから、ぶᏊ 1 ⤌からの年間のሁ⫧

⏕産㔞を 7t とし、ሁ⫧は経営内のᅡ場ࡲたはᨺ∾地に一定㔞㑏元することとし、ᅡ場➼の㑏元

可能㔞を㉸࠼る∵の㣫㣴は⾜ࢃないこととする。 

௨ୖの᮲௳、部門ཬࡧ⏕産方法を⤌ࡏࢃྜࡳたいࡃつかのシナリオࡈとに、ᑓᚑ者の所得を᭱

大する土地⏝、ᐙ␆㢌ᩘ➼を、線形計画ࣟࣉグラム（;/3）を⏝いて計⟬する。そして、その

⤖ᯝを、資※管理、Ꮚ∵⏕産ᛶ、┈ᛶのほⅬからẚ㍑ホ価する。 

㞟ⴠෆ水田㻟㻡㼔㼍（平均圃場面積10㼍）

㔛山の用もྍ能（㜵⅏面䛛䜙も積ᴟⓗにά用䛩る）、最大100㼔㼍

労働力 現行：ᑓᚑ⪅㻡人䠇⿵ຓ⪅㻡人䊻ᑗ来：ᑓᚑ⪅㻟人䠇⿵ຓ⪅䠎人㻔㻠㻙㻥᭶㻕

生産せ⣲౯᱁ 水田地代1㻛10㼍、㔛山地代な䛧、⿵ຓ作業1㻡00㻛時間

主食用米、㓇米、㼃㻯㻿用✄、∾ⲡ（᥇ⲡ用、ᨺ∾用）、∵、᳝Ⲗ

（主食用米䛛䜙ḟ➨に飼料作、∵生産䜈シ䝣ト、㔛山⟶理と冬季ᑵ労もど野）

主食用米の
作付ไ⣙

水田面積の㻡0㻑௨ୗ、ಖ᭷米と䛧て最低㻡㼔㼍作付

水田ά用
付㔠

産地資㔠㻔ẟ作、⪔␆㐃ᦠ）๐ῶ、飼料䜲ネ㻟㻡༓㻛10㼍、∾ⲡ等は๐ῶ

中山間地ᇦ等
┤ᡶい

基┙整備にてる䛣とと䛧、ィ画モ䝕䝹の収ධには加⟬䛧ない

主食用米：㻡㻠6㼗㼓㻛10㼍、2㻡0㻛㼗㼓䊻200㻛㼗㼓（ಖ᭷米水‽）

㓇㐀ዲ㐺米：㻡6㻠㼗㼓㻛10㼍、2㻠0㻛㼗㼓

Ꮚ∵：生産⋡㻥0䠂（ศፔ間㝸㻠06᪥）、㻡㻟1㻘000（ಖ証基‽౯᱁）

⇱᳝Ⲗ：㻣㻡㼗㼓㻛㼔㼍、㻠㻘000㻛㼗㼓

㼃㻯㻿用✄：物1200㼗㼓㻛10㼍、∾ⲡ：物1100㼗㼓㻛10㼍

ᡂᙧ：࿘年ぶᏊᨺ∾（㻟䠉11᭶：㻮㻳㻛㻵㻾ᨺ∾（㻵㻾10᭶播種）、12㻙2᭶：㻲㻷（㻡᭶播種）
㻗㻲㻾ᨺ∾）

㉎ධ飼料౯᱁ 現行౯᱁（ⲡ60㻛㼗㼓๓ᚋ、㓄ྜ飼料6㻡㻛㼗㼓๓ᚋ）

␆⯋・機Ე
ൾ༷㈝

タൾ༷㈝は、࿘年⯋飼ཬび季⠇ᨺ∾の場ྜは1㻡㻘6㻥㻡㻛年㻛㢌、ዷፎ∵の࿘年ᨺ∾
の場ྜは10㻘000、࿘年ぶᏊᨺ∾の場ྜは⡆᫆㞟␆タと䛧て㻡㻘000をィୖ。機Ე
ൾ༷㈝は㻵㻾ཬび㻲㻷播種用の不⪔㉳播種機のみィୖ䛧（㻠0㻛年）、そのの機Ეは
ᮍィୖ。

資※ᚠ⎔᮲௳
経営ෆの作付圃場または経営外㉎ධの✄㼃㻯㻿の生産経営䜈のሁ⫧㑏ඖྍ能量௨ୖに
∵を飼㣴䛧ない。ሁ⫧㑏ඖྍ能量は∾ⲡཬび飼料作物生産圃場䠎䡐㻛10㼍、ẟ作の
場ྜは䠏䡐㻛10㼍、そのの✄作圃場は0㻚㻡䡐㻛10㼍までと䛩る。

ホ౯㍈ 資※⟶理（㎰ᯘ地用面積）、経῭ᛶ（産ฟ㢠、地ᇦ㑏ඖ㢠、オペ1人ᙜたりᡤᚓ）等

ὀ：∾ⲡཬび飼料作物の␎グは、㻮㻳（䝞ヒア䜾ラス）、㻵㻾（䜲タ䝸アンラ䜲䜾ラス）、㻹㻵（᱂ᇵ䝡䜶）、㻲㻷（飼料用䜿䞊䝹）、㻲㻾（飼
料䜲ネ）

⾲䠏䚷中山間㞟ⴠ営㎰法人の営㎰モ䝕䝹๓ᥦ᮲௳

ᅵ地基┙

基ᖿ作┠

生産物収量・
౯᱁

ᡂᯝẚ㍑のための試⟬㡰：࿘年⯋飼䊻ዷፎ∵季⠇ᨺ∾（ᨺ∾地ศᩓ、㻵㻾㻛㻹㻵）䊻ྠ（ᨺ
∾地ᅋ地化、㻮㻳㻙㻵㻾㻕䊻ྠ࿘年ᨺ∾（㻮㻳㻛㻵㻾㻗㻲㻷㻗㻲㻾㻕䊻ぶᏊ࿘年ᨺ∾（㻮㻳㻛㻵㻾㻗㻲㻷㻗㻲㻾㻕
䊻㔛山ᨺ∾䡡ᯘ産㒊㛛ᑟධ

∵生産
⟶理技術
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ղ将来見通し（ᑓᚑ者 3 人、米価 200 /kJ） 

ປാຊῶᑡにより✄作中ᚰの営農では農林地⏝㠃✚は༙ῶし、約 20ha の⪔作ᨺᲠ水田が発⏕

する。⿵ຓ者と㓇造ዲ適米⏕産により所得はቑຍするが、ປാ報㓘はప下する。 

ճ和∵⦾Ṫᑟධ（࿘年⯋㣫、小型࣋ールయ⣔による∾ⲡ、✄ :&S の⏕産㺃給） 

ປാຊの有ຠά⏝ཬࡧ所得☜ಖに有なたࡵ⦾Ṫ∵ 18 㢌がᑟධされる。ປാ間のቑຍにᑐし

て所得はそれቑ࠼ないたࡵປാ報㓘はప下する。ປാを要する小型࣋ールయ⣔による∾ⲡ（᥇

ⲡ）は᥇⏝されず、㔠のある :&S ⏝✄が᥇⏝されるが、㠃✚は㝈られ、㣫料⮬給⋡は 43㸣に

とࡲる。 

մ同（ዷፎ∵ 7 か月ᨺ∾、I5/0I ⲡ地、分ᩓᅡ場⛣動ᨺ∾） 

ᨺ∾によりዷፎ∵の㣫㣴管理が┬ຊされるた6.6、ࡵha の水田がᨺ∾⏝され、4.7ha の :&S

⏝✄が᱂ᇵされ、⪔作ᨺᲠ地は 13ha に⦰小する。Ꮚ∵⏕産コストは 50 を㉸࠼る。農地の␆

産⏝によりሁ⫧㑏元ᅡ場が☜ಖされるたࡵ、ᐙ␆㣫㣴㢌ᩘは 50 㢌にቑຍし、1人ᙜたり所得は

380 にቑຍするがປാ報㓘はప下する。 

յ同（ዷፎ∵ 8 か月ᨺ∾、%G/I5 ⲡ地、ᨺ∾⏝地ᅋ地） 

ᨺ∾ᮇ間のᘏ長とⲡ地管理の┬ຊがᅗれるたࡵ、ᨺ∾ⲡ地㠃✚とᐙ␆㢌ᩘがⱝᖸቑຍする。 

ն同（ዷፎ∵࿘年ᨺ∾、%G/I5（3-10 月）㸩)./)5(11-2 月)） 

࿘年ᨺ∾によりᏘ㣫㣴管理作業がపῶされるたࡵ、⦾Ṫ∵㣫㣴㢌ᩘは 66 㢌ࡲで㣫㣴可能とな

る。Ꮨ㣫料として :&S ⏝✄を⏕産するよりも、ⲡ➼を㉎ධした方が有となるたࡵ、㣫料⮬

給⋡はప下し、Ꮚ∵⏕産コストは 50 を㉸す。:&S ⏝✄の⏕産がῶᑡするたࡵປാ間はῶᑡ

し、ປാ報㓘は約 2�200 /にቑຍする。1 人ᙜたり所得は 464 となる。 

շ同（ぶᏊ 8 か月ᨺ∾、%G/I5 ⲡ地、ᨺ∾⏝地ᅋ地） 

ぶᏊᨺ∾によりすてのぶ∵のᏘ⠇ᨺ∾が可能となり、Ꮚ∵の㣫㣴管理も┬ຊされるたࡵ、

約 22ha の水田のᨺ∾⏝が可能になり、ᑓᚑ者 3 人の下でも、⪔作ᨺᲠ田はとࢇ発⏕しな

い。Ꮚ∵⏕産 1 㢌に要する作業ປാは 37 間（࿘年⯋㣫ճとẚて約 6 ῶᑡ）、⏕産コストは

32 にపῶする（同 43�ῶᑡ）。1人ᙜたりປാ間は 1�800 間௨下となり、所得とປാ報㓘

は、それࡒれ 635 、3�600 /と㣕㌍ⓗにቑຍする。 

ո同（ぶᏊ࿘年ᨺ∾、%G/I5（3-10 月）㸩)./)5(11-2 月)） 

㞄᥋集ⴠの農地管理を引きཷけるな、⏝可能な農地㠃✚の制約を設けない場ྜ、3 人のᑓᚑ

者でも、50ha௨ୖの農地資※の⏝が可能となり、⦾Ṫ∵を 105㢌ࡲでቑࡸすことが可能となる。

Ꮚ∵⏕産コストはさらにపῶし、所得は 900 、ປാ報㓘は約 5�000 /にቑຍする。 

չ林産部門ᑟධ（ぶᏊ࿘年ᨺ∾㸩クࢠࢾ林ᨺ∾㺃原木᳝Ⲗ⏕産） 

⏝可能な水田㠃✚ 35ha の下で、㔛山のᨺ∾と㞧木を⏝した᳝Ⲗ⏕産をᑟධすると、水田

35ha のに、㔛山約 10ha の管理が可能となる。所得は᳝Ⲗ⏕産がຍࢃるたࡵ、շよりもቑຍす

る。⪔␆林」ྜ経営モデルでは、年間を通ࡌて一定の㣫㣴管理のある和∵部門と、ኟᏘの作業の
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ከい水✄作（春の⦾ᛁᮇは⿵ຓ者の協ຊにより㐙⾜）、Ꮨに作業のከい原木᳝Ⲗ⏕産により、年

間を通ࡌて作業ປാの平‽がはかれる（ᅗ７）。 

㸲㸬せ⣙⪃ᐹ㸫⪔␆ᯘ」ྜ⤒Ⴀࣔࣝࢹᡂ❧ᚲせ࡞ᆅᇦᑐᛂཬࡧ◊✲㛤Ⓨ㸫 

㸯）せ⣙ 

農林地資※管理のほⅬからは、ປാຊῶᑡ下で、現⾜の水✄作中ᚰの営農では土地管理㠃✚は

⦰小ࡊࡏるを得ず、大㔞の⪔作ᨺᲠ地が発⏕することが予される。和∵⦾Ṫのᑟධはᑓᚑ者の

所得☜ಖの機会となるが、࿘年⯋㣫では給㣵ࡸࡏつ≀ฎ理➼の作業がከࡃなるたࡵ、土地管理

㠃✚のᣑ大には必ずしもᐤしない。しかし、ᨺ∾㣫㣴によࡗて、⦾Ṫ部門で所得向ୖをᅗりつ

つ、農地管理㠃✚のᣑ大をᅗることが可能となる。その場ྜ、ᚑ来のዷፎ☜ㄆ∵に㝈定した小⪔

地のᏘ⠇⛣動ᨺ∾では、それらのຠᯝは小さࡃ、Ꮚ∵をྵࡴすての⦾Ṫ∵をᨺ∾ᑐ㇟とするぶ

Ꮚᨺ∾で、」ᩘの∾ⲡࡸイࢣ、ࢿール➼の新たな㣫料作≀を⤌ࡏࢃྜࡳて、ᨺ∾㣫㣴ᮇ間のᣑ大

をᅗるそのຠᯝは㢧著に表れる。中山間地域の小⪔地ࡸ␏␁、法㠃のከいᅡ場᮲௳でも、ᑓ

ᚑ者 3 ྡのປാຊで、水✄約 12ha とᨺ∾地 23ha、㔛山約 10ha のేࡏて 45ha の農林地と約 60 㢌

の⦾Ṫ∵とそのᏊ∵の管理が可能となる。水✄作を๐ῶし、ᨺ∾㣫㣴を基本とする和∵⦾Ṫに≉

すれࡤ、農林地の管理㠃✚はさらにᣑ大することが可能となる。 

Ꮚ∵⏕産ᛶのほⅬからは、࿘年⯋㣫とẚて、ዷፎ∵のᨺ∾によるᏊ∵⏕産コストのపῶຠᯝ

は 10㸣⛬度にとࡲるが、ぶᏊのᏘ⠇ᨺ∾により 43�పῶ、ぶᏊ࿘年ᨺ∾により 51㸣のపῶがᅗ

れる。 

┈ᛶのほⅬからは、和∵⦾Ṫのᑟධにより 1 人あたり所得はቑຍするが、࿘年⯋㣫ࡸዷፎ∵

に㝈定したᨺ∾㣫㣴ではປാ間がቑຍするたࡵ、間あたりປാ報㓘㢠はそれቑຍしない。
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ᑓᚑ者ປാຊ

ᅗ７ 部門ู月᪪ู作業ປാ（⪔␆林」ྜ経営モデル）

（
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ղ将来見通し（ᑓᚑ者 3 人、米価 200 /kJ） 

ປാຊῶᑡにより✄作中ᚰの営農では農林地⏝㠃✚は༙ῶし、約 20ha の⪔作ᨺᲠ水田が発⏕

する。⿵ຓ者と㓇造ዲ適米⏕産により所得はቑຍするが、ປാ報㓘はప下する。 

ճ和∵⦾Ṫᑟධ（࿘年⯋㣫、小型࣋ールయ⣔による∾ⲡ、✄ :&S の⏕産㺃給） 

ປാຊの有ຠά⏝ཬࡧ所得☜ಖに有なたࡵ⦾Ṫ∵ 18 㢌がᑟධされる。ປാ間のቑຍにᑐし

て所得はそれቑ࠼ないたࡵປാ報㓘はప下する。ປാを要する小型࣋ールయ⣔による∾ⲡ（᥇

ⲡ）は᥇⏝されず、㔠のある :&S ⏝✄が᥇⏝されるが、㠃✚は㝈られ、㣫料⮬給⋡は 43㸣に

とࡲる。 

մ同（ዷፎ∵ 7 か月ᨺ∾、I5/0I ⲡ地、分ᩓᅡ場⛣動ᨺ∾） 

ᨺ∾によりዷፎ∵の㣫㣴管理が┬ຊされるた6.6、ࡵha の水田がᨺ∾⏝され、4.7ha の :&S

⏝✄が᱂ᇵされ、⪔作ᨺᲠ地は 13ha に⦰小する。Ꮚ∵⏕産コストは 50 を㉸࠼る。農地の␆

産⏝によりሁ⫧㑏元ᅡ場が☜ಖされるたࡵ、ᐙ␆㣫㣴㢌ᩘは 50 㢌にቑຍし、1人ᙜたり所得は

380 にቑຍするがປാ報㓘はప下する。 

յ同（ዷፎ∵ 8 か月ᨺ∾、%G/I5 ⲡ地、ᨺ∾⏝地ᅋ地） 

ᨺ∾ᮇ間のᘏ長とⲡ地管理の┬ຊがᅗれるたࡵ、ᨺ∾ⲡ地㠃✚とᐙ␆㢌ᩘがⱝᖸቑຍする。 

ն同（ዷፎ∵࿘年ᨺ∾、%G/I5（3-10 月）㸩)./)5(11-2 月)） 

࿘年ᨺ∾によりᏘ㣫㣴管理作業がపῶされるたࡵ、⦾Ṫ∵㣫㣴㢌ᩘは 66 㢌ࡲで㣫㣴可能とな

る。Ꮨ㣫料として :&S ⏝✄を⏕産するよりも、ⲡ➼を㉎ධした方が有となるたࡵ、㣫料⮬

給⋡はప下し、Ꮚ∵⏕産コストは 50 を㉸す。:&S ⏝✄の⏕産がῶᑡするたࡵປാ間はῶᑡ

し、ປാ報㓘は約 2�200 /にቑຍする。1 人ᙜたり所得は 464 となる。 

շ同（ぶᏊ 8 か月ᨺ∾、%G/I5 ⲡ地、ᨺ∾⏝地ᅋ地） 

ぶᏊᨺ∾によりすてのぶ∵のᏘ⠇ᨺ∾が可能となり、Ꮚ∵の㣫㣴管理も┬ຊされるたࡵ、

約 22ha の水田のᨺ∾⏝が可能になり、ᑓᚑ者 3 人の下でも、⪔作ᨺᲠ田はとࢇ発⏕しな

い。Ꮚ∵⏕産 1 㢌に要する作業ປാは 37 間（࿘年⯋㣫ճとẚて約 6 ῶᑡ）、⏕産コストは

32 にపῶする（同 43�ῶᑡ）。1人ᙜたりປാ間は 1�800 間௨下となり、所得とປാ報㓘

は、それࡒれ 635 、3�600 /と㣕㌍ⓗにቑຍする。 

ո同（ぶᏊ࿘年ᨺ∾、%G/I5（3-10 月）㸩)./)5(11-2 月)） 

㞄᥋集ⴠの農地管理を引きཷけるな、⏝可能な農地㠃✚の制約を設けない場ྜ、3 人のᑓᚑ

者でも、50ha௨ୖの農地資※の⏝が可能となり、⦾Ṫ∵を 105㢌ࡲでቑࡸすことが可能となる。

Ꮚ∵⏕産コストはさらにపῶし、所得は 900 、ປാ報㓘は約 5�000 /にቑຍする。 

չ林産部門ᑟධ（ぶᏊ࿘年ᨺ∾㸩クࢠࢾ林ᨺ∾㺃原木᳝Ⲗ⏕産） 

⏝可能な水田㠃✚ 35ha の下で、㔛山のᨺ∾と㞧木を⏝した᳝Ⲗ⏕産をᑟධすると、水田

35ha のに、㔛山約 10ha の管理が可能となる。所得は᳝Ⲗ⏕産がຍࢃるたࡵ、շよりもቑຍす

る。⪔␆林」ྜ経営モデルでは、年間を通ࡌて一定の㣫㣴管理のある和∵部門と、ኟᏘの作業の
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ປാ報㓘㢠のቑຍにはぶᏊᨺ∾が有ຠであることが♧される。これはぶᏊᨺ∾によりᏊ∵⏕産 1

㢌あたりのປാ間が㣕㌍ⓗにపῶされることによる。 

௨ୖのよ࠺に、農林地資※管理、所得向ୖ、Ꮚ∵⏕産コストのపῶいずれのほⅬからも࿘年ぶ

Ꮚᨺ∾による和∵⦾Ṫのᑟධが大きࡃᐤする。

㸰）ࣔࣝࢹᐇ⌧ᚲせ࡞ᆅᇦᑐᛂཬࡧ◊✲㛤Ⓨ 

（１）基┙ᩚഛཬࡧ地域ᑐᛂ 

ձ␆産部門ᑟධによる地域の理解㺃ྜព形成 

つ≀ฎ理のイメージがある。ᨺࡏ、࢚ࣁࡸが国でのᐙ␆⏕産は⯋㣫が一⯡ⓗであり、⮯Ẽࢃ

∾㣫㣴ですて解ᾘされるࢃけではないが、⯋㣫㣫㣴とẚるとこ࠺したၥ題発⏕はᢚ制される。

このたࡵ、地域に実ド∾場➼を設け、こ࠺したඛධほをᡶᣔするとともに、本章で♧した┬ຊⓗ

な農林地資※管理ࡸ所得向ୖの可能が㧗いことをఏ࠼つつ、農林地の␆産⏝、ᐙ␆⏕産のᑟධ

を推進するྲྀり⤌ࡳがồࡵられる。 

ղᨺ∾⏝地のᅋ地 

本章の試⟬が♧すとおり、ᨺ∾⏝地をࡲとࡵ定⨨ᨺ∾とする方が、ᐙ␆管理ࡸほᐹをᐜ᫆にし、

ᨺ∾ᑐ㇟∵をዷፎ∵からすての∵にᣑᙇすることが可能となり、より┬ຊ、పコストのᐙ␆⏕

産が可能になる。このたࡵ、ᚑ来の分ᩓする小㠃✚の⪔作ᨺᲠ地➼をᑐ㇟とした⛣動ᨺ∾から、

㔛山もྵࡵᨺ∾地をᅋ地する➼、ྜ理ⓗなᐙ␆㣫㣴方ᘧとなる農林地⏝計画がồࡵられる。 

ճᨺ∾⏝地の水ᑐ策、⏿地な基┙ᩚഛ 

中山間地域の農地基┙は水田がከいが、ᨺ∾ᐙ␆の㣫料となる∾ⲡࡸ㣫料作≀の᱂ᇵ、ཬࡧそ

のᨺ∾⏝にあたࡗては、水ᛶの向ୖが可Ḟである。∾ⲡ᱂ᇵにしても、⪔┙を⥔持したࡲ

し∾ⲡ➼を᱂ᇵしても⏕産㔞はᮇᚅできないし、ᨺ∾⏝するとἾが㑊けら⪘⪓ࡳ表土のࡲ

れない。サࢯࣈイラー➼で⪔┙の一部を◚○してもࡦとたࡧᨺ∾するとすࡄに₽れてし࠺ࡲ。ᅡ

場の㢠⦕に明Ὼをしࡗかり᥀るとともに、␏␁をᗈࡃ開๐し、ᅡ場の㝆㞵を㏿ࡸかにᅡ場እに

出する➼の水ᑐ策が水田ᨺ∾には可Ḟである。水✄を᱂ᇵする見㎸ࡳのない水田は、⦆ࡸか

なഴᩳをけた⏿地にする➼に、✄作から㣫料作㺃ᨺ∾に適した⏕産基┙ᛮいษࡗたᨵⰋが必要

である。 

մᏘ⿵ຓ㣫料のຠ⋡ⓗ⏕産㺃౪給のたࡵのᗈ域の⪔␆連携システムの構⠏ 

ዷፎ∵ࡸᏘ⠇を㝈定したᨺ∾㣫㣴では、⯋㣫∵⏝の⢒㣫料☜ಖが必要になるが、⢒㣫料の✭

機は近年、技術㠉新が┠ぬࡲしࡃ、作業ຠ⋡は㣕㌍ⓗに向ୖする一方、そのᑟධ経㈝も㧗いたࡵ、

経㈝をൾ࠺たࡵの᭱小適ᛶ規ᶍは、中型࣋ールయ⣔では約 30ha に達する。このたࡵ、ಶࠎの経営

で⢒㣫料⏕産⏝の機械をಖ有するのではなࡃ、⢒㣫料コントラクターࡸ⢒㣫料⏕産⤌⧊が、⢒㣫

料⏕産をᢸい、和∵⦾Ṫ⏕産者はᐙ␆管理に集中するな、分業を前提とした⪔␆連携システム

の構⠏が必要である。 

（２）研究技術開発 

（␆産部門） 
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ձ水田でのⲡ地造成ཬࡧᨺ∾⏝下でのⲡ地⥔持方法の開発 

ୖ㏙の水ᑐ策をྵࡴバࣄアグラス➼のⲡ地造成方法、ཬࡧ᪩春のᨺ∾ᘏ長を可能にするイタ

リアンライグラス➼のオーバーシーディング技術➼の開発がᮃࡲれる。 

ղ࿘年ᨺ∾を可能にするᏘᨺ∾㣫料の開発 

ニュージーランド➼でᏘᨺ∾⏝にᬑཬしている㣫料⏝ࢣールの日本での᱂ᇵ・⏝技術の開

発がᮃࡲれる。これࡲでに⾜ࡗた試験᱂ᇵからは、ึ ᮇ⏕⫱の☜ಖ（ᩚ地・土壌ฎ理・✀方法）、

⏕⫱・㔞☜ಖ（㝖ⲡ、ᐖᑐ策）、㣫料成分と給方法、給ຠᯝ（03T な）、コストపῶ・

経営ᨵၿຠᯝの解明が必要と⪃࠼られる。 

ճከ㢌ᩘの┬ຊⓗなಶయ報の集、ಶయ管理方法の開発 

モデルでは 60 㢌を㉸す⦾Ṫ∵ࡸそのᏊ∵のᨺ∾㣫㣴が提♧された。これࡔけの㢌ᩘになるとẖ

日の集␆、スタンࢳョン㉺しの⿵ຓ㣫料給➼により、ಶࠎの∵のయㄪ☜ㄆࡸ㥆⮴がᅔ㞴になる

可能ᛶがある。このたࡵ、ྛಶయのయㄪࡸ⦾Ṫにかかࢃる発ࡸ分ፔೃを適☜にモニタリング
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Ꮚࢳッࣉをᇙࡵ㎸ࡔࢇಶయ識ู⨨➼の開発もᮇᚅされる。 

մᨺ∾㣫㣴を前提としたᐙ␆のᨵⰋ 
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⨨かれた和∵ᨵⰋが進ࡵられる一方で、現ᅾ、⦾Ṫ့ࡸ⫱ᛶなẕᛶ能のప下（ཷ⫾⋡のప下、

㞴産のቑຍ、Ἢங㔞のప下）がၥ題となࡗている。そこで、࣑ࣀࢤックホ価をྵࡵ、ẕᛶ能を重

視した⫱✀価ホ価の開発がᮇᚅされる。 

（林産部門） 

㞧木の㣫料技術と給方法、給ຠᯝの᳨ド、キࣀコ⏕産技術な、㞧木の有ຠά⏝技術の
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ປാ報㓘㢠のቑຍにはぶᏊᨺ∾が有ຠであることが♧される。これはぶᏊᨺ∾によりᏊ∵⏕産 1
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つ≀ฎ理のイメージがある。ᨺࡏ、࢚ࣁࡸが国でのᐙ␆⏕産は⯋㣫が一⯡ⓗであり、⮯Ẽࢃ

∾㣫㣴ですて解ᾘされるࢃけではないが、⯋㣫㣫㣴とẚるとこ࠺したၥ題発⏕はᢚ制される。

このたࡵ、地域に実ド∾場➼を設け、こ࠺したඛධほをᡶᣔするとともに、本章で♧した┬ຊⓗ

な農林地資※管理ࡸ所得向ୖの可能が㧗いことをఏ࠼つつ、農林地の␆産⏝、ᐙ␆⏕産のᑟධ

を推進するྲྀり⤌ࡳがồࡵられる。 

ղᨺ∾⏝地のᅋ地 

本章の試⟬が♧すとおり、ᨺ∾⏝地をࡲとࡵ定⨨ᨺ∾とする方が、ᐙ␆管理ࡸほᐹをᐜ᫆にし、

ᨺ∾ᑐ㇟∵をዷፎ∵からすての∵にᣑᙇすることが可能となり、より┬ຊ、పコストのᐙ␆⏕

産が可能になる。このたࡵ、ᚑ来の分ᩓする小㠃✚の⪔作ᨺᲠ地➼をᑐ㇟とした⛣動ᨺ∾から、

㔛山もྵࡵᨺ∾地をᅋ地する➼、ྜ理ⓗなᐙ␆㣫㣴方ᘧとなる農林地⏝計画がồࡵられる。 

ճᨺ∾⏝地の水ᑐ策、⏿地な基┙ᩚഛ 

中山間地域の農地基┙は水田がከいが、ᨺ∾ᐙ␆の㣫料となる∾ⲡࡸ㣫料作≀の᱂ᇵ、ཬࡧそ

のᨺ∾⏝にあたࡗては、水ᛶの向ୖが可Ḟである。∾ⲡ᱂ᇵにしても、⪔┙を⥔持したࡲ
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場の㢠⦕に明Ὼをしࡗかり᥀るとともに、␏␁をᗈࡃ開๐し、ᅡ場の㝆㞵を㏿ࡸかにᅡ場እに

出する➼の水ᑐ策が水田ᨺ∾には可Ḟである。水✄を᱂ᇵする見㎸ࡳのない水田は、⦆ࡸか

なഴᩳをけた⏿地にする➼に、✄作から㣫料作㺃ᨺ∾に適した⏕産基┙ᛮいษࡗたᨵⰋが必要

である。 

մᏘ⿵ຓ㣫料のຠ⋡ⓗ⏕産㺃౪給のたࡵのᗈ域の⪔␆連携システムの構⠏ 

ዷፎ∵ࡸᏘ⠇を㝈定したᨺ∾㣫㣴では、⯋㣫∵⏝の⢒㣫料☜ಖが必要になるが、⢒㣫料の✭

機は近年、技術㠉新が┠ぬࡲしࡃ、作業ຠ⋡は㣕㌍ⓗに向ୖする一方、そのᑟධ経㈝も㧗いたࡵ、

経㈝をൾ࠺たࡵの᭱小適ᛶ規ᶍは、中型࣋ールయ⣔では約 30ha に達する。このたࡵ、ಶࠎの経営

で⢒㣫料⏕産⏝の機械をಖ有するのではなࡃ、⢒㣫料コントラクターࡸ⢒㣫料⏕産⤌⧊が、⢒㣫

料⏕産をᢸい、和∵⦾Ṫ⏕産者はᐙ␆管理に集中するな、分業を前提とした⪔␆連携システム

の構⠏が必要である。 

（２）研究技術開発 

（␆産部門） 
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主食用米 㓇㐀ዲ㐺米 ✄㼃㻯㻿 ᥇ⲡ ⇱᳝Ⲗ

（コシヒカ䝸） （ඵ㘊） （たち䛩ず䛛） （㻵㻾㻗㻹㻵） （㻵㻾㻛㻹㻵） （㻮㻳㻛㻵㻾㻕 （㻲㻷） 㻔㻲㻾㻕 （ཎᮌ᱂ᇵ）

༢収・∾㣴力（㼗㼓・㻯㻰㻛10㼍） 㻡㻠6 㻡6㻠 1㻘200 1㻘100 㻤0 㻤0 㻣㻚㻡

༢౯（㻛㼗㼓・㻯㻰） 2㻡0 2㻠0 㻠0 㻠0 㻠00 㻠00 㻠㻘000

ᨺ∾用ྍ能期間 㻟～㻥᭶ 㻟～10᭶

⢒収益：㻭（㻛10㼍） 1㻟6㻘㻡00 1㻟㻡㻘㻟60 㻠㻤㻘000 㻠㻠㻘000 㻟2㻘000 㻟2㻘000 㻟0㻘000

種ⱑ㈝ 2㻘1㻠㻟 2㻘1㻠㻟 㻡㻘020 㻟㻘1㻣㻡 㻟㻘1㻣㻡 2㻘㻥㻟㻡 1㻘㻤61 㻡㻘020 2㻘01㻤

⫧料㈝ 㻤㻘61㻥 㻤㻘61㻥 1㻠㻘㻣60 㻡㻘1㻤㻠 㻡㻘1㻤㻠 㻟㻘110 6㻘㻠㻤0 1㻠㻘㻣60

㎰業⸆㈝ 㻤㻘1㻡㻡 㻤㻘1㻡㻡 㻤㻘1㻡㻡 1㻘㻡00 㻤㻘1㻡㻡

ග⇕ື力㈝ 㻟㻘㻣㻡1 㻟㻘㻣㻡1 㻟㻘㻣㻡1 㻟㻘㻣㻡1 2㻘216

ㅖᮦ料㈝ 2㻘㻠1㻠 2㻘㻠1㻠 2㻘㻠1㻠 2㻥㻘㻤16 2㻘㻠1㻠 㻟㻘1㻡0

ಟ⧋㈝ 6㻘㻟62 6㻘㻟62 6㻘㻟62 6㻘㻟62

㈤料料㔠 1㻤㻘0㻡1 1㻤㻘0㻡1 2㻤㻘000 2㻘㻥㻠0

地代 10㻘000 10㻘000 10㻘000 10㻘000 10㻘000 10㻘000 10㻘000 10㻘000 0

その（∾ᰙ資ᮦ等） 㻟㻘㻡㻟0 㻟㻘㻡㻟0 1㻘㻣6㻡 㻡㻘616 㻡㻘616 㻡㻘616 㻠㻘㻟20

ୖグ㈝用ィ：㻮（㻛10㼍） 6㻟㻘02㻡 6㻟㻘02㻡 㻤0㻘22㻣 㻠㻤㻘1㻣㻡 2㻟㻘㻥㻣㻡 21㻘661 2㻡㻘㻠㻡㻣 㻡㻠㻘㻣㻤2 10㻘㻟2㻠

益ಀ数：㻭㻙㻮（༓㻛10㼍） 㻣㻟㻚㻡 㻣2㻚㻟 㻙㻟2㻚2 㻙㻠㻚2 㻤㻚0 10㻚㻟 1㻥㻚㻣

┤᥋ᨭᡶ付㔠䡡産地資㔠 0 0 0 0

䚷ྠ・ᡓ␎作物ຓᡂ 㻟㻡㻘000 0 0 0 0 㻟㻡㻘000

㎰作業労働時間㻔時間㻛10㼍㻕 2㻡㻚㻤 2㻡㻚㻤 2㻟㻚0 㻡0㻚㻠 11㻚㻠 㻣㻚㻡 10㻚㻠 21㻚㻤 㻤㻚㻡2

䛖ちᨺ∾⟶理（時間㻛10㼍） 㻤㻚㻠 6㻚㻠

ὀ：䠍）ᨺ∾飼料作の␎グは、㻵㻾㻦䜲タ䝸アンラ䜲䜾ラス、㻹㻵㻦᱂ᇵ䝡䜶、㻮㻳：䝞ヒア䜾ラス、㻲㻷㻦飼料用䜿䞊䝹、㻲㻾：飼料用䜲ネ。

䚷䚷䠏）㼃㻯㻿用✄や∾ⲡの᥇ⲡཬびᨺ∾は経営ෆ用であるが、収益ᛶをẚ㍑䛧てぢるため᥇ⲡ䛧た飼料作物の༢౯を㻠0㻛㼗㼓、1᪥の飼料㈝を㻠00と䛧
て♧䛧ている。

䚷䚷４）主食用米、㓇㐀ዲ㐺米の㈤料は⇱調〇ጤク㈝、㼃㻯㻿用✄の㈤料は収穫調〇ጤク㈝。

付⾲䠍䚷ᅵ地用㒊㛛ูの収ᨭ䡡労働時間

11～2᭶

120

㻠00

㻠㻤㻘000

6㻚㻠

1㻥㻚6

ᨺ∾飼料

䚷䚷䠎）㼃㻯㻿用✄や∾ⲡの༢収は物収量、᳝Ⲗの༢収は⇱収量である。

（10㼍あたり）

䚷䚷䠒）┤᥋ᨭᡶい付㔠䡡産地資㔠は、現行ではẟ作ຓᡂ、⪔␆㐃ᦠຓᡂそれ䛮れ10༓๓ᚋが付䛥れているが、経営ィ画モ䝕䝹では産地資㔠
はないものと䛧て試⟬。ྠ䡡ᡓ␎作物ຓᡂは現行では、✄㼃㻯㻿生産㻤0༓、そのの飼料作物㻔ᨺ∾をྵ䜐㻕㻟㻡༓が付䛥れているが、モ䝕䝹では飼料
䜲ネ（✄㼃㻯㻿をྵ䜐㻕の作付䛡にᑐ䛧てのみ㻟㻡༓付䛩るものと䛧て試⟬。

䚷䚷䠔）ฟ：水✄ཬび∾ⲡ᥇ⲡの収量䡡㈝用䡡労働時間は㻷㞟ⴠ営㎰法人の㞟ィ್。ᨺ∾の∾㣴力、䛛る㈝用、労働時間はⲈᇛ┴㻿∾場の実⦼್。飼
料用䜿䞊䝹は䝙䝳䞊䝆䞊ラン䝗の実⦼を基に䛧たཧ⪃್。ཎᮌ᳝Ⲗは大ศ┴㻻㎰ᅬのศᯒ್である。

䚷䚷䠓）㻲㻾は㻲㻷の10ศの1の量を⿵ຓ飼料と䛧て᱂ᇵ䛧ᨺ∾用。益ಀ数は୧飼料の㈝用をᣨศ䛧て♧䛩。

䚷䚷䠑）∾ⲡの᥇ⲡには、ୖグ㈝用の䜋䛛に小ᆺロ䞊䝹䜉䞊ラ䞊ཬびラ䝑䝢ン䜾機のൾ༷㈝2㻤6༓をィୖ䛩る。㻮㻳ⲡ地䜈の䠥䠮の不⪔㉳播種ཬび䠢䠧の播
種には不⪔㉳播種機を用䛩るものと䛧、機Ეൾ༷㈝㻠00༓をィୖ䛩る。
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（㻛⦾Ṫ∵1㢌㻛年）

㻤䛛᭶ ࿘年
ᨺ∾ⲡ種 㻵㻾㻛㻹㻵 㻮㻳㻛㻵㻾

㻟㻙㻥᭶ 㻟㻙10᭶ ࿘年 ࿘年

2㻥㻚㻟 6㻣㻚1 100 100

Ꮚ∵生産⋡（䠂） 㻥0
⦾Ṫ∵౪用年数㻔年） 㻣
ẕ∵にᑐ䛩るᏊ∵㈍⋡（䠂） 㻣㻣㻚1
ྠ䚷経産∵㈍⋡（䠂） 12㻚㻥
Ꮚ∵༢౯（༓） 㻡21
経産∵༢౯（༓） 200

⢒収益：㻭（༓㻛㢌） 㻠2㻤 㻠2㻤 㻠2㻤 㻠2㻤 㻠2㻤
種代・種付料（㻛㢌） 1㻥㻘1㻥㻡 1㻥㻘1㻥㻡 1㻥㻘1㻥㻡 1㻥㻘1㻥㻡 1㻥㻘1㻥㻡
飼料㈝㻛ぶ∵䡡⢒飼料 11㻥㻘㻡1㻡 㻤㻡㻘1㻟㻠 㻟㻥㻘2㻥㻟 6㻘000 6㻘000
飼料㈝㻛ぶ∵䡡⃰ཌ飼料 2㻥㻘100 2㻥㻘100 21㻘㻥00 21㻘㻥00 21㻘㻥00
飼料㈝㻛Ꮚ∵䡡⢒飼料 㻠2㻘㻠㻠㻡 㻠2㻘㻠㻠㻡 㻠2㻘㻠㻠㻡 㻠2㻘㻠㻠㻡 1㻟㻘㻥㻡㻡
飼料㈝㻛Ꮚ∵䡡⃰ཌ飼料 㻠2㻘000 㻠2㻘000 62㻘000 㻠2㻘000 㻠2㻘000
ᩜ料㈝ 㻥㻘1㻥6 6㻘㻡00 㻟㻘02㻟 0 0
ග⇕水料ཬびື力㈝ 㻤㻘㻡㻤2 㻤㻘㻡㻤2 㻤㻘㻡㻤2 㻤㻘㻡㻤2 㻤㻘㻡㻤2
⋇་ᖌ料䡡་⸆品㈝ 20㻘㻠6㻡 20㻘㻠6㻡 20㻘㻠6㻡 20㻘㻠6㻡 20㻘㻠6㻡
㈤料䡡料㔠 12㻘2㻥㻡 12㻘2㻥㻡 12㻘2㻥㻡 12㻘2㻥㻡 12㻘2㻥㻡
ᘓ物䡡㌴୧䡡㎰機ල㈝ 㻟2㻘㻣㻠㻥 㻟2㻘㻣㻠㻥 㻟2㻘㻣㻠㻥 1㻤㻘㻟6㻤 1㻤㻘㻟6㻤
その 10㻘㻟㻡2 10㻘㻟㻡2 10㻘㻟㻡2 10㻘㻟㻡2 10㻘㻟㻡2

ୖグ㈝用ィ：㻮（༓㻛㢌） 㻟㻠㻡㻘㻤㻥㻠 㻟0㻤㻘㻤1㻣 2㻣2㻘2㻥㻥 201㻘602 1㻣㻟㻘112
益ಀ数：㻭㻙㻮（༓㻛㢌） 㻤2 11㻥 1㻡㻡 226 2㻡㻡
飼㣴⟶理労働（時間） 㻣㻤 6㻥 㻡㻣 㻠6 2㻥

࿘年⯋飼

ᨺ∾期間

⦾Ṫ∵に༨めるᨺ∾∵のྜ㻔㻑㻕

付⾲䠎䚷␆産㒊㛛の収ᨭ・労働時間

⦾Ṫ∵のᐃ⨨ᨺ∾ ぶᏊ࿘年
ᨺ∾

ὀ：飼料㈝௨外の㈝用は㎰ᯘ水産┬䛂␆産物生産㈝⤫ィ䛃の䛄201㻣年ᗘᏊ∵生産㈝䛅を⦾Ṫ∵1㢌ᙜたりに
⟬䛧たものである。⦾Ṫ㞤∵は⮬ᐙಖ␃が୍⯡ⓗな䛣と䛛䜙、⦾Ṫ㞤∵ൾ༷㈝はィୖ䛫ず、⦾Ṫ∵を㻣年で᭦᪂
䛩るものと䛧てୖにᫎ䛥䛫ている。飼料㈝はὶ㏻飼料౯᱁と⦾Ṫ∵ཬびᏊ∵の飼料せồ量、ᨺ∾期間䛛䜙
ィ⟬䛧た。ᩜ料㈝、ᘓ物䡡㌴୧䡡㎰機ල㈝もᨺ∾期間等にᛂじて⟬ᐃ䛧た。飼㣴⟶理労働は、飼料生産ཬびᨺ
∾⟶理作業を㝖く。

ዷፎ∵の
⛣ືᨺ∾

㻮㻳㻛㻵㻾㻗㻲㻷㻗㻲㻾

ྠᕥ ྠᕥ ྠᕥ ྠᕥ

主食用米 㓇㐀ዲ㐺米 ✄㼃㻯㻿 ᥇ⲡ ⇱᳝Ⲗ

（コシヒカ䝸） （ඵ㘊） （たち䛩ず䛛） （㻵㻾㻗㻹㻵） （㻵㻾㻛㻹㻵） （㻮㻳㻛㻵㻾㻕 （㻲㻷） 㻔㻲㻾㻕 （ཎᮌ᱂ᇵ）

༢収・∾㣴力（㼗㼓・㻯㻰㻛10㼍） 㻡㻠6 㻡6㻠 1㻘200 1㻘100 㻤0 㻤0 㻣㻚㻡

༢౯（㻛㼗㼓・㻯㻰） 2㻡0 2㻠0 㻠0 㻠0 㻠00 㻠00 㻠㻘000

ᨺ∾用ྍ能期間 㻟～㻥᭶ 㻟～10᭶

⢒収益：㻭（㻛10㼍） 1㻟6㻘㻡00 1㻟㻡㻘㻟60 㻠㻤㻘000 㻠㻠㻘000 㻟2㻘000 㻟2㻘000 㻟0㻘000

種ⱑ㈝ 2㻘1㻠㻟 2㻘1㻠㻟 㻡㻘020 㻟㻘1㻣㻡 㻟㻘1㻣㻡 2㻘㻥㻟㻡 1㻘㻤61 㻡㻘020 2㻘01㻤

⫧料㈝ 㻤㻘61㻥 㻤㻘61㻥 1㻠㻘㻣60 㻡㻘1㻤㻠 㻡㻘1㻤㻠 㻟㻘110 6㻘㻠㻤0 1㻠㻘㻣60

㎰業⸆㈝ 㻤㻘1㻡㻡 㻤㻘1㻡㻡 㻤㻘1㻡㻡 1㻘㻡00 㻤㻘1㻡㻡

ග⇕ື力㈝ 㻟㻘㻣㻡1 㻟㻘㻣㻡1 㻟㻘㻣㻡1 㻟㻘㻣㻡1 2㻘216

ㅖᮦ料㈝ 2㻘㻠1㻠 2㻘㻠1㻠 2㻘㻠1㻠 2㻥㻘㻤16 2㻘㻠1㻠 㻟㻘1㻡0

ಟ⧋㈝ 6㻘㻟62 6㻘㻟62 6㻘㻟62 6㻘㻟62

㈤料料㔠 1㻤㻘0㻡1 1㻤㻘0㻡1 2㻤㻘000 2㻘㻥㻠0

地代 10㻘000 10㻘000 10㻘000 10㻘000 10㻘000 10㻘000 10㻘000 10㻘000 0

その（∾ᰙ資ᮦ等） 㻟㻘㻡㻟0 㻟㻘㻡㻟0 1㻘㻣6㻡 㻡㻘616 㻡㻘616 㻡㻘616 㻠㻘㻟20

ୖグ㈝用ィ：㻮（㻛10㼍） 6㻟㻘02㻡 6㻟㻘02㻡 㻤0㻘22㻣 㻠㻤㻘1㻣㻡 2㻟㻘㻥㻣㻡 21㻘661 2㻡㻘㻠㻡㻣 㻡㻠㻘㻣㻤2 10㻘㻟2㻠

益ಀ数：㻭㻙㻮（༓㻛10㼍） 㻣㻟㻚㻡 㻣2㻚㻟 㻙㻟2㻚2 㻙㻠㻚2 㻤㻚0 10㻚㻟 1㻥㻚㻣

┤᥋ᨭᡶ付㔠䡡産地資㔠 0 0 0 0

䚷ྠ・ᡓ␎作物ຓᡂ 㻟㻡㻘000 0 0 0 0 㻟㻡㻘000

㎰作業労働時間㻔時間㻛10㼍㻕 2㻡㻚㻤 2㻡㻚㻤 2㻟㻚0 㻡0㻚㻠 11㻚㻠 㻣㻚㻡 10㻚㻠 21㻚㻤 㻤㻚㻡2

䛖ちᨺ∾⟶理（時間㻛10㼍） 㻤㻚㻠 6㻚㻠

ὀ：䠍）ᨺ∾飼料作の␎グは、㻵㻾㻦䜲タ䝸アンラ䜲䜾ラス、㻹㻵㻦᱂ᇵ䝡䜶、㻮㻳：䝞ヒア䜾ラス、㻲㻷㻦飼料用䜿䞊䝹、㻲㻾：飼料用䜲ネ。

䚷䚷䠏）㼃㻯㻿用✄や∾ⲡの᥇ⲡཬびᨺ∾は経営ෆ用であるが、収益ᛶをẚ㍑䛧てぢるため᥇ⲡ䛧た飼料作物の༢౯を㻠0㻛㼗㼓、1᪥の飼料㈝を㻠00と䛧
て♧䛧ている。

䚷䚷４）主食用米、㓇㐀ዲ㐺米の㈤料は⇱調〇ጤク㈝、㼃㻯㻿用✄の㈤料は収穫調〇ጤク㈝。

付⾲䠍䚷ᅵ地用㒊㛛ูの収ᨭ䡡労働時間

11～2᭶

120

㻠00

㻠㻤㻘000

6㻚㻠

1㻥㻚6

ᨺ∾飼料

䚷䚷䠎）㼃㻯㻿用✄や∾ⲡの༢収は物収量、᳝Ⲗの༢収は⇱収量である。

（10㼍あたり）

䚷䚷䠒）┤᥋ᨭᡶい付㔠䡡産地資㔠は、現行ではẟ作ຓᡂ、⪔␆㐃ᦠຓᡂそれ䛮れ10༓๓ᚋが付䛥れているが、経営ィ画モ䝕䝹では産地資㔠
はないものと䛧て試⟬。ྠ䡡ᡓ␎作物ຓᡂは現行では、✄㼃㻯㻿生産㻤0༓、そのの飼料作物㻔ᨺ∾をྵ䜐㻕㻟㻡༓が付䛥れているが、モ䝕䝹では飼料
䜲ネ（✄㼃㻯㻿をྵ䜐㻕の作付䛡にᑐ䛧てのみ㻟㻡༓付䛩るものと䛧て試⟬。

䚷䚷䠔）ฟ：水✄ཬび∾ⲡ᥇ⲡの収量䡡㈝用䡡労働時間は㻷㞟ⴠ営㎰法人の㞟ィ್。ᨺ∾の∾㣴力、䛛る㈝用、労働時間はⲈᇛ┴㻿∾場の実⦼್。飼
料用䜿䞊䝹は䝙䝳䞊䝆䞊ラン䝗の実⦼を基に䛧たཧ⪃್。ཎᮌ᳝Ⲗは大ศ┴㻻㎰ᅬのศᯒ್である。

䚷䚷䠓）㻲㻾は㻲㻷の10ศの1の量を⿵ຓ飼料と䛧て᱂ᇵ䛧ᨺ∾用。益ಀ数は୧飼料の㈝用をᣨศ䛧て♧䛩。

䚷䚷䠑）∾ⲡの᥇ⲡには、ୖグ㈝用の䜋䛛に小ᆺロ䞊䝹䜉䞊ラ䞊ཬびラ䝑䝢ン䜾機のൾ༷㈝2㻤6༓をィୖ䛩る。㻮㻳ⲡ地䜈の䠥䠮の不⪔㉳播種ཬび䠢䠧の播
種には不⪔㉳播種機を用䛩るものと䛧、機Ეൾ༷㈝㻠00༓をィୖ䛩る。
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第６章 ⫗⏝∵⦾Ṫ経営モデル（ᐙ᪘経営） 

千田雅之

１㸬基本ⓗ⪃࠼方－࿘年ぶᏊᨺ∾による⦾Ṫ経営モデル策定の⫼ᬒ－ 

１）⫗⏝∵⦾Ṫ経営のၥ題Ⅼ 

２）⦾Ṫ経営のၥ題解決の方向 

２㸬モデルの構⠏ 

１）モデルの⣲ᮦ－࿘年ぶᏊᨺ∾によるపコスト㺃㧗┈⦾Ṫ経営－ 

２）⦾Ṫ経営のၥ題解決に開発ᑟධのᮇᚅされる技術 

３）将来モデルのᯟ⤌ࡳ 

３㸬モデルの計測⤖ᯝ 

４㸬要約と⪃ᐹ－㧗┈⦾Ṫ経営モデル実現に必要な研究開発課題と経営ᑐᛂ－ 

１）ᨺ∾⏝地のᅋ地 

２）㔛山➼でのⲡ地造成のᨭ、林業部門との連携な 

３）ⲡ地管理㺃㣫料⏕産の分業とコントラクター➼との連携システムの構⠏ 

４）࿘年ᨺ∾を可能にするᏘᨺ∾㣫料の開発 

５）ᨺ∾㣫料のᏘ⠇変にᑐᛂした適ษな⿵ຓ㣫料の設計 

６）⫱成∵の集約ᨺ∾の有ຠᛶの᳨ド 

７）┬ຊⓗなಶయ報の集、ಶయ管理方法の開発 

８）ᨺ∾㣫㣴を前提としたᐙ␆のᨵⰋ 

㸯㸬ᇶᮏⓗ⪃࠼᪉㸫࿘ᖺぶᏊᨺ∾ࡿࡼ⦾Ṫ⤒Ⴀࣔࣝࢹ⟇ᐃࡢ⫼ᬒ㸫 

㸯）⫗用∵⦾Ṫ⤒Ⴀࡢၥ㢟Ⅼ 

␆産統計ㄪᰝによれࢃ、ࡤが国の⦾Ṫ経営（一㈏経営をྵࡴ）は 2008 年の約 80 千から 2018 年

の約 48 千経営యに 4 もῶᑡし、⫧⫱⣲∵⏕産の基┙となる 2 ṓ௨ୖの⦾Ṫ㞤∵㢌ᩘも 571 千㢌

から 517 千㢌に約 1 ῶᑡするな、⦰小ഴ向にṑṆࡵがからない。そのな理⏤は⏕産ᛶࡸ

┈ᛶのపさにある。 

たとࡤ࠼、和Ꮚ∵価格が 1 㢌あたり 30㹼40 で推⛣し、㍺ධ㣫料価格の㧗㦐した 2008㹼2011

年には、ᐙ᪘ປാ報㓘を産ࡳ出ࡏない規ᶍの大小をၥࢃず┈ᛶはᝏしていたのである。

2013 年௨㝆、Ṕྐୖ㢮を見ない和Ꮚ∵価格の㧗㦐によりその┈ᛶは著しࡃᨵၿしているが、㐣

ཤの和Ꮚ∵価格の推⛣から、60 を㉸す価格が長ࡃ続ࡃことは⪃࠼㞴い。そこで、⫗⏝Ꮚ∵⏕

産者⿵給㔠制度のಖド基‽価格 531 千のもとで、⦾Ṫ∵ 1 㢌あたりປാ報㓘を計⟬すると約 13

である。統計によれࡤ 1 㢌のᏊ∵⏕産に要するປാ間は、そのぶ∵ࡸ⮬給㣫料⏕産をྵࡵ

128 間、50 㢌௨ୖの大規ᶍ経営でも約 80 間を要している。1 人の年間ປാ間を 1�800 間

とすると、平ᆒで⦾Ṫ∵ 14 㢌、大規ᶍ経営でも 22 㢌⛬度しか㣫㣴できない。したがࡗて、1人あ

たり年間のປാ報㓘は 180㹼280 にとࡲる。現⾜の⦾Ṫ経営は┈ᛶのపい営農部門とゝࢃ

 。るを得ないࡊ

㸨西日本農業研究センター 
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このきࡵࢃてపい┈ᛶは、㧗い⏕産コストとపいປാ⏕産ᛶによる。すなࡕࢃᏊ∵ 1 㢌の⏕

産㈝はປാ㈝をྵࡵ、平ᆒ 576 千、大規ᶍ経営でも 474 千に達する（ᅗ１）。このコストの 7

௨ୖを㣫料・ᩜ料㈝とປാ㈝が༨ࡵる。ࡲたປാ間の内ヂを見ると㣫料のㄪ理・給とཕ⫧

のᦙ出・ฎ理（ᐙ␆ࡏつ≀のฎ理）がປാ間の約 7を༨ࡵる（ᅗ２）。したがࡗて、┈ᛶ

ᨵၿには㣫料㈝のపῶと給㣵ࡸࡏつ≀ฎ理の┬ຊが重要なポイントとなる。なお近年、⦾Ṫ

∵の分ፔ間㝸がᘏࡧていることから、その▷⦰（⦾Ṫ⋡のᨵၿ）もᏊ∵⏕産コストのపῶཬࡧ⦾

Ṫ経営の┈ᨵၿに重要な課題である。 

㸰）⦾Ṫ⤒Ⴀࡢၥ㢟ゎỴࡢ᪉ྥ 

これらの課題解決として、農政では 2 つの方向が推進されている。一つは、設集約型の分業

型の⏕産システムである。⦾Ṫ、့⫱⫱成、⢒㣫料⏕産、T05 㣫料ㄪ〇に分業をᅗり、⦾Ṫ部門

は 500 㢌規ᶍの大型の⦾Ṫ∵㣫㣴設で、⦾Ṫ管理に集中し、⦾Ṫ⋡とປാ⏕産ᛶを㧗ࡵるとゝ

なり設ᢞ資のቑຍをకࡃて㧗ࡗ࠼し、この⏕産システムでは、㣫料㈝はかࡔものである。た࠺

 。࠺

も࠺一つの方向は、中山間地域➼でၥ題となࡗている㐟ఇ農林地をά⏝したᨺ∾㣫㣴のᣑで

ある。ᨺ∾㣫㣴は、∵⮬యに∾ⲡ➼を直᥋᥇㣗さࡏᨺ∾地にࡏつさࡏるたࡵ、᥇ⲡࡸ給㣵、

の┬ຊⓗな管理が可能となり、㣫料㈝もపῶできる。その⤖ᯝ、㣫㣴∵、ࡃつ≀ฎ理作業はなࡏ

規ᶍのᣑ大と⏕産コストのపῶ、┈ᛶの向ୖがはかれ、農林地の有ຠά⏝にもᐤすることが

ᮇᚅされる。 

ᨺ∾㣫㣴は௨前からබඹ∾場ࡸ∾野で⾜ࢃれてきたが、その㠃✚ࡸ⏝者は年ࠎῶᑡしている。

方、∵⯋近ࡃの⪔作ᨺᲠ地ࡸ水田、㔛山でのᨺ∾（⾜政ではබඹ∾場のᨺ∾と༊ูするたࡵ、

「経営内ᨺ∾」と⛠する）がቑຍしつつある。その理⏤は、∾野➼では⏝料㔠ࡸⲡ地⥔持のた

範ᅖでᨺ∾∵のࡃのにᑐして、経営内ᨺ∾では、ẚ㍑ⓗ┠の⾜きᒆ࠺の出ᙺ作業➼の㈇ᢸをకࡵ

㣫料・
ᩜ料㈝

ປാ㈝

✀料㺃⋇་ᖌ料・
་⸆ရ㈝

⦾Ṫ∵ൾ༷㈝

その

ᘓ≀・㌴୧㺃
農機ල㈝

Ꮚ∵⏕産㈝：

576千

（⦾Ṫ∵50㢌௨ୖ：

474千）

ᅗ１ Ꮚ∵⏕産㈝の構成（2017年度）

出：農林水産┬「␆産≀⏕産㈝統計」
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出：農林水産┬「␆産≀⏕産㈝統計」

第６章 ⫗⏝∵⦾Ṫ経営モデル（ᐙ᪘経営） 

千田雅之

１㸬基本ⓗ⪃࠼方－࿘年ぶᏊᨺ∾による⦾Ṫ経営モデル策定の⫼ᬒ－ 

１）⫗⏝∵⦾Ṫ経営のၥ題Ⅼ 

２）⦾Ṫ経営のၥ題解決の方向 

２㸬モデルの構⠏ 

１）モデルの⣲ᮦ－࿘年ぶᏊᨺ∾によるపコスト㺃㧗┈⦾Ṫ経営－ 

２）⦾Ṫ経営のၥ題解決に開発ᑟධのᮇᚅされる技術 

３）将来モデルのᯟ⤌ࡳ 

３㸬モデルの計測⤖ᯝ 

４㸬要約と⪃ᐹ－㧗┈⦾Ṫ経営モデル実現に必要な研究開発課題と経営ᑐᛂ－ 

１）ᨺ∾⏝地のᅋ地 

２）㔛山➼でのⲡ地造成のᨭ、林業部門との連携な 

３）ⲡ地管理㺃㣫料⏕産の分業とコントラクター➼との連携システムの構⠏ 

４）࿘年ᨺ∾を可能にするᏘᨺ∾㣫料の開発 

５）ᨺ∾㣫料のᏘ⠇変にᑐᛂした適ษな⿵ຓ㣫料の設計 

６）⫱成∵の集約ᨺ∾の有ຠᛶの᳨ド 

７）┬ຊⓗなಶయ報の集、ಶయ管理方法の開発 

８）ᨺ∾㣫㣴を前提としたᐙ␆のᨵⰋ 

㸯㸬ᇶᮏⓗ⪃࠼᪉㸫࿘ᖺぶᏊᨺ∾ࡿࡼ⦾Ṫ⤒Ⴀࣔࣝࢹ⟇ᐃࡢ⫼ᬒ㸫 

㸯）⫗用∵⦾Ṫ⤒Ⴀࡢၥ㢟Ⅼ 

␆産統計ㄪᰝによれࢃ、ࡤが国の⦾Ṫ経営（一㈏経営をྵࡴ）は 2008 年の約 80 千から 2018 年

の約 48 千経営యに 4 もῶᑡし、⫧⫱⣲∵⏕産の基┙となる 2 ṓ௨ୖの⦾Ṫ㞤∵㢌ᩘも 571 千㢌

から 517 千㢌に約 1 ῶᑡするな、⦰小ഴ向にṑṆࡵがからない。そのな理⏤は⏕産ᛶࡸ

┈ᛶのపさにある。 

たとࡤ࠼、和Ꮚ∵価格が 1 㢌あたり 30㹼40 で推⛣し、㍺ධ㣫料価格の㧗㦐した 2008㹼2011

年には、ᐙ᪘ປാ報㓘を産ࡳ出ࡏない規ᶍの大小をၥࢃず┈ᛶはᝏしていたのである。

2013 年௨㝆、Ṕྐୖ㢮を見ない和Ꮚ∵価格の㧗㦐によりその┈ᛶは著しࡃᨵၿしているが、㐣

ཤの和Ꮚ∵価格の推⛣から、60 を㉸す価格が長ࡃ続ࡃことは⪃࠼㞴い。そこで、⫗⏝Ꮚ∵⏕

産者⿵給㔠制度のಖド基‽価格 531 千のもとで、⦾Ṫ∵ 1 㢌あたりປാ報㓘を計⟬すると約 13

である。統計によれࡤ 1 㢌のᏊ∵⏕産に要するປാ間は、そのぶ∵ࡸ⮬給㣫料⏕産をྵࡵ

128 間、50 㢌௨ୖの大規ᶍ経営でも約 80 間を要している。1 人の年間ປാ間を 1�800 間

とすると、平ᆒで⦾Ṫ∵ 14 㢌、大規ᶍ経営でも 22 㢌⛬度しか㣫㣴できない。したがࡗて、1人あ

たり年間のປാ報㓘は 180㹼280 にとࡲる。現⾜の⦾Ṫ経営は┈ᛶのపい営農部門とゝࢃ

 。るを得ないࡊ

㸨西日本農業研究センター 
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管理が可能であり、⛣設の⡆᫆な㟁Ẽ∾ᰙのᬑཬにより∾ᰙ➼の設⨨㺃ಟ⧋㈝⏝が㣕㌍ⓗにపῶし

ていることが大きい。 

とはゝ࠼、⫗∵経営のᨺ∾実⋡は 13.3㸣、ᨺ∾ᑐ㇟となりࡸすい⦾Ṫ∵のᨺ∾実⋡は

18.9㸣にとࡲり、10 年前とẚてそれቑຍしていない。ࡲた、⪔作ᨺᲠ地ࡸ水田でのᨺ∾

㠃✚は 9�566ha（平成 29 年度、農林水産┬⏕産ᒁㄪᰝ）であり、40  ha を㉸す⪔作ᨺᲠ地㠃✚

のᏑᅾにᑐして、ࢃずかな㠃✚にとࡲる。⏝可能な土地資※ࡸᨺ∾㣫㣴可能な∵が㇏ᐩにあ

り、そのຠᯝがᮇᚅされているにもかかࢃらず、ᨺ∾のᬑཬが㐜ࠎとしているのはなࡐであ࠺ࢁ

か。 

その一つはᨺ∾実㊶経営において、必ずしもᮇᚅされるຠᯝが得られていないⅬがᣦされる。

一⯡ⓗなᨺ∾方ᘧは、分ᩓする」ᩘの小⪔地をᑐ㇟に、⦾Ṫ∵のࡕ࠺ዷፎ☜ㄆ∵に㝈ࡗて、5 月㹼

10 月の間、2㹼3 㢌ずつ 1㹼2 か月⛬度ᨺ∾し、可㣗ⲡがなࡃなれูࡤのᅡ場に∵を⛣動さࡏる、

いࡺࢃる小規ᶍ⛣動・Ꮨ⠇ᨺ∾が一⯡ⓗである。 

この小規ᶍ⛣動・Ꮨ⠇ᨺ∾では、年間のᨺ∾ᘏ㢌ᩘは、㣫㣴㢌ᩘの 10㹼20㸣にとࡲること

経営యのປാ、ࡵた࠺ᤕ⋓・⛣動➼の作業をకࡸ分ᩓするᨺ∾地の見回り、ᨺ∾∵の給水、ࡸ

間ࡸ⏕産コストは、࿘年⯋㣫とẚてそれ๐ῶされない。ࡲた、Ꮨは㢌⯋㣫いのたࡵ、

␆⯋も必要となる。さらに༑分な発ほᐹࡸ適ษな⦾Ṫ管理が⾜ࢃれていないたࡵ、⦾Ṫ⋡がప

 。ないࡃᏊ∵の発⫱がຎるもᑡな、ࡃ

したがࡗて、⦾Ṫ経営のప⏕産ᛶ㺃ప┈ᛶのࣞࣈークスルーには、一⯡に⾜ࢃれているዷፎ☜

ㄆ∵に㝈定した小規ᶍ⛣動㺃Ꮨ⠇ᨺ∾では㝈⏺があり、ᨺ∾ᮇ間のᘏ長ࡸᨺ∾ᑐ㇟∵のᣑ大、それ

らを可能にするⲡ地管理ࡸᨺ∾管理が必要になる。 

㸰㸬ࣔࡢࣝࢹᵓ⠏ 

㸯）ࣔࡢࣝࢹ⣲ᮦ㸫࿘ᖺぶᏊᨺ∾ࡿࡼపࢺࢫࢥ㺃㧗┈⦾Ṫ⤒Ⴀ㸫  

こ࠺したなかで、ᨺ∾によࡗて、㣕㌍ⓗな┬ຊとコストపῶをはかり、㧗┈を実現してい

る㠉新ⓗがいࡃつか現れている。その一つ大分県の ) 経営は、2005 年からⲨᗫした㔛山でᨺ

∾を基本にᤣ࠼た⫗⏝∵⦾Ṫを開ጞし、これࡲでに 3 ⟠所 22ha の㔛山にⲡ地を造成し、現ᅾ、⦾

Ṫ∵ 45 㢌を㣫㣴する。 

) 経営の㠉新ⓗなⅬは、࿘年ぶᏊᨺ∾にྲྀり⤌ࡳ、㊊する㣫料は⮬ᐙ⏕産ࡏずእ部㉎ධしてい

るⅬにある。設は⿵ຓ㣫料の給と∵のほᐹをᐜ᫆にするたࡵのቨのない管理Ჷのࡳで、∵⯋

機械を持たない。それにより、国平ᆒよりࡸの農業設トラクターなࡸሁ⫧⯋、モアࡸ 7 

の作業ປാの┬ຊと約 3 の≀㈈㈝పῶを実現している。ࡲた、分ፔ間㝸は 383 日と▷ࡃ、ᨺ

∾㣫㣴でప下しがࡕな⦾Ṫ⋡も㧗い水‽を☜ಖし、水田ᨺ∾のよ࠺なຓ成㔠をཷけることなしに

㧗い┈ᛶを達成している（ᅗ３）。 

この࿘年ぶᏊᨺ∾の⏕産管理と経営成ᯝは、ձᨺ∾⏝地のᅋ地による定⨨ᨺ∾、ղᛴഴᩳの

㔛山で㧗い∾㣴ຊを⥔持する∾場のࣞイアウトとᬮ地型Ọ年⏕ⲡ✀によるⲡ地造成、ճ1 日 2 回
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の集␆とಶయほᐹ（ᗣ≧ែ、発、分ፔな）、մコントラクターとの連携によるᏘ⢒㣫料（✄

:&S）の☜ಖにより達成されていると⪃࠼られる。

㸰）⦾Ṫ⤒Ⴀࡢၥ㢟ゎỴ㛤Ⓨᑟධࡢᮇᚅࡿࢀࡉᢏ⾡

) 経営の⏕産管理技術と経営成ᯝから、⦾Ṫ経営の⏕産ᛶ㺃┈ᛶᨵၿに㢧著なຠᯝのᮇᚅされ

る技術ࡸ経営ᑐᛂとして௨下の㡯┠があࡆられる。 

（１）ᬮ地型Ọ年⏕∾ⲡのᑟධによるⲡ地造成の┬ຊとኟᏘ可㣗ⲡ㔞の安定 

㛵ᮾ௨西の経営内ᨺ∾実経営のከࡃは、イタリ

アンライグラス（I5）と᱂ᇵビ࢚（0I）の 2 ẟ作に

よるᨺ∾ⲡ地管理が⾜ࢃれている。この方ᘧは、3 月

中᪪㹼10月中᪪の7か月間のᨺ∾㣫料を可能にする

が、年 2 回の✀作業が必要なこと、∾ⲡ成長のᏘ

⠇変が著しࡃኟᏘの可㣗ⲡ㔞が㊊するな、一

定㢌ᩘのᨺ∾∵を連続して㣫㣴し㞴い➼のၥ題があ

る。そこで、ᨺ∾向きの∾ⲡ✀としてኟᏘ成長が᪲

┒なバࣄアグラス（%G）➼のᬮ地型Ọ年⏕∾ⲡ（ᅗ

４）のᑟධが່ࡵられる。そのⅬは、一度✀し

造成できれࡤẖ年の✀作業が要となること、5 月㹼10 月ᮎࡲで可㣗ⲡ㔞のẚ㍑ⓗ安定した౪

給が可能であることがあࡆられる。たࡔし、%G はᨺ∾を続けないと、㞧ⲡධࡸႴዲᛶప下をᣍ

 。られるࡵことから、ᨺ∾⏝地をᅋ地し定⨨（連続）ᨺ∾することがồࡃ

（２）Ꮨᨺ∾㣫料の開発ᑟධによるᨺ∾ᮇ間のᘏ長、࿘年ᨺ∾య⣔の☜❧ 

ୖ㏙のバࣄアグラスによる可㣗ⲡの౪給ᮇ間は 5 月ୖ᪪から 11 月ୖ᪪㡭ࡲでの 6 か月間にと

でᅡ場にストックし、ᨺ∾⏝の可能な㣫ࡲに、Ꮨࡵる。可㣗ⲡの౪給ᮇ間をᘏ長するたࡲ

料作≀のᑟධが必要である。ᐮ地型∾ⲡ地において、⛅のᨺ∾を᥍࠼Ꮨᨺ∾⏝に∾ⲡをストッ

クする方法(AS3:Autumn Saved 3asture)もあるがⲡ㔞は㝈られる。そこで、ニュージーランドで

ᅗ４ Ọ年⏕∾ⲡバࣄアグラスⲡ地による)経

営の㔛山でのᨺ∾。 

䠄㧗┈䜢䜒䛯ら䛩⏕⏘⟶⌮䠅

䠄㧗┈の要ᅉ䠅

㧗䛔⦾Ṫ⋡の☜ಖ
䠄ศፔ㛫㝸㻟㻤㻟᪥䠅

䠄ᅜᖹᆒ㻠㻜㻢᪥䠅

సᴗປാの┬ຊ
ᛴഴᩳ䛻㐺䛧䛯ⲡ✀の㐀ᡂと∾㣴ຊの⥔ᣢ
⟶⌮

䠄㻝㢌䛒䛯䜚㻟㻤㛫䠅 䞉Ọᖺᛶ∾ⲡ䛂䝞䝠䜰䜾䝷䝇䛃䛻よるⲡᆅ㐀ᡂ

䠄ᅜᖹᆒ㻝㻞㻤㛫䠅

≀㈈㈝పῶ

䠄㻝㢌䛒䛯䜚㻞㻣㻟༓䠅

䠄ᅜᖹᆒ㻟㻥㻠༓䠅 Ỉ⏣స⤒Ⴀཬび䝁䞁䝖䝷䜽䝍䞊との連ᦠ

Ꮨ⢒㣫ᩱのእ㒊ㄪ㐩䠄᥇
ⲡసᴗ䞉ᶵᲔの๐ῶ䠅

ᅗ㻢㻙㻣䚷ᐩ㈗Ⲕᅬの⤒Ⴀᑐᛂと䚸⏕⏘⟶⌮ཬび⤒Ⴀᡂᯝの関連

䠄⤒Ⴀᡂᯝ䠅 䠄࿘ᖺぶᏊᨺ∾᪉ᘧ➼䛻よる㧗┈䜢実⌧䛩
る䛯䜑の⤒Ⴀᑐᛂと⏕⏘ᇶ┙のᵓ⠏䠅

䠍᪥䠎ᅇの㞟␆とಶయほᐹ䚸
ྍ㣗ⲡ㔞䡡ಶయの≧ែ䛻ᛂ
䛨䛯⿵ຓ㣫ᩱ➼の⤥

ᨺ∾⏝ᆅのᅋᆅ䠄䠑㼔㼍௨ୖ䠅䛻よるᐃ⨨ᨺ
∾

㧗┈ᛶ

↓␆⯋䞉࿘ᖺぶᏊᨺ∾䠄⤥
㣵䞉䛫䛴≀ฎ⌮సᴗ䚸㣫
ᩱ䡡ᩜᩱ㈝䚸タൾ༷㈝➼
のపῶ䠅 䞉ᒣ㡬㒊の⟶⌮Ჷ䛷の㞟␆䡡⤥㣵䛻よるᐙ␆

⣅ᒀのⲡᆅయ䜈の⮬↛ᣑᩓ

ᅗ３ ) 経営の⏕産管理ཬࡧ経営成ᯝの㛵連 

管理が可能であり、⛣設の⡆᫆な㟁Ẽ∾ᰙのᬑཬにより∾ᰙ➼の設⨨㺃ಟ⧋㈝⏝が㣕㌍ⓗにపῶし

ていることが大きい。 

とはゝ࠼、⫗∵経営のᨺ∾実⋡は 13.3㸣、ᨺ∾ᑐ㇟となりࡸすい⦾Ṫ∵のᨺ∾実⋡は

18.9㸣にとࡲり、10 年前とẚてそれቑຍしていない。ࡲた、⪔作ᨺᲠ地ࡸ水田でのᨺ∾

㠃✚は 9�566ha（平成 29 年度、農林水産┬⏕産ᒁㄪᰝ）であり、40  ha を㉸す⪔作ᨺᲠ地㠃✚

のᏑᅾにᑐして、ࢃずかな㠃✚にとࡲる。⏝可能な土地資※ࡸᨺ∾㣫㣴可能な∵が㇏ᐩにあ

り、そのຠᯝがᮇᚅされているにもかかࢃらず、ᨺ∾のᬑཬが㐜ࠎとしているのはなࡐであ࠺ࢁ

か。 

その一つはᨺ∾実㊶経営において、必ずしもᮇᚅされるຠᯝが得られていないⅬがᣦされる。

一⯡ⓗなᨺ∾方ᘧは、分ᩓする」ᩘの小⪔地をᑐ㇟に、⦾Ṫ∵のࡕ࠺ዷፎ☜ㄆ∵に㝈ࡗて、5 月㹼

10 月の間、2㹼3 㢌ずつ 1㹼2 か月⛬度ᨺ∾し、可㣗ⲡがなࡃなれูࡤのᅡ場に∵を⛣動さࡏる、

いࡺࢃる小規ᶍ⛣動・Ꮨ⠇ᨺ∾が一⯡ⓗである。 

この小規ᶍ⛣動・Ꮨ⠇ᨺ∾では、年間のᨺ∾ᘏ㢌ᩘは、㣫㣴㢌ᩘの 10㹼20㸣にとࡲること

経営యのປാ、ࡵた࠺ᤕ⋓・⛣動➼の作業をకࡸ分ᩓするᨺ∾地の見回り、ᨺ∾∵の給水、ࡸ

間ࡸ⏕産コストは、࿘年⯋㣫とẚてそれ๐ῶされない。ࡲた、Ꮨは㢌⯋㣫いのたࡵ、

␆⯋も必要となる。さらに༑分な発ほᐹࡸ適ษな⦾Ṫ管理が⾜ࢃれていないたࡵ、⦾Ṫ⋡がప

 。ないࡃᏊ∵の発⫱がຎるもᑡな、ࡃ

したがࡗて、⦾Ṫ経営のప⏕産ᛶ㺃ప┈ᛶのࣞࣈークスルーには、一⯡に⾜ࢃれているዷፎ☜

ㄆ∵に㝈定した小規ᶍ⛣動㺃Ꮨ⠇ᨺ∾では㝈⏺があり、ᨺ∾ᮇ間のᘏ長ࡸᨺ∾ᑐ㇟∵のᣑ大、それ

らを可能にするⲡ地管理ࡸᨺ∾管理が必要になる。 

㸰㸬ࣔࡢࣝࢹᵓ⠏ 

㸯）ࣔࡢࣝࢹ⣲ᮦ㸫࿘ᖺぶᏊᨺ∾ࡿࡼపࢺࢫࢥ㺃㧗┈⦾Ṫ⤒Ⴀ㸫  

こ࠺したなかで、ᨺ∾によࡗて、㣕㌍ⓗな┬ຊとコストపῶをはかり、㧗┈を実現してい

る㠉新ⓗがいࡃつか現れている。その一つ大分県の ) 経営は、2005 年からⲨᗫした㔛山でᨺ

∾を基本にᤣ࠼た⫗⏝∵⦾Ṫを開ጞし、これࡲでに 3 ⟠所 22ha の㔛山にⲡ地を造成し、現ᅾ、⦾

Ṫ∵ 45 㢌を㣫㣴する。 

) 経営の㠉新ⓗなⅬは、࿘年ぶᏊᨺ∾にྲྀり⤌ࡳ、㊊する㣫料は⮬ᐙ⏕産ࡏずእ部㉎ධしてい

るⅬにある。設は⿵ຓ㣫料の給と∵のほᐹをᐜ᫆にするたࡵのቨのない管理Ჷのࡳで、∵⯋

機械を持たない。それにより、国平ᆒよりࡸの農業設トラクターなࡸሁ⫧⯋、モアࡸ 7 

の作業ປാの┬ຊと約 3 の≀㈈㈝పῶを実現している。ࡲた、分ፔ間㝸は 383 日と▷ࡃ、ᨺ

∾㣫㣴でప下しがࡕな⦾Ṫ⋡も㧗い水‽を☜ಖし、水田ᨺ∾のよ࠺なຓ成㔠をཷけることなしに

㧗い┈ᛶを達成している（ᅗ３）。 

この࿘年ぶᏊᨺ∾の⏕産管理と経営成ᯝは、ձᨺ∾⏝地のᅋ地による定⨨ᨺ∾、ղᛴഴᩳの

㔛山で㧗い∾㣴ຊを⥔持する∾場のࣞイアウトとᬮ地型Ọ年⏕ⲡ✀によるⲡ地造成、ճ1 日 2 回
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開発され、ᾏእにᬑཬしているアࣈラナ科の㣫料作

≀を⏝したᏘᨺ∾（ᅗ５）のᑟධが⪃࠼られる。

ここでは、㣫料⏝ࣞーࢯ－（5(）ࣉル࢞ム（SJ）－

イタリアンライグラス（I5）の 2 年 3作による 11 月

㹼4 月のᨺ∾㣫料提౪システムを提案する（表１）。

すな11、ࡕࢃ 月㹼2 月は )5、3 月㹼4月は I5 で、そ

れࡒれの⿵ຓ㣫料(に⧄⥔※)としてࢯル࢞ム（SG）

を౪給しつつ、Ꮨから᪩春のᨺ∾を⾜࠺య⣔であ

る。これと前㏙の %G による 5 月㹼10 月のᨺ∾を⤌

て࿘年ᨺ∾య⣔がᒎᮃできるࡗることによࡏࢃྜࡳ

（ᅗ６）。 

（３）ᨺ∾ᑐ㇟∵のᣑᙇ－ぶᏊᨺ∾のᑟධ－ 

Ꮚ∵のᨺ∾は発⫱㐜ᘏࡸ、ᤕ⋓ᅔ㞴になること

から、ࢃが国では一⯡に⾜ࢃれていない。ᨺ∾しな

がらᏊ∵の発⫱を☜ಖし、㣫いの㥆⮴をᅗる

たࡵには、့⫱能ຊの㧗いぶ∵の㑅ᢤもḞかࡏな

いが、ẖ日、集␆し間近に引きᐤࡏてほᐹࡸ⿵ຓ㣫

料を給しつつᨺ∾∵とのಙ㢗㛵ಀを⠏ࡃことが

重要である（ᅗ７）。) 経営では㔛山の山㡬部に設

けた管理Ჷにẖ日ᮅኤ 2 回、ᨺ∾∵を集␆し、ス

タンࢳョン㉺しに⿵ຓ㣫料を࠼る。管理Ჷࡲで

  

5-11 月 㔛山ᨺ∾             12-4 月 水田・⏿➼のᨺ∾ 

   バࣄアグラス：50a/㢌      㣫料⏝ࣞー10：ࣉa/㢌    イタリアンライグラス：10a/㢌 

ᅗ６ 㔛山と水田を⏝し」ᩘの∾ⲡを⤌ࡏࢃྜࡳた࿘年ᨺ∾㣫㣴య⣔

ᅗ５ 㣫料⏝ࢣールによる⦾Ṫ㞤∵のᏘᨺ

∾㣫㣴（ニュージーランド） 

ᅗ７ ⡆᫆管理ᲷでのᏊ∵の⿵ຓ㣫料給と

㥆⮴。1日 2回集␆しこの⾜Ⅽを⧞り㏉すことで

㣫いと∵のಙ㢗㛵ಀが形成される 

ᆅ┠ 䠍᭶ 䠎᭶ ３᭶ 䠐᭶ 䠑᭶ 䠒᭶ 䠓᭶ 䠔᭶ 䠕᭶ 㻝㻜᭶ 㻝㻝᭶ 㻝㻞᭶

㣫ᩱ⏝䝺䞊䝥䠄㻲㻾㻕

䝋䝹䜺䝮䠄㻿㻳㻕 ✀ ✭

䜲䝍䝸䜰䞁䝷䜲䜾䝷䝇
䠄㻵㻾㻕

✀

㔛ᒣ 䝞䝠䜰䜾䝷䝇䠄㻮㻳㻕

Ỉ⏣䞉⏿

表１ࠉ春ᮇᨺ∾⏝㣫料の᱂ᇵయ⣔(２年３作：)5-SG-I5）と、࿘年ᨺ∾య⣔(%G-)5-I5)

ᨺ∾⏝

ᨺ∾⏝ᨺ∾⏝

ᨺ∾⏝

✀

⿵ຓ㣫ᩱ⿵ຓ㣫ᩱ
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ᛴഴᩳ地をⓏࡗてࡃることで∵のᗣ≧ែࡸ分ፔの有↓がᐜ᫆に☜ㄆでき、スタンࢳョン㉺しの

給㣵によࡗて、必要な㝿のᤕ⋓をᐜ᫆にし、㣗ලྜのほᐹを通してᗣ≧ែが☜ㄆされ、ᨺ∾

㣫㣴でありながら㧗い⦾Ṫ⋡が☜ಖされている。 

（４）⯋㣫㣫料の⮬給から地域産㣫料の⏝(分業) 

) 経営で㣫㣴する 45 㢌の⦾Ṫ∵のᏘ 4 か月の㣫㣴に必要な⢒㣫料は約 54t（約 5ha 分）にな

る。この⢒㣫料を☜ಖするたࡵに、᥇ⲡ⏝の機械一ᘧをᥞ࠼、⢒㣫料を⏕産することはྜ理ᛶを

Ḟࡃ。なࡐなら、近年、⢒㣫料✭機械は大型し作業ຠ⋡は㧗ࡃなࡗている㠃、その᭱小適

ᛶ規ᶍはಶ人の経営規ᶍをはるかに㉸すからである。たとࡤ࠼、:&S ⏝✄の✭機械一ᘧの価格

は 2�000 を㉸し、その᭱小適ṇ規ᶍは 30ha ௨ୖになる。このたࡵ、ᨺ∾ᮇ間ࡸᨺ∾ᑐ㇟∵の

ᣑᙇによࡗて⯋㣫⏝の⢒㣫料ㄪ達㔞がῶᑡする場ྜ、⪔✀経営ࡸコントラクターからそれらを㉎

ධし、⮬らは㣫料⏕産をࡏずᐙ␆管理に≉することで、さらに⏕産ᛶの向ୖがᅗれることがᮇ

ᚅされる。

㸱）ᑗ᮶ࣔࡢࣝࢹᯟ⤌ࡳ 

ᐙ᪘経営（ປാຊ 1.5 人）により、一定のࡲとࡲりのある∾野ࡸ㔛山、⪔作ᨺᲠ地のᨺ∾⏝

の可能な⫗⏝∵⦾Ṫ経営をᑐ㇟に、࿘年⯋㣫㣫㣴から、ዷፎ∵のᏘ⠇⛣動ᨺ∾（I5-0I）、ዷፎ∵

の定⨨ᨺ∾（%G）、ዷፎ∵の࿘年ᨺ∾（%G-)5-I5）、ぶᏊの࿘年ᨺ∾（同）をᒎ開した場ྜの経営

成ᯝをẚ㍑し、⏕産ᛶ㺃┈ᛶの㧗いᨺ∾㣫㣴方ᘧを明らかにする（表２）。ࡲた、⯋㣫⏝の⢒㣫

料のእ部ㄪ達、⦾Ṫ⋡のᨵၿ（分ፔ間㝸の▷⦰：406 日Ѝ384 日Ѝ365 日）による経営成ᯝを試⟬

し、これらの実現に必要な研究開発課題ࡸ経営ᑐᛂを᳨ウする。 

なお、⯋㣫に発⏕するሁ⫧は、経営内の㣫料作ᅡ場ࡲたは✄ :&S ㄪ達ඛに、一定㔞㑏元する

ものとし、㑏元可能㔞を㉸࠼て⦾Ṫ∵をቑࡸさないものとする（資※ᚠ環᮲௳）。 

ᅵ地基┙ 㔛山：最大㻡0㼔㼍、水田・⏿・⪔作ᨺᲠ地：最大1㻡㼔㼍（地代1㻛10㼍）

経営ᙧែ䡡労働力 ᐙ᪘経営䡡䠎人㻔1᪪ᙜたり౪⤥ྍ能労働㻥6時間）

作┠ ⫗用∵⦾Ṫ㻔Ꮚ∵生産㻕のみ

ᡂᙧ：࿘年ぶᏊᨺ∾（㻡䠉11᭶：㻮㻳ᨺ∾、12㻙㻠᭶：㻲㻾䠇㻵㻾ᨺ∾㻔㻿㻳⿵ຓ）

ᐙ␆生産ᛶ・౯᱁ Ꮚ∵生産⋡㻥0㻑䡠㻥㻡㻑䡠100䠂（ศፔ間㝸㻠06᪥、㻟㻤㻠᪥、㻟6㻡᪥）、㻡㻟1㻘000（ಖ証基‽౯᱁）

生産資ᮦ౯᱁ 現行౯᱁（ⲡ60㻛㼗㼓๓ᚋ、㓄ྜ飼料6㻡㻛㼗㼓๓ᚋ、✄㼃㻯㻿㻡0㻛物㼗㼓）

␆⯋・ሁ⫧⯋ൾ༷㈝
࿘年⯋飼ཬび季⠇ᨺ∾の場ྜは1㻡㻘6㻥㻡㻛年㻛㢌でィ⟬。ዷፎ∵の࿘年ᨺ∾の場ྜは
10㻘000、࿘年ぶᏊᨺ∾の場ྜは⡆᫆㞟␆タと䛧て㻡㻘000をィୖ。

資※ᚠ⎔᮲௳
経営ෆの作付圃場または経営外㉎ධの✄㼃㻯㻿の生産経営䜈のሁ⫧㑏ඖྍ能量௨ୖに∵
を飼㣴䛧ない。ሁ⫧㑏ඖྍ能量は∾ⲡཬび飼料作物生産圃場䠎䡐㻛10㼍、ẟ作の場ྜは䠏䡐
㻛10㼍までと䛩る。

ホ౯㍈
ᅵ地用、Ꮚ∵生産ᛶ（飼㣴ྍ能㢌数、飼料⮬⤥⋡、Ꮚ∵生産コスト）、収益ᛶ（ᡤᚓ、時間
労働ሗ㓘）

⾲䠎䚷中山間∵⦾Ṫ経営（ᐙ᪘経営）の営㎰モ䝕䝹の๓ᥦ᮲௳

ᡂᯝẚ㍑のための試⟬㡰：࿘年⯋飼䊻ዷፎ∵季⠇ᨺ∾（ศᩓᨺᲠ地ᨺ∾、㻵㻾㻛㻹㻵）䊻ྠ（㔛山
ᨺ∾㻮㻳㻕䊻ྠ࿘年ᨺ∾（㻮㻳㻗㻲㻾㻗㻵㻾㻕䊻ぶᏊ季⠇ᨺ∾（㻮㻳㻕䊻ぶᏊ࿘年ᨺ∾（㻮㻳㻗㻲㻾㻗㻵㻾㻕

∵生産⟶理技術

開発され、ᾏእにᬑཬしているアࣈラナ科の㣫料作

≀を⏝したᏘᨺ∾（ᅗ５）のᑟධが⪃࠼られる。

ここでは、㣫料⏝ࣞーࢯ－（5(）ࣉル࢞ム（SJ）－

イタリアンライグラス（I5）の 2 年 3作による 11 月

㹼4 月のᨺ∾㣫料提౪システムを提案する（表１）。

すな11、ࡕࢃ 月㹼2 月は )5、3 月㹼4月は I5 で、そ

れࡒれの⿵ຓ㣫料(に⧄⥔※)としてࢯル࢞ム（SG）

を౪給しつつ、Ꮨから᪩春のᨺ∾を⾜࠺య⣔であ

る。これと前㏙の %G による 5 月㹼10 月のᨺ∾を⤌

て࿘年ᨺ∾య⣔がᒎᮃできるࡗることによࡏࢃྜࡳ

（ᅗ６）。 

（３）ᨺ∾ᑐ㇟∵のᣑᙇ－ぶᏊᨺ∾のᑟධ－ 

Ꮚ∵のᨺ∾は発⫱㐜ᘏࡸ、ᤕ⋓ᅔ㞴になること

から、ࢃが国では一⯡に⾜ࢃれていない。ᨺ∾しな

がらᏊ∵の発⫱を☜ಖし、㣫いの㥆⮴をᅗる

たࡵには、့⫱能ຊの㧗いぶ∵の㑅ᢤもḞかࡏな

いが、ẖ日、集␆し間近に引きᐤࡏてほᐹࡸ⿵ຓ㣫

料を給しつつᨺ∾∵とのಙ㢗㛵ಀを⠏ࡃことが

重要である（ᅗ７）。) 経営では㔛山の山㡬部に設

けた管理Ჷにẖ日ᮅኤ 2 回、ᨺ∾∵を集␆し、ス

タンࢳョン㉺しに⿵ຓ㣫料を࠼る。管理Ჷࡲで

  

5-11 月 㔛山ᨺ∾             12-4 月 水田・⏿➼のᨺ∾ 

   バࣄアグラス：50a/㢌      㣫料⏝ࣞー10：ࣉa/㢌    イタリアンライグラス：10a/㢌 

ᅗ６ 㔛山と水田を⏝し」ᩘの∾ⲡを⤌ࡏࢃྜࡳた࿘年ᨺ∾㣫㣴య⣔

ᅗ５ 㣫料⏝ࢣールによる⦾Ṫ㞤∵のᏘᨺ

∾㣫㣴（ニュージーランド） 

ᅗ７ ⡆᫆管理ᲷでのᏊ∵の⿵ຓ㣫料給と

㥆⮴。1日 2回集␆しこの⾜Ⅽを⧞り㏉すことで

㣫いと∵のಙ㢗㛵ಀが形成される 

ᆅ┠ 䠍᭶ 䠎᭶ ３᭶ 䠐᭶ 䠑᭶ 䠒᭶ 䠓᭶ 䠔᭶ 䠕᭶ 㻝㻜᭶ 㻝㻝᭶ 㻝㻞᭶

㣫ᩱ⏝䝺䞊䝥䠄㻲㻾㻕

䝋䝹䜺䝮䠄㻿㻳㻕 ✀ ✭

䜲䝍䝸䜰䞁䝷䜲䜾䝷䝇
䠄㻵㻾㻕

✀

㔛ᒣ 䝞䝠䜰䜾䝷䝇䠄㻮㻳㻕

Ỉ⏣䞉⏿

表１ࠉ春ᮇᨺ∾⏝㣫料の᱂ᇵయ⣔(２年３作：)5-SG-I5）と、࿘年ᨺ∾య⣔(%G-)5-I5)

ᨺ∾⏝

ᨺ∾⏝ᨺ∾⏝

ᨺ∾⏝

✀

⿵ຓ㣫ᩱ⿵ຓ㣫ᩱ
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㸱㸬ࣔࡢࣝࢹィ ⤖ᯝ 

モデルの試⟬⤖ᯝを表 3 に♧す。௨下、シナリオࡈとに⪃ᐹする。 

ձ࿘年⯋㣫（᥇ⲡは中型࣋ールయ⣔） 

ᐙ␆ࡏつ≀（ሁ⫧）の㑏元ᅡ場の制約（㣫料⏕産㠃✚の制約）とປാຊの制約から、ኵ፬ 2 人

では⦾Ṫ∵ 20 㢌しか㣫㣴できない。456a の∾ⲡ⏕産を⾜い、㣫料⮬給⋡は約 70㸣と㧗いが、Ꮚ

∵⏕産 1 㢌ᙜたりປാ間は 115 間とከࡃ、⏕産コストは 442 千と㧗い。所得は 400 に

達しない。 

ղዷፎ∵のᨺ∾㣫㣴（I5-0I によるᏘ⠇㺃⛣動ᨺ∾） 

ᨺ∾∵の給㣵ࡸࡏつ≀ฎ理作業が๐ῶされるた1、ࡵ㢌ᙜたりປാ間は 102間に⦰小し、

⦾Ṫ∵は 25 㢌ࡲで㣫㣴可能になる。᥇ⲡ⏝とᨺ∾⏝の∾ⲡ᱂ᇵ作業の➇ྜと、⯋㣫∵の㣫料㉎ධ

㔞がቑ࠼るたࡵ、㣫料⮬給⋡はప下する。コストపῶຠᯝは小さいが、㣫㣴㢌ᩘቑຍにより所得

は 445 に 60 ቑຍする。 

ճ同（%G によるᏘ⠇㺃定⨨ᨺ∾） 

ᨺ∾ⲡ地の管理作業およࡧ経㈝がపῶするたࡵ、᥇ⲡ㠃✚はղよりቑຍし、㣫料⮬給⋡も約65㸣

に向ୖする。所得も 500 ௨ୖにቑຍすることがᮇᚅされる。 

䐟 䐠 䐡 䐢 䐣 䐤 䐥 䐦 䐧

࿘年⯋飼
ዷፎ∵䡡季⠇

⛣ືᨺ∾

ዷፎ∵䡡季⠇

ᐃ⨨ᨺ∾

ዷፎ∵䡡࿘年

ᨺ∾ 䊹 䊻

㻙 䊹 ዷፎ∵ 䊻 䊹 䊻
㻙 ⛣ືᨺ∾ 䊹 䊻
㻙 㻵㻾㻛㻹㻵 㻮㻳 㻮㻳㻗㻲㻾㻗㻵㻾 䊹 䊻 㻮㻳㻗㻲㻾㻗㻵㻾

㻙 㻣䛛᭶ 䠒䛛᭶ 12䛛᭶ 䊹 䊻 12䛛᭶

䊹 䊻 䠏䠔４᪥ 䠏䠒䠑᪥ ４䠌䠒᪥

㻠㻡6 㻟26 㻠1㻡 㻟㻟㻡 0 0 0 0 0

㻙 㻙 㻙 㻙 㻙 㻟㻣1 㻟㻣1 㻟㻣1 0

㻙 㻟㻟0 㻙 㻙 㻙 㻙 㻙 㻙 㻙

㻙 㻙 㻟㻠1 㻟㻣㻣 1㻘600 1㻘㻟㻡2 1㻘㻟㻡2 1㻘㻟㻡2 1㻘㻤㻟2

㻙 㻙 㻙 6㻡 㻙 㻙 㻙 㻙 㻡26

㻙 㻙 㻙 6㻡 㻙 㻙 㻙 㻙 㻡26

㻙 㻙 㻙 6㻡 㻙 㻙 㻙 㻙 㻡26

㻠㻡6 6㻡6 㻣㻡㻡 㻥0㻤 1㻘600 1㻘㻣2㻠 1㻘㻣2㻠 1㻘㻣2㻠 2㻘㻤㻤㻠

20 2㻡 26 2㻥 㻠6 㻠㻥 㻠㻥 㻠㻥 㻣0

㻣0㻚2 㻡㻤㻚㻟 6㻠㻚㻡 6㻟㻚㻣 㻟㻤㻚㻠 㻡6㻚6 㻡㻡㻚㻤 㻡㻡㻚0 6㻣㻚㻤

11㻡㻚㻠 101㻚㻣 100㻚1 㻤㻥㻚0 㻠1㻚6 㻠1㻚2 㻟㻥㻚1 㻟㻣㻚1 㻟㻡㻚㻥

26㻥 2㻤6 26㻡 26㻠 2㻣㻥 260 2㻡0 2㻠2 2㻡㻡

㻠㻠2 㻠㻟㻥 㻠1㻡 㻟㻥㻣 㻟㻠1 㻟22 㻟0㻥 2㻥㻣 㻟0㻥

㻤㻡6 1㻘0㻤1 1㻘1㻟㻡 1㻘2㻡㻥 2㻘00㻟 2㻘1㻡㻤 2㻘2㻣0 2㻘㻟㻤2 㻟㻘0㻡㻡

㻟㻤㻟 㻠㻠㻡 㻡1㻤 㻡6㻠 㻤㻡㻡 1㻘006 1㻘0㻥㻥 1㻘1㻥2 1㻘㻠㻡2

2㻘0㻟0 2㻘2㻡㻥 2㻘㻟㻟㻡 2㻘㻟02 1㻘㻣10 1㻘㻤2㻣 1㻘㻤2㻣 1㻘㻤2㻣 2㻘2㻡2

1㻘㻤㻤㻥 1㻘㻥㻣2 2㻘21㻣 2㻘㻠㻠㻤 㻠㻘㻥㻥㻥 㻡㻘㻡0㻡 6㻘01㻠 6㻘㻡22 6㻘㻠㻠㻥
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մ同（%G-)5-I5 による࿘年ᨺ∾） 

Ꮨ㣫㣴管理が┬ຊされるたࡵ、Ꮚ∵⏕産 1㢌ᙜたりປാ間は 89 間にῶᑡし、⦾Ṫ∵ 29

㢌ࡲでቑຍすることが可能になる。యのປാ間はとࢇ変ࢃらないたࡵ、ປാ報㓘㢠は 1

間あたり約 2�500 に向ୖする。 

յ࿘年ぶᏊᨺ∾（可㣗ⲡの౪給ᮇ間は %G による 6 か月間） 

㣵け㣫料௨እの⢒㣫料給作業の必要なᮇ間がᏘ 6 か月間に⦰小するたࡵ、Ꮚ∵⏕産 1 㢌

ᙜたりປാ間は約 42 間に༙ῶし、⦾Ṫ∵は 46 㢌ࡲで㣫㣴可能になる。Ꮨの⢒㣫料➼は、

⮬ᐙ⏕産するよりも㉎ධし、⢒㣫料⏕産の中Ṇによりᾋいたປാຊを㣫㣴㢌ᩘのቑຍに向けた方

が所得向ୖにᐤする。ࡏつ≀ฎ理ၥ題を解決するたࡵ、ᨺ∾地を 16ha でᣑ大することになࡲ

る（ᨺ∾地の有機≀㑏元㔞は、ሁ⫧⟬で 2t/10a）。 

ն同（地域の⪔✀経営ࡸコントラクターから✄ :&S ㉎ධ） 

ሁ⫧の㑏元ᅡ場の☜ಖとⲡ地管理の┬ຊによる㢌ᩘቑຍ、㍺ධⲡとẚてẚ㍑ⓗ安価な✄

:&S の㉎ධによる≀㈈㈝のపῶにより、所得は 1�000 を㉸すと試⟬される。 

շո同（分ፔ間㝸▷⦰：406 日Ѝ384 日Ѝ365 日） 

㣫㣴㢌ᩘࡸ土地⏝の変はないが、Ꮚ∵⏕産コストは、322 千から 309 千、297 千にప

下し、所得は 1 年 1 産（分ፔ間㝸 365 日）により 1�192 にቑຍする。 

չ同（%G-)5-I5 の⤌ࡏࢃྜࡳにより可㣗ⲡの౪給ᮇ間は 12 か月間） 

Ꮨの⢒㣫料給㣵作業が๐ῶされるたࡵ、ᐙ᪘ປാຊで約 30ha のᨺ∾⏝地の⏝と⦾Ṫ∵ 70

㢌の㣫㣴が可能になる。Ꮚ∵⏕産 1 㢌ᙜたりປാ間は、࿘年⯋㣫（ձ）より約７ῶᑡし、⏕

産コストは 35㸣పῶする。所得は 1�600 を㉸すことがᮇᚅされる。 

㸲㸬せ⣙⪃ᐹ㸫㧗┈⦾Ṫ⤒Ⴀࣔࣝࢹᐇ⌧ᚲせ࡞◊✲㛤Ⓨㄢ㢟⤒Ⴀᑐᛂ㸫 

ᐙ᪘経営で㣫㣴可能な⏕産規ᶍのᣑ大、㣫㣴管理の┬ຊ、コストపῶ、所得ቑຍについて、

ձ㹼չを୪てࡳると、ዷፎ∵のᨺ∾（ղ）、定⨨ᨺ∾（ճ）、Ꮨᨺ∾㣫料のᑟධによるᨺ∾ᮇ

間のᘏ長（մ）、ᨺ∾ᑐ㇟∵のᣑ大（յ㹼）の㡰に、ຠᯝが㧗ࡃなる。このなかで、ୖ記ᣦᶆの㣕

㌍ⓗᨵၿにຠᯝがあるのは、ぶᏊᨺ∾（յ㹼）であることも明░である。ࡲた、ぶᏊᨺ∾のḟに

大きな変をもたらすのがᏘᨺ∾技術の開発による࿘年ぶᏊᨺ∾య⣔（չ）の構⠏であること

が分かる。᭱ᚋに、こ࠺したᨺ∾㣫㣴య⣔を実現するୖで必要と⪃࠼られる経営ᑐᛂࡸ技術開発

➼にゝཬする。 

㸯）ᨺ∾用ᆅࡢᅋᆅ 

本章の試⟬で♧すとおり、ᨺ∾⏝地をࡲとࡵ定⨨ᨺ∾とする方が、ᐙ␆管理ࡸほᐹをᐜ᫆にし、

ᨺ∾ᑐ㇟∵をዷፎ∵からすての∵にᣑᙇすることが可能となり、より┬ຊⓗ、పコストのᐙ␆

⏕産が可能になる。このたࡵ、経営ᑐᛂとして、౫㢗されるࡲࡲに分ᩓする⪔作ᨺᲠ地➼をᑐ㇟

に⾜࠺⛣動ᨺ∾ではなࡃ、㔛山もྵࡵᅋ地としてࡲとࡗࡲたᨺ∾⏝地の☜ಖを᭱ඃඛすることが

重要である。 

㸱㸬ࣔࡢࣝࢹィ ⤖ᯝ 

モデルの試⟬⤖ᯝを表 3 に♧す。௨下、シナリオࡈとに⪃ᐹする。 

ձ࿘年⯋㣫（᥇ⲡは中型࣋ールయ⣔） 

ᐙ␆ࡏつ≀（ሁ⫧）の㑏元ᅡ場の制約（㣫料⏕産㠃✚の制約）とປാຊの制約から、ኵ፬ 2 人

では⦾Ṫ∵ 20 㢌しか㣫㣴できない。456a の∾ⲡ⏕産を⾜い、㣫料⮬給⋡は約 70㸣と㧗いが、Ꮚ

∵⏕産 1 㢌ᙜたりປാ間は 115 間とከࡃ、⏕産コストは 442 千と㧗い。所得は 400 に

達しない。 

ղዷፎ∵のᨺ∾㣫㣴（I5-0I によるᏘ⠇㺃⛣動ᨺ∾） 

ᨺ∾∵の給㣵ࡸࡏつ≀ฎ理作業が๐ῶされるた1、ࡵ㢌ᙜたりປാ間は 102間に⦰小し、

⦾Ṫ∵は 25 㢌ࡲで㣫㣴可能になる。᥇ⲡ⏝とᨺ∾⏝の∾ⲡ᱂ᇵ作業の➇ྜと、⯋㣫∵の㣫料㉎ධ

㔞がቑ࠼るたࡵ、㣫料⮬給⋡はప下する。コストపῶຠᯝは小さいが、㣫㣴㢌ᩘቑຍにより所得

は 445 に 60 ቑຍする。 

ճ同（%G によるᏘ⠇㺃定⨨ᨺ∾） 

ᨺ∾ⲡ地の管理作業およࡧ経㈝がపῶするたࡵ、᥇ⲡ㠃✚はղよりቑຍし、㣫料⮬給⋡も約65㸣

に向ୖする。所得も 500 ௨ୖにቑຍすることがᮇᚅされる。 

䐟 䐠 䐡 䐢 䐣 䐤 䐥 䐦 䐧

࿘年⯋飼
ዷፎ∵䡡季⠇

⛣ືᨺ∾

ዷፎ∵䡡季⠇

ᐃ⨨ᨺ∾

ዷፎ∵䡡࿘年

ᨺ∾ 䊹 䊻

㻙 䊹 ዷፎ∵ 䊻 䊹 䊻
㻙 ⛣ືᨺ∾ 䊹 䊻
㻙 㻵㻾㻛㻹㻵 㻮㻳 㻮㻳㻗㻲㻾㻗㻵㻾 䊹 䊻 㻮㻳㻗㻲㻾㻗㻵㻾

㻙 㻣䛛᭶ 䠒䛛᭶ 12䛛᭶ 䊹 䊻 12䛛᭶

䊹 䊻 䠏䠔４᪥ 䠏䠒䠑᪥ ４䠌䠒᪥

㻠㻡6 㻟26 㻠1㻡 㻟㻟㻡 0 0 0 0 0

㻙 㻙 㻙 㻙 㻙 㻟㻣1 㻟㻣1 㻟㻣1 0

㻙 㻟㻟0 㻙 㻙 㻙 㻙 㻙 㻙 㻙

㻙 㻙 㻟㻠1 㻟㻣㻣 1㻘600 1㻘㻟㻡2 1㻘㻟㻡2 1㻘㻟㻡2 1㻘㻤㻟2

㻙 㻙 㻙 6㻡 㻙 㻙 㻙 㻙 㻡26

㻙 㻙 㻙 6㻡 㻙 㻙 㻙 㻙 㻡26

㻙 㻙 㻙 6㻡 㻙 㻙 㻙 㻙 㻡26

㻠㻡6 6㻡6 㻣㻡㻡 㻥0㻤 1㻘600 1㻘㻣2㻠 1㻘㻣2㻠 1㻘㻣2㻠 2㻘㻤㻤㻠

20 2㻡 26 2㻥 㻠6 㻠㻥 㻠㻥 㻠㻥 㻣0

㻣0㻚2 㻡㻤㻚㻟 6㻠㻚㻡 6㻟㻚㻣 㻟㻤㻚㻠 㻡6㻚6 㻡㻡㻚㻤 㻡㻡㻚0 6㻣㻚㻤

11㻡㻚㻠 101㻚㻣 100㻚1 㻤㻥㻚0 㻠1㻚6 㻠1㻚2 㻟㻥㻚1 㻟㻣㻚1 㻟㻡㻚㻥

26㻥 2㻤6 26㻡 26㻠 2㻣㻥 260 2㻡0 2㻠2 2㻡㻡

㻠㻠2 㻠㻟㻥 㻠1㻡 㻟㻥㻣 㻟㻠1 㻟22 㻟0㻥 2㻥㻣 㻟0㻥

㻤㻡6 1㻘0㻤1 1㻘1㻟㻡 1㻘2㻡㻥 2㻘00㻟 2㻘1㻡㻤 2㻘2㻣0 2㻘㻟㻤2 㻟㻘0㻡㻡

㻟㻤㻟 㻠㻠㻡 㻡1㻤 㻡6㻠 㻤㻡㻡 1㻘006 1㻘0㻥㻥 1㻘1㻥2 1㻘㻠㻡2

2㻘0㻟0 2㻘2㻡㻥 2㻘㻟㻟㻡 2㻘㻟02 1㻘㻣10 1㻘㻤2㻣 1㻘㻤2㻣 1㻘㻤2㻣 2㻘2㻡2

1㻘㻤㻤㻥 1㻘㻥㻣2 2㻘21㻣 2㻘㻠㻠㻤 㻠㻘㻥㻥㻥 㻡㻘㻡0㻡 6㻘01㻠 6㻘㻡22 6㻘㻠㻠㻥
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㸰）㔛ᒣ➼࡛ࡢⲡᆅ㐀ᡂࡢᨭࠊᯘᴗ㒊㛛ࡢ㐃ᦠ࡞ 

㔛山はᅋ地ⓗにࡲとࡗࡲて⏝することがẚ㍑ⓗ可能であり、水ᛶもⰋዲなたࡵ、バࣄアグ

ラス➼のⲡ地造成ࡸᨺ∾地としても適している。しかし、ⲡ地造成ࡲでに㞧木のఆ᥇ࡸฎ理が必

要である。このⅬで、林業経営者との連携య制の構⠏ࡸ、ఆ᥇した㞧木の有ຠά⏝（㣫料な

技術開発）、ఆ᥇㊧地での⪔起によるⲡ地造成技術➼の研究開発がᮃࡲれる。 

㸱）ⲡᆅ⟶⌮㺃㣫ᩱ⏕⏘ࡢศᴗࡢ➼࣮ࢱࢡࣛࢺࣥࢥ㐃ᦠࡢ࣒ࢸࢫࢩᵓ⠏ 

ᨺ∾地㣫料の中で、%G ⲡ地は一度定╔すれࡤ、適ษなᐦ度でᨺ∾⏝すれࡤ㏣⫧と㞧ⲡの㝖ཤ

➼で༙Ọஂⓗに⥔持することは可能であるが、Ꮨࡸ᪩春のᨺ∾⏝の ࡸ5( I5、⿵ຓ㣫料の SGは、

ẖ年、✀し SG は✭ㄪ〇が必要になる。∾ⲡ㺃㣫料作≀の✀機ࡸ⢒㣫料の✭機は近年、技

術㠉新が┠ぬࡲしࡃ、作業ຠ⋡は㣕㌍ⓗに向ୖしている。一方、そのᑟධ経㈝も㧗いたࡵ、経㈝

をൾ࠺たࡵの᭱小適ᛶ規ᶍは、中型࣋ールの✭機య⣔では約 30ha に達するな、ᐙ␆⏕産を⾜

࠺ 1 ᐙ᪘経営の㣫料⏕産㠃✚を㉸す。このたࡵ、ಶࠎの経営で㣫料⏕産⏝の機械をಖ有するので

はなࡃ、㣫料コントラクター➼が、㣫料作≀の✀ࡸ✭をᢸい、和∵⦾Ṫ⏕産者はᐙ␆管理に

集中するな、分業を前提とした連携システムの構⠏が必要である。 

㸲）࿘ᖺᨺ∾ࡿࡍ⬟ྍࢆᏘᨺ∾㣫ᩱࡢ㛤Ⓨ 

ニュージーランド➼でᏘᨺ∾⏝にᬑཬしている㣫料⏝ࢣールࣞࡸーࣉの日本での᱂ᇵ・⏝

技術の開発がᮃࡲれる。これࡲでに⾜ࡗた試験᱂ᇵから、小⢏✀Ꮚのࢣールࣞࡸーࣉのึᮇ⏕⫱

の☜ಖ（ᩚ地・土壌ฎ理・✀方法）、⏕⫱・㔞☜ಖ（㝖ⲡ、ᐖᑐ策）、㣫料成分と給方

法、給ຠᯝ（03T な）、コストపῶ・経営ᨵၿຠᯝの解明が必要である。 

㸳）ᨺ∾㣫ᩱࡢᏘ⠇ኚᑐᛂࡓࡋ㐺ษ࡞⿵ຓ㣫ᩱࡢタィ 

࿘年ᨺ∾య⣔のなかで、ᨺ∾㣫料はᏘ⠇により変

する。ࡲた、同一の∾ⲡでもᏘ⠇により㣫料成分は変

する。このたࡵ、ᨺ∾㣫料成分のᏘ⠇変を明らか

にし、それにᑐᛂした適ษな⿵ຓ㣫料の設計は、ᐙ␆

の⏕産ᛶのࡳならず、ᨺ∾㣫料の有ຠά⏝にも重要に

なる（ᅗ８）。その㝿、㣫料設計に重要なᣦᶆとなる

ᨺ∾㣫料のタンパク成分್➼を⡆᫆に測定できる

⨨のᑟධά⏝がᮇᚅされる。 

㸴）⫱ᡂ∵ࡢ㞟⣙ᨺ∾ࡢ᭷ຠᛶ᳨ࡢド 

㞳ஙᚋの⫱成∵のᨺ∾㣫㣴は、Ꮚ∵⏕産コストのప

ῶに重要である。一方、➽⫗ࡸ㦵格、内蔵⤌⧊の発達

に重要なステージとなる⫱成ẁ㝵のᏊ∵には、ࢿ࢚ルࢠーࡸ⺮ⓑ、⧄⥔なのバランスのྲྀれた

㧗ᰤ㣴の㣫料給が必要である。このたࡵ、ᨺ∾ඛ進国では、ᨺ∾地を分しྛ∾༊を㍯する

集約ᨺ∾方ᘧ（Intensive GrazinJ� 5otational GrazinJ）が一⯡ⓗに⾜ࢃれている。ࢃが国のⲡ

地においてもこ࠺した方ᘧのᑟධཬࡧຠᯝの᳨ドがᮃࡲれる。 

ᅗ８ ⫱成∵のᨺ∾㣫㣴：∾ⲡの⺮ⓑが㧗ࡃ

ᾮ≧の⣅౽がࡳられる。∾ⲡ成分のᏘ⠇変

にᑐᛂした適ษな⿵ຓ㣫料な㣫㣴ᣦ㔪策定

の現場ニーࢬが㧗い。 
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㸵）┬ຊⓗ࡞ಶయሗࡢ㞟ࠊಶయ⟶⌮᪉ἲࡢ㛤Ⓨ 

࿘年ぶᏊᨺ∾モデル（չ）では約 70 㢌の⦾Ṫ∵と、そのᏊ∵のᨺ∾㣫㣴が提♧された。これࡔ

けの㢌ᩘになるとẖ日の集␆、スタンࢳョン㉺しの⿵ຓ㣫料給の┠視による、ಶࠎの∵のほ

ᐹはᅔ㞴になる。このたࡵ、ྛಶయのయㄪࡸ⦾Ṫにかかࢃる発ࡸ分ፔೃを適☜にモニタリン

グできるシステムのᑟධが必要になる。ᨺ∾地でのಶࠎの∵の㢖⦾なయ重測定➼を⡆᫆にする

キャトルࣖードシステムの設計、㟁Ꮚイアタグによる測定⤖ᯝ➼の⮬動記録、集計解析⨨➼の

開発がᮇᚅされる。 

㸶）ᨺ∾㣫㣴ࢆ๓ᥦࡓࡋᐙ␆ࡢᨵⰋ

⫗⏝∵⦾Ṫ経営では、࿘年ぶᏊᨺ∾な農林地資※をά⏝して┬ຊⓗな⏕産管理をᒎ開するୖ

で、介ຓなしの分ፔࡸぶ∵の့⫱能ຊの向ୖは重要な課題である。しかし、ࢃが国では、産⫗能

ຊ（ᯞ⫗重㔞ࡸ⬡⫫㞧）に重Ⅼが⨨かれた和∵ᨵⰋが進ࡵられる一方で、⦾Ṫ့ࡸ⫱ᛶなẕ

ᛶ能のప下（ཷ⫾⋡のప下、㞴産のቑຍ、Ἢங㔞のప下）がၥ題となࡗている。そこで、フーム

価ホ価の開発がᮇᚅさ✀⫱ࡴẕᛶ能をྵࡃ成ᯝに基࡙⫱့ࡸート➼をά⏝したẕ∵の⦾ṪᒚṔࣀ

れる。 

㸰）㔛ᒣ➼࡛ࡢⲡᆅ㐀ᡂࡢᨭࠊᯘᴗ㒊㛛ࡢ㐃ᦠ࡞ 

㔛山はᅋ地ⓗにࡲとࡗࡲて⏝することがẚ㍑ⓗ可能であり、水ᛶもⰋዲなたࡵ、バࣄアグ

ラス➼のⲡ地造成ࡸᨺ∾地としても適している。しかし、ⲡ地造成ࡲでに㞧木のఆ᥇ࡸฎ理が必

要である。このⅬで、林業経営者との連携య制の構⠏ࡸ、ఆ᥇した㞧木の有ຠά⏝（㣫料な

技術開発）、ఆ᥇㊧地での⪔起によるⲡ地造成技術➼の研究開発がᮃࡲれる。 

㸱）ⲡᆅ⟶⌮㺃㣫ᩱ⏕⏘ࡢศᴗࡢ➼࣮ࢱࢡࣛࢺࣥࢥ㐃ᦠࡢ࣒ࢸࢫࢩᵓ⠏ 

ᨺ∾地㣫料の中で、%G ⲡ地は一度定╔すれࡤ、適ษなᐦ度でᨺ∾⏝すれࡤ㏣⫧と㞧ⲡの㝖ཤ

➼で༙Ọஂⓗに⥔持することは可能であるが、Ꮨࡸ᪩春のᨺ∾⏝の ࡸ5( I5、⿵ຓ㣫料の SGは、

ẖ年、✀し SG は✭ㄪ〇が必要になる。∾ⲡ㺃㣫料作≀の✀機ࡸ⢒㣫料の✭機は近年、技

術㠉新が┠ぬࡲしࡃ、作業ຠ⋡は㣕㌍ⓗに向ୖしている。一方、そのᑟධ経㈝も㧗いたࡵ、経㈝

をൾ࠺たࡵの᭱小適ᛶ規ᶍは、中型࣋ールの✭機య⣔では約 30ha に達するな、ᐙ␆⏕産を⾜

࠺ 1 ᐙ᪘経営の㣫料⏕産㠃✚を㉸す。このたࡵ、ಶࠎの経営で㣫料⏕産⏝の機械をಖ有するので

はなࡃ、㣫料コントラクター➼が、㣫料作≀の✀ࡸ✭をᢸい、和∵⦾Ṫ⏕産者はᐙ␆管理に

集中するな、分業を前提とした連携システムの構⠏が必要である。 

㸲）࿘ᖺᨺ∾ࡿࡍ⬟ྍࢆᏘᨺ∾㣫ᩱࡢ㛤Ⓨ 

ニュージーランド➼でᏘᨺ∾⏝にᬑཬしている㣫料⏝ࢣールࣞࡸーࣉの日本での᱂ᇵ・⏝

技術の開発がᮃࡲれる。これࡲでに⾜ࡗた試験᱂ᇵから、小⢏✀Ꮚのࢣールࣞࡸーࣉのึᮇ⏕⫱

の☜ಖ（ᩚ地・土壌ฎ理・✀方法）、⏕⫱・㔞☜ಖ（㝖ⲡ、ᐖᑐ策）、㣫料成分と給方

法、給ຠᯝ（03T な）、コストపῶ・経営ᨵၿຠᯝの解明が必要である。 

㸳）ᨺ∾㣫ᩱࡢᏘ⠇ኚᑐᛂࡓࡋ㐺ษ࡞⿵ຓ㣫ᩱࡢタィ 

࿘年ᨺ∾య⣔のなかで、ᨺ∾㣫料はᏘ⠇により変

する。ࡲた、同一の∾ⲡでもᏘ⠇により㣫料成分は変

する。このたࡵ、ᨺ∾㣫料成分のᏘ⠇変を明らか

にし、それにᑐᛂした適ษな⿵ຓ㣫料の設計は、ᐙ␆

の⏕産ᛶのࡳならず、ᨺ∾㣫料の有ຠά⏝にも重要に

なる（ᅗ８）。その㝿、㣫料設計に重要なᣦᶆとなる

ᨺ∾㣫料のタンパク成分್➼を⡆᫆に測定できる

⨨のᑟධά⏝がᮇᚅされる。 

㸴）⫱ᡂ∵ࡢ㞟⣙ᨺ∾ࡢ᭷ຠᛶ᳨ࡢド 

㞳ஙᚋの⫱成∵のᨺ∾㣫㣴は、Ꮚ∵⏕産コストのప

ῶに重要である。一方、➽⫗ࡸ㦵格、内蔵⤌⧊の発達

に重要なステージとなる⫱成ẁ㝵のᏊ∵には、ࢿ࢚ルࢠーࡸ⺮ⓑ、⧄⥔なのバランスのྲྀれた

㧗ᰤ㣴の㣫料給が必要である。このたࡵ、ᨺ∾ඛ進国では、ᨺ∾地を分しྛ∾༊を㍯する

集約ᨺ∾方ᘧ（Intensive GrazinJ� 5otational GrazinJ）が一⯡ⓗに⾜ࢃれている。ࢃが国のⲡ

地においてもこ࠺した方ᘧのᑟධཬࡧຠᯝの᳨ドがᮃࡲれる。 

ᅗ８ ⫱成∵のᨺ∾㣫㣴：∾ⲡの⺮ⓑが㧗ࡃ

ᾮ≧の⣅౽がࡳられる。∾ⲡ成分のᏘ⠇変

にᑐᛂした適ษな⿵ຓ㣫料な㣫㣴ᣦ㔪策定

の現場ニーࢬが㧗い。 
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（10㼍あたり）

᥇ⲡ

（㻵㻾㻗㻹㻵） （㻵㻾㻛㻹㻵） 㻔㻮㻳㻕 （㻲㻾） （㻵㻾㻕 㻔㻿㻳㻕

༢収・∾㣴力（㼗㼓・㻯㻰㻛10㼍） 1㻘200 㻤0 㻣0 120 60 120

༢౯（㻛㼗㼓・㻯㻰） 㻠0 㻠00 㻠00 㻠00 㻠00 㻠00

ᨺ∾用ྍ能期間 㻟～㻥᭶ 㻡～10᭶ 11～2᭶ 㻟～㻠᭶ ⿵ຓ飼料

⢒収益：㻭（㻛10㼍） 㻠㻤㻘000 㻟2㻘000 2㻤㻘000 㻠㻤㻘000 2㻠㻘000 㻠㻤㻘000

種ⱑ㈝ 㻟㻘1㻣㻡 㻟㻘1㻣㻡 㻤2㻥 2㻘010 1㻘06㻥 2㻘㻡㻥2
⫧料㈝ 㻡㻘1㻤㻠 㻡㻘1㻤㻠 2㻘㻡㻥2 6㻘㻠㻤0 2㻘㻡㻥2 㻡㻘1㻤㻠
㎰業⸆㈝
ග⇕ື力㈝ 㻠㻘6㻠㻡
ㅖᮦ料㈝ 㻣㻘㻣12 㻡㻘616 㻡㻘616 㻡㻘616 㻡㻘616
ಟ⧋㈝ 2㻘200
㈤料料㔠（播種、収穫作業） 10㻘000 㻟0㻘000
地代 10㻘000 10㻘000

ୖグ㈝用ィ：㻮（㻛10㼍） 22㻘㻥16 1㻟㻘㻥㻣㻡 㻥㻘0㻟㻣 㻟㻠㻘106 㻥㻘2㻣㻣 㻠㻣㻘㻣㻣6
益ಀ数：㻭㻙㻮（༓㻛10㼍） 2㻡㻚1 1㻤㻚0 1㻥㻚0

㎰作業労働時間㻔時間㻛10㼍㻕 11㻚㻠 11㻚㻠 㻣㻚0 㻤㻚㻠 6㻚㻠 㻤
䛖ちᨺ∾⟶理（時間㻛10㼍） 㻤㻚㻠 6㻚㻠 6㻚㻠 㻠㻚㻠 6

䚷䚷䠒）ฟ：∾ⲡ᥇ⲡの収量䡡㈝用䡡労働時間はᰣᮌ┴㻿∾場の実⦼್。㻮㻳および㻵㻾ᨺ∾の∾㣴力、䛛る㈝
用、労働時間はⲈᇛ┴㻿∾場の実⦼್。㻲㻾は䝙䝳䞊䝆䞊ラン䝗の実⦼を基に䛧たཧ⪃್。㻿㻳はᩥ⊩್。

䚷䚷䠑）ᨺ∾飼料の㻲㻾㻙㻿㻳䠉㻵㻾は䠎年㻟作（㻲㻾：6㻙㻣᭶播種、11㻙2᭶ᨺ∾用、㻿㻳：㻡᭶播種、㻥᭶収穫、㻵㻾：10
᭶播種、㻟㻙㻠᭶ᨺ∾）。㻿㻳は㻲㻾と㻵㻾で11᭶～㻠᭶にᨺ∾䛩る㝿の⿵ຓ飼料（㟷สり）。益ಀ数は䠏作ྜィを䠍
年10㼍と䛧て♧䛩。

䚷䚷䠎）飼料の᥇ⲡཬびᨺ∾は経営ෆ用であるが、収益ᛶをẚ㍑䛧てぢるため᥇ⲡ䛧た飼料作物の༢౯を㻠0
㻛㼗㼓、1᪥の飼料㈝を㻠00と䛧て♧䛧ている。

䚷䚷䠏）∾ⲡの᥇ⲡ㻔㻵㻾㻗㻹㻵㻕には、ୖグ㈝用の䜋䛛に中ᆺロ䞊䝹䜉䞊ラ䞊ཬびラ䝑䝢ン䜾機のൾ༷㈝㻡6㻤༓を
ィୖ䛩る。

䚷䚷４）㈤料料㔠は、┿✵播種機による播種作業のጤク㈝（10༓㻛10㼍）、ỗ用ᆺ飼料収穫機による収穫調
〇作業のጤク㈝（20༓㻛10㼍）である。

ὀ：䠍）飼料の␎グは、㻵㻾㻦䜲タ䝸アンラ䜲䜾ラス、㻹㻵㻦᱂ᇵ䝡䜶、㻮㻳：䝞ヒア䜾ラス、㻲㻾㻦飼料用䝺䞊䝥、㻿㻳：䝋䝹ガ䝮

付⾲䠍䚷ᅵ地用㒊㛛ูの収ᨭ䡡労働時間

㻠㻚㻤

ᨺ∾飼料
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（㻛⦾Ṫ∵1㢌㻛年）

6䛛᭶ ࿘年 6䛛᭶ ࿘年
ᨺ∾ⲡ種 㻵㻾㻛㻹㻵 㻮㻳 㻮㻳㻗㻲㻾㻗㻵㻾 㻮㻳 㻮㻳㻗㻲㻾㻗㻵㻾

㻟㻙㻥᭶ 㻡㻙10᭶ ࿘年 㻡㻙10᭶ ࿘年

2㻥㻚㻟 2㻡㻚2 㻡0 㻡0 100

Ꮚ∵生産⋡（䠂） 㻥0
⦾Ṫ∵౪用年数㻔年） 㻣
ẕ∵にᑐ䛩るᏊ∵㈍⋡（䠂） 㻣㻣㻚1
ྠ䚷経産∵㈍⋡（䠂） 12㻚㻥
Ꮚ∵༢౯（༓） 㻡21
経産∵༢౯（༓） 200

⢒収益：㻭（༓㻛㢌） 㻠2㻤 㻠2㻤 㻠2㻤 㻠2㻤 㻠2㻤 㻠2㻤
種代・種付料（㻛㢌） 1㻥㻘1㻥㻡 1㻥㻘1㻥㻡 1㻥㻘1㻥㻡 1㻥㻘1㻥㻡 1㻥㻘1㻥㻡 1㻥㻘1㻥㻡
飼料㈝㻛ぶ∵䡡⢒飼料 11㻥㻘㻡1㻡 㻤㻠㻘㻠㻣㻥 㻤㻥㻘㻟㻥1 㻡㻥㻘㻣㻡㻤 㻡㻥㻘㻣㻡㻤 0
飼料㈝㻛ぶ∵䡡⃰ཌ飼料 2㻥㻘100 26㻘㻥60 2㻣㻘260 2㻡㻘㻠㻡0 2㻡㻘㻠20 21㻘㻤00
飼料㈝㻛Ꮚ∵䡡⢒飼料 㻠2㻘㻠㻠㻡 㻠2㻘㻠㻠㻡 㻠2㻘㻠㻠㻡 㻠2㻘㻠㻠㻡 21㻘0㻠㻤 1㻟㻘㻥㻡㻡
飼料㈝㻛Ꮚ∵䡡⃰ཌ飼料 㻠2㻘000 㻠2㻘000 㻠2㻘000 㻠2㻘000 㻠2㻘000 㻠2㻘000
ᩜ料㈝ 㻥㻘1㻥6 6㻘㻡00 6㻘㻤㻣㻤 㻠㻘㻡㻥㻤 㻠㻘㻡㻥㻤 0
ග⇕水料ཬびື力㈝ 㻤㻘㻡㻤2 㻤㻘㻡㻤2 㻤㻘㻡㻤2 㻤㻘㻡㻤2 㻤㻘㻡㻤2 㻤㻘㻡㻤2
⋇་ᖌ料䡡་⸆品㈝ 20㻘㻠6㻡 20㻘㻠6㻡 20㻘㻠6㻡 20㻘㻠6㻡 20㻘㻠6㻡 20㻘㻠6㻡
㈤料䡡料㔠 12㻘2㻥㻡 12㻘2㻥㻡 12㻘2㻥㻡 12㻘2㻥㻡 12㻘2㻥㻡 12㻘2㻥㻡
ᘓ物䡡㌴୧䡡㎰機ල㈝ 㻟2㻘㻣㻠㻥 㻟2㻘㻣㻠㻥 㻟2㻘㻣㻠㻥 1㻤㻘㻟6㻤 㻟2㻘㻣㻠㻥 1㻤㻘㻟6㻤
その 10㻘㻟㻡2 10㻘㻟㻡2 10㻘㻟㻡2 10㻘㻟㻡2 10㻘㻟㻡2 10㻘㻟㻡2

ୖグ㈝用ィ：㻮（༓㻛㢌） 㻟㻠㻡㻘㻤㻥㻠 㻟06㻘022 㻟11㻘612 26㻟㻘㻡0㻤 2㻡6㻘㻠62 16㻣㻘012
益ಀ数：㻭㻙㻮（༓㻛㢌） 㻤2 122 116 16㻠 1㻣1 261
飼㣴⟶理労働（時間） 㻣㻤 6㻥 66 㻠6 㻟㻣 2㻥

ྠᕥ ྠᕥ ྠᕥ ྠᕥ

付⾲䠎䚷␆産㒊㛛の収ᨭ・労働時間

ዷፎ∵のᐃ⨨ᨺ∾

ὀ：飼料㈝௨外の㈝用は㎰ᯘ水産┬䛂␆産物生産㈝⤫ィ䛃の䛄201㻣年ᗘᏊ∵生産㈝䛅を⦾Ṫ∵1㢌ᙜたりに⟬䛧ものであ
る。⦾Ṫ㞤∵は⮬ᐙಖ␃が୍⯡ⓗな䛣と䛛䜙、⦾Ṫ㞤∵ൾ༷㈝はィୖ䛫ず、⦾Ṫ∵を㻣年で᭦᪂䛩るものと䛧てୖにᫎ䛥
䛫ている。飼料㈝はὶ㏻飼料౯᱁と⦾Ṫ∵ཬびᏊ∵の飼料せồ量、ᨺ∾期間䛛䜙ィ⟬䛧た。ᩜ料㈝、ᘓ物䡡㌴୧䡡㎰機ල㈝
もᨺ∾期間等にᛂじて⟬ᐃ䛧た。飼㣴⟶理労働は、飼料生産ཬびᨺ∾⟶理作業を㝖く。

ዷፎ∵の
⛣ືᨺ∾

࿘年⯋飼

ᨺ∾期間

⦾Ṫ∵に༨めるᨺ∾∵のྜ㻔㻑㻕

ぶᏊ∵のᐃ⨨ᨺ∾

ྠᕥ

（10㼍あたり）

᥇ⲡ

（㻵㻾㻗㻹㻵） （㻵㻾㻛㻹㻵） 㻔㻮㻳㻕 （㻲㻾） （㻵㻾㻕 㻔㻿㻳㻕

༢収・∾㣴力（㼗㼓・㻯㻰㻛10㼍） 1㻘200 㻤0 㻣0 120 60 120

༢౯（㻛㼗㼓・㻯㻰） 㻠0 㻠00 㻠00 㻠00 㻠00 㻠00

ᨺ∾用ྍ能期間 㻟～㻥᭶ 㻡～10᭶ 11～2᭶ 㻟～㻠᭶ ⿵ຓ飼料

⢒収益：㻭（㻛10㼍） 㻠㻤㻘000 㻟2㻘000 2㻤㻘000 㻠㻤㻘000 2㻠㻘000 㻠㻤㻘000

種ⱑ㈝ 㻟㻘1㻣㻡 㻟㻘1㻣㻡 㻤2㻥 2㻘010 1㻘06㻥 2㻘㻡㻥2
⫧料㈝ 㻡㻘1㻤㻠 㻡㻘1㻤㻠 2㻘㻡㻥2 6㻘㻠㻤0 2㻘㻡㻥2 㻡㻘1㻤㻠
㎰業⸆㈝
ග⇕ື力㈝ 㻠㻘6㻠㻡
ㅖᮦ料㈝ 㻣㻘㻣12 㻡㻘616 㻡㻘616 㻡㻘616 㻡㻘616
ಟ⧋㈝ 2㻘200
㈤料料㔠（播種、収穫作業） 10㻘000 㻟0㻘000
地代 10㻘000 10㻘000

ୖグ㈝用ィ：㻮（㻛10㼍） 22㻘㻥16 1㻟㻘㻥㻣㻡 㻥㻘0㻟㻣 㻟㻠㻘106 㻥㻘2㻣㻣 㻠㻣㻘㻣㻣6
益ಀ数：㻭㻙㻮（༓㻛10㼍） 2㻡㻚1 1㻤㻚0 1㻥㻚0

㎰作業労働時間㻔時間㻛10㼍㻕 11㻚㻠 11㻚㻠 㻣㻚0 㻤㻚㻠 6㻚㻠 㻤
䛖ちᨺ∾⟶理（時間㻛10㼍） 㻤㻚㻠 6㻚㻠 6㻚㻠 㻠㻚㻠 6

䚷䚷䠒）ฟ：∾ⲡ᥇ⲡの収量䡡㈝用䡡労働時間はᰣᮌ┴㻿∾場の実⦼್。㻮㻳および㻵㻾ᨺ∾の∾㣴力、䛛る㈝
用、労働時間はⲈᇛ┴㻿∾場の実⦼್。㻲㻾は䝙䝳䞊䝆䞊ラン䝗の実⦼を基に䛧たཧ⪃್。㻿㻳はᩥ⊩್。

䚷䚷䠑）ᨺ∾飼料の㻲㻾㻙㻿㻳䠉㻵㻾は䠎年㻟作（㻲㻾：6㻙㻣᭶播種、11㻙2᭶ᨺ∾用、㻿㻳：㻡᭶播種、㻥᭶収穫、㻵㻾：10
᭶播種、㻟㻙㻠᭶ᨺ∾）。㻿㻳は㻲㻾と㻵㻾で11᭶～㻠᭶にᨺ∾䛩る㝿の⿵ຓ飼料（㟷สり）。益ಀ数は䠏作ྜィを䠍
年10㼍と䛧て♧䛩。

䚷䚷䠎）飼料の᥇ⲡཬびᨺ∾は経営ෆ用であるが、収益ᛶをẚ㍑䛧てぢるため᥇ⲡ䛧た飼料作物の༢౯を㻠0
㻛㼗㼓、1᪥の飼料㈝を㻠00と䛧て♧䛧ている。

䚷䚷䠏）∾ⲡの᥇ⲡ㻔㻵㻾㻗㻹㻵㻕には、ୖグ㈝用の䜋䛛に中ᆺロ䞊䝹䜉䞊ラ䞊ཬびラ䝑䝢ン䜾機のൾ༷㈝㻡6㻤༓を
ィୖ䛩る。

䚷䚷４）㈤料料㔠は、┿✵播種機による播種作業のጤク㈝（10༓㻛10㼍）、ỗ用ᆺ飼料収穫機による収穫調
〇作業のጤク㈝（20༓㻛10㼍）である。

ὀ：䠍）飼料の␎グは、㻵㻾㻦䜲タ䝸アンラ䜲䜾ラス、㻹㻵㻦᱂ᇵ䝡䜶、㻮㻳：䝞ヒア䜾ラス、㻲㻾㻦飼料用䝺䞊䝥、㻿㻳：䝋䝹ガ䝮

付⾲䠍䚷ᅵ地用㒊㛛ูの収ᨭ䡡労働時間

㻠㻚㻤

ᨺ∾飼料
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第７章 平地水田㣫料作経営モデル（㞠⏝型法人経営） 

千田雅之

１㸬基本ⓗ⪃࠼方－㣫料作を基幹とする水田作モデル策定の⫼ᬒ－ 

１）水田作経営のၥ題Ⅼ 

２）㣫料作を基幹とする営農モデルのᯟ⤌ࡳ－㣫料作≀の㢮型－ 

２㸬モデルの構⠏ 

１）モデルの⣲ᮦ 

２）ၥ題解決に開発ᑟධのᮇᚅされる㣫料作 

３）将来モデルの前提᮲௳、㑅ᢥ作┠・作型、分析のᯟ⤌ࡳ、ホ価㍈ 

４）作┠間の㔞ᛶ、┈ᛶ➼のẚ㍑ 

３㸬モデルの計測⤖ᯝ 

１）水田直᥋ᨭᡶ㔠現⾜水‽ 

２）産地資㔠๐ῶ、水田直᥋ᨭᡶ㔠一ᚊ 35 千 

４㸬要約と⪃ᐹ 

㸯㸬ᇶᮏⓗ⪃࠼᪉㸫㣫ᩱసࢆᇶᖿࡿࡍỈ⏣సࣔࣝࢹ⟇ᐃࡢ⫼ᬒ㸫 

㸯）Ỉ⏣స⤒Ⴀࡢၥ㢟Ⅼ 

水田作では、農業ᚑ者の㧗㱋と㞳農により、地域のᢸい手の水田管理のጤクがᛴቑして

いる。ᢸい手経営では、経営規ᶍのᣑ大にకい㞠⏝をᑟධする経営がቑ࠼ているが、通年ᑵປ機

会の☜ಖと、┈☜ಖが課題となࡗている。水田作経営は、これࡲで水✄が営農の中ᚰであࡗた

が、作業ປാ間のከいことにຍ࠼て、春Ꮨの田᳜࠼と⛅Ꮨの✭に作業ປാのࣆークが形成

される一方、Ꮨ作業はᑡない。ࡲた、㣗⏝米のᾘ㈝ཬࡧ需要はῶᑡしつ࡙けており、米価ཬ

⦾作業の、ࡃᢸい手経営では、作業ປാがᑡなࡵ作┈もప下ഴ向に推⛣している。このた✄ࡧ

㛩ᮇのᕪが小さࡃ、需要が㧗ࡃ┈ᛶの㧗い作┠のᑟධがᶍ⣴されている。 

その一つとして㣫料作≀がᮇᚅされる。ᅗ１

に♧すよ࠺に␆産≀⏕産に必要な㣫料ࡲで

が国の✐≀ᾘ㈝向㔞を見ると、とࢃ、てࡗ⁋

た、㣗⏝米と㣫料ࡲ。こしが᭱もከいࢁも࠺

の価格の推⛣を見ると、かつては 5㹼6 ಸの価

格ᕪがあࡗたが、米価はప下ഴ向に、㣫料価格

はୖ᪼ഴ向に推⛣し、日そのᕪは 2㹼3 ಸに

⦰小している（ᅗ２）。このよ࠺に㣫料作≀、と

りࢃけ⢒㣫料の需要およࡧ┈ᛶは┦ᑐⓗに

㧗ࡗࡲている。 
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こ࠺したなかで、㣫料⏝米ࡸ✄発㓝⢒

㣫料（✄ :&S）な㣫料⏝イࢿの⏕産に

手ཌい政策ⓗᨭが⾜ࢃれている。しか

し、✄の㣫料は௨下のⅬから水田作経

営ࡸᐙ␆⏕産のၥ題解決には必ずしも⤖

✄、つかない。ձ㣫料⏝米ࡧ :&S の᱂ᇵ

技術は㣗⏝米と基本ⓗに同ࡌであり、

ᢞ下ປാ間がከࡃ、春⛅の作業ࣆーク

が形成され᫆い。このたࡵ㞠⏝型法人経

営の課題である規ᶍᣑ大ࡸ通年の安定ᑵ

ປの可能な営農をᒎᮃし㞴い。ղ㣫料⏝

米ࡸ✄ :&S は、と࠺もࢁこし（௨下、コー

ン）➼の⏿㣫料作≀とẚて㔞がపࡃ⏕産コストは㧗い。このたࡵ┈は⿵ຓ㔠に౫Ꮡࡊࡏる

を得ず、国産㣫料のቑ産ࡸ㣫料⮬給⋡の向ୖにはከࡃのຓ政㈇ᢸをక࠺。その⤖ᯝ、国産␆産≀

の➇தຊᙉに⤖ࡧつかず、ୡ⏺一㧗い␆産≀⏕産をもたらしかࡡない。 

そこで本章では、✄の㣫料にとࡲらず、国内እで⏕産されているከᵝな㣫料作に視野をᗈ

⏝が、ᢸい手経営の水田管理㠃✚のᣑ大（水田άࡏࢃྜࡳ⤌ࡸな㣫料作≀の⏕産࠺のよ、ࡆ

の推進）にᐤし、⿵ຓ㔠に౫Ꮡしすࡂないで産業୪ࡳの所得☜ಖが可能であり、国産㣫料の

ቑ産ཬࡧపコスト⏕産が可能であり、␆産経営のయ㉁ᙉにつながるのか。こ࠺したほⅬから㣫

料作を基幹とする水田作経営モデルをᒎᮃし、その実現に必要な研究課題ྲྀࡸり⤌ࡳにゝཬする。

㸰）㣫ᩱసࢆᇶᖿࡿࡍႠ㎰ࣔࡢࣝࢹᯟ⤌ࡳ㸫㣫ᩱస≀ࡢ㢮ᆺ㸫 

㣫料作≀は、᱂ᇵ管理方

法の┦㐪から水✄と⏿作≀

に、✭ㄪ〇方法の㐪いか

ら✐≀㣫料と⢒㣫料に分け

れる（表１）。㣫料⏝米ࡸ✄

:&S なの水✄は‣水≧ែ

を⥔持するたࡵの水田ᅡ場

の⥔持ࡸ水管理、␏␁管理

を必要とし、⛣᳜が一⯡ⓗなたࡵ᱂ᇵ管理に要するປാ間がከい。これにᑐして、と࠺もࢁこ

し（コーン）ࡸ大㯏、ࢯル࢞ムなの⏿作≀はୖ㏙の管理作業はないたࡵປാ間はᑡなࡃ、水

✄作᱂ᇵᮇは制約されない。しかし、水田で⏿作≀の᱂ᇵを⾜࠺たࡵには水ᑐ策が可

Ḟになる。なお、本章では、アࣈラナ科の㣫料⏝ࢣールࣞࡸーࣉ（真１）のᑟධ可能ᛶも᳨ウ

する。これらはタンパク成分が㧗ࡃ、Ꮨでもᯤれあがらない㣫料作としてᾏእでᗈࡃᬑཬして

0
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ᅗ２ ྡ┠価格の推⛣

米

㓄ྜ㣫料
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価格
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資料：農林水産┬「農業≀価統計」
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䜲アコ䞊ン 大麦㼃㻯㻿、麦䜟䜙

飼料用大麦 䝋䝹ガ䝮

飼料用䜿䞊䝹、䝺䞊䝥
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⏿作物

第７章 平地水田㣫料作経営モデル（㞠⏝型法人経営） 

千田雅之

１㸬基本ⓗ⪃࠼方－㣫料作を基幹とする水田作モデル策定の⫼ᬒ－ 

１）水田作経営のၥ題Ⅼ 

２）㣫料作を基幹とする営農モデルのᯟ⤌ࡳ－㣫料作≀の㢮型－ 

２㸬モデルの構⠏ 

１）モデルの⣲ᮦ 

２）ၥ題解決に開発ᑟධのᮇᚅされる㣫料作 

３）将来モデルの前提᮲௳、㑅ᢥ作┠・作型、分析のᯟ⤌ࡳ、ホ価㍈ 

４）作┠間の㔞ᛶ、┈ᛶ➼のẚ㍑ 

３㸬モデルの計測⤖ᯝ 

１）水田直᥋ᨭᡶ㔠現⾜水‽ 

２）産地資㔠๐ῶ、水田直᥋ᨭᡶ㔠一ᚊ 35 千 

４㸬要約と⪃ᐹ 

㸯㸬ᇶᮏⓗ⪃࠼᪉㸫㣫ᩱసࢆᇶᖿࡿࡍỈ⏣సࣔࣝࢹ⟇ᐃࡢ⫼ᬒ㸫 

㸯）Ỉ⏣స⤒Ⴀࡢၥ㢟Ⅼ 

水田作では、農業ᚑ者の㧗㱋と㞳農により、地域のᢸい手の水田管理のጤクがᛴቑして

いる。ᢸい手経営では、経営規ᶍのᣑ大にకい㞠⏝をᑟධする経営がቑ࠼ているが、通年ᑵປ機

会の☜ಖと、┈☜ಖが課題となࡗている。水田作経営は、これࡲで水✄が営農の中ᚰであࡗた

が、作業ປാ間のከいことにຍ࠼て、春Ꮨの田᳜࠼と⛅Ꮨの✭に作業ປാのࣆークが形成

される一方、Ꮨ作業はᑡない。ࡲた、㣗⏝米のᾘ㈝ཬࡧ需要はῶᑡしつ࡙けており、米価ཬ

⦾作業の、ࡃᢸい手経営では、作業ປാがᑡなࡵ作┈もప下ഴ向に推⛣している。このた✄ࡧ

㛩ᮇのᕪが小さࡃ、需要が㧗ࡃ┈ᛶの㧗い作┠のᑟධがᶍ⣴されている。 

その一つとして㣫料作≀がᮇᚅされる。ᅗ１

に♧すよ࠺に␆産≀⏕産に必要な㣫料ࡲで

が国の✐≀ᾘ㈝向㔞を見ると、とࢃ、てࡗ⁋

た、㣗⏝米と㣫料ࡲ。こしが᭱もከいࢁも࠺

の価格の推⛣を見ると、かつては 5㹼6 ಸの価

格ᕪがあࡗたが、米価はప下ഴ向に、㣫料価格

はୖ᪼ഴ向に推⛣し、日そのᕪは 2㹼3 ಸに

⦰小している（ᅗ２）。このよ࠺に㣫料作≀、と

りࢃけ⢒㣫料の需要およࡧ┈ᛶは┦ᑐⓗに

㧗ࡗࡲている。 
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いる。㣫料⏝イࡸࢿコーンな現ᅾ、推進され

ている国産㣫料はいずれもタンパク成分がప

いࡲ⛅、࠼࠺でに✭を⤊࠼なけれࡤならな

い。こ࠺した課題解決に資する新たな㣫料作≀

としてࢣール➼も᳨ウする。 

一方、✐≀㣫料と⢒㣫料は、✭ㄪ〇方法に

大きな┦㐪がある。前者はỗ⏝型コンバインで

あれࡤ、米、㯏にຍ࠼てᏊ実コーンの✭も可

能である。ᚋ者は作≀のⱼⴥもྵࡵサイࣞージ

㣫料として✭ㄪ〇するたࡵの機械య⣔（ỗ⏝

型㣫料✭機とラッࣆング機な）が必要となる。ᚋ者の✭ㄪ〇機械は∾ⲡ✭で⾜ࢃれてい

る予方ᘧを㝖けࡤ、一ᘧで 2 千を㉸す。ࡲた地ຊ⥔持のたࡵሁ⫧ᢞධも必要となる。たࡔ

し、㞤✑を✭し、サイࣞージㄪ〇するイアコーンは⃰ཌ㣫料に⨨࡙けられるが、✭はỗ⏝

型㣫料✭機により、サイࣞージㄪ〇される。 

したがࡗて、米㯏作を⾜ࡗてきたᢸい手経営にとࡗて、㣫料⏝米ࡸᏊ実コーンはಖ有する機械

㈍༢価は⢒㣫料よりもࡧ⇱設で✭ㄪ〇は可能である。しかしこれら✐≀㣫料の㔞ཬࡸ

పいⅬが課題である。⢒㣫料は㔞、価格㠃では✐≀㣫料より有であるが、新たな✭ㄪ〇機

械が必要になることと、前㏙のよ࠺にሁ⫧ᢞධ➼、地ຊ⥔持が課題となる。㣫料作を基幹とする

水田作経営モデルを᳨ウする㝿、⢒㣫料✭ࡲでྵࡵるきかྰかは一つの論Ⅼになるが、௨下

ではあらࡺる㣫料作≀の㑅ᢥ可能な≧ἣのもとで᭱適な作┠の⤌ࡏࢃྜࡳを᳨ウする。

㸰㸬ࣔࡢࣝࢹᵓ⠏ 

㸯）ࣔࡢࣝࢹ⣲ᮦ

経営モデルの⣲ᮦとした（有）࢝ーライフフジサ࣡は、ᐙ᪘ 4 人の、ᖖ㞠社ဨ 2 ྡで約 80ha

の水田作経営を⾜࠺法人である（表２）。⦾ᛁᮇはパート㞠⏝➼によりᑐฎしている。ᅡ場はおも

に岡山平野に⨨する。同平野では㯏作が一⯡ⓗなこと、パイࣉラインのᩚഛが一部にとࡗࡲ

ており、⏝水౪給は 6 月 10 日㡭から、ⴠ水は 10 月௨㝆になる。このたࡵ、水✄の田᳜ᮇ間は 6

月中下᪪に、✄ :&S の✭は 10 月௨㝆に㝈定される。 

法人の経営㠃✚は 2012 年の 60ha から 7 年間で 20ha ቑຍしているが、この間、㣗⏝米

の作けをῶらし、㓇造ዲ適米ࡸ㣫料作≀の作けをቑࡸしてきている。㣫料作の㠃✚を 32ha に

ᣑ大する中で、┬ຊ᱂ᇵが可能で、⛣᳜水✄作と作業ᮇの重ならない㣫料⏝イࢿの田直᱂

ᇵࡸコーン :&S を新たにᑟධしている。ࡲた、✄ :&S コーンࡸ :&S ⏝の✭機をᑟධし、⢒㣫料

⏕産にも✚ᴟⓗにྲྀり⤌ࡴとともに、これらの✭ཷク（コントラクター業）を 100ha ௨ୖお

こない、㧗㢠機械の✌ാ⋡の向ୖをᅗࡗている。ࡲた、可能な㝈り、✄ࢃらࡸ㯏ࢃらの✭も⾜

い、これらをྵࡵ㣫料作の✭ᘏ㠃✚は 244ha に達している。 

真１ Ꮨのᨺ∾向け㣫料作≀としてᾏእ
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このよ࠺に、法人では✐≀㣫料のࡳならず、✭機械య⣔の␗なる⢒㣫料⏕産をྵࡵて

業をᣑ大しているⅬが注┠される。ᚋ、㣗⏝米は≉ู᱂ᇵ米として㢳ᐈのある 16ha に作

けを㝈定し、ṧりのᅡ場は┈ᛶࡸ作業ᛶから有な作┠を⤌ࡏࢃྜࡳるព向であり、┬ຊ᱂

ᇵが可能でሁ⫧ᢞධ㈇ᢸのᑡないᏊ実コーンࡸイアコーンにも㛵ᚰを♧している。そこで、௨下

の㣫料作≀ࡸ作型をྵ᭱ࡵ適な経営モデルを᳨ウする。 

㸰）ၥ㢟ゎỴ㛤Ⓨᑟධࡢᮇᚅࡿࢀࡉ㣫ᩱస

㣫料⏝米およࡧ✄ :&S は、┈ᛶのほⅬからከရ✀の「ࡳなࡕから」、「たࡕすずか」のᑟධ、

ᣑ大がᮇᚅされる。たࡔし、「ࡳなࡕから」の┈は⿵ຓ㔠に౫ᏑするⅬに␃ពする必要がある。

 。ຊのほⅬから、これらの田直᱂ᇵのᑟධもᮇᚅされる┬ࡸた、⛣᳜との作業➇ྜ回㑊ࡲ

㯤⇍ᮇ✭の大㯏 :&S は、㣫料✭機のỗ⏝⏝がはかれること、5 月中下᪪の✭が可能で

6 月ୖ᪪の作業ษり᭰࠼の作業➇ྜの⦆和がはかれることから、㺀✄ :&S と大㯏 :&S の 2 ẟ作㺁

➼の作型としてのᑟධがᮇᚅされる。 

コーン :&S の 2 ᮇ作（4 月ୖ中᪪✀－7 月下᪪✭、8 月ୖ᪪✀－11 月✭）は、水✄との

作業➇ྜの回㑊が可能で、㔞ᛶཬࡧ┈ᛶが㧗ࡃ、かつ、㣫料✭機のỗ⏝⏝の可能な㣫料

作としてᑟධがᮇᚅされる（真２）。 

Ꮚ実コーンࡸイアコーンの㔞ࡸ┈は、コーン :&S とẚてపいが、作業ປാがᑡないこと、

ሁ⫧ᢞධの㈇ᢸが小さいこと、ࡲた、Ꮚ実コーンは米㯏作のಖ有する᪤Ꮡの機械・設で⏕産可

能なことからᑟධがᮇᚅされる（真３）。 

経営ᙧែ・労
働力

雇用ᆺ法人経営、♫員䠒ྡ（䛖ち大ᆺ機Ეオペ４ྡ）、パ䞊ト・◊ಟ生2～12ྡ（⦾ᛁ期）

❧地᮲௳ ᒸ山平野（麦作等の㛵ಀ䛛䜙₤₅用水౪⤥は6᭶中᪪～㻥᭶ୗ᪪に㝈ᐃ）

経営面積等 経営面積：㻣㻥㻚㻡㼔㼍（平均2㻡㼍㻛➹）、作付面積㻦10㻠㻚㻠㼔㼍、飼料収穫延䜉面積：⣙2㻠㻠㼔㼍

作付作┠
主食用米㻦2㻠㻚㻠㼔㼍、㓇㐀ዲ㐺米：2㻣㻚㻡㼔㼍、✄㼃㻯㻿：1㻟㻚㻡㼔㼍、飼料用米：10㻚2㼔㼍、コ䞊ン㼃㻯㻿：㻟㻚㻥㼔㼍（2期
作）、大麦：1㻣㻚2㼔㼍（水✄作）、䈜䛖ち水✄田┤播᱂ᇵ：6㻚㻠㼔㼍、✄䜟䜙ཬび麦䜟䜙収穫：⣙㻤0㼔㼍

作業ཷク ✄㼃㻯㻿の収穫㻦⣙10㻤㼔㼍（┴外をྵめᗈᇦにᒎ㛤）、コ䞊ン㼃㻯㻿の収穫：延䜉1㻣㼔㼍

主な機Ე
タ備

田᳜機2ྎ、コン䝞䜲ン㻟ྎ、⇱機600▼、⣽᩿ᆺ飼料䜲ネᑓ用収穫機䠏ྎ、ỗ用ᆺ飼料収穫機䠎
ྎ、ラ䝑䝢ン䜾機４ྎ、マ䝙䝳アス䝥䝺䝑䝎䞊䠍ྎ、トラ䜽タ䞊䠍0ྎ、トラ䝑䜽䠑ྎ䜋䛛

経営ୖの
課題

䐟水田⟶理の┬力化、䐠㏻年ᑵ労機の☜ಖ、䐡収益☜ಖ

䛣れまでの
ᑐᛂ

䐟水✄田┤播᱂ᇵのᑟධ、䐠コ䞊ン㼃㻯㻿のᑟධ（作業労働のศᩓ、水田の┬力⟶理）、䐡コントラ
䜽タ䞊（飼料収穫作業ㄳ㈇）のᗈᇦᒎ㛤（機Ე✌働⋡のྥୖ、ᑵ労機の☜ಖ）

䛣れ䛛䜙の
取り⤌み

䐟Ꮚ実コ䞊ン、䜲アコ䞊ン等のᑟධ、䐠冬季ᑵ労機の☜ಖ（ሁ⫧ᩓᕸサ䞊䝡ス、冬作など）

⾲䠎䚷モ䝕䝹の⣲ᮦ経営の営㎰ᴫせ

ὀ：経営面積、作付面積は201㻥年実⦼、大麦は201㻤年⛅の作付面積、✄㼃㻯㻿およびコ䞊ン㼃㻯㻿の収穫は201㻤年
実⦼。

いる。㣫料⏝イࡸࢿコーンな現ᅾ、推進され

ている国産㣫料はいずれもタンパク成分がప

いࡲ⛅、࠼࠺でに✭を⤊࠼なけれࡤならな

い。こ࠺した課題解決に資する新たな㣫料作≀

としてࢣール➼も᳨ウする。 

一方、✐≀㣫料と⢒㣫料は、✭ㄪ〇方法に

大きな┦㐪がある。前者はỗ⏝型コンバインで

あれࡤ、米、㯏にຍ࠼てᏊ実コーンの✭も可

能である。ᚋ者は作≀のⱼⴥもྵࡵサイࣞージ

㣫料として✭ㄪ〇するたࡵの機械య⣔（ỗ⏝

型㣫料✭機とラッࣆング機な）が必要となる。ᚋ者の✭ㄪ〇機械は∾ⲡ✭で⾜ࢃれてい

る予方ᘧを㝖けࡤ、一ᘧで 2 千を㉸す。ࡲた地ຊ⥔持のたࡵሁ⫧ᢞධも必要となる。たࡔ

し、㞤✑を✭し、サイࣞージㄪ〇するイアコーンは⃰ཌ㣫料に⨨࡙けられるが、✭はỗ⏝

型㣫料✭機により、サイࣞージㄪ〇される。 

したがࡗて、米㯏作を⾜ࡗてきたᢸい手経営にとࡗて、㣫料⏝米ࡸᏊ実コーンはಖ有する機械

㈍༢価は⢒㣫料よりもࡧ⇱設で✭ㄪ〇は可能である。しかしこれら✐≀㣫料の㔞ཬࡸ

పいⅬが課題である。⢒㣫料は㔞、価格㠃では✐≀㣫料より有であるが、新たな✭ㄪ〇機

械が必要になることと、前㏙のよ࠺にሁ⫧ᢞධ➼、地ຊ⥔持が課題となる。㣫料作を基幹とする

水田作経営モデルを᳨ウする㝿、⢒㣫料✭ࡲでྵࡵるきかྰかは一つの論Ⅼになるが、௨下

ではあらࡺる㣫料作≀の㑅ᢥ可能な≧ἣのもとで᭱適な作┠の⤌ࡏࢃྜࡳを᳨ウする。

㸰㸬ࣔࡢࣝࢹᵓ⠏ 

㸯）ࣔࡢࣝࢹ⣲ᮦ

経営モデルの⣲ᮦとした（有）࢝ーライフフジサ࣡は、ᐙ᪘ 4 人の、ᖖ㞠社ဨ 2 ྡで約 80ha

の水田作経営を⾜࠺法人である（表２）。⦾ᛁᮇはパート㞠⏝➼によりᑐฎしている。ᅡ場はおも

に岡山平野に⨨する。同平野では㯏作が一⯡ⓗなこと、パイࣉラインのᩚഛが一部にとࡗࡲ

ており、⏝水౪給は 6 月 10 日㡭から、ⴠ水は 10 月௨㝆になる。このたࡵ、水✄の田᳜ᮇ間は 6

月中下᪪に、✄ :&S の✭は 10 月௨㝆に㝈定される。 

法人の経営㠃✚は 2012 年の 60ha から 7 年間で 20ha ቑຍしているが、この間、㣗⏝米

の作けをῶらし、㓇造ዲ適米ࡸ㣫料作≀の作けをቑࡸしてきている。㣫料作の㠃✚を 32ha に

ᣑ大する中で、┬ຊ᱂ᇵが可能で、⛣᳜水✄作と作業ᮇの重ならない㣫料⏝イࢿの田直᱂

ᇵࡸコーン :&S を新たにᑟධしている。ࡲた、✄ :&S コーンࡸ :&S ⏝の✭機をᑟධし、⢒㣫料

⏕産にも✚ᴟⓗにྲྀり⤌ࡴとともに、これらの✭ཷク（コントラクター業）を 100ha ௨ୖお

こない、㧗㢠機械の✌ാ⋡の向ୖをᅗࡗている。ࡲた、可能な㝈り、✄ࢃらࡸ㯏ࢃらの✭も⾜

い、これらをྵࡵ㣫料作の✭ᘏ㠃✚は 244ha に達している。 
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㣫料⏝ࢣールࣞࡸーࣉは、コーンの✀で⏝する真✵✀機のỗ⏝⏝が可能で、㧗⺮ⓑ㣫

料として㣫料価್が㧗いこと（表３）、農㛩ᮇのᏘに✭の可能なこと➼からᑟධがᮇᚅされる。

㸱）ᑗ᮶ࣔࡢࣝࢹ๓ᥦ᮲௳ࠊ㑅ᢥస┠࣭సᆺࠊศᯒࡢᯟ⤌ࠊࡳホ౯㍈ 

経営モデルは、法人の⨨する岡山平野での営農ᒎ開を定し、௨下の前提᮲௳を⨨ࡃ。

ປാຊ☜ಖがᅔ㞴になࡗている≧ἣから、作業ປാにᑵࡃ者は 4 人のᖖ社ဨ（大型機械の᧯作

可能）と⮫㞠⏝ 2 人（ປ㈤ 1�500 㸭）とする。このかにົဨ 2 人を☜ಖする（給水

‽ 400 ）。❧地᮲௳から前㏙の⏝水౪給制約をཷけるものとする。水田⏝の地௦は一ᚊ 12

千/10a とし、㈚要ᮃがቑຍしていることから、水田⏝㠃✚のୖ㝈は設けない。㣗⏝米は

≉ู᱂ᇵ米の⏕産に㝈定しୖ㝈㠃✚を 20ha とする。㓇造ዲ適米、✄ :&S は実需㠃からそれࡒれ

真３ イアコーンの✭真２ コーン :&S の✭

㼀㻰㻺
（㻑）

㻯㻼
（㻑）

㻹㻱
㻔㻹㻶㻛㼗㼓㻕

㼀㻰㻺
㻔㼗㼓㻕

㻯㻼
㻔㼗㼓㻕

㻹㻱
㻔㻹㻶㻕

㼂㼍㼘㼡㼑䠍）

㻔）
㼂㼍㼘㼡㼑䠎）

㻔）

（
㻛㻰㻹㼗㼓㻕

㻔㻛10㼍㻕

飼料用米（みなち䛛䜙） 6㻡0 㻥㻠㻚㻥 㻤㻚㻤 1㻡㻚㻠 61㻣 㻡㻣 10㻘00㻠 㻠㻣 26 㻟0 1㻥㻘㻡00

✄㼃㻯㻿（たち䛩ず䛛） 1㻘㻠㻠0 㻡㻠㻚0 㻡㻚㻤 㻤㻚2 㻣㻣㻤 㻤㻠 11㻘㻣㻡0 㻠㻟 1㻣 㻠㻡 6㻠㻘㻤00

✄䜟䜙 㻠00 㻠2㻚1 㻡㻚㻠 6㻚1 16㻤 22 2㻘㻠2㻤 㻟㻠 16 㻟㻡 1㻠㻘000

大麦 㻠00 㻤㻠㻚0 12㻚0 1㻟㻚㻡 㻟㻟6 㻠㻤 㻡㻘㻟㻤㻤 㻠2 㻟6 㻟㻡 1㻠㻘000

大麦㼃㻯㻿 㻤00 61㻚㻟 㻥㻚1 㻥㻚㻡 㻠㻥0 㻣㻟 㻣㻘㻡60 㻠㻥 2㻣 㻠㻡 㻟6㻘000

麦䜟䜙 㻟㻡0 㻠6㻚㻠 㻟㻚6 6㻚㻤 162 1㻟 2㻘㻟㻤㻣 㻟㻣 11 㻟0 10㻘㻡00

Ꮚ実コ䞊ン 㻣00 㻥㻟㻚6 㻤㻚㻤 1㻡㻚2 6㻡㻡 62 10㻘612 㻠㻣 26 㻠㻣 㻟2㻘㻥00

䜲アコ䞊ン 1㻘000 㻤㻟㻚0 㻤㻚㻡 㻤㻟0 㻤㻡 㻠2 26 㻠2 㻠2㻘000

コ䞊ン㼃㻯㻿（2期作） 2㻘㻟00 66㻚㻠 㻤㻚0 10㻚㻟 1㻘㻡2㻣 1㻤㻠 2㻟㻘㻣㻡㻥 㻡㻟 2㻠 㻡㻟 121㻘㻥00

飼料用䜿䞊䝹 1㻘200 20㻚0 12㻚㻡 2㻠0 1㻡㻘000 60 㻣2㻘000

飼料用䝺䞊䝥 600 16㻚0 12㻚0 㻥6 㻣㻘200 㻠㻤 2㻤㻘㻤00

䚷䠑）୍⯡ⓗなホ౯は、ᒸ山┴での平均ⓗなὶ㏻౯᱁。

䚷䠎）✄、麦、コ䞊ンの飼料ᡂศは䛂᪥ᮏᶆ‽飼料ᡂศ⾲（200㻥年∧）䛃（中ኸ␆産）、䜿䞊䝹、䝺䞊䝥は㻰㼍㼕㼞㼥㻌㻺㼆㻓㻲㼑㼑㼐㻌㼂㼍㼘㼡㼑㼟㻓。

䚷䠏）㻲㼑㼑㼐㻌㼂㼍㼘㼡㼑䠍）は、㼀㻰㻺1㼗㼓ᙜたりホ౯を⃰ཌ飼料㻡0、⢒飼料㻤0と䛧た時の物1㼗㼓あたりホ౯㢠。

䚷４）㻲㼑㼑㼐㻌㼂㼍㼘㼡㼑䠎）は、㻯㻼1㼗㼓ᙜたりホ౯を㻟00と䛧た時の物1㼗㼓あたりホ౯㢠。

表３䚷㣫ᩱస≀の㔞䚸ᡂศのẚ㍑

物収量
㻔㼗㼓㻛10㼍㻕

物ᙜたり飼料ᡂศ 収量（䠋10㼍） 飼料౯್（㻛㼗㼓） ୍⯡ⓗホ౯

ὀ：䠍）✄、麦、コ䞊ンの物収量は、モ䝕䝹⣲ᮦ等の実⦼್。䜿䞊䝹、䝺䞊䝥は䝙䝳䞊䝆䞊ラン䝗の୍⯡ⓗな収量水‽。✄䜟
䜙、麦䜟䜙の収量はཎ物⾲♧。
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30ha、16ha をୖ㝈㠃✚とする。コーンの作㠃✚は、水ᛶのⰋいᅡ場の制約から 20ha でとࡲ

する。 

ຓ成㔠については、現⾜水‽のࢣースと、産地資㔠の๐ῶ、ཬࡧ水田ά⏝の直᥋ᨭᡶ㔠を

一ᚊ 35 千とするࢣースに分けて᭱適な営農構成➼を試⟬する。 

水✄⛣᳜は、前㏙の⏝水⏝の制約から 6 月中下᪪⛣᳜、田直は、4 月中下᪪と 5 月中᪪

✀の 2 ースとする。㣗⏝米、㓇造ዲ適米、㣫料⏝米の✭はࢣ 10 月、✄ :&S の✭は 11 月

中᪪ࡲで可能とする。ࡲた、現ᅾ⾜ࡗている㓇造ዲ適米あるいは✄ :&S と大㯏の 2 ẟ作にຍ࠼て、

6 月ୖ᪪の作業ษり᭰࠼の作業➇ྜの⦆和可能な作型として㺀✄ :&S と大㯏 :&S の 2 ẟ作㺁のᑟ

ධ可能ᛶを᳨ウする（表４）。 

コーン :&S は、水✄との作業➇ྜの回㑊とᏘのሁ⫧ᢞධᮇ間の☜ಖ、春と⛅のᅡ場管理（㝖

ⲡ）作業の発⏕をなࡃすた4」、ࡵ 月ୖ中᪪✀－7 月下᪪✭、8 月ୖ᪪✀－11 月✭」の 2

ᮇ作とする。Ꮚ実コーンは 5 月㹼6 月と 10 月の水✄作業と➇ྜを㑊けるた4、ࡵ 月✀－9 月

✭とする。㯤⇍ᮇに✭するイアコーンは᱂ᇵᮇ間が▷いた5、ࡵ 月✀－9 月✭とし、大㯏

:&S、✄ :&S と⤌ࡏࢃྜࡳた 2 年 3 作య⣔としてᑟධ可能ᛶを᳨ウする。 

㣫料⏝ࢣールは 5 月に✀し、6 か月間の⏕⫱ᚋ、11 月下᪪௨㝆✭可能な作┠とする。⏕⫱

ᮇ間の▷い㣫料⏝ࣞーࣉは、イアコーンと⤌ࡏࢃྜࡳて、イアコーン 4 月✀－8 月ୖ᪪㡭✭、

ࣞーࣉ 8 月下᪪㡭✀－12 月௨㝆✭の 2 ẟ作య⣔としてᑟධ可能ᛶを᳨ウする。 

なお、㣫料✭機の✌ാ⋡向ୖと社ဨのᑵປ機会の☜ಖを⪃៖し、✄ :&S コーンࡸ :&S の✭

ཷク作業、✄ࢃらࡸ㯏ࢃらの✭㈍も業㑅ᢥにຍ࠼る。 

㣗⏝⡿䠄⛣᳜䠅

㓇㐀ዲ㐺⡿䠄⛣᳜䠅

㣫ᩱ⏝⡿䠄⛣᳜䠅

㣫ᩱ⏝⡿䠄┤䠅

✄㼃㻯㻿䠄⛣᳜䠅

✄㼃㻯㻿䠄┤䠅

㓇⡿䠉㯏䠄㻞ẟస䠅 ✭

✄㼃㻯㻿䠉㯏䠄㻞ẟస䠅 ✭

✄㼃㻯㻿䠉㯏㼃㻯㻿
䠄㻞ẟస䠅

䝁䞊䞁㼃㻯㻿
䠄㻞ᮇస䠅

✭✀

Ꮚ実䝁䞊䞁䠄༢స䠅

㣫ᩱ⏝䜿䞊䝹

䝺䞊䝥㻙䜲䜰䝁䠉䞁
䠄㻞ẟస䠅

䠄సᴗཷク䠅

✄䜟ら✭

㯏䜟ら✭ ✭

✄㼃㻯㻿✭

䝁䞊䞁㼃㻯㻿✭ ✭

✭

✭

✭

⛣᳜

⛣᳜

⛣᳜

✭

✭

✭

✭

✭

✭

✭

✭

✭

✭

✭

✭

✭

⛣᳜

⛣᳜

⛣᳜

⛣᳜

⛣᳜ ✀

✀

✀

✀

✀

✭

✭

✀

✀

✀

✀

✀

✀

✭

䠄✄㼃㻯㻿䠅

䠄䜲䜰䝁䞊䞁䠅 䠄㣫ᩱ⏝䝺䞊䝥䠅

✭

✀

✀

✀

✭

⾲４䚷飼料作を基ᖿ㒊㛛と䛩る水田作経営においてᑗ来、ᑟධのᐃ䛥れる作┠・作ᆺ（ᒸ山平野）

䠄㯏㼃㻯㻿䠅

䠄㯏㼃㻯㻿䠅

䠄䠍స┠䠅 䠄䠎స┠䠅

Ꮚ実䝁䠉䞁

䜲䜰䝁䞊䞁㻙㯏㼃㻯㻿
㻙✄㼃㻯㻿䠄㻞ᖺ㻟స䠅

䠄㯏㼃㻯㻿䠅䠄䜲䜰䝁䠉䞁䠅

㻝㻜᭶ 㻝㻝᭶ 㻝㻞᭶

䠄✄㼃㻯㻿䠅

䠄㯏䠅 䠄✄㼃㻯㻿䠅

䠐᭶ 䠑᭶ 䠒᭶ 㻣᭶ 㻤᭶ 㻥᭶

䠄㯏䠅 䠄㓇⡿䠅

✀

✀

㣫料⏝ࢣールࣞࡸーࣉは、コーンの✀で⏝する真✵✀機のỗ⏝⏝が可能で、㧗⺮ⓑ㣫

料として㣫料価್が㧗いこと（表３）、農㛩ᮇのᏘに✭の可能なこと➼からᑟධがᮇᚅされる。

㸱）ᑗ᮶ࣔࡢࣝࢹ๓ᥦ᮲௳ࠊ㑅ᢥస┠࣭సᆺࠊศᯒࡢᯟ⤌ࠊࡳホ౯㍈ 

経営モデルは、法人の⨨する岡山平野での営農ᒎ開を定し、௨下の前提᮲௳を⨨ࡃ。

ປാຊ☜ಖがᅔ㞴になࡗている≧ἣから、作業ປാにᑵࡃ者は 4 人のᖖ社ဨ（大型機械の᧯作

可能）と⮫㞠⏝ 2 人（ປ㈤ 1�500 㸭）とする。このかにົဨ 2 人を☜ಖする（給水

‽ 400 ）。❧地᮲௳から前㏙の⏝水౪給制約をཷけるものとする。水田⏝の地௦は一ᚊ 12

千/10a とし、㈚要ᮃがቑຍしていることから、水田⏝㠃✚のୖ㝈は設けない。㣗⏝米は

≉ู᱂ᇵ米の⏕産に㝈定しୖ㝈㠃✚を 20ha とする。㓇造ዲ適米、✄ :&S は実需㠃からそれࡒれ

真３ イアコーンの✭真２ コーン :&S の✭

㼀㻰㻺
（㻑）

㻯㻼
（㻑）

㻹㻱
㻔㻹㻶㻛㼗㼓㻕

㼀㻰㻺
㻔㼗㼓㻕

㻯㻼
㻔㼗㼓㻕

㻹㻱
㻔㻹㻶㻕

㼂㼍㼘㼡㼑䠍）

㻔）
㼂㼍㼘㼡㼑䠎）

㻔）

（
㻛㻰㻹㼗㼓㻕

㻔㻛10㼍㻕

飼料用米（みなち䛛䜙） 6㻡0 㻥㻠㻚㻥 㻤㻚㻤 1㻡㻚㻠 61㻣 㻡㻣 10㻘00㻠 㻠㻣 26 㻟0 1㻥㻘㻡00

✄㼃㻯㻿（たち䛩ず䛛） 1㻘㻠㻠0 㻡㻠㻚0 㻡㻚㻤 㻤㻚2 㻣㻣㻤 㻤㻠 11㻘㻣㻡0 㻠㻟 1㻣 㻠㻡 6㻠㻘㻤00

✄䜟䜙 㻠00 㻠2㻚1 㻡㻚㻠 6㻚1 16㻤 22 2㻘㻠2㻤 㻟㻠 16 㻟㻡 1㻠㻘000

大麦 㻠00 㻤㻠㻚0 12㻚0 1㻟㻚㻡 㻟㻟6 㻠㻤 㻡㻘㻟㻤㻤 㻠2 㻟6 㻟㻡 1㻠㻘000

大麦㼃㻯㻿 㻤00 61㻚㻟 㻥㻚1 㻥㻚㻡 㻠㻥0 㻣㻟 㻣㻘㻡60 㻠㻥 2㻣 㻠㻡 㻟6㻘000

麦䜟䜙 㻟㻡0 㻠6㻚㻠 㻟㻚6 6㻚㻤 162 1㻟 2㻘㻟㻤㻣 㻟㻣 11 㻟0 10㻘㻡00

Ꮚ実コ䞊ン 㻣00 㻥㻟㻚6 㻤㻚㻤 1㻡㻚2 6㻡㻡 62 10㻘612 㻠㻣 26 㻠㻣 㻟2㻘㻥00

䜲アコ䞊ン 1㻘000 㻤㻟㻚0 㻤㻚㻡 㻤㻟0 㻤㻡 㻠2 26 㻠2 㻠2㻘000

コ䞊ン㼃㻯㻿（2期作） 2㻘㻟00 66㻚㻠 㻤㻚0 10㻚㻟 1㻘㻡2㻣 1㻤㻠 2㻟㻘㻣㻡㻥 㻡㻟 2㻠 㻡㻟 121㻘㻥00

飼料用䜿䞊䝹 1㻘200 20㻚0 12㻚㻡 2㻠0 1㻡㻘000 60 㻣2㻘000

飼料用䝺䞊䝥 600 16㻚0 12㻚0 㻥6 㻣㻘200 㻠㻤 2㻤㻘㻤00

䚷䠑）୍⯡ⓗなホ౯は、ᒸ山┴での平均ⓗなὶ㏻౯᱁。

䚷䠎）✄、麦、コ䞊ンの飼料ᡂศは䛂᪥ᮏᶆ‽飼料ᡂศ⾲（200㻥年∧）䛃（中ኸ␆産）、䜿䞊䝹、䝺䞊䝥は㻰㼍㼕㼞㼥㻌㻺㼆㻓㻲㼑㼑㼐㻌㼂㼍㼘㼡㼑㼟㻓。

䚷䠏）㻲㼑㼑㼐㻌㼂㼍㼘㼡㼑䠍）は、㼀㻰㻺1㼗㼓ᙜたりホ౯を⃰ཌ飼料㻡0、⢒飼料㻤0と䛧た時の物1㼗㼓あたりホ౯㢠。

䚷４）㻲㼑㼑㼐㻌㼂㼍㼘㼡㼑䠎）は、㻯㻼1㼗㼓ᙜたりホ౯を㻟00と䛧た時の物1㼗㼓あたりホ౯㢠。

表３䚷㣫ᩱస≀の㔞䚸ᡂศのẚ㍑

物収量
㻔㼗㼓㻛10㼍㻕

物ᙜたり飼料ᡂศ 収量（䠋10㼍） 飼料౯್（㻛㼗㼓） ୍⯡ⓗホ౯

ὀ：䠍）✄、麦、コ䞊ンの物収量は、モ䝕䝹⣲ᮦ等の実⦼್。䜿䞊䝹、䝺䞊䝥は䝙䝳䞊䝆䞊ラン䝗の୍⯡ⓗな収量水‽。✄䜟
䜙、麦䜟䜙の収量はཎ物⾲♧。
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ୖ記のປാຊࡸ作制約の下で、作業技術㠃で可能であり、社ဨ所得を᭱大する作┠㺃作型の

 。を、ᩚᩘ計画法を⏝いて明らかにする➼ࡏࢃྜࡳ⤌

試⟬では、✐≀⏕産のࡳを⾜ࢣ࠺ース（✄㸩㯏Ѝ✄㸩㯏㸩Ꮚ実コーン）、⢒㣫料⏕産ࡸ作業ཷク

をຍ࠼たࢣース（✐≀⏕産㸩✄ :&S、同ᕥ㸩コーン :&S㸩イアコーン、同ᕥ㸩㣫料⏝ࢣール）で᭱

適な⤌ࡏࢃྜࡳと┈水‽➼を明らかにする。 

ホ価㍈は、ձ┈ᛶ（産出㢠、1 人あたり所得、10a あたり所得）、ղ㞠⏝安定ᛶ（農作業ປാ

のᏘ⠇೫ᅾの⦆和）の経営ⓗ視Ⅼ、ճ水田資※のά⏝（経営㠃✚、土地⏝⋡）、մ㣫料⏕産ຊ（㣫

料⏕産㔞、TDN1kJ あたり⏕産コスト➼）の社会ⓗほⅬとする。 

㸲）స┠㛫ࡢ㔞ᛶࠊ┈ᛶ➼ࡢẚ㍑ 

表に作┠・作型ูの┈ᛶ➼を♧す。 

ず、10aࡲ あたり㈍ධは、作┠、作型により大きࡃ␗なり、㈍༢価の㧗い≉᱂米ࡸ㓇造

ዲ適米で 10 を㉸す一方、㣫料⏝米ࡸᏊ実コーンは༢価がపいたࡵ㈍ධは 3 ⛬度に

とࡲる。✄ :&S その中間に⨨し、コーンࡵールは㔞がከいたࢣࡸ :&S（2 ᮇ作）は㔞、༢

価とも㧗いたࡵ、㈍ධは 10 を㉸す。このよ࠺に、㠃✚あたり㈍ධは作┠間で著しࡃ

␗なる。 

方、機械ࡸ設のൾ༷㈝、ປാ㈝を㝖ࡃ、᱂ᇵࡸ✭にかる資ᮦ㈝は、いずれの作┠も１

作 10a あたり 2 前ᚋで作┠間のᕪは小さい。このたࡵ、㈍ධからこれら変動㈝をᕪし引

いた㝈⏺┈は、作┠、作型により著しࡃ␗なり、㣫料⏝米では✄ࢃらの㈍ධがなけれࡤ㝈

⏺┈はマイナスとなる。これにᑐして同ࡌ㣫料作≀でもコーン 2 ᮇ作では約 78 千、㣫料⏝

ールでは約ࢣ 49 千、㣫料⏝ࣞーࣉとイアコーンの 2 ẟ作では約 37 千の㝈⏺┈が☜ಖされ

る。このよ࠺に、㣫料作≀間で┈ᛶは著しࡃ␗なる。 

しかし、直᥋ᨭᡶい㔠は、┈ᛶのపい㣫料作┠にᑐして㧗ࡃ設定されているたࡵ、

㔠をຍ࠼ると、作┠・作型間の┈ᕪは小さࡃなる。 

作業ປാ間は、㣫料⏝米ࡸ✄ :&S をྵࡵ、水✄作で 10 間を㉸す（田直᱂ᇵでは 9.5 

間）が、⏿㣫料作は 1 作あたり 4－5 間⛬度である。 

㣫料⏕産㔞は TDN ✄ࡸースでは、㣫料⏝米࣋ :&S の 10a あたり 770kJ にᑐして、コーン :&S2 ᮇ

作では 2 ಸ௨ୖの 1�530kJ、㣫料⏝ࣞーࣉ㺃イアコーンの 2 ẟ作では 1�228kJ、✄ :&S・大㯏 :&S

の 2 ẟ作では 1�138kJ と㧗い。ࢃが国で㊊するタンパクの⏕産㔞でẚ㍑すると、㣫料⏝イࢿの

80kJ 前ᚋにᑐして、コーン 2 ᮇ作で 184kJ、㣫料⏝ࢣールでは 1 作で 3 ಸの 240kJ が得られる。

このたࡵ、㣫料⏕産㈝にも作┠間で㢧著なᕪがࡳられる。 

㸱㸬ࣔࡢࣝࢹィ ⤖ᯝ 

㸯）Ỉ⏣┤᥋ᨭᡶ㔠⌧⾜Ỉ‽ 

ձ✐≀⏕産のࡳ 

㣗⏝米と㓇造ዲ適米、㣫料⏝米、大㯏の✐≀に㑅ᢥ⫥を㝈定した場ྜ、㈍༢価の㧗い≉᱂
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米と㔠のከい㣫料⏝米⏕産を中ᚰとする営農の┈ᛶが᭱も㧗い。しかし、経営㠃✚は 56ha、

社ဨ一人あたりປാ間は 1�298 間、㔠を㝖ࡃ農業産出㢠は 86 千/10a、㣫料⏕産㔞は

TDN ースで࣋ 192t にとࡲる。㣫料⏕産コストは TDN1kJ あたり 132 と試⟬される。社ဨ一人

あたり所得は 600 になるが、㔠の౫Ꮡの大きい営農となる。 

ղᏊ実コーンのᑟධ 

水✄作業と重」のᑡない 4 月✀、9 月✭のᏊ実コーンのᑟධは、経営㠃✚を 20ha ቑࡸし、

社ဨのᑵປ機会ࡸ所得ቑຍ、㣫料のቑ産ࡸ㣫料⏕産コストのపῶにᐤする。 

ճ✄ࢃら✭ࡸ✄ :&S ⏕産のᑟධ 

㣫料⏝米の一部を✄ :&S にษり᭰࠼ることにより、土地⏝⋡のᣑ大、ᑵປ機会のᣑ大、農業

産出㢠ࡸ所得のቑຍにつながる。⟬出㢠にᑐする㔠のẚ⋡も 65㸣にప下する。㣫料⏕産㔞は

429t にቑຍし、1kJ あたり⏕産コストは 101 ࡲでపῶする。 

մコーン :&S、イアコーン⏕産のᑟධ 

Ꮚ実コーンࡸ✄ :&S の一部をコーン :&S にษり᭰࠼ることにより、産出㢠ࡸ所得がቑຍする。

とࡃに所得ቑຍのຠᯝが大きい。ࡲた、㣫料⏕産コストは 84 /kJ  。でపῶするࡲ

䐟
✄䠇㯏

䐠
㻗Ꮚ実䡶䡬䢙

䐡
㻗✄㼃㻯㻿

䐢㻗䝁䞊䞁
㼃㻯㻿䚸䜲䜰

䝁䞊䞁

䐣
㻗䝺䞊䝥

䐤
㻗䜿䞊䝹

䐥
✄䠇㯏

䐦
㻗Ꮚ実䡶䡬䢙

䐧
㻗✄㼃㻯㻿

䐨㻗䝁䞊䞁
㼃㻯㻿䚸䜲䜰

䝁䞊䞁

䐩
㻗䝺䞊䝥

䐪
㻗䜿䞊䝹

㣗⏝⡿䠄≉᱂䠅 㻝㻤 㻞㻜 㻝㻝 㻝㻣 㻝㻡 㻞㻜 㻡 㻡 㻡 㻡 㻡 㻞㻜

㣗⏝⡿㻗㯏 㻞 㻜 㻥 㻟 㻡 㻜 㻝㻡 㻝㻡 㻝㻡 㻝㻡 㻝㻡 㻜

㓇㐀ዲ㐺⡿ 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻝㻣 㻝㻣 㻝㻣 㻝㻣 㻝㻣 㻝㻣

㓇⡿䠇㯏 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜

㣫ᩱ⏝⡿䠄⛣᳜䠅 㻝㻜 㻤 㻡 㻠 㻞 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜

㣫ᩱ⏝⡿䠄┤䠅 㻞㻜 㻞㻜 㻞㻜 㻞㻜 㻞㻜 㻝㻤 㻣 㻣 㻜 㻜 㻜 㻝

㣫ᩱ⏝⡿䠄⛣᳜䠅㻗㯏 㻣 㻤 㻜 㻢 㻤 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜

㣫ᩱ⏝⡿䠄┤䠅㻗㯏 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜

✄㼃㻯㻿㻔⛣᳜㻕 䠉 䠉 㻡 㻢 㻡 㻝㻠 䠉 䠉 㻜 㻜 㻜 㻜

✄㼃㻯㻿㻔┤䠅 䠉 䠉 㻜 㻜 㻜 㻞 䠉 䠉 㻜 㻜 㻜 㻜

✄㼃㻯㻿㻗㯏 䠉 䠉 㻜 㻜 㻜 㻜 䠉 䠉 㻜 㻜 㻜 㻜

✄㼃㻯㻿㻗㯏㼃㻯㻿 䠉 䠉 㻢 㻜 㻜 㻜 䠉 䠉 㻜 㻜 㻜 㻜

✄䜟ら 㻙 㻙 㻟㻢 㻠㻝 㻟㻤 㻟㻤 㻙 㻙 㻞㻞 㻞㻞 㻞㻞 㻟㻤

㯏䜟ら 㻙 㻙 㻜 㻜 㻜 㻜 㻙 㻙 㻣 㻣 㻣 㻞㻠

Ꮚ実䝁䞊䞁 䠉 㻞㻜 㻞㻜 㻣 㻝㻝 㻜 䠉 㻞㻜 㻞㻜 㻞 㻤 㻜

䝁䞊䞁㼃㻯㻿㻔㻞ᮇస䠅 䠉 䠉 䠉 㻝㻟 㻥 㻝㻠 䠉 䠉 䠉 㻝㻤 㻝㻞 㻝㻤

䡮䡭䡶䡬䢙㻗㯏㼃㻯㻿㻗✄㼃㻯㻿 䠉 䠉 䠉 㻜 㻜 㻜 䠉 䠉 䠉 㻜 㻜 㻜

䝺䞊䝥䠇䜲䜰䝁䞊䞁 䠉 䠉 䠉 䠉 㻝㻟 㻜 䠉 䠉 䠉 㻙 㻝㻢 㻜

䜿䞊䝹 䠉 䠉 䠉 䠉 㻙 㻞㻝 䠉 䠉 䠉 㻙 㻙 㻞㻜

㼃㻯㻿✄✭ཷク 䠉 䠉 㻝㻣 㻝㻣 㻜 㻞㻟 䠉 䠉 㻠㻠 㻠㻡 㻞㻜 㻠㻡

䝁䞊䞁㼃㻯㻿✭ཷク 䠉 䠉 䠉 㻜 㻜 㻜 䠉 䠉 㻙 㻡 㻡 㻜

⤒Ⴀ㠃✚ィ㻔㼔㼍㻕 㻡㻢 㻣㻢 㻣㻢 㻣㻢 㻤㻤 㻤㻥 㻠㻡 㻢㻡 㻡㻣 㻡㻣 㻣㻠 㻣㻡

సᘏ䜉㠃✚㻔㼔㼍㻕 㻢㻡 㻤㻡 㻥㻝 㻥㻥 㻝㻞㻟 㻝㻜㻟 㻢㻜 㻤㻜 㻣㻞 㻥㻜 㻝㻝㻤 㻥㻟

ᅵᆅ⏝⋡䠄䠂䠅 㻝㻝㻡 㻝㻝㻝 㻝㻞㻜 㻝㻞㻥 㻝㻠㻜 㻝㻝㻢 㻝㻟㻠 㻝㻞㻟 㻝㻞㻢 㻝㻡㻣 㻝㻡㻥 㻝㻞㻠

⥲ປാ㛫 㻢㻘㻞㻝㻡 㻣㻘㻞㻟㻣 㻤㻘㻠㻟㻟 㻤㻘㻢㻥㻝 㻥㻘㻝㻣㻞 㻤㻘㻥㻟㻥 㻡㻘㻟㻣㻜 㻢㻘㻟㻥㻞 㻢㻘㻥㻣㻢 㻣㻘㻣㻞㻤 㻤㻘㻟㻡㻜 㻤㻘㻞㻣㻟

䛖䛱♫ဨ 㻡㻘㻝㻥㻝 㻢㻘㻜㻡㻟 㻢㻘㻥㻞㻢 㻣㻘㻝㻟㻥 㻣㻘㻡㻤㻢 㻣㻘㻟㻡㻞 㻠㻘㻢㻜㻞 㻡㻘㻡㻡㻥 㻡㻘㻢㻡㻢 㻢㻘㻟㻡㻤 㻣㻘㻜㻤㻤 㻢㻘㻣㻡㻠

♫ဨ㻝ேᙜ䛯䜚 㻝㻘㻞㻥㻤 㻝㻘㻡㻝㻟 㻝㻘㻣㻟㻝 㻝㻘㻣㻤㻡 㻝㻘㻤㻥㻢 㻝㻘㻤㻟㻤 㻝㻘㻝㻡㻝 㻝㻘㻟㻥㻜 㻝㻘㻠㻝㻠 㻝㻘㻡㻥㻜 㻝㻘㻣㻣㻞 㻝㻘㻢㻤㻥

⏘ฟ㢠䠄䠅 㻠㻘㻤㻟㻥 㻡㻘㻠㻥㻣 㻣㻘㻞㻝㻤 㻤㻘㻜㻤㻠 㻤㻘㻝㻢㻢 㻥㻘㻠㻥㻞 㻢㻘㻟㻣㻡 㻣㻘㻜㻟㻟 㻤㻘㻢㻟㻟 㻝㻜㻘㻟㻤㻝 㻝㻜㻘㻞㻣㻞 㻝㻝㻘㻜㻣㻥

Ỉ⏣⏝㔠䠄䠅 㻠㻘㻞㻥㻡 㻠㻘㻥㻣㻠 㻠㻘㻣㻝㻥 㻠㻘㻥㻞㻢 㻡㻘㻟㻣㻜 㻠㻘㻣㻡㻤 㻞㻡㻢 㻥㻡㻢 㻣㻜㻜 㻣㻜㻜 㻝㻘㻞㻣㻠 㻝㻘㻟㻞㻝

㔠㻛⏘ฟ㢠䠄䠂䠅 㻤㻤㻚㻤 㻥㻜㻚㻡 㻢㻡㻚㻠 㻢㻜㻚㻥 㻢㻡㻚㻤 㻡㻜㻚㻝 㻠㻚㻜 㻝㻟㻚㻢 㻤㻚㻝 㻢㻚㻣 㻝㻞㻚㻠 㻝㻝㻚㻥

⏘ฟ㢠䠄༓㻛㻝㻜㼍䠅 㻤㻢 㻣㻞 㻥㻠 㻝㻜㻢 㻥㻟 㻝㻜㻣 㻝㻠㻟 㻝㻜㻥 㻝㻡㻜 㻝㻤㻝 㻝㻟㻥 㻝㻠㻣

♫ဨ㻝ேᙜ䛯䜚ᡤᚓ䠄䠅 㻢㻜㻜 㻣㻡㻟 㻤㻥㻟 㻝㻘㻝㻞㻜 㻝㻘㻝㻡㻣 㻝㻘㻞㻣㻠 㻝㻡㻠 㻟㻝㻣 㻠㻟㻤 㻢㻡㻡 㻢㻢㻡 㻥㻞㻝

㣫ᩱ⏕⏘㔞䠄㻰㻹㻕 㻞㻜㻞 㻟㻠㻞 㻢㻟㻤 㻣㻥㻣 㻥㻜㻟 㻝㻘㻜㻢㻡 㻠㻜 㻝㻤㻜 㻞㻢㻠 㻡㻠㻥 㻣㻞㻠 㻤㻥㻠

䚺䠄㼀㻰㻺㻕 㻝㻥㻞 㻟㻞㻟 㻠㻞㻥 㻡㻝㻥 㻢㻞㻣 㻢㻡㻠 㻟㻤 㻝㻢㻥 㻝㻣㻡 㻟㻟㻜 㻠㻤㻠 㻡㻝㻥

䚺䠄㻯㻼㻕 㻝㻤 㻟㻜 㻠㻢 㻡㻤 㻣㻡 㻝㻜㻢 㻠 㻝㻢 㻝㻤 㻠㻜 㻢㻟 㻥㻝

㣫ᩱ⏕⏘䝁䝇䝖䠄㻛㼀㻰㻺㼗㼓㻕 㻝㻟㻞 㻝㻝㻞 㻝㻜㻝 㻤㻠 㻣㻥 㻣㻢 㻝㻟㻠 㻤㻤 㻤㻢 㻢㻤 㻢㻢 㻢㻟

表５ࠉ試⟬⤖ᯝ

⌧⾜ ๐ῶ䠄⏘ᆅ㈨㔠䛺䛧䚸㣫ᩱస୍ᚊ㻟㻡༓㻛㻝㻜㼍䠅

✐≀の䜏 ✐≀䠇⢒㣫ᩱ䠄䜟ら䚸㼃㻯㻿䠅

Ỉ⏣ά⏝┤᥋ᨭᡶ㔠

㣫ᩱ
⏕⏘ຊ

✐≀䠇⢒㣫ᩱ䠄䜟ら䚸㼃㻯㻿䠅✐≀の䜏

ᅵᆅ⏝
㻔㼍㻕

సᴗປാ

┈ᛶ

ୖ記のປാຊࡸ作制約の下で、作業技術㠃で可能であり、社ဨ所得を᭱大する作┠㺃作型の

 。を、ᩚᩘ計画法を⏝いて明らかにする➼ࡏࢃྜࡳ⤌

試⟬では、✐≀⏕産のࡳを⾜ࢣ࠺ース（✄㸩㯏Ѝ✄㸩㯏㸩Ꮚ実コーン）、⢒㣫料⏕産ࡸ作業ཷク

をຍ࠼たࢣース（✐≀⏕産㸩✄ :&S、同ᕥ㸩コーン :&S㸩イアコーン、同ᕥ㸩㣫料⏝ࢣール）で᭱

適な⤌ࡏࢃྜࡳと┈水‽➼を明らかにする。 

ホ価㍈は、ձ┈ᛶ（産出㢠、1 人あたり所得、10a あたり所得）、ղ㞠⏝安定ᛶ（農作業ປാ

のᏘ⠇೫ᅾの⦆和）の経営ⓗ視Ⅼ、ճ水田資※のά⏝（経営㠃✚、土地⏝⋡）、մ㣫料⏕産ຊ（㣫

料⏕産㔞、TDN1kJ あたり⏕産コスト➼）の社会ⓗほⅬとする。 

㸲）స┠㛫ࡢ㔞ᛶࠊ┈ᛶ➼ࡢẚ㍑ 

表に作┠・作型ูの┈ᛶ➼を♧す。 

ず、10aࡲ あたり㈍ධは、作┠、作型により大きࡃ␗なり、㈍༢価の㧗い≉᱂米ࡸ㓇造

ዲ適米で 10 を㉸す一方、㣫料⏝米ࡸᏊ実コーンは༢価がపいたࡵ㈍ධは 3 ⛬度に

とࡲる。✄ :&S その中間に⨨し、コーンࡵールは㔞がከいたࢣࡸ :&S（2 ᮇ作）は㔞、༢

価とも㧗いたࡵ、㈍ධは 10 を㉸す。このよ࠺に、㠃✚あたり㈍ධは作┠間で著しࡃ

␗なる。 

方、機械ࡸ設のൾ༷㈝、ປാ㈝を㝖ࡃ、᱂ᇵࡸ✭にかる資ᮦ㈝は、いずれの作┠も１

作 10a あたり 2 前ᚋで作┠間のᕪは小さい。このたࡵ、㈍ධからこれら変動㈝をᕪし引

いた㝈⏺┈は、作┠、作型により著しࡃ␗なり、㣫料⏝米では✄ࢃらの㈍ධがなけれࡤ㝈

⏺┈はマイナスとなる。これにᑐして同ࡌ㣫料作≀でもコーン 2 ᮇ作では約 78 千、㣫料⏝

ールでは約ࢣ 49 千、㣫料⏝ࣞーࣉとイアコーンの 2 ẟ作では約 37 千の㝈⏺┈が☜ಖされ

る。このよ࠺に、㣫料作≀間で┈ᛶは著しࡃ␗なる。 

しかし、直᥋ᨭᡶい㔠は、┈ᛶのపい㣫料作┠にᑐして㧗ࡃ設定されているたࡵ、

㔠をຍ࠼ると、作┠・作型間の┈ᕪは小さࡃなる。 

作業ປാ間は、㣫料⏝米ࡸ✄ :&S をྵࡵ、水✄作で 10 間を㉸す（田直᱂ᇵでは 9.5 

間）が、⏿㣫料作は 1 作あたり 4－5 間⛬度である。 

㣫料⏕産㔞は TDN ✄ࡸースでは、㣫料⏝米࣋ :&S の 10a あたり 770kJ にᑐして、コーン :&S2 ᮇ

作では 2 ಸ௨ୖの 1�530kJ、㣫料⏝ࣞーࣉ㺃イアコーンの 2 ẟ作では 1�228kJ、✄ :&S・大㯏 :&S

の 2 ẟ作では 1�138kJ と㧗い。ࢃが国で㊊するタンパクの⏕産㔞でẚ㍑すると、㣫料⏝イࢿの

80kJ 前ᚋにᑐして、コーン 2 ᮇ作で 184kJ、㣫料⏝ࢣールでは 1 作で 3 ಸの 240kJ が得られる。

このたࡵ、㣫料⏕産㈝にも作┠間で㢧著なᕪがࡳられる。 

㸱㸬ࣔࡢࣝࢹィ ⤖ᯝ 

㸯）Ỉ⏣┤᥋ᨭᡶ㔠⌧⾜Ỉ‽ 

ձ✐≀⏕産のࡳ 

㣗⏝米と㓇造ዲ適米、㣫料⏝米、大㯏の✐≀に㑅ᢥ⫥を㝈定した場ྜ、㈍༢価の㧗い≉᱂
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յ㣫料⏝ࣞーࣉ⏕産のᑟධ 

イアコーン（4 月✀－8 月✭）㸩㣫料⏝ࣞー8）ࣉ 月ᮎ✀－12 月✭）の 2 ẟ作は作≀

との作業➇ྜがᑡないたࡵ、経営㠃✚は 88ha、作㠃✚は 123ha、土地⏝⋡は 140㸣にᣑ大可

能となる。産出㢠ࡸ所得はմとあࡲり変ࢃらないが、㣫料のቑ産ࡸ㣫料⏕産コストపῶがさらに

はかれる。 

ն㣫料⏝ࢣールのᑟධ 

所得のቑຍ、㣫料⏕産㔞、とࡸ作㠃✚はῶᑡするが、産出㢠、ࡵールのᅾᅡᮇ間が長いたࢣ

にࡃ &3 の⏕産㔞ቑຍにつながる。㣫料⏕産コストは 76 /kJ  。でప下するࡲ

㸰）⏘ᆅ㈨㔠๐ῶࠊỈ⏣┤᥋ᨭᡶ㔠୍ᚊ �� ༓ 

շ✐≀⏕産のࡳ 

ẟ作ຓ成ࡸ⪔␆連携、ᑓ⏝ရ✀⏝にక࠺産地資㔠が๐ῶされ、㣫料⏝米ࡸ✄ :&S ⏕産にᑐ

する㔠がの㣫料作と同ࡌ 35 千に๐ῶされた場ྜ、㣫料⏝米の作を大ᖜにῶらし、㓇造

ዲ適米⏕産をቑࡸすことが有となる。経営㠃✚は 45ha に、一人あたりປാ間は 1�151 間

に、所得は 154 に著しࡃῶᑡする。 

ոᏊ実コーンᑟධ 

Ꮚ実コーンを作可能な水田にᑟධすることが有となり、経営㠃✚、所得、㣫料⏕産㔞➼は

ቑຍする。 

չࢃら✭、✄ :&S ᑟධ 

㣫料⏝米⏕産を中Ṇし、✄ࢃらの✭ࡸ✄ :&S の✭ཷクをቑࡸすことが所得ቑຍにつながる。

պコーン :&S、イアコーンᑟධ 

Ꮚ実コーンの⏕産を⦰小し、コーン :&S をᣑ大することにより、産出㢠ࡸ所得のቑຍ、㣫料ቑ

産がはかれる。㣫料⏕産コストは TDN1kJ あたり 68 になり、㍺ධⲡのὶ通価格 120 /TDN-

kJ を著しࡃ下回り、✐≀㣫料のὶ通価格の 90 /TDN-kJ も下回るコストでの国産㣫料の⏕産が

可能となる。 

ջ㣫料⏝ࣞーࣉのᑟධ 

コーン :&S の⏕産をῶらし、イアコーン－ࣞーࣉの 2 ẟ作をቑࡸすことはⱝᖸの所得ቑຍをも

たらし、㣫料ቑ産には大きࡃᐤする。 

ռࢣールのᑟධ 

イアコーン－ࣞーࣉにษり᭰࠼てࢣール⏕産をᑟධすることで。所得ࡸ㣫料⏕産㔞のቑຍにᐤ

する。㔠๐ῶ下でも一人あたり所得 900 ௨ୖの営農が可能になり、㣫料のቑ産と国産

㣫料のపコスト⏕産が可能になる。 

㸲㸬せ⣙⪃ᐹ 

㣫料作を基幹部門とする水田作経営について、ᵝࠎな㣫料作≀の㑅ᢥ᮲௳下で᭱適な⤌ࢃྜࡳ

 。たࡗ⾜た、㔠๐ῶ下でのᙳ㡪についても試⟬をࡲ。その経営成ᯝをẚ㍑してきたࡧཬࡏ
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┈ᛶࡸ作業ປാとい࠺経営ⓗ視Ⅼ、水田ά⏝ࡸ㣫料⏕産ຊといࡗた社会ⓗ視Ⅼからᮃࡲしい

㣫料作の㑅ᢥ、⤌ࡏࢃྜࡳ➼についてあらたࡵて⪃ᐹする。 

。ず、現⾜の㔠のもとでは、㣗⏝と㣫料⏝米を中ᚰとする営農が┈㠃では有になるࡲ

それでも、Ꮚ実コーンࡸ⢒㣫料の✄ :&S の⏕産をຍ࠼ることにより、土地⏝⋡の向ୖࡸ社ဨの

ᑵປ機会のᣑ大、産出㢠ࡸ所得のቑຍ、そして㣫料のቑ産ࡸ㣫料⏕産コストのపῶにつながるこ

とが♧された。㣫料✭機➼の新たなᢞ資を必要とするが、水田作経営であࡗても✐実⏕産にと

ることが経営ⓗにも社会ⓗにも有ព義な営農になることが♧၀され࠼らず、⢒㣫料⏕産をຍࡲ

る。ࡲた、㔞の㧗いコーン :&S の㏣ຍは、産出㢠ࡸ所得、㣫料ቑ産、コストపῶに大きࡃᐤ

すること、さらに、日本では

᱂ᇵされていないࣞーࡸࣉ

ࡸールのᑟධは経営規ᶍࢣ

作㠃✚のᣑ大、ᑵປ機会

のᣑ大にᐤし（ᅗ３）、㣫

料のቑ産、とࡃにタンパク

⏕産㔞のቑຍに大きࡃ㈉⊩

することがㄆࡵられた。な

お、コーン :&S 、ールࢣࡸ

ࣞーࣉの㑅ᢥが可能な場

ྜ、Ꮚ実コーンの⏕産は⦰

小され、イアコーンな⃰

ཌ㣫料の⏕産はとࢇ᥇ᢥされないとゝࡗたⅬも注┠される。たࡔし、Ꮚ実コーンࡸイアコー

ンを⥳⫧作≀として、㯏ࡸ大㇋との㍯作の中でᑟධされる場ྜは、␗なる⤖ᯝになることも⪃࠼

られるので、作య⣔もྵࡵたៅ重な議論が必要である。 

現⾜の㔠が๐ῶされた場ྜ、᭱適な営農は␗なࡗてࡃる。ࡲず、㣫料⏝米ࡸ✄ :&S は㑅ዲ

されず、㣗⏝米と㓇造ዲ適米にࢃら✭ࡸコーン、ࣞーࢣ、ࣉールを⤌ࡏࢃྜࡳた営農が┈

㠃で有になる。ࡲた、✄、㯏、Ꮚ実コーンの✐実⏕産ࡔけでは༑分な所得は得られない。⢒㣫

料のコーン :&S 、ール⏕産のᑟධが社ဨ所得の☜ಖに可Ḟになる。⯆῝いⅬはࢣ、ࣉーࣞࡸ

産出㢠にᑐする㔠のྜは著しࡃప下するが、10a あたり産出㢠は現⾜の㔠水‽の下で

の営農よりከࡃなること、そして㣫料⏕産コストもప下することである。 

したがࡗて、㈈政が㐕㏕し㔠水‽のపῶも予ࡊࡏるを得ないなかで、㣫料作を基㍈とす

る水田作経営の成❧にはコーン :&S なの⢒㣫料⏕産のᑟධは可㑊になると⪃࠼られる。ࡲた、

ࣞーࢣࡸࣉール➼の日本での⏕産技術の☜❧がᛴがれる。 

᭱ᚋに、✄・㯏にຍ࠼てコーンࣞࡸーࣉ➼をຍ࠼た水田作経営モデルの成❧に必要な経営ᑐᛂ、

研究開発➼にゝཬする。 

ない。こࡏの安定ከ᱂ᇵを実現するには水ᑐ策がḞか➼ࣉーࣞࡸず、水田地ᖏでコーンࡲ
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⡿㯏

+Ꮚ実䝁䞊䞁

+䝺䞊䝥

♫ဨປാຊ

䠄㛫䠅

յ㣫料⏝ࣞーࣉ⏕産のᑟධ 

イアコーン（4 月✀－8 月✭）㸩㣫料⏝ࣞー8）ࣉ 月ᮎ✀－12 月✭）の 2 ẟ作は作≀

との作業➇ྜがᑡないたࡵ、経営㠃✚は 88ha、作㠃✚は 123ha、土地⏝⋡は 140㸣にᣑ大可

能となる。産出㢠ࡸ所得はմとあࡲり変ࢃらないが、㣫料のቑ産ࡸ㣫料⏕産コストపῶがさらに

はかれる。 

ն㣫料⏝ࢣールのᑟධ 

所得のቑຍ、㣫料⏕産㔞、とࡸ作㠃✚はῶᑡするが、産出㢠、ࡵールのᅾᅡᮇ間が長いたࢣ

にࡃ &3 の⏕産㔞ቑຍにつながる。㣫料⏕産コストは 76 /kJ  。でప下するࡲ

㸰）⏘ᆅ㈨㔠๐ῶࠊỈ⏣┤᥋ᨭᡶ㔠୍ᚊ �� ༓ 

շ✐≀⏕産のࡳ 

ẟ作ຓ成ࡸ⪔␆連携、ᑓ⏝ရ✀⏝にక࠺産地資㔠が๐ῶされ、㣫料⏝米ࡸ✄ :&S ⏕産にᑐ

する㔠がの㣫料作と同ࡌ 35 千に๐ῶされた場ྜ、㣫料⏝米の作を大ᖜにῶらし、㓇造

ዲ適米⏕産をቑࡸすことが有となる。経営㠃✚は 45ha に、一人あたりປാ間は 1�151 間

に、所得は 154 に著しࡃῶᑡする。 

ոᏊ実コーンᑟධ 

Ꮚ実コーンを作可能な水田にᑟධすることが有となり、経営㠃✚、所得、㣫料⏕産㔞➼は

ቑຍする。 

չࢃら✭、✄ :&S ᑟධ 

㣫料⏝米⏕産を中Ṇし、✄ࢃらの✭ࡸ✄ :&S の✭ཷクをቑࡸすことが所得ቑຍにつながる。

պコーン :&S、イアコーンᑟධ 

Ꮚ実コーンの⏕産を⦰小し、コーン :&S をᣑ大することにより、産出㢠ࡸ所得のቑຍ、㣫料ቑ

産がはかれる。㣫料⏕産コストは TDN1kJ あたり 68 になり、㍺ධⲡのὶ通価格 120 /TDN-

kJ を著しࡃ下回り、✐≀㣫料のὶ通価格の 90 /TDN-kJ も下回るコストでの国産㣫料の⏕産が

可能となる。 

ջ㣫料⏝ࣞーࣉのᑟධ 

コーン :&S の⏕産をῶらし、イアコーン－ࣞーࣉの 2 ẟ作をቑࡸすことはⱝᖸの所得ቑຍをも

たらし、㣫料ቑ産には大きࡃᐤする。 

ռࢣールのᑟධ 

イアコーン－ࣞーࣉにษり᭰࠼てࢣール⏕産をᑟධすることで。所得ࡸ㣫料⏕産㔞のቑຍにᐤ

する。㔠๐ῶ下でも一人あたり所得 900 ௨ୖの営農が可能になり、㣫料のቑ産と国産

㣫料のపコスト⏕産が可能になる。 

㸲㸬せ⣙⪃ᐹ 

㣫料作を基幹部門とする水田作経営について、ᵝࠎな㣫料作≀の㑅ᢥ᮲௳下で᭱適な⤌ࢃྜࡳ

 。たࡗ⾜た、㔠๐ῶ下でのᙳ㡪についても試⟬をࡲ。その経営成ᯝをẚ㍑してきたࡧཬࡏ

－81－



のたࡵ、こ࠺した⏿㣫料作≀の作を水ᛶのよいࣟࣈックにࡲとࡵる➼の地域あるいは経営ᑐ

ᛂが必要である。その࠼࠺で⪔┙◚○ࡸ明Ὼ⾜➼のᚭᗏした水ᑐ策がồࡵられる。 

研究開発㠃では、ࡲず、地域の水័⾜➼にᑐᛂした水✄の᱂ᇵᮇ間を⪃៖したコーンࣞࡸー

・の日本での᱂ᇵࣉーࣞࡸールࢣ⏝に、㣫料ࡂられる。つࡵの᱂ᇵᮇ、᱂ᇵ方法の開発がồ➼ࣉ

⏝技術の開発がᮃࡲれる。これࡲでに⾜ࡗた試験᱂ᇵから、小⢏✀Ꮚのこれらアࣈラナ科㣫料

作≀のึᮇ⏕⫱の☜ಖ（ᩚ地・土壌ฎ理・✀方法）、⏕⫱・㔞☜ಖ（㝖ⲡ、ᐖᑐ策）にࡴ

けた᱂ᇵ技術の開発、ࢣールࣞࡸーࣉの㣫料成分とᐙ␆の給方法、ཬࡧ給ຠᯝの解明が必

要である。さらに、ࢣールࣞࡸーࣉはᾏእではにᨺ∾⏝されており、サイࣞージㄪ〇は見ら

れない。㧗水分、㧗タンパクのこれらの㣫料作≀の✭、ㄪ〇技術の開発も必要となる。 

－82－
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✄
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✄
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ධ
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㝈

⏺
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♧

䛩
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のたࡵ、こ࠺した⏿㣫料作≀の作を水ᛶのよいࣟࣈックにࡲとࡵる➼の地域あるいは経営ᑐ

ᛂが必要である。その࠼࠺で⪔┙◚○ࡸ明Ὼ⾜➼のᚭᗏした水ᑐ策がồࡵられる。 

研究開発㠃では、ࡲず、地域の水័⾜➼にᑐᛂした水✄の᱂ᇵᮇ間を⪃៖したコーンࣞࡸー

・の日本での᱂ᇵࣉーࣞࡸールࢣ⏝に、㣫料ࡂられる。つࡵの᱂ᇵᮇ、᱂ᇵ方法の開発がồ➼ࣉ

⏝技術の開発がᮃࡲれる。これࡲでに⾜ࡗた試験᱂ᇵから、小⢏✀Ꮚのこれらアࣈラナ科㣫料

作≀のึᮇ⏕⫱の☜ಖ（ᩚ地・土壌ฎ理・✀方法）、⏕⫱・㔞☜ಖ（㝖ⲡ、ᐖᑐ策）にࡴ

けた᱂ᇵ技術の開発、ࢣールࣞࡸーࣉの㣫料成分とᐙ␆の給方法、ཬࡧ給ຠᯝの解明が必

要である。さらに、ࢣールࣞࡸーࣉはᾏእではにᨺ∾⏝されており、サイࣞージㄪ〇は見ら

れない。㧗水分、㧗タンパクのこれらの㣫料作≀の✭、ㄪ〇技術の開発も必要となる。 

－83－



第８章 設野菜作経営モデル 

－設トマトを᰾とする新規ᑵ農モデル－ 

堀江達哉・笠原賢明・中本英㔛

１㸬基本ⓗ⪃࠼方

２㸬モデルの構⠏

１）⣲ᮦとするとモデル構⠏の前提

２）トマト作経営モデルの技術内ᐜと部門構成

３㸬モデルの計測⤖ᯝ

 １）現⾜のഴᩳ地ࣁウス㣴ᾮ᱂ᇵయ⣔での試⟬

 ２）新たな制度ࡸ技術開発のᑟධを定した場ྜの試⟬

４㸬要約と⪃ᐹ

１）試⟬⤖ᯝについての要約と課題

２）営農モデルの実現の᮲௳ࡸ課題となる研究開発㸪経営ᑐᛂ➼

  

㸯㸬ᇶᮏⓗ⪃࠼᪉ 

中山間地域は農業者の㧗㱋⋡が㧗ࡃ、⏕産基┙も⬤ᙅとされているが、トマトなẚ㍑ⓗ

┈ᛶの㧗い設ᅬⱁをᑟධし、産地するྲྀり⤌ࡳが⾜ࢃれてきた。しかし、近年では設ᅬⱁ

においてもᕷ場価格のప㏞、⇞Ἔ価格㧗㦐による┈ᛶのᝏ、⏕産者の㧗㱋とそれにక࠺

㔞ࡸရ㉁のప下なከࡃの課題をᢪ࠼るよ࠺になࡗてきている。これらの課題を解決するたࡵ、

トマトをᑐ㇟にቑ技術ࡸ┬ຊ、コストపῶ技術の開発と現地ᑟධのಁ進がᅗられてきた。一

方で㧗㱋の進⾜なにより、産地において新しい技術のᑟධにᑐしてᾘᴟⓗなጼໃも見られる。

そのな理⏤としては、ᑟධにかかる㈝⏝㈇ᢸ、ቑ技術によりもたらされる✭ࡸ出Ⲵㄪᩚ作

業にかかるປാ間のቑຍながあࡆられる。 

ここではそのよ࠺な⫼ᬒをもとに中山間地域で㧗┈の経営を実現さࡏる設ᅬⱁ作の可能ᛶ

を᳨ウすࡃ、中山間地域に≉有の資※ࡸඃᛶをಖࡕつつ、同に現ᅾᢪ࠼ている課題を解決

できるよ࠺な経営モデルの策定を⾜ࡲ。࠺ず、中山間地域における設野菜作経営の分析か

ら課題をᢕᥱし、そこからモデル構⠏の前提をᑟ出する。 

㸰㸬ࣔࡢࣝࢹᵓ⠏ 

㸯）⣲ᮦࡿࡍࣝࢹࣔᵓ⠏ࡢ๓ᥦ 

（１）⣲ᮦとする

 中山間ではኟᏘの෭ᾴなẼೃを⫼ᬒにトマトの産地が進ࡵられてきたが、ᚑ来の経営では

設の近௦が㐜れており、㞵よけな⡆᫆ࣁウスでの土⪔᱂ᇵが中ᚰで規ᶍも㞽⣽なものがከか

西日本農業研究センター
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表１ ⣲ᮦの経営概要

࠺て、ᢞ下ປാ間と㠃✚規ᶍの⦰小、それにకࡗた、近年では⏕産者の㧗㱋によࡲ。たࡗ

㔞ࡸရ㉁㠃でのప下が課題となࡗている。一方で、産地されている地域ではᚋ⥅者の定年ᖐ農

。新規ᑵ農者も一定⛬度見られるࡸ

表１に古ࡃからのトマト産地であるᚨᓥ県の㹉⏫の（A㹼C 経営）とẚ㍑ⓗ新しいトマトの

産地として開ᣅされたᗈᓥ県の㹈⏫の（D 経営）を♧す。ᚨᓥ県のはᶆ㧗 300m に⨨す

る同一集ⴠで㞵よけによる土⪔᱂ᇵをయとする産地であるが、2002㹼2006 年度に実された四

国農業研究センターの現地実ド試験により平ᙇ型ഴᩳࣁウス㣴ᾮ᱂ᇵをᑟධしている。ఱれの経

営も経営㠃✚は 7.9a㹼13.4a、⥲㈍㢠は 218㹼391 と小さࡃ、㞵よけ᱂ᇵの㔞は 7.7㹼10t/10a

とపい。しかし、㣴ᾮ᱂ᇵの㔞は 13㹼14t/10a を達成している。ᗈᓥ県のはᶆ㧗 500m に

⨨する地域で、⏫がయとなࡗて開ᣅしたトマト⏕産ᅋ地内の経営である。ຍ なしのࣁウスで

㣴ᾮ土⪔᱂ᇵを⾜ࡗており、経営㠃✚はᐙ᪘経営としてはẚ㍑ⓗ大きい 46.8a、⥲㈍㢠も 2000

を㉸࠼る。経営⥅ᢎᙜึはኻᩋもあࡗたが、3 年┠㡭から安定し、現ᅾでは 12㹼13t/10a の

㔞と 420 /10a の㈍㢠を達成している。

課題としては、A㹼C 経営では経営がఱれも㧗㱋でᚋ⥅者はいるものの、定年ᚋのᖐ農である

たࡵ、規ᶍは現ᅾのࡲࡲの小規ᶍなものとなࡗていることがあࡆられる。ࡲた、㧗㱋による

✭作業の㈇ᢸࡸ、ඹ㈍ではあるがඹ㑅設はなࡃಶูで㑅ᯝを⾜࠺ことから✭ᚋのㄪᩚ作業ࡸ

㻭経営
ᚨᓥ┴ᮾみよ䛧⏫

㻮経営
ᚨᓥ┴ᮾみよ䛧⏫

㻯経営
ᚨᓥ┴ᮾみよ䛧⏫

㻰経営
ᗈᓥ┴⚄▼㧗ཎ⏫

ᶆ㧗 㻟00䡉 ྠᕥ ྠᕥ 㻡00㼙

経営ᙧែ ᐙ᪘経営 ྠᕥ ྠᕥ ᐙ᪘経営

労働力 2ྡ（㧗㱋ኵ፬ 㻟ྡ（㧗㱋ኵ፬、ᜥᏊ） 㻟ྡ（㧗㱋ኵ፬、ᜥᏊ） 2ྡ（㧗㱋∗ẕで1、ᮏ人1）

パ䞊ト な䛧 な䛧 な䛧 㻡～6ྡ

㒊㛛ᵓᡂ トマト トマト トマト トマト

その野菜 その野菜 その野菜 水✄（䜋䜌⮬ᐙ㣤米）

トマトの品種 大⋢：᱈ኴ㑻 ྠᕥ ྠᕥ 大⋢：りん䛛

圃場᮲௳ ഴᩳ地 ྠᕥ ྠᕥ 平地

᱂ᇵ᪉ᘧ
䝝ウス、㣴ᾮᅵ⪔

㞵よ䛡
ྠᕥ ྠᕥ 䝝ウス、㣴ᾮᅵ⪔

加温 な䛧 ྠᕥ ྠᕥ な䛧

水⟶理 ℺水⨨（㣴ᾮᅵ⪔） ྠᕥ ྠᕥ ℺水⨨（㣴ᾮᅵ⪔）

ᐃ᳜時期㻌大⋢ 㻠᭶ୗ～䠑᭶ୖ ྠᕥ ྠᕥ 㻠᭶

収穫時期㻌大⋢ 6᭶ୗ～12᭶ୖ ྠᕥ ྠᕥ 6᭶ୗ～12᭶ୖ

ฟⲴඛ 䠦ＡฟⲴඹ㈍ ྠᕥ ྠᕥ 䠦ＡฟⲴඹ㈍

㑅ᯝ᪉法 ಶ㑅 ྠᕥ ྠᕥ ඹ㑅

トマト㒊㛛の経営ᴫἣ

経営つᶍ 㻤㻚㻡㻥 㻣㻚㻤㻣 1㻟㻚㻠 㻠6㻚㻤㼍

⥲㈍㢠 2㻘1㻤㻡㻘㻟㻣6 2㻘22㻤㻘01㻠 㻟㻘㻥10㻘1㻥1 20㻘000㻘000

㈍㢠㻛10㼍 2㻘㻡㻠㻠㻘0㻥㻟 2㻘㻤㻟1㻘022 2㻘㻥1㻤㻘0㻡㻟 㻠㻘2㻣㻟㻘㻡0㻠

ᡭ取り༢౯ 21㻤㻛㼗㼓 2㻠㻠㻛㼗㼓 26㻟㻛㼗㼓 㻟10～㻟20㻛㼗㼓

収量㻛10㼍（䝝ウス） 1㻠㻚0㼠㻛10㼍 1㻟㻚2㼠㻛10㼍 1㻟㻚㻣㼠㻛10㼍 12～1㻟㼠㻛10㼍

収量㻛10㼍（㞵よ䛡） 㻣㻚㻣㼠㻛10䠽 10㻚1㼠㻛10䠽 㻥㻚㻤㼠㻛10䠽 䠉

第８章 設野菜作経営モデル 

－設トマトを᰾とする新規ᑵ農モデル－ 

堀江達哉・笠原賢明・中本英㔛

１㸬基本ⓗ⪃࠼方

２㸬モデルの構⠏

１）⣲ᮦとするとモデル構⠏の前提

２）トマト作経営モデルの技術内ᐜと部門構成

３㸬モデルの計測⤖ᯝ

 １）現⾜のഴᩳ地ࣁウス㣴ᾮ᱂ᇵయ⣔での試⟬

 ２）新たな制度ࡸ技術開発のᑟධを定した場ྜの試⟬

４㸬要約と⪃ᐹ

１）試⟬⤖ᯝについての要約と課題

２）営農モデルの実現の᮲௳ࡸ課題となる研究開発㸪経営ᑐᛂ➼

  

㸯㸬ᇶᮏⓗ⪃࠼᪉ 

中山間地域は農業者の㧗㱋⋡が㧗ࡃ、⏕産基┙も⬤ᙅとされているが、トマトなẚ㍑ⓗ

┈ᛶの㧗い設ᅬⱁをᑟධし、産地するྲྀり⤌ࡳが⾜ࢃれてきた。しかし、近年では設ᅬⱁ

においてもᕷ場価格のప㏞、⇞Ἔ価格㧗㦐による┈ᛶのᝏ、⏕産者の㧗㱋とそれにక࠺

㔞ࡸရ㉁のప下なከࡃの課題をᢪ࠼るよ࠺になࡗてきている。これらの課題を解決するたࡵ、

トマトをᑐ㇟にቑ技術ࡸ┬ຊ、コストపῶ技術の開発と現地ᑟධのಁ進がᅗられてきた。一

方で㧗㱋の進⾜なにより、産地において新しい技術のᑟධにᑐしてᾘᴟⓗなጼໃも見られる。

そのな理⏤としては、ᑟධにかかる㈝⏝㈇ᢸ、ቑ技術によりもたらされる✭ࡸ出Ⲵㄪᩚ作

業にかかるປാ間のቑຍながあࡆられる。 

ここではそのよ࠺な⫼ᬒをもとに中山間地域で㧗┈の経営を実現さࡏる設ᅬⱁ作の可能ᛶ

を᳨ウすࡃ、中山間地域に≉有の資※ࡸඃᛶをಖࡕつつ、同に現ᅾᢪ࠼ている課題を解決

できるよ࠺な経営モデルの策定を⾜ࡲ。࠺ず、中山間地域における設野菜作経営の分析か

ら課題をᢕᥱし、そこからモデル構⠏の前提をᑟ出する。 

㸰㸬ࣔࡢࣝࢹᵓ⠏ 

㸯）⣲ᮦࡿࡍࣝࢹࣔᵓ⠏ࡢ๓ᥦ 

（１）⣲ᮦとする

 中山間ではኟᏘの෭ᾴなẼೃを⫼ᬒにトマトの産地が進ࡵられてきたが、ᚑ来の経営では

設の近௦が㐜れており、㞵よけな⡆᫆ࣁウスでの土⪔᱂ᇵが中ᚰで規ᶍも㞽⣽なものがከか
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出Ⲵ場ࡲでの㐠ᦙが㈇ᢸとなࡗていること、ᶆ㧗が 300m とあࡲり㧗ࡃないことからኟ場におけ

る㧗 㞀ᐖによる╔ᯝⰋと㔞ప下も課題となࡗている。D 経営では 40 ௦のẚ㍑ⓗⱝいᚋ⥅者

が経営になࡗているが、地域としては㧗㱋とᚋ⥅者の☜ಖが課題としてあࡆられる。ࡲた、

同地域ではඹ㑅ඹ㈍となࡗていることから✭ᚋのㄪᩚ作業の㈇ᢸは㍍いものの、ẚ㍑ⓗ規ᶍの

大きい経営がከいたࡵ、✭におけるປാຊ㊊と㞠⏝ປാຊの安定☜ಖが課題となࡗている。

同地域のおいてもኟ場の㧗 㞀ᐖによる╔ᯝⰋは課題であり、㐽⇕資ᮦによるᑐ策なはㅮࡌ

られているものの大きなຠᯝは得られていない。

（２）モデル構⠏の前提

モデルの構⠏にあࡗたࡗて、௨下のⅬを前提とする。ձ᳜≀ᕤ場のよ࠺なึᮇᢞ資の大きいᑓ

作ⓗな営農モデルではなࡃ、ኵ፬もしࡃはᐙ᪘２人で管理可能な規ᶍの中山間地域のᅬⱁ作経営

モデルを定する。ղኳೃのᙳ㡪をẚ㍑ⓗཷけにࡃࡃ、安定⏕産が見㎸ࡵることから、新規ཧධ

者の要ᮃがከい「設トマト」をᑐ㇟にする。ճ᱂ᇵ管理ࡸ✭作業において作業ຠ⋡のᝏいഴ

ᩳᅡ場ではなࡃ平ᆠᅡ場とする。մ西日本農業研究センターでの研究✚があり、安定ⓗな⏕産

の可能な「㣴ᾮ᱂ᇵ」か「㣴ᾮ土⪔᱂ᇵ」を前提とする。յ✭ᚋのㄪᩚ作業がປാከᢞとなり、

᱂ᇵ規ᶍࡸ㔞の制約となࡗていたたࡵ、これを解決する「ඹ㑅」と㔞ⓗに安定ⓗな出Ⲵがᮃࡵ

る「ඹ㈍」を前提とする。նトマト部門ࡔけでは作業ປാのᏘ⠇ⓗ೫りがあり、ࡲた規ᶍにも制

約があることから、よりከࡃの┈を☜ಖする可能ᛶを᥈るたࡵに部門との」ྜ経営を᳨ウす

る。շ一⯡ⓗなサラリーマンと同⛬度の所得（ᐙ᪘２人で 800 ⛬度）を┠ᶆとする。

㸰）ࢺ࣐ࢺస⤒Ⴀࣔࡢࣝࢹᢏ⾡ෆᐜ㒊㛛ᵓᡂ 

（１）経営モデルの基となる技術

ୖ記ձ㹼յの前提から、トマト部門についてはኟ⛅トマトをᑐ㇟に四国農業研究センターで開

発された平ᙇ型ഴᩳࣁウスと㛢㙐⣔㣴ᾮ᱂ᇵシステムでの⏕産を定する。この技術య⣔の≉ᚩ

は、平ᆠ地よりもᾴしい中山間地において、ኟᏘのᬬ⇕ᑐ策➼環境制ᚚ技術ࡸపコスト安定⏕産

技術のᑟධにより᱂ᇵ方法のᨵၿを⾜い、ኟ⛅トマトの✭㔞ቑຍと┈ᛶの向ୖをᅗるもので

ある。ලయⓗな技術の内ᐜࡸ≉ᚩは表２のとおりである。平ᙇり型ഴᩳࣁウスはᘓ⠏ᕤ現場の

㊊場に⏝される༢管㊊場⏝㗰管とクランࣉで連⤖して⤌ࡳ❧てる。大㔞に⏝される資ᮦであ

るたࡵ価格が安ࡲ、ࡃた௵ពの長さに࢝ットでき௵ពのゅ度に⧅ࡆるたࡵ、ᅡ場のഴᩳࡸ形≧に

た、㛢㙐⣔㣴ᾮ᱂ᇵシステムはⅬドリッパーࡲ。のⅬがあるて設計・ᕤできるなࡏࢃྜ

と↓動ຊᘧᾮ⫧ΰධჾを⏝いることで℺水管理ࡸ⫧管理を㍍ῶし、ࣟックウールの᱂ᇵ࣋ッド

で安定ⓗかつ㧗㔞の⏕産が可能となるものである。そのᑟධ㈝⏝は、平ᙇり型ഴᩳࣁウスが 300

/10a、㛢㙐⣔㣴ᾮ᱂ᇵシステムが 116 /10a となࡗており、年間のῶ価ൾ༷㈝は 103 

/10a である（表３）。

（２）トマト作経営モデルにおけるㅖ部門の経営ᣦᶆ、┈ಀᩘ、ປാಀᩘ

ኟ⛅トマトの㔞、経営㈝ࡸປാ間についてはୖ㏙の現地実ド試験より得たものを⏝いるが、

༢価についてはᗈᓥ県の࣍ーム࣌ージでබ表されているデータ「経営ᣦᶆ࠙ 野菜 の「ࠚ H22㹼26 年
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表２ ኟ⛅トマトの᱂ᇵయ⣔の内ᐜと≉ᚩ

資料１：「ഴᩳ地≉有の資※をά⏝したపコスト設᱂ᇵ」近畿中国四国農業研究ྀ᭩２、平成 21 年 11 月

表３ ഴᩳ地ࣁウス㣴ᾮ᱂ᇵにおけるῶ価ൾ༷㈝の内ᐜ

の月ู平ᆒ༢価を⏝いている。ປാຊについてはᐙ᪘ປാຊ２ྡとし、㞠⏝ありと㞠⏝なしを

定する。ࡲたປാ間については月に４回のఇ日を設定し、１日あたりのୖ㝈を８間とする（た

し⦾ᛁᮇはࡔ 10 間とする）。経営㠃✚は新規ᑵ農ẁ㝵の 30a、そこから地で規ᶍᣑ大した場ྜ

の 50a を定する（表４）。

さらにୖ記のնについて、ẚ㍑ⓗປാ➇ྜのᑡない、▷ᮇ間で᱂ᇵ可能な作≀であること、ࡲ

た管内ᗓ県の推ዡする⤌ࡏࢃྜࡳなを᳨ウした⤖ᯝ、ኟ⛅トマトとコマࢶナの⤌ࡏࢃྜࡳを提

♧する。ࡲた、ẚ㍑のたࡵ春トマトとコマࢶナとの⤌ࡏࢃྜࡳによる┈ᛶも᳨ウする。なお、

ኟ⛅トマトの㔞、経営ᣦᶆ、ປാ間については、2002㹼2006 年度に実された地域ඛᑟ技術

⥲ྜ研究「ഴᩳ地≉ᛶをά⏝した㧗ຍ価್⏕産技術య⣔の☜❧」における現地実ド試験のデー

タを⏝いる（表５のᕥิ）。コマࢶナ、春トマトの㔞、経営ᣦᶆࡸປാ間についてはୖ記と

同ᵝにᗈᓥ県のものを⏝いている（表５の中ิ、ྑิ）。なお、コマࢶナの経営ᨭは表５の中ิ

の通りであるが、コマࢶナは年に６㹼７回作けされることから、コマࢶナを１から７ࡲで作ᮇ

を分け、それࡒれのປാ間、✭㔞と༢価にྜࡏࢃて┈ಀᩘを設定している（表２）。

・平ᙇᆺഴᩳ地䝝ウス

ᑟධ㈝用 㻟00㻛10㼍

ලయⓗな技術・ᵓ
㐀等

≉ᚩ

・㛢㙐⣔㣴ᾮ᱂ᇵシス䝔䝮

ᑟධ㈝用 116㻛10㼍

ලయⓗな技術・ᵓ
㐀等

᱂ᇵ䝧䝑䝗、ロ䝑䜽ウ䞊䝹

Ⅼ䝗䝸䝑パ䞊、㓄⟶、ཎᾮタン䜽、䝕䜱ス䜽䝣䜱䝹タ䞊、無ື力ᘧᾮ⫧ΰධჾ、排ᾮタン䜽、アス
䝢䝺䞊タ䞊（水ὶ䝫ン䝥）、㟁☢ᘚ、タ䜲マ䞊

ᘓ⠏工現場の足場に用䛥れる༢⟶足場用㗰⟶を主せᵓ㐀㒊ᮦと足場の⤌み❧てに用
䛥れる䜽ラン䝥で㐃⤖䛧て⤌み❧てる。

༢⟶足場用㗰⟶は工業用に大量に用䛥れる資ᮦであるため、౯᱁がᏳい。

パ䜲䝥を⧅いで延長ྍ能で、௵ពの長䛥にカ䝑トできる。䜽ラン䝥を用いる䛣とで௵ពのゅᗘにᅛ
ᐃできるため、圃場のഴᩳやᙧ≧にྜ䜟䛫て、ẚ㍑ⓗ⮬⏤なᙧにタィ・工できる。

≉Ṧな工ලをᚲせと䛫ず、⮬ᐙ労力でもᘓタྍ能であり、㟁ᘧ㟁ື工ලなどの用で能⋡よ
く作業できる。

足場用㗰⟶は外ᚄ、ཌ䛥ともに大きいためኵで䝝ウスのᙉᗘは㧗い。ᰕのᙉᗘが㧗いので、
ᆶ┤Ⲵ㔜にᑐ䛩るチᐜᛂ力が大きく、ᒇ᰿を㧗くでき、またᅄ᪉をᒇ᰿面㧗䛥㏆くまで㛤ᨺでき
るため気ᛶがⰋい。

㈝┠ 㻛10㼍 備⪃

タ㈝ 㻟10㻘㻡㻣㻥 平ᙇりᆺഴᩳ䝝ウス、⪏用年数10年

タ⿕そ㈝ 1㻟㻣㻘0㻣1 䝣䜱䝹䝮、⪏用年数㻟年

㣴ᾮ᱂ᇵ⨨㈝ 1㻣㻤㻘㻟㻠㻣 ⪏用年数10年

㎰機ල㈝ 㻠0㻡㻘000 ㍍トラ䝑䜽、䜽ロ䞊ラ䞊ᆺ㐠ᦙ㌴、䝔䜲ラ䞊等

ྜィ 1㻘0㻟0㻘㻥㻥㻣

出Ⲵ場ࡲでの㐠ᦙが㈇ᢸとなࡗていること、ᶆ㧗が 300m とあࡲり㧗ࡃないことからኟ場におけ

る㧗 㞀ᐖによる╔ᯝⰋと㔞ప下も課題となࡗている。D 経営では 40 ௦のẚ㍑ⓗⱝいᚋ⥅者

が経営になࡗているが、地域としては㧗㱋とᚋ⥅者の☜ಖが課題としてあࡆられる。ࡲた、

同地域ではඹ㑅ඹ㈍となࡗていることから✭ᚋのㄪᩚ作業の㈇ᢸは㍍いものの、ẚ㍑ⓗ規ᶍの

大きい経営がከいたࡵ、✭におけるປാຊ㊊と㞠⏝ປാຊの安定☜ಖが課題となࡗている。

同地域のおいてもኟ場の㧗 㞀ᐖによる╔ᯝⰋは課題であり、㐽⇕資ᮦによるᑐ策なはㅮࡌ

られているものの大きなຠᯝは得られていない。

（２）モデル構⠏の前提

モデルの構⠏にあࡗたࡗて、௨下のⅬを前提とする。ձ᳜≀ᕤ場のよ࠺なึᮇᢞ資の大きいᑓ

作ⓗな営農モデルではなࡃ、ኵ፬もしࡃはᐙ᪘２人で管理可能な規ᶍの中山間地域のᅬⱁ作経営

モデルを定する。ղኳೃのᙳ㡪をẚ㍑ⓗཷけにࡃࡃ、安定⏕産が見㎸ࡵることから、新規ཧධ

者の要ᮃがከい「設トマト」をᑐ㇟にする。ճ᱂ᇵ管理ࡸ✭作業において作業ຠ⋡のᝏいഴ

ᩳᅡ場ではなࡃ平ᆠᅡ場とする。մ西日本農業研究センターでの研究✚があり、安定ⓗな⏕産

の可能な「㣴ᾮ᱂ᇵ」か「㣴ᾮ土⪔᱂ᇵ」を前提とする。յ✭ᚋのㄪᩚ作業がປാከᢞとなり、

᱂ᇵ規ᶍࡸ㔞の制約となࡗていたたࡵ、これを解決する「ඹ㑅」と㔞ⓗに安定ⓗな出Ⲵがᮃࡵ

る「ඹ㈍」を前提とする。նトマト部門ࡔけでは作業ປാのᏘ⠇ⓗ೫りがあり、ࡲた規ᶍにも制

約があることから、よりከࡃの┈を☜ಖする可能ᛶを᥈るたࡵに部門との」ྜ経営を᳨ウす

る。շ一⯡ⓗなサラリーマンと同⛬度の所得（ᐙ᪘２人で 800 ⛬度）を┠ᶆとする。

㸰）ࢺ࣐ࢺస⤒Ⴀࣔࡢࣝࢹᢏ⾡ෆᐜ㒊㛛ᵓᡂ 

（１）経営モデルの基となる技術

ୖ記ձ㹼յの前提から、トマト部門についてはኟ⛅トマトをᑐ㇟に四国農業研究センターで開

発された平ᙇ型ഴᩳࣁウスと㛢㙐⣔㣴ᾮ᱂ᇵシステムでの⏕産を定する。この技術య⣔の≉ᚩ

は、平ᆠ地よりもᾴしい中山間地において、ኟᏘのᬬ⇕ᑐ策➼環境制ᚚ技術ࡸపコスト安定⏕産

技術のᑟධにより᱂ᇵ方法のᨵၿを⾜い、ኟ⛅トマトの✭㔞ቑຍと┈ᛶの向ୖをᅗるもので

ある。ලయⓗな技術の内ᐜࡸ≉ᚩは表２のとおりである。平ᙇり型ഴᩳࣁウスはᘓ⠏ᕤ現場の

㊊場に⏝される༢管㊊場⏝㗰管とクランࣉで連⤖して⤌ࡳ❧てる。大㔞に⏝される資ᮦであ

るたࡵ価格が安ࡲ、ࡃた௵ពの長さに࢝ットでき௵ពのゅ度に⧅ࡆるたࡵ、ᅡ場のഴᩳࡸ形≧に

た、㛢㙐⣔㣴ᾮ᱂ᇵシステムはⅬドリッパーࡲ。のⅬがあるて設計・ᕤできるなࡏࢃྜ

と↓動ຊᘧᾮ⫧ΰධჾを⏝いることで℺水管理ࡸ⫧管理を㍍ῶし、ࣟックウールの᱂ᇵ࣋ッド

で安定ⓗかつ㧗㔞の⏕産が可能となるものである。そのᑟධ㈝⏝は、平ᙇり型ഴᩳࣁウスが 300

/10a、㛢㙐⣔㣴ᾮ᱂ᇵシステムが 116 /10a となࡗており、年間のῶ価ൾ༷㈝は 103 

/10a である（表３）。

（２）トマト作経営モデルにおけるㅖ部門の経営ᣦᶆ、┈ಀᩘ、ປാಀᩘ

ኟ⛅トマトの㔞、経営㈝ࡸປാ間についてはୖ㏙の現地実ド試験より得たものを⏝いるが、

༢価についてはᗈᓥ県の࣍ーム࣌ージでබ表されているデータ「経営ᣦᶆ࠙ 野菜 の「ࠚ H22㹼26 年
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表４ トマト作経営モデルの概要 

表５ トマト作経営モデルにおけるㅖ部門の経営ᣦᶆ 

資料１：地域ඛᑟ技術⥲ྜ研究「ഴᩳ地≉ᛶをά⏝した㧗ຍ価್⏕産技術య⣔の☜❧」の試験データ 

資料２：ᗈᓥ県「経営ᣦᶆ࠙野菜 22㹼26+）「ࠚ 年）

㒊㛛 ኟ⛅トマト 㒊㛛 冬トマト 㒊㛛 コマ䝒䝘

᱂ᇵ᪉ᘧ 㣴ᾮ ᱂ᇵ᪉ᘧ 㣴ᾮᅵ⪔ ᱂ᇵ᪉ᘧ ᅵ⪔

加温 な䛧 加温 あり 加温 な䛧

収量㻛10㼍 1㻠㻘000 収量㻛10㼍 1㻟㻘120 収量㻛10㼍 11㻘㻟00

༢౯ 㻟00 ༢౯ 㻠㻡2 ༢౯ 㻟㻠1

ୖ㧗 㻠㻘200㻘000 ୖ㧗 㻡㻘㻥2㻤㻘㻟2㻤 ୖ㧗 㻟㻘㻤㻡㻠㻘㻡㻣6

種ⱑ㈝ 1㻠㻟㻘000 種ⱑ㈝ 260㻘000 種ⱑ㈝ 㻡6㻘000

⫧料㈝ 㻟㻣6㻘㻠00 ⫧料㈝ 1㻣1㻘㻟20 ⫧料㈝ 㻣㻥㻘㻥60

㎰⸆㈝ 11㻟㻘06㻠 ㎰⸆㈝ 㻣6㻘㻣㻥㻠 ㎰⸆㈝ 21㻘㻠㻠㻟

ື力ග⇕㈝ 㻡1㻘㻤㻣㻥 ື力ග⇕㈝ 1㻘1㻟㻤㻘㻟㻟㻤 ື力ග⇕㈝ 㻡0㻘㻠㻠㻠

㎰ල・資ᮦ㈝ 㻣6㻘㻠1㻣 ㎰ල・資ᮦ㈝ 2㻤0㻘2㻥㻤 ㎰ල・資ᮦ㈝ 㻥㻟㻘10㻥

ಟ⧋㈝ 210㻘000 ಟ⧋㈝ 1㻣㻠㻘600 ಟ⧋㈝ 㻣㻟㻘22㻣

ῶ౯ൾ༷㈝ 1㻘0㻟0㻘㻥㻥㻣 ῶ౯ൾ༷㈝ 㻣㻡㻣㻘㻠6㻥 ῶ౯ൾ༷㈝ 㻠㻡2㻘2㻣1

ጤク㈤料 ጤク㈤料 㻠㻘2㻤6 ጤク㈤料 㻠㻘㻤00

ಖ㝤ඹ῭㈝ 16㻘㻥10 ಖ㝤ඹ῭㈝ 㻥㻣㻘㻟1㻠 ಖ㝤ඹ῭㈝ 2㻥㻘060

ฟⲴ経㈝ 㻟㻟㻟㻘0㻠㻠 ฟⲴ経㈝ 㻥㻥6㻘6㻟㻤 ฟⲴ経㈝ 1㻘0㻣2㻘㻟06

その㞧㈝ 1㻡㻘000 その㞧㈝ 㻤0㻘㻥㻠6 その㞧㈝ 2㻤㻘㻠1㻟

経営㈝ྜィ 2㻘㻟66㻘㻣11 経営㈝ྜィ 㻠㻘0㻟㻤㻘00㻟 経営㈝ྜィ 2㻘㻤02㻘㻟1㻤

ᡤᚓ 1㻘㻤㻟㻟㻘2㻤㻥 ᡤᚓ 1㻘㻤㻥0㻘㻟2㻡 ᡤᚓ 1㻘0㻡2㻘2㻡㻤

ᐙ᪘労働力 2人

労働時間 䠔時間㻛᪥（⦾ᛁ期は10時間）、ఇ᪥は４᪥㻛᭶

経営つᶍ 㻟0㼍、㻡0㼍、1㼔㼍（㻡㼍㻛Ჷ）

ᶆ㧗 中山間地、ᶆ㧗㻟00㼙௨ୖ

作付䛡作物 ኟ⛅トマト、コマ䝒䝘、冬トマト

᱂ᇵయ⣔ ኟ⛅トマト：平ᙇᆺഴᩳ䝝ウス、無加温、㣴ᾮ᱂ᇵシス䝔䝮

冬トマト：パ䜲䝥䝝ウス、加温、㣴ᾮᅵ⪔

コマ䝒䝘：パ䜲䝥䝝ウス、無加温、࿘年䠓作まで

機Ე備 ኟ⛅トマト：平ᙇᆺഴᩳパ䜲䝥䝝ウス、㛢㙐⣔㣴ᾮ᱂ᇵシス䝔䝮

䚷䚷䚷䚷䚷䚷䜽ロ䞊ラᆺ㐠ᦙ㌴、䝔䜲ラ䞊、㍍トラ䝑䜽、ᅵᥭ䛢機など

冬トマト：パ䜲䝥䝝ウス、㍍トラ、℺水タ備、温㢼ᬮᡣ機、ᚠ⎔ᡪ、㔜量㑅ู機

コマ䝒䝘：パ䜲䝥䝝ウス䠈℺水⨨䠈トラ䜽タ䞊䠈ື力ᄇ㟝機䠈㐠ᦙ㌴など

ฟⲴ調整作業 ኟ⛅トマト：ඹ㑅・ඹ㈍

冬トマト、コマ䝒䝘：ಶ㑅・ඹ㈍

その 䝝ウスは㻡㼍༢でᑟධ䛩るとᐃ
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㸱㸬ࣔࡢࣝࢹィ ⤖ᯝ 

✚ウスでの㣴ᾮ᱂ᇵయ⣔のもとで、㞠⏝の有↓、経営㠃ࣁず、現⾜の平ᙇ型ഴᩳࡲ 30a、50a の

技術開発のᑟධをࡸḟに新たな制度。࠺⾜れ試⟬をࡒースについてモデルを策定し、それࢣྛ

定した場ྜについてモデルを策定し、それࡒれ試⟬を⾜࠺。ᩚᩘ計画法によるྛモデルの計測⤖

ᯝを表６に♧す。

表６ 現⾜でのഴᩳ地ࣁウス㣴ᾮ᱂ᇵయ⣔を前提とした場ྜの試⟬⤖ᯝ

㸯）⌧⾜ࡢഴᩳᆅࢫ࢘ࣁ㣴ᾮ᱂ᇵయ⣔࡛ࡢヨ⟬ 

はࡵࡌに新規ᑵ農のึᮇẁ㝵として、経営㠃✚ 30a、㞠⏝なしを定する（ࢣースϸ-30-1）。

このࢣースでは、ኟ⛅トマト 23.7a とコマࢶナ 6.3a が᥇⏝され、農業所得はኟ⛅トマトが 426.5 

、コマࢶナが 25.2 でྜ計 451.7 となる。同ࡌ経営㠃✚ 30a で㞠⏝をᑟධする場ྜ（ࢣ

ースϸ-30-2）は、㞠⏝１ྡではコマࢶナは᥇⏝されず、ኟ⛅トマト 30a で農業所得は 534 と

なる。

ḟに経営㠃✚を 50a にᣑ大した場ྜ、㞠⏝なしではኟ⛅トマトが 23.6a とコマࢶナが 26.4a とな

り、農業所得はኟ⛅トマトが 419.8 、コマࢶナが 105.4 でྜ計 525.2 となる（ࢣース

ϸ-50-1）。同ࡌ経営㠃✚ 50a で㞠⏝をᑟධする場ྜ（ࢣースϸ-50-2）は、㞠⏝１ྡではコマࢶナは

᥇⏝されず、ኟ⛅トマト 50a で農業所得は」752.8 となる。

௨ୖの⤖ᯝを㠃✚規ᶍᣑ大のほⅬから見てࡳると、㞠⏝なしの≧ែでも㠃✚を 30a から 50a に

ᣑ大するとコマࢶナの㠃✚のࡳがቑຍし、農業所得は 70 ⛬度しかቑ࠼ないが、㞠⏝をᑟධし

て㠃✚をᣑ大した場ྜは、トマトのࡳの᥇⏝となるが農業所得は 220 ቑ࠼ることになる。こ

のことはコマࢶナよりトマトの┈ᛶがかなり㧗いたࡵ、ఱれの規ᶍでも経営㠃✚をすてトマ

トにᑟධすると農業所得は᭱大となるが、実㝿には✭ᮇのᐙ᪘ປാ間の㊊が制約となࡗて、

䜿䞊ス ϸ㻙㻟0㻙1 ϸ㻙㻟0㻙2 ϸ㻙㻡0㻙1 ϸ㻙㻡0㻙2 Ϲ㻙㻟0㻙1 Ϲ㻙㻟0㻙2 Ϲ㻙㻡0㻙1 Ϲ㻙㻡0㻙2

経営面積㻔㼍㻕

地

ᐙ᪘労働力 2 2 2 2 2 2 2 2

臨時雇用 な䛧 1 な䛧 1 な䛧 2 な䛧 1

作物䠍 ኟ⛅トマト ኟ⛅トマト ኟ⛅トマト ኟ⛅トマト 冬トマト 冬トマト 冬トマト 冬トマト

作物䠎 コマ䝒䝘 䠉 コマ䝒䝘 䠉 コマ䝒䝘 䠉 コマ䝒䝘 コマ䝒䝘

ᑟධ面積䠍 2㻟㻚㻣 㻟0㻚0 2㻟㻚6 㻡0㻚0 1㻠㻚㻤 㻟0㻚0 1㻠㻚㻤 㻠㻡

ᑟධ面積䠎 6㻚㻟 䠉 26㻚㻠 䠉 1㻡㻚2 䠉 㻟㻡㻚2 㻡

㎰業ᡤᚓ䠍 㻠㻘26㻡 㻡㻘㻟㻟㻥 㻠㻘1㻥㻤 㻣㻘㻡2㻤 2㻘㻣㻣㻡 㻠㻘21㻣 2㻘㻣㻣㻡 㻠㻘㻤㻥㻥

㎰業ᡤᚓ䠎 2㻡2 䠉 1㻘0㻡㻠 䠉 㻡㻥2 䠉 1㻘2㻡㻣 1㻥㻟

ྜィ 㻠㻘㻡1㻣 㻡㻘㻟㻟㻥 㻡㻘2㻡2 㻣㻘㻡2㻤 㻟㻘㻟6㻣 㻠㻘21㻣 㻠㻘0㻟2 㻡㻘0㻥2

㎰業ᡤᚓ㻛時間 1㻘㻣㻟1 1㻘㻤26 1㻘666 2㻘12㻡 1㻘10㻠 1㻘0㻤㻡 1㻘12㻣 1㻘121

ᐙ᪘労働時間 2㻘610 2㻘㻥2㻠 㻟㻘1㻡㻟 㻟㻘㻡㻠㻟 㻟㻘0㻠㻥 㻟㻘㻤㻤6 㻟㻘㻡㻣㻥 㻠㻘㻡㻠1

雇用労働時間 な䛧 160 な䛧 1㻘㻡㻥㻣 な䛧 1㻘㻠㻡㻠 な䛧 㻟㻘60㻤

雇用労働᪥数 な䛧 20 な䛧 200 な䛧 1㻤2 な䛧 㻠㻡1

㻡0

20

㻟0

䠉

㻡0

20

㻟0

䠉

表４ トマト作経営モデルの概要 

表５ トマト作経営モデルにおけるㅖ部門の経営ᣦᶆ 

資料１：地域ඛᑟ技術⥲ྜ研究「ഴᩳ地≉ᛶをά⏝した㧗ຍ価್⏕産技術య⣔の☜❧」の試験データ 

資料２：ᗈᓥ県「経営ᣦᶆ࠙野菜 22㹼26+）「ࠚ 年）

㒊㛛 ኟ⛅トマト 㒊㛛 冬トマト 㒊㛛 コマ䝒䝘

᱂ᇵ᪉ᘧ 㣴ᾮ ᱂ᇵ᪉ᘧ 㣴ᾮᅵ⪔ ᱂ᇵ᪉ᘧ ᅵ⪔

加温 な䛧 加温 あり 加温 な䛧

収量㻛10㼍 1㻠㻘000 収量㻛10㼍 1㻟㻘120 収量㻛10㼍 11㻘㻟00

༢౯ 㻟00 ༢౯ 㻠㻡2 ༢౯ 㻟㻠1

ୖ㧗 㻠㻘200㻘000 ୖ㧗 㻡㻘㻥2㻤㻘㻟2㻤 ୖ㧗 㻟㻘㻤㻡㻠㻘㻡㻣6

種ⱑ㈝ 1㻠㻟㻘000 種ⱑ㈝ 260㻘000 種ⱑ㈝ 㻡6㻘000

⫧料㈝ 㻟㻣6㻘㻠00 ⫧料㈝ 1㻣1㻘㻟20 ⫧料㈝ 㻣㻥㻘㻥60

㎰⸆㈝ 11㻟㻘06㻠 ㎰⸆㈝ 㻣6㻘㻣㻥㻠 ㎰⸆㈝ 21㻘㻠㻠㻟

ື力ග⇕㈝ 㻡1㻘㻤㻣㻥 ື力ග⇕㈝ 1㻘1㻟㻤㻘㻟㻟㻤 ື力ග⇕㈝ 㻡0㻘㻠㻠㻠

㎰ල・資ᮦ㈝ 㻣6㻘㻠1㻣 ㎰ල・資ᮦ㈝ 2㻤0㻘2㻥㻤 ㎰ල・資ᮦ㈝ 㻥㻟㻘10㻥

ಟ⧋㈝ 210㻘000 ಟ⧋㈝ 1㻣㻠㻘600 ಟ⧋㈝ 㻣㻟㻘22㻣

ῶ౯ൾ༷㈝ 1㻘0㻟0㻘㻥㻥㻣 ῶ౯ൾ༷㈝ 㻣㻡㻣㻘㻠6㻥 ῶ౯ൾ༷㈝ 㻠㻡2㻘2㻣1

ጤク㈤料 ጤク㈤料 㻠㻘2㻤6 ጤク㈤料 㻠㻘㻤00

ಖ㝤ඹ῭㈝ 16㻘㻥10 ಖ㝤ඹ῭㈝ 㻥㻣㻘㻟1㻠 ಖ㝤ඹ῭㈝ 2㻥㻘060

ฟⲴ経㈝ 㻟㻟㻟㻘0㻠㻠 ฟⲴ経㈝ 㻥㻥6㻘6㻟㻤 ฟⲴ経㈝ 1㻘0㻣2㻘㻟06

その㞧㈝ 1㻡㻘000 その㞧㈝ 㻤0㻘㻥㻠6 その㞧㈝ 2㻤㻘㻠1㻟

経営㈝ྜィ 2㻘㻟66㻘㻣11 経営㈝ྜィ 㻠㻘0㻟㻤㻘00㻟 経営㈝ྜィ 2㻘㻤02㻘㻟1㻤

ᡤᚓ 1㻘㻤㻟㻟㻘2㻤㻥 ᡤᚓ 1㻘㻤㻥0㻘㻟2㻡 ᡤᚓ 1㻘0㻡2㻘2㻡㻤

ᐙ᪘労働力 2人

労働時間 䠔時間㻛᪥（⦾ᛁ期は10時間）、ఇ᪥は４᪥㻛᭶

経営つᶍ 㻟0㼍、㻡0㼍、1㼔㼍（㻡㼍㻛Ჷ）

ᶆ㧗 中山間地、ᶆ㧗㻟00㼙௨ୖ

作付䛡作物 ኟ⛅トマト、コマ䝒䝘、冬トマト

᱂ᇵయ⣔ ኟ⛅トマト：平ᙇᆺഴᩳ䝝ウス、無加温、㣴ᾮ᱂ᇵシス䝔䝮

冬トマト：パ䜲䝥䝝ウス、加温、㣴ᾮᅵ⪔

コマ䝒䝘：パ䜲䝥䝝ウス、無加温、࿘年䠓作まで

機Ე備 ኟ⛅トマト：平ᙇᆺഴᩳパ䜲䝥䝝ウス、㛢㙐⣔㣴ᾮ᱂ᇵシス䝔䝮

䚷䚷䚷䚷䚷䚷䜽ロ䞊ラᆺ㐠ᦙ㌴、䝔䜲ラ䞊、㍍トラ䝑䜽、ᅵᥭ䛢機など

冬トマト：パ䜲䝥䝝ウス、㍍トラ、℺水タ備、温㢼ᬮᡣ機、ᚠ⎔ᡪ、㔜量㑅ู機

コマ䝒䝘：パ䜲䝥䝝ウス䠈℺水⨨䠈トラ䜽タ䞊䠈ື力ᄇ㟝機䠈㐠ᦙ㌴など

ฟⲴ調整作業 ኟ⛅トマト：ඹ㑅・ඹ㈍

冬トマト、コマ䝒䝘：ಶ㑅・ඹ㈍

その 䝝ウスは㻡㼍༢でᑟධ䛩るとᐃ
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コマࢶナが᥇⏝されていることを♧している。つࡲり農業所得のቑຍを┠ⓗとする場ྜ、㞠⏝↓

しで経営規ᶍをᣑ大するよりも、同ࡌ規ᶍで㞠⏝をᑟධした࠺がⰋいことになる。  

ẚ㍑のたࡵの春トマトとコマࢶナの⤌ࡏࢃྜࡳについても、㞠⏝の有↓、経営㠃✚ 30a、50a

のྛࢣースについてモデルを策定し、それࡒれ試⟬を⾜ࡗた。経営㠃✚ 30a、㞠⏝なしの場ྜ（ࢣ

ースϹ-30-1）では、春トマト 14.8a とコマࢶナ 15.2a が᥇⏝され、農業所得は春トマトが 277.5

、コマࢶナが 59.2 でྜ計 336.7 となる。同ࡌ経営㠃✚ 30a で㞠⏝をᑟධする場 ࢣྜ）

ースϹ-30-2）は㞠⏝が２ྡとなり、コマࢶナは᥇⏝されず、春トマト 30a で農業所得が 421.7 

となる。

経営㠃✚を 50a にᣑ大した場ྜ（ࢣースϹ-50-1）、㞠⏝なしでは春トマトが 14.8a とコマࢶナ

が 35.2a となり、農業所得は春トマトが 277.5 、コマࢶナが 125.7 でྜ計 403.2 と

なる。同ࡌ経営㠃✚ 50a で㞠⏝をᑟධする場ྜ（ࢣースϹ-50-2）は㞠⏝が２ྡとなり、春トマ

ト 45a とコマࢶナが 5a となり、農業所得は春トマトが 490 、コマࢶナが 19.3 でྜ計

509.2 となる。

ኟ⛅トマトのモデルと春トマトのモデルを同ࡌ経営㠃✚、㞠⏝᮲௳でẚ㍑すると、ఱれのࢣ

ースでもኟ⛅トマトの࠺が春トマトより農業所得ࡸᐙ᪘ປാ間あたりの農業所得が㧗ࡃな

る。しかし、表７で農業所得が᭱大となるࢣースϸ-50-2 のኟ⛅トマト 50a の㞠⏝ありの場ྜでも、

前㏙の┠ᶆとする一⯡ⓗなサラリーマンと同⛬度の所得 800 は達成されない。

㸰）᪂࡞ࡓไᗘࡸᢏ⾡㛤Ⓨࡢᑟධࢆᐃࡓࡋሙྜࡢヨ⟬ 

現⾜のయ⣔ではఱれも┠ᶆ所得にはᒆかないたࡵ、ḟのձからճのシナリオを定する（表７）。

シナリオղとճは┬ຊࡸ規ᶍᣑ大にࡴけての有ᮃな技術ではあるが、開発に向けてྲྀり⤌ࡳ中、

あるいは実⏝ẁ㝵であるたࡵ、ここで⏝いるᩘ್は௬定ⓗなものである。 

表７ 定される新たな制度ࡸ技術 

シナリオձ：トマトの集Ⲵをㄳけ㈇࠺法人との連携 

ᚨᓥ県でのとして、平場の農業⏕産法人が中山間の農ᐙなの経営యのトマトを集Ⲵす

ることで、⮬社トマトの➃境ᮇにᕷ場出Ⲵし、࿘年安定౪給య制を構⠏して⮬社ࣈランドのඃ

ᛶをᙉするྲྀり⤌ࡳがなされている。このྲྀり⤌ࡳにおいて、出Ⲵする中山間の農ᐙなで

は✭≀をコンテナにワࡵるࡔけでⰋいたࡵ、ㄪᩚ作業、出Ⲵ間が大ᖜに┬ຊできる。ࡲた、

このでは農ᐙが法人に出Ⲵする価格 358 /kJ は、農協に出Ⲵする価格 300 /kJ より 58 

䐟法人による㞟Ⲵ

䐠作期⛣ື

䐡収穫ロ䝪䝑トのᑟධ
収穫時期の収穫作業を㍍ῶできる。2㻡㼍㻛ྎ、㻡00㻛ྎがᐃ䛥れている。
実用化ẁ㝵。

収穫期の労働をศᩓ、また༢౯が㧗い時期に収穫期を䛩るために᱂ᇵ面積
の⣙༙ศを䠍䞄᭶䜋ど遅くᐃ᳜。実㝿にヱᙜ䛩る᪤Ꮡ技術はない。

収穫時期の労働๐ῶ。コン䝔䝘ฟⲴのため収穫ᚋの調整（⿄、⟽ワめ）が┬
␎䛥れる。法人が㞟Ⲵにくるため、㐠㈤㻡㻛㼗㼓ᚩ収䛥れる。
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/kJ 㧗い。なお、集Ⲵにかかる㐠㈤として 5 /kJ がᚩされる。 

シナリオղ：作ᮇの分ᩓ・ᘏ長 

作けの༙分について定᳜を一ࣨ月㐜ࡃし、✭ᮇを長ࡃすることで、ປാで᭱もከࡃを༨ࡵ

る✭・ㄪᩚ作業のປാ分ᩓをᅗり、ࡲた価格がよりඃなᮇの出Ⲵ㔞をቑຍさࡏる。たࡔし、

ヱᙜする実㝿の᱂ᇵ技術は現ἣでは見ᙜたらない。 

シナリオճ：✭ࣟ࣎ットのᑟධ 

ᙜヱ技術は開発ẁ㝵にあるが、一部実⏝が予定されているものがある。それによると予定㈍

価格は一ྎ 500 で 25a の✭作業を࢝バーできるとされる。この場ྜ、ປാ者による✭

間が要と定する。 

これらの３つのシナリオについて、経営㠃✚が新規ᑵ農ẁ㝵の 30a、規ᶍᣑ大ᮇの 50a、業ⓗ

経営ẁ㝵の 1ha のもとで定し、ᩚᩘ計画法で計測を⾜ࡗた（表８）。これらのシナリオ下ではఱ

れの規ᶍでも࣍ウࣞンࢯウは᥇⏝されず、ኟ⛅トマトのࡳの作けとなࡗた。

表８ 現⾜の᱂ᇵయ⣔と新たな制度ࡸ技術を定した場ྜの試⟬⤖ᯝ

30a 規ᶍでは、作ᮇの分ᩓ（ࢣースϸ-30-4）において農業所得が 671.3 と᭱も㧗ࡃなり、

法人による集Ⲵ（ࢣースϸ-30-3）においても、現⾜の᱂ᇵయ⣔（ࢣースϸ-30-2）より 100 ௨

ୖ向ୖする。✭ࣟ࣎ットのᑟධ（ࢣースϸ-30-5）がの２つのシナリオよりຠᯝがపࡃなࡗて

いるのは、✭ࣟ࣎ット１ྎの定される࢝バー㠃✚が 25a とされているのにᑐして、設定規ᶍ

が 30a となࡗており、ຠ⋡ⓗな規ᶍになࡗていないたࡵと⪃࠼られる。

50a 規ᶍでは、✭ࣟ࣎ット２ྎయ制でຠ⋡ⓗな規ᶍ設定となり、農業所得が一␒㧗ࡃなるࢣー

スϸ-50-5 では 1000 を㉸࠼る。ࡲた、法人による集Ⲵ（ࢣースϸ-50-3）において 918.3 

䜿䞊ス ϸ㻙㻟0㻙1 ϸ㻙㻟0㻙2 ϸ㻙㻟0㻙㻟 ϸ㻙㻟0㻙㻠 ϸ㻙㻟0㻙㻡 ϸ㻙㻡0㻙1 ϸ㻙㻡0㻙2 ϸ㻙㻡0㻙㻟 ϸ㻙㻡0㻙㻠 ϸ㻙㻡0㻙㻡 ϸ㻙100㻙1 ϸ㻙100㻙2 ϸ㻙100㻙㻟 ϸ㻙100㻙㻠 ϸ㻙100㻙㻡

経営面積㻔㼍㻕

地

ᐙ᪘労働力 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2

臨時雇用 な䛧 1 1 1 0 な䛧 1 2 2 1 な䛧 㻣 㻣 㻣 㻠

᪂技術・᪂ไᗘのᑟධ

䚷法人による㞟Ⲵ 䠉 䠉 䕿 䠉 䠉 䠉 䠉 䕿 䠉 䠉 䠉 䠉 䕿 䠉 䠉

䚷作期ศᩓ 䠉 䠉 䠉 䕿 䠉 䠉 䠉 䠉 䕿 䠉 䠉 䠉 䠉 䕿 䠉

䚷収穫ロ䝪䝑ト 䠉 䠉 䠉 䠉 䕿 䠉 䠉 䠉 䠉 䕿 䠉 䠉 䠉 䠉 䕿

作物䠍 ኟ⛅ ኟ⛅ ኟ⛅ ኟ⛅ ኟ⛅ ኟ⛅ ኟ⛅ ኟ⛅ ኟ⛅ ኟ⛅ ኟ⛅ ኟ⛅ ኟ⛅ ኟ⛅ ኟ⛅

作物䠎 コマ䝒䝘 䠉 䠉 䠉 䠉 コマ䝒䝘 䠉 䠉 䠉 䠉 コマ䝒䝘 䠉 䠉 䠉 䠉

ᑟධ面積䠍 2㻟㻚㻣 㻟0㻚0 㻟0 㻟0㻚0 㻟0 2㻟㻚6 㻡0㻚0 㻡0㻚0 㻡0㻚0 㻡0㻚0 2㻟㻚㻡 100㻚0 100㻚0 100㻚0 100㻚0

ᑟධ面積䠎 6㻚㻟 䠉 䠉 䠉 䠉 26㻚㻠 0㻚0 0㻚0 0㻚0 0㻚0 㻡㻥㻚0 0㻚0 0㻚0 0㻚0 0㻚0

㎰業ᡤᚓ䠍 㻠㻘26㻡 㻡㻘㻟㻟㻥 6㻘20㻟 6㻘㻣1㻟 㻡㻘㻥㻤㻡 㻠㻘1㻥㻤 㻣㻘㻡2㻤 㻥㻘1㻤㻟 㻥㻘㻥16 10㻘2㻡2 㻠㻘101 11㻘㻣㻥2 1㻡㻘220 16㻘㻡㻡㻥 1㻣㻘6㻤1

㎰業ᡤᚓ䠎 2㻡2 䠉 䠉 䠉 䠉 1㻘0㻡㻠 䠉 䠉 䠉 䠉 1㻘㻣6㻠 䠉 䠉 䠉 䠉

ྜィ 㻠㻘㻡1㻣 㻡㻘㻟㻟㻥 6㻘20㻟 6㻘㻣1㻟 㻡㻘㻥㻤㻡 㻡㻘2㻡2 㻣㻘㻡2㻤 㻥㻘1㻤㻟 㻥㻘㻥16 10㻘2㻡2 㻡㻘㻤6㻡 11㻘㻣㻥2 1㻡㻘220 16㻘㻡㻡㻥 1㻣㻘6㻤1

㎰業ᡤᚓ㻛時間 1㻘㻣㻟1 1㻘㻤26 2㻘2㻠㻤 2㻘2㻥6 2㻘㻣66 1㻘666 2㻘12㻡 2㻘6㻟6 2㻘㻣2㻠 㻟㻘1㻠㻤 1㻘㻡11 㻟㻘0㻟㻣 㻟㻘㻥20 㻠㻘0㻣2 㻠㻘㻣16

ᐙ᪘労働時間 2㻘610 2㻘㻥2㻠 2㻘㻣60 2㻘㻥2㻠 2㻘16㻠 㻟㻘1㻡㻟 㻟㻘㻡㻠㻟 㻟㻘㻠㻤㻠 㻟㻘6㻠0 㻟㻘2㻡6 㻟㻘㻤㻤㻟 㻟㻘㻤㻤㻟 㻟㻘㻤㻤㻟 㻠㻘06㻣 㻟㻘㻣㻠㻥

雇用労働時間 な䛧 160 㻤6 160 0 な䛧 1㻘㻡㻥㻣 1㻘2㻡㻥 1㻘㻡01 㻟㻡0 な䛧 6㻘㻟㻥㻤 㻡㻘60㻟 6㻘21㻠 㻟㻘㻠6㻟

雇用労働᪥数 な䛧 20 11 20 0 な䛧 200 1㻡㻣 1㻤㻤 㻠㻠 な䛧 㻤00 㻣00 㻣㻣㻣 㻠㻟㻟

㻟0 㻡0

20

100

㻣0䠉

コマࢶナが᥇⏝されていることを♧している。つࡲり農業所得のቑຍを┠ⓗとする場ྜ、㞠⏝↓

しで経営規ᶍをᣑ大するよりも、同ࡌ規ᶍで㞠⏝をᑟධした࠺がⰋいことになる。  

ẚ㍑のたࡵの春トマトとコマࢶナの⤌ࡏࢃྜࡳについても、㞠⏝の有↓、経営㠃✚ 30a、50a

のྛࢣースについてモデルを策定し、それࡒれ試⟬を⾜ࡗた。経営㠃✚ 30a、㞠⏝なしの場ྜ（ࢣ

ースϹ-30-1）では、春トマト 14.8a とコマࢶナ 15.2a が᥇⏝され、農業所得は春トマトが 277.5

、コマࢶナが 59.2 でྜ計 336.7 となる。同ࡌ経営㠃✚ 30a で㞠⏝をᑟධする場 ࢣྜ）

ースϹ-30-2）は㞠⏝が２ྡとなり、コマࢶナは᥇⏝されず、春トマト 30a で農業所得が 421.7 

となる。

経営㠃✚を 50a にᣑ大した場ྜ（ࢣースϹ-50-1）、㞠⏝なしでは春トマトが 14.8a とコマࢶナ

が 35.2a となり、農業所得は春トマトが 277.5 、コマࢶナが 125.7 でྜ計 403.2 と

なる。同ࡌ経営㠃✚ 50a で㞠⏝をᑟධする場ྜ（ࢣースϹ-50-2）は㞠⏝が２ྡとなり、春トマ

ト 45a とコマࢶナが 5a となり、農業所得は春トマトが 490 、コマࢶナが 19.3 でྜ計

509.2 となる。

ኟ⛅トマトのモデルと春トマトのモデルを同ࡌ経営㠃✚、㞠⏝᮲௳でẚ㍑すると、ఱれのࢣ

ースでもኟ⛅トマトの࠺が春トマトより農業所得ࡸᐙ᪘ປാ間あたりの農業所得が㧗ࡃな

る。しかし、表７で農業所得が᭱大となるࢣースϸ-50-2 のኟ⛅トマト 50a の㞠⏝ありの場ྜでも、

前㏙の┠ᶆとする一⯡ⓗなサラリーマンと同⛬度の所得 800 は達成されない。

㸰）᪂࡞ࡓไᗘࡸᢏ⾡㛤Ⓨࡢᑟධࢆᐃࡓࡋሙྜࡢヨ⟬ 

現⾜のయ⣔ではఱれも┠ᶆ所得にはᒆかないたࡵ、ḟのձからճのシナリオを定する（表７）。

シナリオղとճは┬ຊࡸ規ᶍᣑ大にࡴけての有ᮃな技術ではあるが、開発に向けてྲྀり⤌ࡳ中、

あるいは実⏝ẁ㝵であるたࡵ、ここで⏝いるᩘ್は௬定ⓗなものである。 

表７ 定される新たな制度ࡸ技術 

シナリオձ：トマトの集Ⲵをㄳけ㈇࠺法人との連携 

ᚨᓥ県でのとして、平場の農業⏕産法人が中山間の農ᐙなの経営యのトマトを集Ⲵす

ることで、⮬社トマトの➃境ᮇにᕷ場出Ⲵし、࿘年安定౪給య制を構⠏して⮬社ࣈランドのඃ

ᛶをᙉするྲྀり⤌ࡳがなされている。このྲྀり⤌ࡳにおいて、出Ⲵする中山間の農ᐙなで

は✭≀をコンテナにワࡵるࡔけでⰋいたࡵ、ㄪᩚ作業、出Ⲵ間が大ᖜに┬ຊできる。ࡲた、

このでは農ᐙが法人に出Ⲵする価格 358 /kJ は、農協に出Ⲵする価格 300 /kJ より 58 

䐟法人による㞟Ⲵ

䐠作期⛣ື

䐡収穫ロ䝪䝑トのᑟධ
収穫時期の収穫作業を㍍ῶできる。2㻡㼍㻛ྎ、㻡00㻛ྎがᐃ䛥れている。
実用化ẁ㝵。

収穫期の労働をศᩓ、また༢౯が㧗い時期に収穫期を䛩るために᱂ᇵ面積
の⣙༙ศを䠍䞄᭶䜋ど遅くᐃ᳜。実㝿にヱᙜ䛩る᪤Ꮡ技術はない。

収穫時期の労働๐ῶ。コン䝔䝘ฟⲴのため収穫ᚋの調整（⿄、⟽ワめ）が┬
␎䛥れる。法人が㞟Ⲵにくるため、㐠㈤㻡㻛㼗㼓ᚩ収䛥れる。
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、作ᮇの分ᩓ（ࢣースϸ-50-4）において 991.6 となり、ఱれのシナリオでも前㏙の┠ᶆと

する所得 800 を㉸࠼ることになる。

᭦に業ⓗ経営の発ᒎẁ㝵として 1ha を定した場ྜ、✭ࣟ࣎ットᑟධのࢣースにおいて

農業所得が᭱も㧗ࡃなる（ࢣースϸ-100-5 で 1768 ）。法人による集Ⲵ（ࢣースϸ-100-3）に

おいて 1522 、作ᮇの分ᩓ（ࢣースϸ-100-4）において 1656 、シナリオእのࢣースϸ-100-

2 でも 1180 と㞠⏝ᑟධを前提としたてのࢣースで 1000 を㉸࠼る。しかし、㞠⏝人ᩘ

が✭ࣟ࣎ットᑟධでも 4 人、それ௨እでは 7 人が必要となる。

㸲㸬せ⣙⪃ᐹ 

㸯）ヨ⟬⤖ᯝࡢ࡚࠸ࡘせ⣙ㄢ㢟 

 現ᅾのഴᩳ地ࣁウス㣴ᾮ᱂ᇵయ⣔のもとでᑵ農ึᮇを定した経営規ᶍ 30a の㞠⏝なしの᮲௳

ではコマࢶナとの⤌ࡏࢃྜࡳが᭱適となるが、㞠⏝をᑟධすることでኟ⛅トマトのࡳの作けで

農業所得の大ᖜなቑຍが見㎸ࡵる。᭦に㞠⏝をᑟධしたୖで㠃✚を 50a に規ᶍᣑ大すると 200 

௨ୖの農業所得のቑຍが見㎸ࡵることになるが、┠ᶆとする所得 800 には達しない。

そこで前提とするኵ፬２ྡで↓理なࡃ᱂ᇵ管理ができる方策として、新たな制度ࡸ新技術のᑟ

ධを定したシナリオձ㹼ճについて᳨ウを⾜ࡗたとこࢁ、ఱれのシナリオにおいても現⾜のయ

⣔より㧗い農業所得を達成することができると⟬定された。┠ᶆ所得については、㠃✚が 50a で

ఱれのシナリオにおいても達成することができた。

課題としては、シナリオձは✭ᚋに直᥋コンテナ✚ࡳになるたࡵ、⿄ワࡸパックワࡵ➼のㄪ

ᩚ作業もなࡲ、ࡃた᱂ᇵయ⣔なの変᭦もないことから、出Ⲵする農ᐙにとࡗての㈇ᢸࡸマイナ

ス㠃はとࢇないが、࿘㎶に集Ⲵを⾜࠺法人経営がᏑᅾすること、ࡲた、法人にとࡗての➃境

ᮇに農ᐙഃが出Ⲵできるか、とい࠺ၥ題がある。シナリオղでは作ᮇの⛣動にక࠺᱂ᇵ管理య制

⾜られるが、᰿本ⓗなၥ題として現࠼⪄が課題となると作業య制の変᭦、㞠⏝ᮇ間のᘏ長なࡸ

では有ຠな᱂ᇵ技術が見ᙜたらないことである。シナリオճでは、✭作業య⣔の大ᖜな変᭦と

✭ࣟ࣎ットのᑟධにక࠺資㔠ㄪ達が課題となると⪃࠼られる。ࡲた、1ha の規ᶍでは規ᶍᣑ大に

よるࣁウスቑ設ࡸ㞠⏝ປാの大ᖜなቑຍとなることから、資㔠ㄪ達と資㔠管理、㞠⏝管理のᑐ

ᛂがၥ題となることが⪃࠼られる。

㸰）Ⴀ㎰ࣔࣝࢹᐇ⌧ࡢࡵࡓࡢ᮲௳ࡸㄢ㢟ࡿ࡞◊✲㛤Ⓨ㸪⤒Ⴀᑐᛂ➼ 

の前提᮲௳として、ձᑵ農における㣴ᾮ᱂ᇵでの安定⏕産技術ࡵず、モデルが成❧するたࡲ

の⋓得（試験᱂ᇵマニュアルのࡳでなࡃ、⠜農ᐙの技術なを⋓得できる制度ᩚഛな）、ղᑵ農

におけるୖ記にかかるᑟධ㈝⏝ࡸ規ᶍᣑ大のቑ設㈝がၥ題となるたࡵ、前に資㔠ㄪ達方法

を᳨ウする必要がある。ճಶู㑅ᯝの場ྜ、ቑ大な㑅ู作業がかかるたࡵ、産地における集Ⲵ

設が前提᮲௳となるか、安定ⓗな出Ⲵඛと安定ⓗな価格を☜ಖする必要がある。մ規ᶍᣑ大

において、㞠⏝が大ᖜにቑຍするࢣースも有るたࡵ、㞠⏝ປാのㄪ達方法、㞠⏝管理なにᑐᛂ

する必要がある。
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 ḟに課題となる研究開発ࡸ経営ᑐᛂであるが、ୖ㏙のシナリオࡸ᮲௳を実現さࡏるたࡵには௨

下のよ࠺なྲྀり⤌ࡳが必要となると⪃࠼られる。

ձఱれのモデルにおいてもトマト作を基幹とする場ྜ㸪✭作業と出Ⲵにかかるㄪᩚ作業のປ

ാຊの☜ಖ㸪出Ⲵ（㐠ᦙ）経㈝の๐ῶが課題となる。これには経営内でのᑐᛂとして、㞠⏝ປാ

の⏝㸪集Ⲵ業者なの⏝によるᑐᛂが⪃࠼られる。ࡲた、⏕産地としてのᑐᛂとしては地域

としての㞠⏝ປാの☜ಖのたࡵのྲྀり⤌ࡸࡳඹ同出Ⲵయ制の構⠏と設のᑟධがồࡵられる。研

究開発でのᑐᛂとしては、✭作業ࡸㄪᩚ作業の┬ຊ・㍍ປ技術（⿵ຓჾලな）の開発㸪

ⴥかきࡸ✭作業ࣟ࣎ットの開発㸪㐠ᦙ経㈝の๐ῶに資する連携モデルの構⠏とその᭱適規ᶍの

解明なが⪃࠼られる。

ղࣁウスの❧地᮲௳ࣁࡸウスの᱂ᇵ管理者による⏕産ຊの┦㐪を解ᾘするたࡵに、ࣁウスࡈと

フトの開発、デーࢯ࠺⾜を記ᖒとデータධຊ作業をとに㔞、作業内ᐜ、作業ᮇなࡈᅡ場ࡸ

タά⏝によるࣁウスࡈとの管理マニュアルの構⠏、᱂ᇵ技術のマニュアルの⏝とᬑཬయ制のᩚ

ഛ、᱂ᇵ技術マニュアルの作成とၨ発య制の構⠏、㹇㹁㹒技術㸪㸿㹇技術による環境制ᚚ技術య

⣔の構⠏ながồࡵられる。

ճ㈍༢価が㧗ࡃなる➃境ᮇにおいて出Ⲵがᅗるたࡵに、㧗 における╔ᯝ技術（ࡤ࠼イ

な）の᳨ウ、作ᮇをずらす技術（పẁᐦ᳜᱂ᇵ技術）の᳨ウと࠺のクラウン෭༷技術のよࢦࢳ

ᬑཬά動、産地間連携技術の開発とయ制構⠏（ࡤ࠼、ᗈ域連携における集Ⲵ出Ⲵ㈝⏝が᭱適と

なる規ᶍ）における課題解決がồࡵられる。

、作ᮇの分ᩓ（ࢣースϸ-50-4）において 991.6 となり、ఱれのシナリオでも前㏙の┠ᶆと

する所得 800 を㉸࠼ることになる。

᭦に業ⓗ経営の発ᒎẁ㝵として 1ha を定した場ྜ、✭ࣟ࣎ットᑟධのࢣースにおいて

農業所得が᭱も㧗ࡃなる（ࢣースϸ-100-5 で 1768 ）。法人による集Ⲵ（ࢣースϸ-100-3）に

おいて 1522 、作ᮇの分ᩓ（ࢣースϸ-100-4）において 1656 、シナリオእのࢣースϸ-100-

2 でも 1180 と㞠⏝ᑟධを前提としたてのࢣースで 1000 を㉸࠼る。しかし、㞠⏝人ᩘ

が✭ࣟ࣎ットᑟධでも 4 人、それ௨እでは 7 人が必要となる。

㸲㸬せ⣙⪃ᐹ 

㸯）ヨ⟬⤖ᯝࡢ࡚࠸ࡘせ⣙ㄢ㢟 

 現ᅾのഴᩳ地ࣁウス㣴ᾮ᱂ᇵయ⣔のもとでᑵ農ึᮇを定した経営規ᶍ 30a の㞠⏝なしの᮲௳

ではコマࢶナとの⤌ࡏࢃྜࡳが᭱適となるが、㞠⏝をᑟධすることでኟ⛅トマトのࡳの作けで

農業所得の大ᖜなቑຍが見㎸ࡵる。᭦に㞠⏝をᑟධしたୖで㠃✚を 50a に規ᶍᣑ大すると 200 

௨ୖの農業所得のቑຍが見㎸ࡵることになるが、┠ᶆとする所得 800 には達しない。

そこで前提とするኵ፬２ྡで↓理なࡃ᱂ᇵ管理ができる方策として、新たな制度ࡸ新技術のᑟ

ධを定したシナリオձ㹼ճについて᳨ウを⾜ࡗたとこࢁ、ఱれのシナリオにおいても現⾜のయ

⣔より㧗い農業所得を達成することができると⟬定された。┠ᶆ所得については、㠃✚が 50a で

ఱれのシナリオにおいても達成することができた。

課題としては、シナリオձは✭ᚋに直᥋コンテナ✚ࡳになるたࡵ、⿄ワࡸパックワࡵ➼のㄪ

ᩚ作業もなࡲ、ࡃた᱂ᇵయ⣔なの変᭦もないことから、出Ⲵする農ᐙにとࡗての㈇ᢸࡸマイナ

ス㠃はとࢇないが、࿘㎶に集Ⲵを⾜࠺法人経営がᏑᅾすること、ࡲた、法人にとࡗての➃境

ᮇに農ᐙഃが出Ⲵできるか、とい࠺ၥ題がある。シナリオղでは作ᮇの⛣動にక࠺᱂ᇵ管理య制

⾜られるが、᰿本ⓗなၥ題として現࠼⪄が課題となると作業య制の変᭦、㞠⏝ᮇ間のᘏ長なࡸ

では有ຠな᱂ᇵ技術が見ᙜたらないことである。シナリオճでは、✭作業య⣔の大ᖜな変᭦と

✭ࣟ࣎ットのᑟධにక࠺資㔠ㄪ達が課題となると⪃࠼られる。ࡲた、1ha の規ᶍでは規ᶍᣑ大に

よるࣁウスቑ設ࡸ㞠⏝ປാの大ᖜなቑຍとなることから、資㔠ㄪ達と資㔠管理、㞠⏝管理のᑐ

ᛂがၥ題となることが⪃࠼られる。

㸰）Ⴀ㎰ࣔࣝࢹᐇ⌧ࡢࡵࡓࡢ᮲௳ࡸㄢ㢟ࡿ࡞◊✲㛤Ⓨ㸪⤒Ⴀᑐᛂ➼ 

の前提᮲௳として、ձᑵ農における㣴ᾮ᱂ᇵでの安定⏕産技術ࡵず、モデルが成❧するたࡲ

の⋓得（試験᱂ᇵマニュアルのࡳでなࡃ、⠜農ᐙの技術なを⋓得できる制度ᩚഛな）、ղᑵ農

におけるୖ記にかかるᑟධ㈝⏝ࡸ規ᶍᣑ大のቑ設㈝がၥ題となるたࡵ、前に資㔠ㄪ達方法

を᳨ウする必要がある。ճಶู㑅ᯝの場ྜ、ቑ大な㑅ู作業がかかるたࡵ、産地における集Ⲵ

設が前提᮲௳となるか、安定ⓗな出Ⲵඛと安定ⓗな価格を☜ಖする必要がある。մ規ᶍᣑ大

において、㞠⏝が大ᖜにቑຍするࢣースも有るたࡵ、㞠⏝ປാのㄪ達方法、㞠⏝管理なにᑐᛂ

する必要がある。
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表１ 経営モデルにおけるトマトの┈ಀᩘとປാಀᩘ 

資料１：地域ඛᑟ技術⥲ྜ研究「ഴᩳ地≉ᛶをά⏝した㧗ຍ価್⏕産技術య⣔の☜❧」の試験データ 

資料２：ᗈᓥ県「経営ᣦᶆ࠙野菜 22㹼26+）「ࠚ 年）
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表２ 経営モデルにおけるコマࢶナの┈ಀᩘとປാಀᩘ 

資料１：ᗈᓥ県「経営ᣦᶆ࠙野菜 22㹼26+）「ࠚ 年）
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表１ 経営モデルにおけるトマトの┈ಀᩘとປാಀᩘ 

資料１：地域ඛᑟ技術⥲ྜ研究「ഴᩳ地≉ᛶをά⏝した㧗ຍ価್⏕産技術య⣔の☜❧」の試験データ 

資料２：ᗈᓥ県「経営ᣦᶆ࠙野菜 22㹼26+）「ࠚ 年）
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第９章 ࢝ンキࢶ作経営モデル 

棚田光雄・渡部博明

１㸬基本ⓗ⪃࠼方 

２㸬モデルの構⠏ 

 作大規ᶍ経営のࢶンキ࢝(１ 

 作経営モデルࢶンキ࢝(２ 

３㸬モデルの計測⤖ᯝ 

 １)┈㠃からࡳたຠᯝ 

 ２)作業㠃からࡳたຠᯝ 

４㸬要約と⪃ᐹ 

 １）分析⤖ᯝの要約 

 ２）技術開発課題の⪃ᐹ 

⿵㸬࢝ンキࢶ作経営における６ḟ産業 

㸯㸬ᇶᮏⓗ⪃࠼᪉ 

本章で策定する࢝ンキࢶ作経営モデルは、 州࣑࢝ンとඃⰋ中ᬌ᯿を⤌ࡏࢃྜࡳた࢝ンキࢶ作

の経営モデルである。モデル策定の基本ⓗ⪃࠼方は௨下の通りである。 

第２章第２⠇で☜ㄆした通り、野菜作およࡧᯝᶞ作地ᖏは✄作地ᖏとẚ、㟷ኊ年ປാຊᒙࡸ

㈍㔠㢠ୖᒙはཌいが、⪔作ᨺᲠ地⋡ࡸ農地㠃✚ῶᑡ⋡は㧗いとい࠺ഴ向にある。つࡲり、経

営所得安定ᑐ策の変᭦ࡸ⏕産ㄪᩚのᗫṆ➼、ᡃが国土地⏝型農業の᰿幹を成す水田作の経営環

境が㏱明ឤをቑす中、作┠構成がປാ集約型の野菜作ࡸᯝᶞ作にഴᩳした場ྜ、㟷ኊ年ປാຊ

➼のᢸい手は☜ಖできるが、農地⦰小はຍ㏿する≧ἣをᣍࡃ可能ᛶがある。 

こ࠺したジࣞンマⓗ≧ἣを解ᾘする方法として、土地⏝型とປാ集約型の୧部門を⤌ࢃྜࡳ

とつのࡦられる。この場ྜの」ྜには、土地⏝型部門とປാ集約型部門を࠼⪄た」ྜがࡏ

経営య内で⤌ࡏࢃྜࡳた経営」ྜ、土地⏝型かປാ集約型かで基幹部門が␗なる」ᩘの経営య

が農地⏝㠃で⤖ࡧつきをもつ地域」ྜが⪃࠼られる１）。 

Ọ年ᛶ作≀がഴᩳ地にᒎ開する࢝ンキࢶ作の場ྜ、経営」ྜにしࢁ地域」ྜにしࢁ、土地⏝

型部門との⤌ࡏࢃྜࡳによる」ྜを✚ᴟⓗにᅗることは、一⯡ⓗにはᅔ㞴である。したがࡗ

て、࢝ンキࢶ作においてはᚋ、Ⲩᗫ・㐟ఇが予される⏕産᮲௳がなᅬ地については、

地┠・作┠㌿➼により農地としての⥔持をᅗるのではなࡃ、山にᡠすとい࠺㑅ᢥ⫥も視野にධ

れる必要がある。つࡲり、⏕産᮲௳のᛶが大きいᛴഴᩳ地での⏕産は᧔㏥し（山にᡠす）、

⦆ഴᩳ地での⏕産にシフトするのである。ࡲた、㟷ኊ年ᑓᚑ者を☜ಖするには、一定の┈を☜

ಖ・実現する必要があり、そのたࡵにはປാຊ᮲௳にᛂࡌた㠃✚ᣑ大、ඃⰋ中ᬌ᯿➼の新ရ✀ࡸ
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㧗ရ㉁技術のᑟධ、」ᩘရ✀の⤌ࡏࢃྜࡳなにより、⏕産ᛶ・┈ᛶの向ୖをᅗることが重

要である。そこで௨下では、⦆ഴᩳ地でのຠ⋡ⓗな㧗ရ㉁ᯝ実⏕産を定した࢝ンキࢶ作経営モ

デルを策定することとする。 

㸰㸬ࣔࡢࣝࢹᵓ⠏ 

㸯）ࢶ࢟ࣥ࢝సつᶍ⤒Ⴀࡢ 

から、ഴᩳ地᮲௳においてᒎ開する要産作ではရ㉁㠃でのഴᩳ地ᅬ地のඃᛶなࢶンキ࢝

地がከい。こ࠺した᱂ᇵ᮲௳とともに、㧗いປാ集約ᛶࡸ、Ọ年ᛶ作≀からࡃるᅬ地ὶ動の㞴

しさにより、経営㠃✚規ᶍのᣑ大がᢚ制されている。しかし、平ᆠ地ࡸ⦆ഴᩳ地のඃ➼࢝ンキࢶ

産地を中ᚰとして、ᅬ地ὶ動を⫼ᬒに大規ᶍ経営の形成が進ࡳつつあり２）、ഴᩳ地ẚ⋡がẚ㍑

ⓗ㧗い西日本の࢝ンキࢶ産地においても、ᑡᩘではあるものの大規ᶍ経営が成❧している。 

 表１にឡ県・ᗈᓥ県・和ḷ山県のを♧したが、㸿農ᅬ、㹀農ᅬ、㹁農ᅬはᐙ᪘経営で３

㹼５ha 規ᶍに達している。法人経営の㹂農ᅬはຍᕤ業を㍈に経営ᒎ開をᅗるが、直営ᅬ地がቑ

ຍし８ha 規ᶍに฿達している。経営の直近年５ࣧ年の経営変を見ると、㸿農ᅬでは、長⏨

のᑵ農によるᐙ᪘ປാຊの実にకい、ᅬ地の新規ධとࣁウスの新設を⾜い、ࣁウス᱂ᇵでは

ඃⰋ中ᬌ᯿（「ឡᯝ試第 28 号」）の作けをቑࡸしている。㹀農ᅬでは、長⏨のᑵ農を機にᅬ

地集✚を進ࡵつつ設を志向し、ඃⰋ中ᬌ᯿のࣁウス᱂ᇵによる㧗ရ㉁⏕産をᣑ大している。

㹁農ᅬでは、ኵ፬２⤌によるປാຊ構成の下で、にධによりᅬ地集✚をᅗるとともに、∗ぶ

がู法人の新規業であるࣁウスࣞモン᱂ᇵを分ᢸしている。㹂農ᅬでは、新ᕤ場のᘓ設➼によ

りຍᕤ部門のᣑ大が進ࡴとともに、直営ᅬ地の㠃✚がこの５ࣧ年で２ha ቑຍしており、⏕産部門

のᢸᙜを５人から７人にቑဨしている。 

このよ࠺に㸿、㹀、㹁ྛ農ᅬは、ᚋ⥅者のᑵ農により２ୡ௦型のᐙ᪘ປാຊ構成に⛣⾜し、ປ

ാຊの実を⫼ᬒにᅬ地集✚を進ࡵており、ࡲた、３農ᅬいずれもࣁウスのᑟධ・ᣑ大（ู法人

でのࣁウス᱂ᇵをྵࡴ）を⾜ࡗている。ᅬ地と設の୧方で規ᶍᣑ大をᅗࡗているのがඹ通ⓗな

≉ᚩであり、そこでは、࢝ンキࢶ作での規ᶍᣑ大が㧗ရ㉁ᯝ実⏕産のᑐᛂをとりながら進ᒎし

ている。ලయⓗには、㸿農ᅬ、㹀農ᅬでは、✭ᮇの長さ➼から㠃✚をᣑ大するୖで有なရ✀

としてఀ予᯿の作ẚ⋡を㧗ࡵ、㉗⟅⏝を中ᚰに㧗┈をᮇᚅできる中ᬌ᯿新ရ✀を⤌ࡏࢃྜࡳ

ている。㹁農ᅬでは 州࣑࢝ンにຍ࠼て、ຊとなる≉ู᱂ᇵࣞモンのにもⰍࠎな中ᬌ᯿をᑟ

ධし、ከᙬなရ✀構成をとࡗている。ຠ⋡に㛵しては、ᛴഴᩳ地をᢪ࠼る㸿農ᅬ、㹀農ᅬでは

スࣉリンクラー㜵㝖でᑐฎし、㹁農ᅬでは⦆ഴᩳᅬ地においてスࣆードスࣞࣉーࣖーをᑟධして

いる。ࡲた、㹂農ᅬでは直営ᅬ地のቑຍにᑐᛂして᱂ᇵᢸᙜ者をቑဨし、管理の⢒ᨺをᣍかな

いよ࠺ែໃをᩚ࠼る中で、ᨵ᳜によるရ✀᭦新、マルࢳシート⿕そを⾜いᯝ実の㧗ရ㉁にດࡵ

ている。ࡲた、ഴᩳ地においてᅬ地のᅋ地を進ࡵる、スࣉリンクラー㜵㝖とモࣞࣀール⏝

第９章 ࢝ンキࢶ作経営モデル 

棚田光雄・渡部博明

１㸬基本ⓗ⪃࠼方 

２㸬モデルの構⠏ 

 作大規ᶍ経営のࢶンキ࢝(１ 

 作経営モデルࢶンキ࢝(２ 

３㸬モデルの計測⤖ᯝ 

 １)┈㠃からࡳたຠᯝ 

 ２)作業㠃からࡳたຠᯝ 

４㸬要約と⪃ᐹ 

 １）分析⤖ᯝの要約 

 ２）技術開発課題の⪃ᐹ 

⿵㸬࢝ンキࢶ作経営における６ḟ産業 

㸯㸬ᇶᮏⓗ⪃࠼᪉ 

本章で策定する࢝ンキࢶ作経営モデルは、 州࣑࢝ンとඃⰋ中ᬌ᯿を⤌ࡏࢃྜࡳた࢝ンキࢶ作

の経営モデルである。モデル策定の基本ⓗ⪃࠼方は௨下の通りである。 

第２章第２⠇で☜ㄆした通り、野菜作およࡧᯝᶞ作地ᖏは✄作地ᖏとẚ、㟷ኊ年ປാຊᒙࡸ

㈍㔠㢠ୖᒙはཌいが、⪔作ᨺᲠ地⋡ࡸ農地㠃✚ῶᑡ⋡は㧗いとい࠺ഴ向にある。つࡲり、経

営所得安定ᑐ策の変᭦ࡸ⏕産ㄪᩚのᗫṆ➼、ᡃが国土地⏝型農業の᰿幹を成す水田作の経営環

境が㏱明ឤをቑす中、作┠構成がປാ集約型の野菜作ࡸᯝᶞ作にഴᩳした場ྜ、㟷ኊ年ປാຊ

➼のᢸい手は☜ಖできるが、農地⦰小はຍ㏿する≧ἣをᣍࡃ可能ᛶがある。 

こ࠺したジࣞンマⓗ≧ἣを解ᾘする方法として、土地⏝型とປാ集約型の୧部門を⤌ࢃྜࡳ

とつのࡦられる。この場ྜの」ྜには、土地⏝型部門とປാ集約型部門を࠼⪄た」ྜがࡏ

経営య内で⤌ࡏࢃྜࡳた経営」ྜ、土地⏝型かປാ集約型かで基幹部門が␗なる」ᩘの経営య

が農地⏝㠃で⤖ࡧつきをもつ地域」ྜが⪃࠼られる１）。 

Ọ年ᛶ作≀がഴᩳ地にᒎ開する࢝ンキࢶ作の場ྜ、経営」ྜにしࢁ地域」ྜにしࢁ、土地⏝

型部門との⤌ࡏࢃྜࡳによる」ྜを✚ᴟⓗにᅗることは、一⯡ⓗにはᅔ㞴である。したがࡗ

て、࢝ンキࢶ作においてはᚋ、Ⲩᗫ・㐟ఇが予される⏕産᮲௳がなᅬ地については、

地┠・作┠㌿➼により農地としての⥔持をᅗるのではなࡃ、山にᡠすとい࠺㑅ᢥ⫥も視野にධ

れる必要がある。つࡲり、⏕産᮲௳のᛶが大きいᛴഴᩳ地での⏕産は᧔㏥し（山にᡠす）、

⦆ഴᩳ地での⏕産にシフトするのである。ࡲた、㟷ኊ年ᑓᚑ者を☜ಖするには、一定の┈を☜

ಖ・実現する必要があり、そのたࡵにはປാຊ᮲௳にᛂࡌた㠃✚ᣑ大、ඃⰋ中ᬌ᯿➼の新ရ✀ࡸ
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によりຠ⋡をᅗࡗている。 

 ௨ୖの経営の動向から、ձᐙ᪘ປാຊ構成の変とປാຊの実、ղ┈㠃にຍ࠼てປຊ

分ᩓに╔┠した、中ᬌ᯿新ရ✀のᑟධ・ᣑ大と㠃✚ฎ理に有なရ✀をྵࡴከᙬなရ✀構成、ճ

ᅬ地ὶ動による㠃✚ᣑ大と㧗ရ㉁ᯝ実⏕産に向けた設ᣑ大のే進、մ６ḟ産業（ຍᕤ

業）の進ᒎとその下での⏕産部門のᣑ大・ຠ⋡が、西日本をᛕ㢌においた࢝ンキࢶ作での大規

ᶍ経営の形成とᒎ開に㛵ࢃり注┠される。これらは、経営モデルのᯟ⤌ࡳを設定するୖで⪃៖す

し、設については、㧗┈をᮇᚅできる中ᬌ᯿新ရ✀のᯝ実ရ㉁の向ࡔき要⣲となる。た

ୖ・安定の方策としてᤊ࠼られることから、ඃⰋ中ᬌ᯿のᑟධと㧗ရ㉁のᑐᛂにྵࡵるも

のとし、経営モデルにおいては設᱂ᇵを⤌ࡳධれないこととする。ࡲた、ຍᕤ業について

は、経営モデルにおいては⪃៖していないが、ᚋの࢝ンキࢶ作経営の発ᒎをᨭ࠼る重要な部門

となり得る。そこで、ඛ㥑ⓗなとなる㹂農ᅬにおける６ḟ産業のྲྀり⤌の≉ᚩを᭱ᚋに

⿵.としてࡲとࡵてお３ࡃ）。 

㸰）ࢶ࢟ࣥ࢝స⤒Ⴀࣔࣝࢹ 

産者の㧗㱋・ῶᑡがᯝᶞᅬのῶᑡ、さらには産地の⦰小につながる≧ἣにおい⏕ࢶンキ࢝

て、ᅬ地の要なཷけ手となり࢝ンキࢶ産地のᒎ開を≌引する大規ᶍ経営の形成と、そ࠺したᢸ

い手経営を᰾とした地域農業ᡓ␎がồࡵられる。そこで、前⠇の大規ᶍ経営の動向を㋃ࡲ

規ᶍᣑ大とともに㧗ရ㉁を志向する将来モデルを設定した（ᅗ１）。モデルでは、大規ᶍ、࠼

表１ ࢝ンキࢶ作大規ᶍ経営の 

経営 Ａ㎰ᅬ 䠞㎰ᅬ 䠟㎰ᅬ 㻔ᰴ㻕㻰㎰ᅬ

ᕷ⏫ᮧ ᯇ山ᕷ ᯇ山ᕷ ᑿ㐨ᕷ ᭷田ᕷ

労働力
䠏人

（経営主・㻠6ṓ、ጔ、
長⏨・㻟㻟ṓ）

䠏人
（経営主・6㻠ṓ、ጔ、

長⏨・㻟㻥ṓ）

４人
（経営主・㻟6ṓ、ጔ、∗、

ẕ）

ᚑ業員：60人
䚷（♫長・役員：䠒人、ṇ♫
員：㻟㻠人、パ䞊ト：20人）
Ꮚ♫䛂㻔ᰴ㻕㻿㻺䛃：10人
䈜䝤䝹䞊䝥య：㻣0人

経営面積 㻟㻤㻡䠽（䛖ちධ1㻣0㼍） 㻠㻥㻟㼍（䛖ちධ1㻡0㼍） 㻟20㼍（䛖ちධ120㼍） ┤営ᅬ地：䠔㼔㼍

ᐑෆఀண᯿䚷㻌210㼍 ᐑෆఀண᯿䚷䚷2㻡0㼍 ᴟ᪩生温ᕞ䚷㻌㻌10㼍 ᴟ᪩生温ᕞ䚷㻌㻌0㻚㻡㼍
ឡᯝ試験➨2㻤ྕ㻌㻌㻡㻡㼍 ឡᯝ試験➨2㻤ྕ䚷㻣0㼍 ᪩生温ᕞ㻌㻌䚷㻌䚷㻣㻡㼍 ᪩生温ᕞ㻌㻌䚷㻌䚷䠑㼍
䛫と䛛䚷䚷䚷㻌㻌㻌㻌㻌㻠㻡㼍 ༡ὠᾏ䚷䚷䚷㻌㻌㻌䚷㻠6㼍 中生温ᕞ䚷㻌㻌㻌䚷10㼍 ᬑ㏻温ᕞ䚷㻌㻌㻌䚷䠎㼍
༡ὠᾏ䚷䚷㻌䚷㻌㻌㻌㻟0㼍 䛫と䛛䚷䚷䚷㻌㻌㻌㻌䚷㻠0㼍 䝺モン䚷䚷䚷㻌㻌㻌䚷㻥㻡㼍 中ᬌ᯿䚷䚷䚷䚷䚷0㻚㻡㼍
⏑平䚷䚷䚷㻌䚷㻌㻌㻌㻌1㻡㼍 不▱ⅆ㻌㻌䚷㻌㻌㻌㻌㻌㻌㻌㻌㻟6㼍 不▱ⅆ䚷㻌㻌㻌䚷㻌㻌㻌㻌㻟0㼍
はれ䜂め䚷䚷㻌㻌㻌10㼍 ⏑平䚷䚷㻌㻌㻌㻌㻌㻌㻌㻌㻌䚷2㻤㼍 ༡ὠᾏ䚷㻌䚷㻌㻌㻌㻌㻌㻌20㼍
その䚷䚷䚷䚷䚷20㼍 その䚷䚷㻌㻌㻌㻌㻌㻌㻌㻌2㻟㼍 その㻌㻌㻌㻌㻌㻌㻌㻌㻌㻌㻌㻌㻤0㼍䚷

業ෆᐜ カンキ䝒の生産、ฟⲴ
カンキ䝒の生産、ฟⲴ・㈍


カンキ䝒の生産、㈍
カンキ䝒の生産、㞟Ⲵ、㑅
ᯝ、㎰産加工、㈍

経営ኚ化

・長⏨がᑵ㎰（201㻡年）
・ᅬ地ධ2㻡㼍
・䛂ឡᯝ試➨2㻤ྕ䛃䜈の
ᨵ᳜（䛂ఀண᯿䛃、䛂不▱
ⅆ䛃䛛䜙）
・䝝ウスの᪂タ

・長⏨がᑵ㎰（201㻠年）
・◊ಟ生の㏻年ཷධ
・䝝ウス面積のᣑ大（2㻡㼍）
・䛂ឡᯝ試➨2㻤ྕ䛃のቑ
加
・ᅬ地㉎ධ・ධ㻥0㼍・2㻟㼍

・∗がู法人の䝝ウス䝺モ
ン㻟0㼍をᢸᙜ（2012年）
・ጔがᑵ㎰（201㻠年）
・䝺モン㈓ⶶᗜタ⨨（201㻠
年）
・ᅬ地ධ20㼍

・Ꮚ♫䛂㻔ᰴ㻕㻿㻺䛃のタ❧
（201㻡年）
・ᦢỒタᘓタ（201㻡年）
・代┠♫長ᑵ௵（201㻣
年）
・ᅬ地ධ䠎㼔㼍

ὀ：Ａᅬ、䠞ᅬ、䠟ᅬは2016年現ᅾ、䠠ᅬは201㻤年現ᅾ。経営ኚ化はྛ経営の┤㏆䠑䞃年の主なኚ化。
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な㧗ရ㉁ᯝ実⏕産をᨭ࠼るᐙ᪘ປാຊと᱂ᇵ技術を持つ４ha 規ᶍの࢝ンキࢶ作経営を定す

る。ࡲた、大規ᶍ経営が成❧するୖで┬ຊによる⏕産のຠ⋡が可Ḟであり、⦆ഴᩳ地にお

けるᅬ地基┙ᩚഛの実と㹑㹑ࡸ㐠ᦙ⏝㌴୧のᑟධによる機械を前提とする。さらに、㞠⏝ປ

ാຊの㏣ຍᑟධࡸ、ປാ集約ⓗな管理作業におけるຠ⋡の実現を௬定して、一ᒙのᅬ地集✚を

ᅗる５ha 規ᶍの将来モデルも設定する。こ࠺した経営㠃✚規ᶍの᮲௳下で、現≧を 州࣑࢝ン

య型の経営とし、ඃⰋ中ᬌ᯿を⤌ࡏࢃྜࡳたከရ✀型の経営による㧗ရ㉁ᯝ実⏕産の㌿を

┠ᣦすこととする。 

て作成しており４）、モデル分析の前提᮲௳はḟの通ࡗ作経営モデルは線形計画法によࢶンキ࢝

りである（表２）。 

 経営㠃✚とປാຊ：現≧モデルは２ha 規ᶍの࢝ンキࢶ作経営で、ᐙ᪘ປാຊをᑓᚑ者２人、⮫

㞠⏝が᭱大１人/᪪ࡲでᑟධされるものとする。将来モデルでは、ከᵝなရ✀によࡗて作ᮇの分

ᩓをᅗり、４㹼５ha 規ᶍの࢝ンキࢶ作経営を定する。ࡲた、ᐙ᪘ປാຊは２ୡ௦型でᑓᚑ者を

３人とし、⮫㞠⏝は４ha 規ᶍで᭱大２人/᪪ࡲで、５ha 規ᶍで᭱大 4.5 人/᪪ࡲでᑟධ可能と

している。なお、⮫㞠⏝は⦾ᛁᮇ（ᯝ、✭：８月、10㹼２月）にᑟධする。 

 ⏕産ࣟࣉセス：経営モデルにおいて、表３のよ࠺な７ရ✀を⏝い、ࡲた、㧗ရ㉁・安定⏕産の

たࡵの新技術として「マルドリ方ᘧ」をᑟධする５）。「マルドリ方ᘧ」は、㝆㞵を㐽᩿するマル

ᯝ実ရ㉁を制ࡸ⫱⏕てά⏝することにより、ᯝ実のࡏࢃྜࡳ⤌水・⫧設をࢇシートとⅬかࢳ

ᚚする᱂ᇵ方法である。⏕産ࣟࣉセスの内ヂは、 州࣑࢝ンについては、ᴟ᪩⏕・᪩⏕・中⏕ 

州にはそれࡒれ័⾜᱂ᇵとマルドリ方ᘧの２つのࣟࣉセスを設定し、⢾度がẚ㍑ⓗりࡸすいᬑ

通 州は័⾜᱂ᇵࡔけのࣟࣉセスを設定した。中ᬌ⏕࢝ンキࢶについては、「はれࡵࡦ」「はる

ᅗ１ 将来モデルの構成要⣲ 

によりຠ⋡をᅗࡗている。 

 ௨ୖの経営の動向から、ձᐙ᪘ປാຊ構成の変とປാຊの実、ղ┈㠃にຍ࠼てປຊ

分ᩓに╔┠した、中ᬌ᯿新ရ✀のᑟධ・ᣑ大と㠃✚ฎ理に有なရ✀をྵࡴከᙬなရ✀構成、ճ

ᅬ地ὶ動による㠃✚ᣑ大と㧗ရ㉁ᯝ実⏕産に向けた設ᣑ大のే進、մ６ḟ産業（ຍᕤ

業）の進ᒎとその下での⏕産部門のᣑ大・ຠ⋡が、西日本をᛕ㢌においた࢝ンキࢶ作での大規

ᶍ経営の形成とᒎ開に㛵ࢃり注┠される。これらは、経営モデルのᯟ⤌ࡳを設定するୖで⪃៖す

し、設については、㧗┈をᮇᚅできる中ᬌ᯿新ရ✀のᯝ実ရ㉁の向ࡔき要⣲となる。た

ୖ・安定の方策としてᤊ࠼られることから、ඃⰋ中ᬌ᯿のᑟධと㧗ရ㉁のᑐᛂにྵࡵるも

のとし、経営モデルにおいては設᱂ᇵを⤌ࡳධれないこととする。ࡲた、ຍᕤ業について

は、経営モデルにおいては⪃៖していないが、ᚋの࢝ンキࢶ作経営の発ᒎをᨭ࠼る重要な部門

となり得る。そこで、ඛ㥑ⓗなとなる㹂農ᅬにおける６ḟ産業のྲྀり⤌の≉ᚩを᭱ᚋに

⿵.としてࡲとࡵてお３ࡃ）。 

㸰）ࢶ࢟ࣥ࢝స⤒Ⴀࣔࣝࢹ 

産者の㧗㱋・ῶᑡがᯝᶞᅬのῶᑡ、さらには産地の⦰小につながる≧ἣにおい⏕ࢶンキ࢝

て、ᅬ地の要なཷけ手となり࢝ンキࢶ産地のᒎ開を≌引する大規ᶍ経営の形成と、そ࠺したᢸ

い手経営を᰾とした地域農業ᡓ␎がồࡵられる。そこで、前⠇の大規ᶍ経営の動向を㋃ࡲ

規ᶍᣑ大とともに㧗ရ㉁を志向する将来モデルを設定した（ᅗ１）。モデルでは、大規ᶍ、࠼

表１ ࢝ンキࢶ作大規ᶍ経営の 

経営 Ａ㎰ᅬ 䠞㎰ᅬ 䠟㎰ᅬ 㻔ᰴ㻕㻰㎰ᅬ

ᕷ⏫ᮧ ᯇ山ᕷ ᯇ山ᕷ ᑿ㐨ᕷ ᭷田ᕷ

労働力
䠏人

（経営主・㻠6ṓ、ጔ、
長⏨・㻟㻟ṓ）

䠏人
（経営主・6㻠ṓ、ጔ、

長⏨・㻟㻥ṓ）

４人
（経営主・㻟6ṓ、ጔ、∗、

ẕ）

ᚑ業員：60人
䚷（♫長・役員：䠒人、ṇ♫
員：㻟㻠人、パ䞊ト：20人）
Ꮚ♫䛂㻔ᰴ㻕㻿㻺䛃：10人
䈜䝤䝹䞊䝥య：㻣0人

経営面積 㻟㻤㻡䠽（䛖ちධ1㻣0㼍） 㻠㻥㻟㼍（䛖ちධ1㻡0㼍） 㻟20㼍（䛖ちධ120㼍） ┤営ᅬ地：䠔㼔㼍

ᐑෆఀண᯿䚷㻌210㼍 ᐑෆఀண᯿䚷䚷2㻡0㼍 ᴟ᪩生温ᕞ䚷㻌㻌10㼍 ᴟ᪩生温ᕞ䚷㻌㻌0㻚㻡㼍
ឡᯝ試験➨2㻤ྕ㻌㻌㻡㻡㼍 ឡᯝ試験➨2㻤ྕ䚷㻣0㼍 ᪩生温ᕞ㻌㻌䚷㻌䚷㻣㻡㼍 ᪩生温ᕞ㻌㻌䚷㻌䚷䠑㼍
䛫と䛛䚷䚷䚷㻌㻌㻌㻌㻌㻠㻡㼍 ༡ὠᾏ䚷䚷䚷㻌㻌㻌䚷㻠6㼍 中生温ᕞ䚷㻌㻌㻌䚷10㼍 ᬑ㏻温ᕞ䚷㻌㻌㻌䚷䠎㼍
༡ὠᾏ䚷䚷㻌䚷㻌㻌㻌㻟0㼍 䛫と䛛䚷䚷䚷㻌㻌㻌㻌䚷㻠0㼍 䝺モン䚷䚷䚷㻌㻌㻌䚷㻥㻡㼍 中ᬌ᯿䚷䚷䚷䚷䚷0㻚㻡㼍
⏑平䚷䚷䚷㻌䚷㻌㻌㻌㻌1㻡㼍 不▱ⅆ㻌㻌䚷㻌㻌㻌㻌㻌㻌㻌㻌㻟6㼍 不▱ⅆ䚷㻌㻌㻌䚷㻌㻌㻌㻌㻟0㼍
はれ䜂め䚷䚷㻌㻌㻌10㼍 ⏑平䚷䚷㻌㻌㻌㻌㻌㻌㻌㻌㻌䚷2㻤㼍 ༡ὠᾏ䚷㻌䚷㻌㻌㻌㻌㻌㻌20㼍
その䚷䚷䚷䚷䚷20㼍 その䚷䚷㻌㻌㻌㻌㻌㻌㻌㻌2㻟㼍 その㻌㻌㻌㻌㻌㻌㻌㻌㻌㻌㻌㻌㻤0㼍䚷

業ෆᐜ カンキ䝒の生産、ฟⲴ
カンキ䝒の生産、ฟⲴ・㈍


カンキ䝒の生産、㈍
カンキ䝒の生産、㞟Ⲵ、㑅
ᯝ、㎰産加工、㈍

経営ኚ化

・長⏨がᑵ㎰（201㻡年）
・ᅬ地ධ2㻡㼍
・䛂ឡᯝ試➨2㻤ྕ䛃䜈の
ᨵ᳜（䛂ఀண᯿䛃、䛂不▱
ⅆ䛃䛛䜙）
・䝝ウスの᪂タ

・長⏨がᑵ㎰（201㻠年）
・◊ಟ生の㏻年ཷධ
・䝝ウス面積のᣑ大（2㻡㼍）
・䛂ឡᯝ試➨2㻤ྕ䛃のቑ
加
・ᅬ地㉎ධ・ධ㻥0㼍・2㻟㼍

・∗がู法人の䝝ウス䝺モ
ン㻟0㼍をᢸᙜ（2012年）
・ጔがᑵ㎰（201㻠年）
・䝺モン㈓ⶶᗜタ⨨（201㻠
年）
・ᅬ地ධ20㼍

・Ꮚ♫䛂㻔ᰴ㻕㻿㻺䛃のタ❧
（201㻡年）
・ᦢỒタᘓタ（201㻡年）
・代┠♫長ᑵ௵（201㻣
年）
・ᅬ地ධ䠎㼔㼍

ὀ：Ａᅬ、䠞ᅬ、䠟ᅬは2016年現ᅾ、䠠ᅬは201㻤年現ᅾ。経営ኚ化はྛ経営の┤㏆䠑䞃年の主なኚ化。
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セスを設定してྜ計６ࣟࣉを᥇⏝し、３ရ✀とも័⾜᱂ᇵと「マルドリ方ᘧ」の２「平⏑」「ࡳ

 。セスとしたࣟࣉ

 制約᮲௳：ᶞᅬ地㠃✚とປാຊ㺂作ẚ⋡を制約᮲௳として、ປാ制約については᪪ูに༊分

し、１日ᙜたり８間ປാ、ẖ᪪２日のఇ日を⪃៖してᢞ下可能ປാ間を設定している。⦾ᛁ

ᮇは１日ᙜたり９間ປാとし、ẖ᪪１日のఇ日を設けている。 州࣑࢝ンయ型の経営は中ᬌ

᯿ẚ⋡を 20㸣とし、中ᬌ⏕࢝ンキࢶを⤌ࡏࢃྜࡳたከရ✀型の経営は、中ᬌ᯿ẚ⋡を 50㸣ࡲで㧗

のᑟ水⏝水※のᩚഛを必要とし、ᅬ地ࢇるものとする。「マルドリ方ᘧ」については、かࡵ

ධが㞴しい場ྜもあるたࡵ、経営内に᭱大 50㸣ࡲでᑟධ可能と௬定している。なお、≉定ရ✀

の೫りを回㑊するた１、ࡵရ✀の作けを経営ᅬ地の１㸭４ࡲでとする。 

 ┈ಀᩘ：㔞水‽については、័ ⾜᱂ᇵでは㝸年⤖ᯝのᙳ㡪（㔞 20㸣ῶ）をཷけるが、「マ

ルドリ方ᘧ」は㝸年⤖ᯝをṇし連年３t/10a の㔞を☜ಖでき、ࡲた、≉㑅ẚ⋡が 60㸣見㎸ࡲ

れるものと௬定している。㈍༢価は≉㑅ရ（㧗ရ㉁ᯝ実）と一⯡ရに༊分し、ࣈランド➼に

より㧗ရ㉁ᯝ実の༢価アッࣉが実現される場ྜ、≉㑅ရの༢価を産地平ᆒの 1.2 ಸに設定してい

る６）。なお、ྛ⏕産ࣟࣉセスの 10a ᙜたり㔞、㈍༢価、⢒┈、変動㈝、┈ಀᩘを表に

♧す。 

 技術ಀ ：ᩘປാ間を᪪ูに設定している

が、័ ⾜᱂ᇵにᑐして「マルドリ方ᘧ」では、

ᾮ⫧の⏝が⮬動され、マルࢳシートによ

り㞧ⲡがᢚ࠼られるたࡵ、⫧と㝖ⲡのྛ作

業間がῶᑡする一方、マルࢳシートのᩜ

設・開㛢にかかる作業間がຍࢃる。ࡲた、

┬ຊ・ຠ⋡のたࡵの新技術についてはලయ

ⓗな技術を定しないが、定とᯝをᑐ㇟

ୖ ୰ ୗ ୖ ୰ ୗ ୖ ୰ ୗ ୖ ୰ ୗ ୖ ୰ ୗ
㻝㻜᭶ 㻝㻝᭶ 㻝㻞᭶ 㻝᭶ 㻞᭶

ᴟ᪩⏕ ᕞ

᪩⏕ ᕞ

୰⏕ ᕞ

䛿れ䜂䜑

䛿る䜏 ⏑ᖹ

ᬑ㏻ ᕞ

表３ ရ✀ูの✭ᮇ 

表２ 経営モデルの᮲௳ 

経営面積 䠎㼔㼍 ４㼔㼍 䠑㼔㼍
労働力 ᐙ᪘：䠎人、臨時：䠍人（最大） ᐙ᪘：䠏人、臨時：䠎人（最大） ᐙ᪘：䠏人、臨時：2人、㻠㻚㻡人（最大）

䠉

┬力・ຠ⋡化技術（┬力ⓗ⟶理）
䚷䚷・ᯝ・ᐃ時間：ྛ㻟0䠂ῶ

品種（⣔⤫）

機Ე・タ
ᗜ（㻠0䟝）、㈓ⶶᗜ（㻟0䟝）、㍍
トラ䝑䜽、ື力ᄇ㟝機、中⪔機
（6㻼㻿）

中ᬌ᯿ẚ⋡：20䠂 中ᬌ᯿ẚ⋡：20䠂、㻡0䠂 中ᬌ᯿ẚ⋡：㻡0䠂
マ䝹䝗䝸᪉ᘧᑟධẚ⋡：0䠂、㻡0䠂 マ䝹䝗䝸᪉ᘧᑟධẚ⋡：0䠂、㻡0䠂
䠍品種の面積はయの1㻛㻠まで

雇用㛵ಀ 時期：10᭶～䠎᭶、䠔᭶䚷䚷䚷䚷䚷㈤㔠：1㻘2㻡0㻛㼔

᱂ᇵไ⣙

ᴟ᪩生温ᕞ、᪩生温ᕞ、中生温ᕞ、ᬑ㏻温ᕞ、はれ䜂め、はるみ、⏑平

ᑟධ᪂技術

ᗜ（㻣0䟝）、㈓ⶶᗜ（60䟝）、䠯䠯（600䟒）、トラ䝑䜽（㍍、2㼠）、
中⪔機（6㻼㻿）、䝣䜷䞊䜽䝸䝣ト（1㻚㻟㼠）

㧗品㉁・Ᏻᐃ生産技術（マ䝹䝗䝸᪉ᘧ）
䚷䚷・≉㑅品ẚ⋡：60䠂䚷䚷䚷・㝸年⤖ᯝのṇ：㐃年䠏䡐㻛10㼍

䠉
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にしてྜ理を可能とする「┬ຊⓗ管理」によࡗて、それࡒれの作業間を 30㸣๐ῶするものと

௬定している７）。 

㸱㸬ࣔࡢࣝࢹィ ⤖ᯝ 

㸯）┈㠃ࡓࡳࡽຠᯝ 

表４は、現≧の２ha 規ᶍから４㹼５ha 規ᶍにᣑ大するとともに、 州࣑࢝ンయ型からඃⰋ中

ᬌ᯿をቑࡸしたከရ✀型㌿するࢣース、さらに、㧗ရ㉁・安定⏕産技術ࡸ┬ຊ・ຠ⋡技術

のᑟධの有↓のྛࢣースに分けて作成したモデルの計測⤖ᯝを♧している。ࡲた、ᅗ２は、ྛࢣ

ースにおける┈ᛶの変について、ᑓᚑ者１人ᙜたり所得をᣦᶆとして♧している。 

ず、経営㠃✚を２haࡲ  規ᶍから４ha 規ᶍにᣑ大する将来モデルϨ（ᅗ１ཧ↷）を᳨ウする。現

≧と同ᵝの 州࣑࢝ンయ型のࡲࡲで規ᶍᣑ大をᅗࡗても大きな┈ቑは見㎸ࡵず、４ha 経営で

もᑓᚑ者１人ᙜたり所得は 300 をୖࡸࡸ回る⛬度となる（ࢣースձ）。しかし、規ᶍᣑ大を

前提として、 州࣑࢝ンయ型であࡗても㧗ရ㉁・安定⏕産技術としての「マルドリ方ᘧ」を 50㸣

ධれてそのẚ⋡をࡳ⤌あるいはඃⰋ中ᬌ᯿を、（ースղࢣ）でᑟධすることによりࡲ 50㸣ࡲで㧗

┈ᛶが、（ースճࢣ）ることによりࡵ 35㹼44㸣向ୖする。これは、「マルドリ方ᘧ」により㝸

年⤖ᯝをṇしつつ㧗ရ㉁ᯝ実（≉㑅ရ）の出Ⲵẚ⋡が㧗ࡲること、あるいは༢価の有な中ᬌ

表４ ࢝ンキࢶ作経営モデルの試⟬⤖ᯝ 

䜿䞊ス 現≧ 䐟 䐠 䐡 䐢 䐢㼤 䐣 䐤 䐥 䐦
経営面積 䠎㼔㼍

ᐙ᪘労働力 䠎人
臨時雇用（最大） 䠍人

品種ᵓᡂᆺ

ᑟධ⋡0㻑 ᑟධ⋡㻡0㻑 ᑟධ⋡0㻑 ᑟධ⋡0㻑 ᑟධ⋡㻡0㻑 ᑟධ⋡0㻑 ᑟධ⋡㻡0㻑

ᴟ᪩生温ᕞ（㼍） 20 20 㻟6 㻟㻤
᪩生温ᕞ（㼍） 6㻠 100 㻣㻣 㻤㻡 㻤㻡 1㻡6 11㻥 100 㻤㻟

マ䝹䝗䝸᪩生温ᕞ（㼍） 㻙 㻙 100 㻙 㻙 㻠2 㻙 20
中生温ᕞ（㼍） 㻡0 100 㻤0 100 100 100 1㻟1 1㻟1 10㻥 10㻥

マ䝹䝗䝸中生温ᕞ（㼍） 㻙 㻙 20 㻙 㻙 㻙
ᬑ㏻温ᕞ（㼍） 㻠6 100 100 2㻟 1㻡 1㻡 㻡
はれ䜂め（㼍） 㻥2 11㻤 110

マ䝹䝗䝸はれ䜂め（㼍） 㻙 㻙 㻙 100 100 㻙 11㻠 㻙 11㻡
はるみ（㼍） 㻤 2㻡 20
⏑平（㼍） 㻠0 㻤0 100 㻥㻡 11㻡

マ䝹䝗䝸⏑平（㼍） 㻙 㻙 㻤0 㻙 100 100 㻙 㻥㻠 㻙 11㻡
㎰業ᡤᚓ（） 㻡㻟㻣 㻥2㻥 1㻘0㻤㻟 1㻘1㻡㻤 1㻘㻠㻟㻤 1㻘6㻤1 1㻘2㻡0 1㻘㻡㻣㻠 1㻘㻠1㻥 1㻘㻣60

ᑓᚑ⪅ᡤᚓ（㻛人） 26㻤 㻟10 㻟61 㻟㻤6 㻠㻣㻥 㻡60 㻠1㻣 㻡2㻡 㻠㻣㻟 㻡㻤㻣
1時間ᙜたりᡤᚓ（㻛㼔） 2㻘01㻟 1㻘㻥㻟㻣 2㻘261 2㻘㻠㻠㻟 㻟㻘12㻥 㻟㻘6㻡㻣 2㻘㻡02 㻟㻘1㻤2 2㻘㻤10 㻟㻘㻡㻠㻡

ᐙ᪘労働時間（䡄） 2㻘66㻣 㻠㻘㻣㻥㻣 㻠㻘㻣㻥0 㻠㻘㻣㻠0 㻠㻘㻡㻥6 㻠㻘㻡㻥6 㻠㻘㻥㻥㻠 㻠㻘㻥㻠6 㻡㻘0㻡1 㻠㻘㻥6㻠
雇用労働時間（䡄） 1㻤㻡 㻥0㻥 㻤㻠㻣 1㻘0㻟6 1㻘10㻣 1㻘10㻣 2㻘1㻥6 2㻘1㻡㻠 1㻘㻟㻤2 1㻘㻟㻤0

ὀ：1㻕ᑟධ⋡0䠂は、័行᱂ᇵのみの䜿䞊ス。ᑟධ⋡㻡0䠂は、䛂マ䝹䝗䝸᪉ᘧ䛃を経営面積の㻡0䠂をୖ㝈にᑟධ䛩る䜿䞊ス。
䚷䚷2）䛂┬力ⓗ⟶理䛃のຠᯝと䛧て、ᯝ・ᐃ時間をそれ䛮れ㻟0䠂ῶ（ᑐ័行᱂ᇵ）のと௬ᐃ䛧た。
䚷䚷㻟㻕䐢㼤は、≉㑅品༢౯を産地平均の20䠂ቑと௬ᐃ䛧た場ྜ。

温ᕞ䝭カン主యᆺ
（中ᬌ᯿ẚ⋡20䠂）

多品種ᆺ䚾温ᕞ䝭カン䠇ඃⰋ中ᬌ᯿䚿
（中ᬌ᯿ẚ⋡㻡0䠂）

ᑟධ技術

㧗品㉁・Ᏻᐃ生産技術䛂マ䝹䝗䝸᪉ᘧ䛃

┬力・ຠ⋡化技術
䛂┬力ⓗ⟶理䛃

ᑟධ⋡㻡0㻑

４㼔㼍 䠑㼔㼍
䠏人

㻠㻚㻡人 䠎人䠎人

セスを設定してྜ計６ࣟࣉを᥇⏝し、３ရ✀とも័⾜᱂ᇵと「マルドリ方ᘧ」の２「平⏑」「ࡳ

 。セスとしたࣟࣉ

 制約᮲௳：ᶞᅬ地㠃✚とປാຊ㺂作ẚ⋡を制約᮲௳として、ປാ制約については᪪ูに༊分

し、１日ᙜたり８間ປാ、ẖ᪪２日のఇ日を⪃៖してᢞ下可能ປാ間を設定している。⦾ᛁ

ᮇは１日ᙜたり９間ປാとし、ẖ᪪１日のఇ日を設けている。 州࣑࢝ンయ型の経営は中ᬌ

᯿ẚ⋡を 20㸣とし、中ᬌ⏕࢝ンキࢶを⤌ࡏࢃྜࡳたከရ✀型の経営は、中ᬌ᯿ẚ⋡を 50㸣ࡲで㧗

のᑟ水⏝水※のᩚഛを必要とし、ᅬ地ࢇるものとする。「マルドリ方ᘧ」については、かࡵ

ධが㞴しい場ྜもあるたࡵ、経営内に᭱大 50㸣ࡲでᑟධ可能と௬定している。なお、≉定ရ✀

の೫りを回㑊するた１、ࡵရ✀の作けを経営ᅬ地の１㸭４ࡲでとする。 

 ┈ಀᩘ：㔞水‽については、័ ⾜᱂ᇵでは㝸年⤖ᯝのᙳ㡪（㔞 20㸣ῶ）をཷけるが、「マ

ルドリ方ᘧ」は㝸年⤖ᯝをṇし連年３t/10a の㔞を☜ಖでき、ࡲた、≉㑅ẚ⋡が 60㸣見㎸ࡲ

れるものと௬定している。㈍༢価は≉㑅ရ（㧗ရ㉁ᯝ実）と一⯡ရに༊分し、ࣈランド➼に

より㧗ရ㉁ᯝ実の༢価アッࣉが実現される場ྜ、≉㑅ရの༢価を産地平ᆒの 1.2 ಸに設定してい

る６）。なお、ྛ⏕産ࣟࣉセスの 10a ᙜたり㔞、㈍༢価、⢒┈、変動㈝、┈ಀᩘを表に

♧す。 

 技術ಀ ：ᩘປാ間を᪪ูに設定している

が、័ ⾜᱂ᇵにᑐして「マルドリ方ᘧ」では、

ᾮ⫧の⏝が⮬動され、マルࢳシートによ

り㞧ⲡがᢚ࠼られるたࡵ、⫧と㝖ⲡのྛ作

業間がῶᑡする一方、マルࢳシートのᩜ

設・開㛢にかかる作業間がຍࢃる。ࡲた、

┬ຊ・ຠ⋡のたࡵの新技術についてはලయ

ⓗな技術を定しないが、定とᯝをᑐ㇟

ୖ ୰ ୗ ୖ ୰ ୗ ୖ ୰ ୗ ୖ ୰ ୗ ୖ ୰ ୗ
㻝㻜᭶ 㻝㻝᭶ 㻝㻞᭶ 㻝᭶ 㻞᭶

ᴟ᪩⏕ ᕞ

᪩⏕ ᕞ

୰⏕ ᕞ

䛿れ䜂䜑

䛿る䜏 ⏑ᖹ

ᬑ㏻ ᕞ

表３ ရ✀ูの✭ᮇ 

表２ 経営モデルの᮲௳ 

経営面積 䠎㼔㼍 ４㼔㼍 䠑㼔㼍
労働力 ᐙ᪘：䠎人、臨時：䠍人（最大） ᐙ᪘：䠏人、臨時：䠎人（最大） ᐙ᪘：䠏人、臨時：2人、㻠㻚㻡人（最大）

䠉

┬力・ຠ⋡化技術（┬力ⓗ⟶理）
䚷䚷・ᯝ・ᐃ時間：ྛ㻟0䠂ῶ

品種（⣔⤫）

機Ე・タ
ᗜ（㻠0䟝）、㈓ⶶᗜ（㻟0䟝）、㍍
トラ䝑䜽、ື力ᄇ㟝機、中⪔機
（6㻼㻿）

中ᬌ᯿ẚ⋡：20䠂 中ᬌ᯿ẚ⋡：20䠂、㻡0䠂 中ᬌ᯿ẚ⋡：㻡0䠂
マ䝹䝗䝸᪉ᘧᑟධẚ⋡：0䠂、㻡0䠂 マ䝹䝗䝸᪉ᘧᑟධẚ⋡：0䠂、㻡0䠂
䠍品種の面積はయの1㻛㻠まで

雇用㛵ಀ 時期：10᭶～䠎᭶、䠔᭶䚷䚷䚷䚷䚷㈤㔠：1㻘2㻡0㻛㼔

᱂ᇵไ⣙

ᴟ᪩生温ᕞ、᪩生温ᕞ、中生温ᕞ、ᬑ㏻温ᕞ、はれ䜂め、はるみ、⏑平

ᑟධ᪂技術

ᗜ（㻣0䟝）、㈓ⶶᗜ（60䟝）、䠯䠯（600䟒）、トラ䝑䜽（㍍、2㼠）、
中⪔機（6㻼㻿）、䝣䜷䞊䜽䝸䝣ト（1㻚㻟㼠）

㧗品㉁・Ᏻᐃ生産技術（マ䝹䝗䝸᪉ᘧ）
䚷䚷・≉㑅品ẚ⋡：60䠂䚷䚷䚷・㝸年⤖ᯝのṇ：㐃年䠏䡐㻛10㼍

䠉
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᯿の⏕産がቑຍすることによࡗて得られるຠᯝである。 

た、４haࡲ  規ᶍにおいて、中ᬌ᯿ẚ⋡を㧗ࡵることとేࡏて「マルドリ方ᘧ」をᑟධすれࡤ、

㧗༢価が可能なඃⰋ中ᬌ᯿の≉㑅ရẚ⋡がᨵၿされる。その⤖ᯝ、ከရ✀型の㌿と「マルド

リ方ᘧ」ᑟධの୧方のຠᯝがもたらされ、所得は 479 /人に㧗ࡲる（ࢣースմ）。この場ྜの

作構成を見ると、「マルドリ方ᘧ」は≉㑅ရの価格メリット（≉㑅ရと一⯡ရとの価格ᕪ）が

大きࡃなるရ✀（「はれࡵࡦ」「⏑平」）において、័⾜᱂ᇵに⨨きࢃる形で適⏝される一方、

㧗༢価が形成されず≉㑅ရの価格メリットが小さい 州࣑࢝ンにおいては適⏝されていない。す

なࡕࢃ、≉㑅ရのもつ価格㠃の有ᛶが「マルドリ方ᘧ」によࡗて一ᒙάかされていることが分

かる。 

 しかし、ከရ✀型の経営に「マルドリ方ᘧ」をᑟධしても、将来ビジョンのほⅬから┠安とす

る、ᢸい手経営にᮇᚅされる農業ᑓᚑ者の所得（530 /人）を下回る┈水‽であり８）、さら

なる┈ᨵၿがồࡵられる。そのたࡵには、㧗ရ㉁ᯝ実のࣈランドが重要になる。かࢇ水⏝水

※が☜ಖされるな技術ⓗຠᯝを༑分発できるᅬ地を㑅定し、「マルドリ方ᘧ」を有ຠά⏝す

ることで、≉㑅ရとなるᯝ実のရ㉁を㧗ࣞ࣋ルで安定さࡏ、産地における㧗ရ㉁ᯝ実のᕷ場ホ

価を㧗ࣈࡵランドをᅗることによࡗて、ᯝ実༢価のୖ᪼が可能になる。ࣈランド形成➼により、

௬に≉㑅ရについて現≧༢価（産地平ᆒ）の 20㸣ቑしを実現した場ྜ、ᑓᚑ者１人ᙜたりの所得

は 560 となり、産業୪ࡳの水‽を見㎸ࡵることになる（ࢣースմx）。 

 ḟに、経営㠃✚を５ha 規ᶍにᣑ大する将来モデルϩ（ᅗ１ཧ↷）を᳨ウする。将来モデルϩは

ඃⰋ中ᬌ᯿をቑࡸしたከရ✀型の࢝ンキࢶ作経営において、経営㠃✚を４ha から５ha にᣑ大し、

㻜

㻝㻜㻜

㻞㻜㻜

㻟㻜㻜

㻠㻜㻜

㻡㻜㻜

㻢㻜㻜

㻣㻜㻜

㻝 㻞 㻟 㻠 㻡 㻢

専
従
者
所
得
（万
円
／
人
）

⤒Ⴀ㠃✚䠄㼔㼍䠅

䛊⌧≧䛋

 ᕞయ

䐟䠖 ᕞయ䞉つᶍᣑの䜏

䐠䠖 ᕞయ䞉㧗ရ㉁の䜏

䐡䠖୰ᬌ᯿ቑຍの䜏

䐣䠖つᶍᣑの䜏

䐥䠖┬ຊの䜏

䐤䠖㧗ရ㉁の䜏

䐦䠖㧗ရ㉁䠇┬ຊ

䐢䠖୰ᬌ᯿ቑຍ䠇

㧗ရ㉁
䐢㼤䠖୰ᬌ᯿ቑຍ䠇

㧗ရ㉁䠄༢౯䜰䝑䝥䠅

ᅗ２ 規ᶍᣑ大ཬࡧඃⰋ中ᬌ᯿・新技術ᑟධのຠᯝ 

－102－



新技術として「マルドリ方ᘧ」と「┬ຊⓗ管理」を᥇⏝することを定している。規ᶍᣑ大をᅗ

るたࡵには⦾ᛁᮇの作業ࣆークをษりᔂす必要があり、⮫㞠⏝をቑຍ（᭱大 4.5 人/᪪）するこ

とによࡗて５ha 規ᶍの経営が成❧する。こ࠺した経営において、㧗ရ㉁・安定⏕産のたࡵの「マ

ルドリ方ᘧ」をᑟධしない場ྜ（ࢣースյ）、その┈ᛶは「マルドリ方ᘧ」をᑟධしたከရ✀

型の４ha 経営（ࢣースմ）よりຎる。なお、ࢣースյでは「マルドリ方ᘧ」をᑟධしないከရ✀

型の４ha 経営（ࢣースճ）にẚ┈ᛶは㧗ࡲるが、所得は 417 /人にとࡲる。これは、

経営ᒎ開において規ᶍᣑ大のࡳによࡗてᒎᮃを見出すことの㞴しさをពしている。「マルドリ

方ᘧ」をᑟධするࢣースնでは所得が 525 /人に㧗ࡲることから、規ᶍᣑ大とともに㧗ရ㉁ᯝ

実⏕産にᑐᛂすることにより┈ᨵၿがᅗられることになる。 

 ┬ຊ・ຠ⋡技術である「┬ຊⓗ管理」が実現した場ྜ、定・ᯝ作業がྜ理され、⮫

㞠⏝を᭱大２人/᪪にῶらしても５ha 規ᶍにᣑ大できる。しかし、そ࠺した経営においてᯝ実ရ

㉁のᨵၿがకࢃない場ྜ（ࢣースշ）、㞠⏝ປാが๐ῶされるものの、所得水‽は「マルドリ方

ᘧ」をᑟධしたከရ✀型の４ha 経営（ࢣースմ）と同⛬度になる。したがࡗて、「┬ຊⓗ管理」

のࡳによる規ᶍᣑ大で┈ᛶを㧗ࡵることは㞴しいとゝ࠼、所得ቑຍのたࡵには㧗ရ㉁ᯝ実⏕産

５ha、ࡤのᑐᛂが重要となる。㧗ရ㉁・安定⏕産技術と┬ຊ・ຠ⋡技術をే⏝すれ 経営にお

いて、将来ビジョンでの┠安となる 530 /人をୖ回る所得（587 /人）を☜ಖすることが

できる（ࢣースո）。 

㸰）సᴗ㠃ࡓࡳࡽຠᯝ 

 将来モデルϩにおいて、㧗ရ㉁・安定⏕産技術となる「マルドリ方ᘧ」と┬ຊ・ຠ⋡技術と

なる「┬ຊⓗ管理」の᥇⏝を定しているが、「マルドリ方ᘧ」は័⾜᱂ᇵにẚて⫧と㝖ⲡ

のྛ作業間がῶり、マルࢳシート⏝にかかる作業間がຍࢃる。しかし、⦾ᛁᮇを形成する

管理作業ࡸ✭、ㄪ〇、出Ⲵのྛ作業間をྵࡵ、そのの作業に要する間は័⾜᱂ᇵと同ࡌ

であるたࡵ、「マルドリ方ᘧ」をᑟධしてもᮇู作業間にとࢇ変は⏕ࡌない。一方、

「┬ຊⓗ管理」は定とᯝのྛ作業間を 30㸣๐ῶすると௬定しており、ᮇู作業間に変

を引き起こす。そこで、「┬ຊⓗ管理」をᑐ㇟にそのᑟධがཬࡰす作業㠃での変ࡸຠᯝにつ

いて᳨ウする。 

 ᅗ３とᅗ４は、「┬ຊⓗ管理」をᑟධしないࢣースնとᑟධしたࢣースոにおける᪪ู・作業

ูのປാ間を♧している。ࢣースոにおいて、経営㠃✚５ha・ᐙ᪘ປാຊ３人・ከရ✀型・「マ

ルドリ方ᘧ」ᑟධといࡗた᮲௳を一定（ࢣースնと同一）とする中で、「┬ຊⓗ管理」が実現さ

れた場ྜの作業㠃での変が表れる。この２つࢣースをẚ㍑すると、「┬ຊⓗ管理」のᑟධຠᯝ

に㛵ࢃりḟのⅬがᣦされる。 

 「┬ຊⓗ管理」のᑟධにより、ᯝ作業が集中して⦾ᛁᮇとなる８月における作業間が大き

が大ᖜにῶᑡ（る部分がヱᙜ࠼ᅗではಖ有ປാ間を㉸）⏝ῶᑡする９）。これにより、⮫㞠ࡃ

し、㞠⏝ປ㈤の๐ῶがもたらされる。これはᯝ作業が 30㸣┬ຊさることによる直᥋ⓗຠᯝ 

᯿の⏕産がቑຍすることによࡗて得られるຠᯝである。 

た、４haࡲ  規ᶍにおいて、中ᬌ᯿ẚ⋡を㧗ࡵることとేࡏて「マルドリ方ᘧ」をᑟධすれࡤ、

㧗༢価が可能なඃⰋ中ᬌ᯿の≉㑅ရẚ⋡がᨵၿされる。その⤖ᯝ、ከရ✀型の㌿と「マルド

リ方ᘧ」ᑟධの୧方のຠᯝがもたらされ、所得は 479 /人に㧗ࡲる（ࢣースմ）。この場ྜの

作構成を見ると、「マルドリ方ᘧ」は≉㑅ရの価格メリット（≉㑅ရと一⯡ရとの価格ᕪ）が

大きࡃなるရ✀（「はれࡵࡦ」「⏑平」）において、័⾜᱂ᇵに⨨きࢃる形で適⏝される一方、

㧗༢価が形成されず≉㑅ရの価格メリットが小さい 州࣑࢝ンにおいては適⏝されていない。す

なࡕࢃ、≉㑅ရのもつ価格㠃の有ᛶが「マルドリ方ᘧ」によࡗて一ᒙάかされていることが分

かる。 

 しかし、ከရ✀型の経営に「マルドリ方ᘧ」をᑟධしても、将来ビジョンのほⅬから┠安とす

る、ᢸい手経営にᮇᚅされる農業ᑓᚑ者の所得（530 /人）を下回る┈水‽であり８）、さら

なる┈ᨵၿがồࡵられる。そのたࡵには、㧗ရ㉁ᯝ実のࣈランドが重要になる。かࢇ水⏝水

※が☜ಖされるな技術ⓗຠᯝを༑分発できるᅬ地を㑅定し、「マルドリ方ᘧ」を有ຠά⏝す

ることで、≉㑅ရとなるᯝ実のရ㉁を㧗ࣞ࣋ルで安定さࡏ、産地における㧗ရ㉁ᯝ実のᕷ場ホ

価を㧗ࣈࡵランドをᅗることによࡗて、ᯝ実༢価のୖ᪼が可能になる。ࣈランド形成➼により、

௬に≉㑅ရについて現≧༢価（産地平ᆒ）の 20㸣ቑしを実現した場ྜ、ᑓᚑ者１人ᙜたりの所得

は 560 となり、産業୪ࡳの水‽を見㎸ࡵることになる（ࢣースմx）。 

 ḟに、経営㠃✚を５ha 規ᶍにᣑ大する将来モデルϩ（ᅗ１ཧ↷）を᳨ウする。将来モデルϩは

ඃⰋ中ᬌ᯿をቑࡸしたከရ✀型の࢝ンキࢶ作経営において、経営㠃✚を４ha から５ha にᣑ大し、
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ᅗ２ 規ᶍᣑ大ཬࡧඃⰋ中ᬌ᯿・新技術ᑟධのຠᯝ 
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である。 

てᐙ᪘ປാຊをいษるᮇとࡗースնにおいて、９月中・下᪪はにᯝ作業によࢣ、たࡲ 

なるが（ᅗ３）、「┬ຊⓗ管理」のᑟධにより、このᮇのປാ制約が⦆和されることながᙳ㡪

し、᥇⏝ရ✀に変が⏕ࡌる。ࢣースոでは、᥇⏝されるရ✀ᩘがࢣースնの５ရ✀にᑐして７

ရ✀にቑ࠼ている。作ᮇの␗なるရ✀の᥇⏝によࡗて✭作業がより分ᩓされる中で、所得᭱大

に向けてྜ理ⓗなရ✀構成が⤌ࡳ❧てられる。ࡲた、11 月ୖ᪪㹼12 ୖ᪪のປാࣆークが解ᾘ

でき、⮫㞠⏝が᭱大２人/᪪でも５ha 規ᶍの作業が可能になる（ᅗ４）。このよ࠺に「┬ຊⓗ

管理」のᑟධによࡗて、ປാ制約の⦆和を通し、㞠⏝ປാが๐ῶされて経営యの┈向ୖに作

⏝するよ࠺なἼཬຠᯝがもたらされる。 

 なお、定ࡸᯝは技能を要ồされる作業であり、ᯝではඃⰋᯝの㑅ูࡸ作業の᪩さにおい

て⇍⦎農業者とⱝ手農業者に大きなᕪが⏕ࡌる。経営モデルでは作業が集中する８月のᯝにも

⮫㞠⏝をᑟධしているが、ᯝ作業のもつ技能ᛶを⪃៖すると、⮫㞠⏝を㔞ⓗに☜ಖできた

ᅗ３ ࢣースնの᪪ู作業ูປാ間（「┬ຊⓗ管理」ᑟධなし 

ᅗ４ ࢣースոの᪪ู作業ูປാ間（「┬ຊⓗ管理」ᑟධあり） 
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としても作業能⋡のప下を㑊けられない≧ἣがᠱᛕされる。あるいはᯝでの⿕㞠⏝者を⇍⦎農

業者➼に㝈定した場ྜ、㞠⏝☜ಖにᨭ㞀をきたすᜍれがでてࡃる。そのたࡵ、᱂ᇵ管理のྜ理

のたࡵの「┬ຊⓗ管理」について、経験年ᩘのᑡない⿕㞠⏝者でもᐜ᫆にྲྀり⤌ࡵる㠀⇍⦎技術

として☜❧することも重要である。ᯝ作業が㠀⇍⦎技術によࡗて┬ຊ・ຠ⋡できれࡤ、「┬

ຊⓗ管理」にᑐして技能の㍍ῶといࡗた㉁ⓗഃ㠃からホ価ができるが、ここではそ࠺したຠᯝの

可能ᛶについてのᣦにとࡵる。 

㸲㸬せ⣙⪃ᐹ 

 㸯）ศᯒ⤖ᯝࡢせ⣙ 

作における技術開発の方向は、᱂ᇵ技術をᑐ㇟にした場ྜ、管理の┬ຊ・ຠ⋡とࢶンキ࢝ 

ᯝ実の㧗ရ㉁の大き２ࡃつの方向に分けられる。マルࢳ᱂ᇵは⢾度向ୖ技術としてᗈࡃᬑཬし

ており、その発ᒎ型である「マルドリ方ᘧ」が開発された、┬ຊ・ຠ⋡の方向での技術開発

も⾜ࢃれている。ᅗ５は、ࣟࣉジェクト研究で開発された᱂ᇵ技術をྲྀりୖ２、ࡆつの方向のも

とで技術ⓗな≉ᚩ・ᛶ格を⨨࡙けている 10）。ᚋも新技術の開発は２つの方向の間で推進さ

れるであ࠺ࢁが、将来ⓗには、୧方向の技術の⤌ࡏࢃྜࡳをྵࡵて、管理の┬ຊ・ຠ⋡とᯝ

実の㧗ရ㉁のຠᯝをවࡡഛ࠼た技術の開発・య⣔が必要とされる。 

┬。られる࠼にᤊ࠺作における開発技術とᢸい手形成との㛵ಀは、ᅗ６のよࢶンキ࢝、たࡲ 

ຊ・ຠ⋡は㠃✚規ᶍのᣑ大に、技能の㍍ῶは㠃✚ᣑ大ࡸ㞠⏝ᑟධのに、ရ㉁・㔞の向

したⅬに࠺て、大規ᶍ経営の成❧にᐤする。こࡗ６ḟ産業は┈ᨵၿに⧅がることによࡸୖ

ᅗ６ 開発技術の≉ᚩ・成ᯝとᢸい手形成 

（ᯝᶞ） 

ᅗ５ ຠᯝに基࡙ࡃ開発技術の≉ᚩ・

ᛶ格（ᯝᶞ）

注：   が開発新技術であり、「技能㍍
ῶ」「㔞向ୖ」「安定⏕産」は、「᱂ᇵ管理
の┬ຊ・ຠ⋡」あるいは「ᯝ実の㧗ရ㉁
」のຠᯝに㏣ຍされるຠᯝを♧す。

である。 

てᐙ᪘ປാຊをいษるᮇとࡗースնにおいて、９月中・下᪪はにᯝ作業によࢣ、たࡲ 

なるが（ᅗ３）、「┬ຊⓗ管理」のᑟධにより、このᮇのປാ制約が⦆和されることながᙳ㡪

し、᥇⏝ရ✀に変が⏕ࡌる。ࢣースոでは、᥇⏝されるရ✀ᩘがࢣースնの５ရ✀にᑐして７

ရ✀にቑ࠼ている。作ᮇの␗なるရ✀の᥇⏝によࡗて✭作業がより分ᩓされる中で、所得᭱大

に向けてྜ理ⓗなရ✀構成が⤌ࡳ❧てられる。ࡲた、11 月ୖ᪪㹼12 ୖ᪪のປാࣆークが解ᾘ

でき、⮫㞠⏝が᭱大２人/᪪でも５ha 規ᶍの作業が可能になる（ᅗ４）。このよ࠺に「┬ຊⓗ

管理」のᑟධによࡗて、ປാ制約の⦆和を通し、㞠⏝ປാが๐ῶされて経営యの┈向ୖに作

⏝するよ࠺なἼཬຠᯝがもたらされる。 

 なお、定ࡸᯝは技能を要ồされる作業であり、ᯝではඃⰋᯝの㑅ูࡸ作業の᪩さにおい

て⇍⦎農業者とⱝ手農業者に大きなᕪが⏕ࡌる。経営モデルでは作業が集中する８月のᯝにも

⮫㞠⏝をᑟධしているが、ᯝ作業のもつ技能ᛶを⪃៖すると、⮫㞠⏝を㔞ⓗに☜ಖできた

ᅗ３ ࢣースնの᪪ู作業ูປാ間（「┬ຊⓗ管理」ᑟධなし 

ᅗ４ ࢣースոの᪪ู作業ูປാ間（「┬ຊⓗ管理」ᑟධあり） 
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␃ពし、地域農業ᡓ␎の᰾となるᢸい手経営の形成をಁ進する技術開発がᮃࡲれる。 

 一方、経営モデルの分析から、ϸ)ᐙ᪘ປാຊ３人と⮫㞠⏝２人（᭱大）で４ha 規ᶍの経営

は成❧可能であるが、一⯡ရ༢価の 州࣑࢝ンをయとする経営では所得がపいこと、Ϲ)༢価

の有なඃⰋ中ᬌ᯿ࡸ㧗ရ㉁・安定技術（「マルドリ方ᘧ」）をᑟධし、ࣈランド➼により༢

価アッࣉを実現することで、ᢸい手経営にᮇᚅされる所得が☜ಖできること、Ϻ)⮫㞠⏝をቑ

して５haࡸ 規ᶍにᣑ大しても、㧗ရ㉁ᯝ実⏕産にᑐᛂできない場ྜは┈ᨵၿが㞴しいこと、

ϻ)「┬ຊⓗ管理」のᑟධによࡗて、⮫㞠⏝の౫Ꮡ度をపࡵても５ha 規ᶍにᣑ大できるが、

そ࠺した経営においてもᢸい手経営にᮇᚅされる所得を☜ಖするୖで㧗ရ㉁ᯝ実⏕産のᑐᛂを

必要とすることが明らかになࡗた。 

㸰）ᢏ⾡㛤Ⓨㄢ㢟ࡢ⪃ᐹ 

௨ୖのよ࠺なㄆ識と分析⤖ᯝを㋃࠼ࡲると、㧗ရ㉁ᯝ実⏕産を㍈としながら、᱂ᇵ管理の⢒ᨺ

を回㑊しつつ一定㠃✚ࡲで規ᶍᣑ大し、┈ᛶのᨵၿをᅗるたࡵの技術開発がồࡵられている

とゝ࠼る。ලయⓗな技術開発課題として、ḟのよ࠺な技術の☜❧が重要になる。 

（１）適ṇ規ᶍのୖ᪼をಁす技術 

適ṇ規ᶍが農業ᑓᚑ者１人ᙜたり１ha、࠼ࡲ作ではഴᩳ地➼での実ែを㋃ࢶンキ࢝  ⛬度とさ

れる。しかし、一定㠃✚ࡲでの規ᶍᣑ大をᅗり、ᢸい手経営となる大規ᶍ経営が成❧するたࡵに

は、ᚑ来の適ṇ規ᶍをୖ᪼さࡏる必要がある（経営モデルではᑓᚑ者１人ᙜたり 1.3㹼1.7ha の

規ᶍを設定）。そのたࡵには、᱂ᇵ管理をྜ理するたࡵの「┬ຊⓗ・ຠ⋡ⓗ᱂ᇵ管理技術」と

「技能の㍍ῶ技術」の開発が重要になる。ここでは、ࡤ࠼┬ຊᶞ形の開発が↔Ⅼになり、ࡲた

ドࣟーンを⏝した㜵㝖➼の管理技術の進ᒎがᮇᚅされる。 

た、大規ᶍ経営の形成において、ᅬ地基┙ᩚഛと機械（㜵㝖・㐠ᦙ）は基本ⓗな᮲௳であࡲ

り、「ᅬ地のᨵⰋ、機械のᨵⰋ」に㛵する技術開発とともに、ᅬ地ᩚഛࡸ機械を基礎としたྜ

理技術の⥲ྜをᅗる必要がある。これらは、大ᖜな┬ຊを通して㠃✚ᣑ大ᑐᛂできる大

規ᶍ⏕産技術とい࠺より、適ṇ規ᶍのୖ᪼をಁす技術としてᤊ࠼られる。   

 （２）一定㠃✚の下で┈をᨵၿする技術 

ᾘ㈝者のႴዲがከᵝする中で、࢝ンキࢶ作経営の┈ᨵၿにおいて㧗ရ㉁ᯝ実⏕産のᑐᛂ

が可Ḟとなるたࡵ、「㧗ရ㉁ᯝ実・安定ከ⏕産技術」はከᵝなရ✀をᑐ㇟として☜❧するこ

とがồࡵられる。そして、同技術をᑟධした大規ᶍ経営が⏕産ᛶ・┈ᛶにおいてඃとなる新

技術として開発・☜❧されることがᮃࡲしい。そのたࡵ、「㧗ရ㉁ᯝ実・安定ከ⏕産技術」は

┬ຊ技術のᛶ格をేࡏ持つこと、あるいは᱂ᇵ管理のྜ理技術と⤖ࡧけてయ⣔をᅗるこ

とが重要になる。こ࠺したほⅬから、ࡤ࠼ I&T を⏝することにより、ᶞయࡈとのデータの

集・管理およࡧ集✚したデータを有ຠά⏝できる技術の進ᒎ・開発がᮇᚅされる。 

けでࡔた、ရ✀開発のഃ㠃から、「㧗ရ㉁ᯝ実・安定ከ⏕産技術」を開発するୖで、㣗ࡲ

なࡃ、㔞ᛶࡸ安定ᛶ（㝸年⤖ᯝのṇ）のᨵၿが重要な課題となる 11）。さらに、６ḟ産業
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（⿵ཧ↷）に見られるよ࠺に、近年、࢝ンキࢶ作経営の発ᒎをᨭ࠼る部門としてຍᕤ業が

ᒎ開されており、⏕産（᱂ᇵ）部門における技術開発にຍ࠼て、ຍᕤ部門における「機能ᛶ成分

ά⏝技術」「ຍᕤ⏝技術」なの開発もᚋの課題となる。 

␃ពし、地域農業ᡓ␎の᰾となるᢸい手経営の形成をಁ進する技術開発がᮃࡲれる。 

 一方、経営モデルの分析から、ϸ)ᐙ᪘ປാຊ３人と⮫㞠⏝２人（᭱大）で４ha 規ᶍの経営

は成❧可能であるが、一⯡ရ༢価の 州࣑࢝ンをయとする経営では所得がపいこと、Ϲ)༢価

の有なඃⰋ中ᬌ᯿ࡸ㧗ရ㉁・安定技術（「マルドリ方ᘧ」）をᑟධし、ࣈランド➼により༢

価アッࣉを実現することで、ᢸい手経営にᮇᚅされる所得が☜ಖできること、Ϻ)⮫㞠⏝をቑ

して５haࡸ 規ᶍにᣑ大しても、㧗ရ㉁ᯝ実⏕産にᑐᛂできない場ྜは┈ᨵၿが㞴しいこと、

ϻ)「┬ຊⓗ管理」のᑟධによࡗて、⮫㞠⏝の౫Ꮡ度をపࡵても５ha 規ᶍにᣑ大できるが、

そ࠺した経営においてもᢸい手経営にᮇᚅされる所得を☜ಖするୖで㧗ရ㉁ᯝ実⏕産のᑐᛂを

必要とすることが明らかになࡗた。 

㸰）ᢏ⾡㛤Ⓨㄢ㢟ࡢ⪃ᐹ 

௨ୖのよ࠺なㄆ識と分析⤖ᯝを㋃࠼ࡲると、㧗ရ㉁ᯝ実⏕産を㍈としながら、᱂ᇵ管理の⢒ᨺ

を回㑊しつつ一定㠃✚ࡲで規ᶍᣑ大し、┈ᛶのᨵၿをᅗるたࡵの技術開発がồࡵられている

とゝ࠼る。ලయⓗな技術開発課題として、ḟのよ࠺な技術の☜❧が重要になる。 

（１）適ṇ規ᶍのୖ᪼をಁす技術 

適ṇ規ᶍが農業ᑓᚑ者１人ᙜたり１ha、࠼ࡲ作ではഴᩳ地➼での実ែを㋃ࢶンキ࢝  ⛬度とさ

れる。しかし、一定㠃✚ࡲでの規ᶍᣑ大をᅗり、ᢸい手経営となる大規ᶍ経営が成❧するたࡵに

は、ᚑ来の適ṇ規ᶍをୖ᪼さࡏる必要がある（経営モデルではᑓᚑ者１人ᙜたり 1.3㹼1.7ha の

規ᶍを設定）。そのたࡵには、᱂ᇵ管理をྜ理するたࡵの「┬ຊⓗ・ຠ⋡ⓗ᱂ᇵ管理技術」と

「技能の㍍ῶ技術」の開発が重要になる。ここでは、ࡤ࠼┬ຊᶞ形の開発が↔Ⅼになり、ࡲた

ドࣟーンを⏝した㜵㝖➼の管理技術の進ᒎがᮇᚅされる。 

た、大規ᶍ経営の形成において、ᅬ地基┙ᩚഛと機械（㜵㝖・㐠ᦙ）は基本ⓗな᮲௳であࡲ

り、「ᅬ地のᨵⰋ、機械のᨵⰋ」に㛵する技術開発とともに、ᅬ地ᩚഛࡸ機械を基礎としたྜ

理技術の⥲ྜをᅗる必要がある。これらは、大ᖜな┬ຊを通して㠃✚ᣑ大ᑐᛂできる大

規ᶍ⏕産技術とい࠺より、適ṇ規ᶍのୖ᪼をಁす技術としてᤊ࠼られる。   

 （２）一定㠃✚の下で┈をᨵၿする技術 

ᾘ㈝者のႴዲがከᵝする中で、࢝ンキࢶ作経営の┈ᨵၿにおいて㧗ရ㉁ᯝ実⏕産のᑐᛂ

が可Ḟとなるたࡵ、「㧗ရ㉁ᯝ実・安定ከ⏕産技術」はከᵝなရ✀をᑐ㇟として☜❧するこ

とがồࡵられる。そして、同技術をᑟධした大規ᶍ経営が⏕産ᛶ・┈ᛶにおいてඃとなる新

技術として開発・☜❧されることがᮃࡲしい。そのたࡵ、「㧗ရ㉁ᯝ実・安定ከ⏕産技術」は

┬ຊ技術のᛶ格をేࡏ持つこと、あるいは᱂ᇵ管理のྜ理技術と⤖ࡧけてయ⣔をᅗるこ

とが重要になる。こ࠺したほⅬから、ࡤ࠼ I&T を⏝することにより、ᶞయࡈとのデータの

集・管理およࡧ集✚したデータを有ຠά⏝できる技術の進ᒎ・開発がᮇᚅされる。 

けでࡔた、ရ✀開発のഃ㠃から、「㧗ရ㉁ᯝ実・安定ከ⏕産技術」を開発するୖで、㣗ࡲ

なࡃ、㔞ᛶࡸ安定ᛶ（㝸年⤖ᯝのṇ）のᨵၿが重要な課題となる 11）。さらに、６ḟ産業
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⿵㸬ࢶ࢟ࣥ࢝స⤒Ⴀࡿࡅ࠾㸴ḟ⏘ᴗ 

 㹂農ᅬは、 州࣑࢝ン産地の和ḷ山県有田地域で࣑࢝ン⏕産、集Ⲵ、㑅ᯝ、農産ຍᕤ、㈍に

ྲྀり⤌ࢇでいる。７ᡞで設❧したඹ同㑅ᯝ⤌ྜを前㌟⤌⧊とし、法人を経て、ຍᕤ業をᣑ大

することで、現ᅾ、ᙺဨ・ᚑ業ဨはྜ計 60 人（ࡕ࠺ᙺဨ６人、ṇ社ဨ 34 人）、Ꮚ会社の 10 人を

యでᚑ業ဨࣉるとグルーࡏࢃྜ 70 人の６ḟ産業業に成長している。直営ᅬ地の㠃✚もቑ

ຍしており、現ᅾ、経営㠃✚はධにより８ha（ࡕ࠺社ဨಖ有ᅬ地５ha）に達している。㹂農ᅬ

のୖ㧗は９൨ 3�600 （2018 年６月ᮎ）であり、その８௨ୖをຍᕤ部門が༨ࡵる。௨下で

は、基幹となるຍᕤ部門における業の成ຌ要ᅉをᩚ理した。 

 㹂農ᅬでは、光センサーによࡗてཝ㑅した㧗ရ㉁原料、እ⓶をいでᦢỒする方ᘧ、ၟရのワ

࠺ている（⿵ᅗ１）。こࡗセットにより、原料ㄪ達・ຍᕤ・㈍のྛ㐣⛬でᕪูをᅗࡏࢃྜࡵ

してᕪูを✺きワࡵることにより、〈ものᯝ実を原料としたᚑ来のよ࠺な࢝ンキࢶຍᕤရでは

なࡃ、㉕ἑឤがあり格ẁに美しい㧗⣭࣑࢝ンジュースを提案して、㧗⣭志向の㢳ᐈのニーࢬを

᥈り出し、᪤Ꮡᕷ場とは␗なる㉗⟅⏝を中ᚰとする࣑࢝ン㧗⣭ຍᕤရᕷ場をつࡃり出している。そ

に開ࠎランドを出し、Ϻ)新ၟရをḟࣈした中で、ϸ)新規需要を᥀り起こしつつ、Ϲ)㧗⣭ရ࠺

発することによࡗてຍᕤ業をᣑ大している。 

ϸ)新規需要の᥀り起こしにおいては、イ࣋ントⓗではなࡃ、ジュースの㈍を開ጞしたᙜึか

ら⥅続している定ᮇ（土日開催）の試㣧㈍（ᑐ㠃㈍）が重要なྲྀり⤌ࡳになる。ᑐ㠃により、

通ᖖのジュースにはないၟရの価 （್Ⰻさ・≉ᚩ）をᾘ㈝者に直᥋ఏ達する一方、ᾘ㈝者のព見を

⪺きၟရ開発にάかしている。 

Ϲ)㧗⣭ရࣈランドを出する㐣⛬では、和ḷ山県統一のࣈランド࣑࢝ン（⏕ᯝ）と同ࡌ㧗⢾度

（12度）をもつ⛥ᑡな原料⏝ᯝ実をཝ㑅して⏝することで、㧗ရ㉁をಖドしている。しかし、ኳ

ೃによࡗてはࣈランド࣑࢝ンの出Ⲵ㔞が㊊する年がでてࡃるたࡵ、⢾度基‽を 11 度に⦆ࡵ原料

を☜ಖして新たな㧗⣭ジュースを〇造し、国㈍をᒎ開している。その㝿、᪤Ꮡの産地ࣈランド

⿵ᅗ１ 㹂農ᅬのຍᕤ業におけるᕪู・ニーࢬᑐᛂとᣑ大要ᅉ 
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をά⏝してၟရのㄆ知をಁしている。さらに、ၟᶆᶒをά⏝してࣈランドຊを向ୖさࡏている。 

Ϻ)こ࠺した㧗⣭࣑࢝ンジュースによるࣈランドの下で、ಶᛶⓗなၟရ（デࢨート・ㄪ料➼）

の開発を進ࡵ、ከᙬなၟရ構成によࡗて㢳ᐈをቑࡸしている。ࡲた、ὶ通業者のព見➼をཧ⪃に、

新たなྲྀり⤌ࡳとして大㔞㈍できる್ࢁࡈឤのある中価格ᖏの࣑࢝ンジュースをၟရし、㧗

⣭ジュースの㈍ではྲྀ引のない一⯡のスーパーࡸコンビニなで㈍することによࡗて、ୖ㧗

を大ᖜにቑຍしている。᭱近では、アイス、⏑㓇、⓶⢊ᮎを新たにၟရする、大学と連携して

た、⢾度ࡲ。を開発したり、⢝ရ業にも新規にཧධしているࢇ࠺ 12 度௨ୖの原料ᯝ実で〇

造したジュースを「機能ᛶ表♧㣗ရ」としてㄆ定されたが、㧗⢾度࣑࢝ンの機能ᛶに注┠した新た

なྲྀり⤌ࡳは、࣑࢝ンにᑐする価್の向ୖに⧚がることがᮇᚅされている。 

㹂農ᅬの⥲ୖ㧗は、⏕ᯝのୖ㧗がᶓࡤいで推⛣（近年４㹼５千）する中で、⿵ᅗ２に♧

されるよ࠺にྑ⫪ୖがりでቑຍしている。࢝ンキࢶຍᕤရの㈍が㡰ㄪに進ࢇでいるからである

が、≉に、中価格ᖏの࣑࢝ンジュースをၟရした 2012 年௨㝆、㈍ᣑ大にᢿ㌴がかかࡗている。

㧗⣭ရに一⯡ရを⤌ࡏࢃྜࡳたࣆラ࣑ッド型のၟရ構成を成❧さࡏ、そ࠺した中でḟࠎに新ၟရを

ᕷ場にᢞධし、りୖࡆయをそれ௨前よりさらに大きࡃఙࡤしていることが注┠される。このよ

スモデルを構⠏し、さらࢿると、㹂農ᅬは㧗⣭ຍᕤရを㍈にして新たなビジ࠼ࡲな経営実⦼を㋃࠺

にಶᛶၟရ࣎ࡸリュ－ムࢰ－ンၟရの新規開発によࡗて㢳ᐈ価್を造し続けることで、そのビ

ジࢿスモデルを成長さࡏているとゝ࠼る。 

  

⿵ᅗ２ 㹂農ᅬにおける⥲ୖ㧗の推⛣ 

注：㹂農ᅬ資料による（６月決⟬）。2019 年は見㎸ࡳ。 
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>ὀ@ 

１）基幹部門が␗なる中᰾ⓗ営農モデルが、農地⏝㠃で⤖ࡧつきをもつことで農地⥔持をᅗる

Ⅼについては第２章第３⠇ཧ↷。 

２）ᚨ田［４］［５］では、㟼岡県・⇃本県の࢝ンキࢶ産地をᑐ㇟に、規ᶍᣑ大ࡸᅬ地集✚の実ែ、

大規ᶍ経営の経営ⓗ≉㉁が明らかにされている。 

３）㹂農ᅬにおけるຍᕤ業のྲྀり⤌ࡳ実ែࡸ業ά動の成ᯝ、ཬࡧビジࢿスモデルの≉ᚩつい

ては棚田［１］［２］をཧ↷のこと。 

４）元中ኸ農業研究センター・大▼Ặ作成の ;/3 を⏝した。 

５）「マルドリ方ᘧ」をᑐ㇟とする経営ホ価はこれࡲでに実されているが（棚田［３］）、本✏で

はその基礎データを⏝いて経営モデルを作成し、５ha 規ᶍのᣑ大ࡸ┬ຊ・ຠ⋡技術のᑟ

ධを⪃៖して新たな分析をຍ࠼ている。 

６）ឡ県地༊のඹ同㑅ᯝ場では、≉㑅ရの平ᆒ༢価とともに、Ⲵཷ༢で見た᭱大༢価を

ᢕᥱしており、ရ✀ูに見ると、᭱大༢価は平ᆒ༢価の 116㹼130㸣である（2012㹼2013 年

産）。᭱大༢価は技術ࣞ࣋ルの㧗い⏕産者が័⾜᱂ᇵによࡗて実現していることから、この᭱

大༢価を実現可能な価格水‽の┠安としてཧ⪃にし、経営モデルでの「マルドリ方ᘧ」の≉㑅

ရ༢価のアッࣉ⋡を産地平ᆒの 120㸣（1.2 ಸ）と௬定している。 

７）定ࡸᯝは技能を要する作業であるが、経営モデルでは作業間のࡳに╔┠し、┬ຊ・ຠ

⋡のᙳ㡪がある⛬度出てࡃると予される水‽として 30㸣の๐ῶ⋡を設定した。 

８）ཌ⏕ປാ┬『㈤㔠構造基本統計ㄪᰝ』（2015㹼17 年）によると、農林水産業を㝖ࡃ産業にお

いて、ປാ者ᩘ 10 人௨ୖの業のṇ社ဨの平ᆒⓗ給（国）は 524㹼527 /年/人であࡗ

た。「産業୪ࡳ」を௬定するとᢸい手経営（中᰾ⓗ営農モデル）にᮇᚅされる農業ᑓᚑ者の

所得は 530 /年/人が┠安になると⪃࠼られる。 

９）ᯝは７月㹼９月を中ᚰに⢒ᯝ、ୖᯝとい࠺形でᩘ回に分けて㡰ḟ⾜ࢃれ、そのᮇ

てࡵて␗なるが、経営モデルでは規ᶍᣑ大を進ࡗの᱂ᇵ環境によ地᮲௳な❧ࡸ✀度はရ⛬ࡸ

も、ྛရ✀のᯝ作業のᮇ➼は変ࢃらないことを前提に᳨ウしている。 

10）➹者がཧ画した「ᨷࡵの農林水産業の実現に向けた㠉新ⓗ技術⥭ᛴᒎ開業（ࡕ࠺産学の英

知を⤖集した㠉新ⓗな技術య⣔の☜❧）」（2014㹼2015 年）において実された、ḟの実ド試

験課題の中からྲྀりୖࡆた。「┬ຊ型ᶞ形を基┙とするᯝᶞの┬ຊ・㍍ປ型⏕産技術య⣔の実

ド」、「⛣᳜⩣年に✭可能なニ࣍ンナシ᰿ᅪ域制ᚚ᱂ᇵによる┬ຊከ技術య⣔の実ド」、「マ

ルドリ方ᘧ・I&T なをά⏝した┬ຊⓗな㧗ရ㉁࢝ンキࢶ安定⏕産技術య⣔とその実現のたࡵ

のഴᩳ地ᅬ地ᩚഛ術の実ド」。ࡲた、同業において開発された新技術のຠᯝについては、

ᚨ田［６］をཧ⪃にした。 

11）ྜྷ岡［７］では、ᚋの࢝ンキࢶᨵⰋの方向についてᩚ理されている。 

をά⏝してၟရのㄆ知をಁしている。さらに、ၟᶆᶒをά⏝してࣈランドຊを向ୖさࡏている。 

Ϻ)こ࠺した㧗⣭࣑࢝ンジュースによるࣈランドの下で、ಶᛶⓗなၟရ（デࢨート・ㄪ料➼）

の開発を進ࡵ、ከᙬなၟရ構成によࡗて㢳ᐈをቑࡸしている。ࡲた、ὶ通業者のព見➼をཧ⪃に、

新たなྲྀり⤌ࡳとして大㔞㈍できる್ࢁࡈឤのある中価格ᖏの࣑࢝ンジュースをၟရし、㧗

⣭ジュースの㈍ではྲྀ引のない一⯡のスーパーࡸコンビニなで㈍することによࡗて、ୖ㧗

を大ᖜにቑຍしている。᭱近では、アイス、⏑㓇、⓶⢊ᮎを新たにၟရする、大学と連携して

た、⢾度ࡲ。を開発したり、⢝ရ業にも新規にཧධしているࢇ࠺ 12 度௨ୖの原料ᯝ実で〇

造したジュースを「機能ᛶ表♧㣗ရ」としてㄆ定されたが、㧗⢾度࣑࢝ンの機能ᛶに注┠した新た

なྲྀり⤌ࡳは、࣑࢝ンにᑐする価್の向ୖに⧚がることがᮇᚅされている。 

㹂農ᅬの⥲ୖ㧗は、⏕ᯝのୖ㧗がᶓࡤいで推⛣（近年４㹼５千）する中で、⿵ᅗ２に♧

されるよ࠺にྑ⫪ୖがりでቑຍしている。࢝ンキࢶຍᕤရの㈍が㡰ㄪに進ࢇでいるからである

が、≉に、中価格ᖏの࣑࢝ンジュースをၟရした 2012 年௨㝆、㈍ᣑ大にᢿ㌴がかかࡗている。

㧗⣭ရに一⯡ရを⤌ࡏࢃྜࡳたࣆラ࣑ッド型のၟရ構成を成❧さࡏ、そ࠺した中でḟࠎに新ၟရを

ᕷ場にᢞධし、りୖࡆయをそれ௨前よりさらに大きࡃఙࡤしていることが注┠される。このよ

スモデルを構⠏し、さらࢿると、㹂農ᅬは㧗⣭ຍᕤရを㍈にして新たなビジ࠼ࡲな経営実⦼を㋃࠺

にಶᛶၟရ࣎ࡸリュ－ムࢰ－ンၟရの新規開発によࡗて㢳ᐈ価್を造し続けることで、そのビ

ジࢿスモデルを成長さࡏているとゝ࠼る。 

  

⿵ᅗ２ 㹂農ᅬにおける⥲ୖ㧗の推⛣ 

注：㹂農ᅬ資料による（６月決⟬）。2019 年は見㎸ࡳ。 
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第 10 章 中山間地域農業の将来ビジョンのセ࣑マクࣟホ価 

渡部博明・千田雅之・坂本英美

１㸬はࡵࡌに

２㸬分析方法

１）中᰾ⓗ営農モデルの成❧すき経営యᩘの推計方法

２）将来ビジョンにおける土地⏝≧ἣと㣫料需給バランスのホ価方法

３㸬分析⤖ᯝ

４㸬ࡴすࡧ

㸯㸬ࡵࡌࡣ 

 ᭱⤊章となる本章では、中国地方を分析ᑐ㇟に、中᰾ⓗ営農モデルが農地㠃✚の大᐀を༨ࡵる

農業構造すなࡕࢃ将来ビジョンが実現した場ྜの≧ἣをセ࣑マクࣟⓗ視Ⅼからホ価する。ホ価㍈

は土地⏝≧ἣ（部門ูの土地㠃✚）と㣫料需給バランスの２Ⅼであり現≧とẚ࠺変する

のかをㄪる。 

 将来ビジョンのホ価㍈としてはୖ記２つのに、農業⏕産ά動による産出㢠ࡸຍ価್㢠、所

得㢠、㞠⏝出ຠᯝ➼の経済ⓗなホ価㍈も設定し、その変をㄪる作業ももࢇࢁࡕ重要である。

しかし、セ࣑マクࣟⓗ視Ⅼからホ価する場ྜ、中᰾ⓗ営農モデルのᒎ開≧ἣの設定の㠃でᅔ㞴を

ともな࠺たࡵ、本研究では分析のᑐ㇟እとした１）。 

とはい࠼、第１章第１⠇で㏙たよ࠺にᡃが国の㣗料のᾘ㈝構造が変する中で、水田農業に

ᅛᇳしてきたⅬが㣗料⮬給⋡のపさをᣍいた大きな要ᅉと⪃࠼られることを㋃࠼ࡲれࡤ、土地

⏝≧ἣと㣫料需給バランスのほⅬから、将来ビジョンをホ価する作業は重要な♧၀を࠼るもの

と⪃࠼られる。こ࠺したことから、本章でྲྀりୖࡆる中᰾ⓗ営農モデルは、第３㹼７章で᳨ウさ

れた大ᐙ␆経営をྵ５ࡴつの土地⏝型の営農モデルである。 

㸰㸬ศᯒ᪉ἲ 

 本⠇では分析方法、すなࡕࢃ中国地方の将来ビジョンにおける土地⏝≧ἣと㣫料需給バラン

スのホ価方法について㏙る。手㡰としてはࡲず、土地⏝型の５つの中᰾ⓗ営農モデルࡈとに

将来成❧すき経営యᩘを推計したᚋ、それら中᰾ⓗ営農モデル１経営యᙜたりの部門ูの土地

㠃✚ࡸ㣫料⏕産㔞を、成❧すき経営యᩘにᚑい集計することで中国地方యとしての将来ビジ

ョンの≧ἣをᢕᥱし、現≧とẚ㍑することにする。 

㸯）୰᰾ⓗႠ㎰ࣔࡢࣝࢹᡂ❧ࡁࡍ⤒Ⴀయᩘࡢ᥎ィ᪉ἲ 

本章でྲྀりୖࡆる中᰾ⓗ営農モデルは、✄・㯏・大㇋・野菜作」ྜ、✄・㣫料・野菜作」ྜ、⪔

␆林」ྜ、⫗⏝∵⦾Ṫ、平地水田㣫料作の５つであり、それࡒれ第３㹼７章で策定された。これ

西日本農業研究センター
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らは、ᡃが国土地⏝型農業の᰿幹を成す水田作経営の中᰾ⓗ営農モデルであり、ྲྀりୖࡆる農

地も中国地方の農地の８ᙉを༨ࡵる水田とする２）。ྛ中᰾ⓗ営農モデルの成❧すき経営యᩘ

は、中᰾ⓗ営農モデルࡈとに適⏝可能な水田のᒓᛶと㠃✚を設定・推計し、その㠃✚を１経営య

ᙜたりの経営㠃✚でることで推計する。 

中᰾ⓗ営農モデルࡈとの適⏝可能な水田のᒓᛶと㠃✚は、基┙ᩚഛの≧ἣ（ᩚഛ済・ᮍᩚഛ）

と農林統計で定義される４つの農業地域㢮型（㒔ᕷⓗ地域・平地農業地域・中間農業地域・山間

農業地域）３）をクࣟスさࡏて設定した（表１）。適⏝可能な水田のᒓᛶは、ᅡ場᮲௳のᛶ（⊃

㝼な༊画規ᶍ、ᗈ範な␏␁法㠃）ࡸప地௦・ປാຊ㊊のഴ向の⛬度にᛂࡌて決定した。これは、

第２章第３⠇で㏙たྛ中᰾ⓗ営農モデルの地理ⓗ㓄⨨の⪃࠼方に基࡙いている。すなࡕࢃ、㧗

ᶆ㧗、あるいはᮍᩚഛ田ᅡ場᮲௳のᛶࡸప地௦・ປാຊ㊊のഴ向がᙉいと⪃࠼ら

れるので、中間㸩山間のᮍᩚഛ水田には⢒ᨺ度の㧗い部門で構成される⫗⏝∵⦾Ṫ経営ࡸ⪔␆林

」ྜ経営を、山間のᩚഛ水田には⊃㝼な༊画規ᶍの下でのᒎ開を定した✄・㯏・大㇋・野菜作

」ྜ経営を、中間のᩚഛ水田には⦆ഴᩳでのᒎ開を定した✄・㣫料・野菜作」ྜ経営を、平地

の水田（ᩚഛ済㸩ᮍᩚഛ）には平地水田㣫料作経営を、それࡒれ㓄⨨している。ྛ中᰾ⓗ営農モ

デルのヲ⣽はᙜヱ章をཧ↷されたい。 

௨ୖの⤖ᯝ、推計された適⏝可能な水田の㠃✚は表１の通りࡔが、将来ビジョンにおいてྛ中

᰾ⓗ営農モデルが࢝バーすき㠃✚（࢝バー㠃✚）はྛ適⏝可能㠃✚の 80�とした４）。成❧すき

経営యᩘは、࢝バー㠃✚を経営㠃✚でることでồࡵられる。 

㸰）ᑗ᮶ࡿࡅ࠾ࣥࣙࢪࣅᅵᆅ用≧ἣ㣫ᩱ㟂⤥ࡢࢫࣥࣛࣂホ౯᪉ἲ 

 ௨ୖの方法で推計した成❧すき経営యᩘに基࡙き、将来ビジョンにおける土地⏝≧ἣと㣫

料需給バランスを推計し、現≧とのẚ㍑からそのホ価を⾜࠺。 

部門ูの土地㠃✚は、中᰾ⓗ営農モデル１ࡕࢃず、将来ビジョンにおける土地⏝≧ἣすなࡲ

経営యᙜたりの部門ู土地㠃✚に成❧すき経営యᩘをかけ、部門ูにモデルについて㊊しྜࢃ

と㣗≀ることで推計する。ホ価する部門は㣗⏝米⏕産、㣫料作、ᨺ∾とした。米から␆産ࡏ

料ᾘ㈝の中ᚰが⛣⾜する中、水田と水✄作ᅛᇳしてきたことが㣗料⮬給⋡をప下さࡏた大きな

表１ 土地⏝型の５つの中᰾ⓗ営農モデルが適⏝可能な水田のᒓᛶと㠃✚ 

（中国地方） ha  

 農業地域 

㢮型 

基┙ᩚഛ≧ἣ 

ᩚഛ済 ᮍᩚഛ 

山間 
✄・㯏・大㇋・野菜作」ྜ： 

20�321 ⫗⏝∵⦾Ṫ： 

34�229 

⪔␆林」ྜ： 

34�299 
中間 

✄・㣫料・野菜作」ྜ： 

44�672 

 平地・㒔ᕷ 平地水田㣫料作：54�061 

資料：水田㠃✚యは農林水産┬『作≀統計』（2014 年）の田⪔地㠃✚、場ᩚഛ㠃✚は同『農業基

┙報基礎ㄪᰝ』（2014 年）に基࡙き推計。 

注：１）ᩘ್は中国地方の␏␁をྵࡵた水田の㠃✚である。 

２）ྛ中᰾ⓗ営農モデルのヲ⣽は、第３㹼７章ཧ↷。 
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要ᅉと⪃࠼られるからである。ࡲた、このよ࠺な㣗料ᾘ㈝構造の変にຍ࠼、⫗⏝∵⦾Ṫ経営の

有ᛶの㧗ࡲりを⪃៖し（第５、６章ཧ↷）、⦾Ṫ㞤∵㣫㣴㢌ᩘの変もホ価することにした。 

 㣫料需給バランスは、㣫料の౪給㔞・需要㔞のẚでᢕᥱすることはゝࡲ࠺でないが、୧者とも

⢒㣫料・⃰ཌ㣫料ูに TDN 重㔞⟬で推計する。 

ず、将来ビジョンにおける㣫料౪給㔞は、㣫料作部門を有する⪔✀経営である✄・㣫料・野ࡲ

菜作」ྜ経営と平地水田㣫料作経営のྛ中᰾ⓗ営農モデルにおける１経営యᙜたりの㣫料⏕産㔞

（༢�㣫料作㠃✚）に成❧すき経営యをかけ、⢒㣫料・⃰ཌ㣫料ูにモデルについて㊊しࢃ

 。（ることで推計する５ࡏ

㣫料需要㔞は、現≧の␆✀ูのᐙ␆㣫㣴㢌ᩘを前提とした場ྜに必要となる㣫料需要㔞（要ồ

㔞）として推計する。これは将来ビジョンにおいて現≧の␆✀ูᐙ␆㣫㣴㢌ᩘが⥔持されること

を௬定することになるが、␆産≀の国内౪給ຊ⥔持のほⅬから一定のጇᙜᛶがあ࠺ࢁ。本分析で

ྲྀりୖࡆる␆✀は、ங⏝∵成∵、⫗⏝∵の⫧⫱∵およࡧ⦾Ṫ㞤∵の大ᐙ␆である。㇜ࡸ㭜とい࠺

中小ᐙ␆にはከࡃの⃰ཌ㣫料が給されていることはゝࡲ࠺でもないが、その需要㔞の推計は↹

㞧である。本分析では中小ᐙ␆の㣫料需給は௳としてᢅいホ価のᑐ㇟እとした。つࡲり将来ビ

ジョンにおける㣫料需要㔞は、大ᐙ␆の␆✀ูの年間１㢌ᙜたりの㣫料需要㔞に、現≧のᐙ␆㣫

㣴㢌ᩘをかけ、⢒㣫料・⃰ཌ㣫料ูに␆✀について㊊しྜࡏࢃることで推計されることとなる。 

௨ୖの方法で推計された、将来ビジョンにおける㣫料需給㔞を✺きྜࡏࢃることで、そのバラ

ンスをホ価する。 

㸱㸬ศᯒ⤖ᯝ 

௨ୖのよ࠺にしてồࡵたྛ中᰾ⓗ営農モデルの࢝バー㠃✚、成❧すき経営యᩘは、表２に♧

した。同表にはࡲた、１経営యᙜたりの部門ู土地㠃✚、⦾Ṫ㞤∵㣫㣴㢌ᩘも♧している。これ

は、土地⏝≧ἣࡸ⦾Ṫ㞤∵㣫㣴㢌ᩘ、㣫料需給バランスのⅬからセ࣑マクࣟⓗホ価を⾜࠺㝿の

基礎となるからである。 

ず将来ビジョンにおける土地⏝≧ἣは（ᅗ１）、㣗⏝米の作㠃✚が６の水‽にῶᑡすࡲ

る一方（6.4/10.1）、㣫料作のそれは４ಸに（5.5/1.3）、ᨺ∾㠃✚は 11 ಸ（4.2/0.4）にቑຍする。

た⦾Ṫ∵㣫㣴㢌ᩘはࡲ 11 ಸ（23.2/2.2）にቑຍし、米のᾘ㈝ῶ・␆産≀のᾘ㈝ቑとい࠺㣗料ᾘ㈝

構造の変とᩚྜⓗな方向に変することになる。 

㣫料需給バランスは࠺なるであ࠺ࢁか。 

平地水田㣫料作の୧モデルࡧず㣫料౪給㔞は、表２に♧した✄・㣫料・野菜作」ྜ経営およࡲ

の１経営యᙜたりの㣫料⏕産㔞と成❧すき経営యᩘからḟのよ࠺に推計される。すなࡕࢃ、⢒

㣫料は 299（TDN-t）�592 経営య㸻177（TND-千 t）、⃰ཌ㣫料は 659（TDN-t）�188（経営య）㸩

185（TDN-t）�592（経営య）㸻233（TND-千 t）となる。㣫料需要㔞は、第２⠇２）で㏙た通り、

中国地方の現≧の大ᐙ␆㣫㣴㢌ᩘを前提として推計したとこࢁ表３に♧す⤖ᯝとなࡗた。 

௨ୖにより推計された㣫料需給バランス（需要㔞/⏕産㔞）は（ᅗ２）、⢒㣫料については 132�

らは、ᡃが国土地⏝型農業の᰿幹を成す水田作経営の中᰾ⓗ営農モデルであり、ྲྀりୖࡆる農

地も中国地方の農地の８ᙉを༨ࡵる水田とする２）。ྛ中᰾ⓗ営農モデルの成❧すき経営యᩘ

は、中᰾ⓗ営農モデルࡈとに適⏝可能な水田のᒓᛶと㠃✚を設定・推計し、その㠃✚を１経営య

ᙜたりの経営㠃✚でることで推計する。 

中᰾ⓗ営農モデルࡈとの適⏝可能な水田のᒓᛶと㠃✚は、基┙ᩚഛの≧ἣ（ᩚഛ済・ᮍᩚഛ）

と農林統計で定義される４つの農業地域㢮型（㒔ᕷⓗ地域・平地農業地域・中間農業地域・山間

農業地域）３）をクࣟスさࡏて設定した（表１）。適⏝可能な水田のᒓᛶは、ᅡ場᮲௳のᛶ（⊃

㝼な༊画規ᶍ、ᗈ範な␏␁法㠃）ࡸప地௦・ປാຊ㊊のഴ向の⛬度にᛂࡌて決定した。これは、

第２章第３⠇で㏙たྛ中᰾ⓗ営農モデルの地理ⓗ㓄⨨の⪃࠼方に基࡙いている。すなࡕࢃ、㧗

ᶆ㧗、あるいはᮍᩚഛ田ᅡ場᮲௳のᛶࡸప地௦・ປാຊ㊊のഴ向がᙉいと⪃࠼ら

れるので、中間㸩山間のᮍᩚഛ水田には⢒ᨺ度の㧗い部門で構成される⫗⏝∵⦾Ṫ経営ࡸ⪔␆林

」ྜ経営を、山間のᩚഛ水田には⊃㝼な༊画規ᶍの下でのᒎ開を定した✄・㯏・大㇋・野菜作

」ྜ経営を、中間のᩚഛ水田には⦆ഴᩳでのᒎ開を定した✄・㣫料・野菜作」ྜ経営を、平地

の水田（ᩚഛ済㸩ᮍᩚഛ）には平地水田㣫料作経営を、それࡒれ㓄⨨している。ྛ中᰾ⓗ営農モ

デルのヲ⣽はᙜヱ章をཧ↷されたい。 

௨ୖの⤖ᯝ、推計された適⏝可能な水田の㠃✚は表１の通りࡔが、将来ビジョンにおいてྛ中

᰾ⓗ営農モデルが࢝バーすき㠃✚（࢝バー㠃✚）はྛ適⏝可能㠃✚の 80�とした４）。成❧すき

経営యᩘは、࢝バー㠃✚を経営㠃✚でることでồࡵられる。 

㸰）ᑗ᮶ࡿࡅ࠾ࣥࣙࢪࣅᅵᆅ用≧ἣ㣫ᩱ㟂⤥ࡢࢫࣥࣛࣂホ౯᪉ἲ 

 ௨ୖの方法で推計した成❧すき経営యᩘに基࡙き、将来ビジョンにおける土地⏝≧ἣと㣫

料需給バランスを推計し、現≧とのẚ㍑からそのホ価を⾜࠺。 

部門ูの土地㠃✚は、中᰾ⓗ営農モデル１ࡕࢃず、将来ビジョンにおける土地⏝≧ἣすなࡲ

経営యᙜたりの部門ู土地㠃✚に成❧すき経営యᩘをかけ、部門ูにモデルについて㊊しྜࢃ

と㣗≀ることで推計する。ホ価する部門は㣗⏝米⏕産、㣫料作、ᨺ∾とした。米から␆産ࡏ

料ᾘ㈝の中ᚰが⛣⾜する中、水田と水✄作ᅛᇳしてきたことが㣗料⮬給⋡をప下さࡏた大きな

表１ 土地⏝型の５つの中᰾ⓗ営農モデルが適⏝可能な水田のᒓᛶと㠃✚ 

（中国地方） ha  

 農業地域 

㢮型 

基┙ᩚഛ≧ἣ 

ᩚഛ済 ᮍᩚഛ 

山間 
✄・㯏・大㇋・野菜作」ྜ： 

20�321 ⫗⏝∵⦾Ṫ： 

34�229 

⪔␆林」ྜ： 

34�299 
中間 

✄・㣫料・野菜作」ྜ： 

44�672 

 平地・㒔ᕷ 平地水田㣫料作：54�061 

資料：水田㠃✚యは農林水産┬『作≀統計』（2014 年）の田⪔地㠃✚、場ᩚഛ㠃✚は同『農業基

┙報基礎ㄪᰝ』（2014 年）に基࡙き推計。 

注：１）ᩘ್は中国地方の␏␁をྵࡵた水田の㠃✚である。 

２）ྛ中᰾ⓗ営農モデルのヲ⣽は、第３㹼７章ཧ↷。 
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と㐣となる一方、⃰ཌ㣫料は 77�となる。ᡃが国యとしてࡳた場ྜ、⢒㣫料、⃰ཌ㣫料の⮬給

⋡はそれࡒれ、78�、14�、㣫料యでは 27�なので６）、中国地方の将来ビジョンでは⃰ཌ㣫料と㣫

料⮬給⋡の向ୖ、それを通ࡌた㣗料⮬給⋡の向ୖがᮇᚅできる。第２⠇２）で㏙た通り、ここ

での㣫料需給バランスのホ価は、⃰ཌ㣫料をከ給する中小ᐙ␆の㣫料需要㔞は⪃៖していないⅬ

には注ពすきである。しかし、将来において中小ᐙ␆の㣫料⮬給⋡がప下しない㝈り、大ᐙ␆

の㣫料⮬給⋡の向ୖを通ࡌた㣗料⮬給⋡の向ୖはᮇᚅできる。したがࡗて、ここでྲྀりୖࡆた５

つの中᰾ⓗ営農モデルが、中山間地域を中ᚰとして中国地方௨እにも一定のᒎ開がなされるなら、

ᡃが国యの㣗料⮬給⋡が向ୖできる可能ᛶが見いࡏࡔよ࠺。 

௨ୖのよ࠺に中国地方を分析ᑐ㇟にすることで明らかにした中山間地域農業の将来ビジョンで

は、ᡃが国の㣗料ᾘ㈝構造の変ࡸ㣗料⮬給⋡向ୖのほⅬからして、それとᩚྜⓗな農業⏕産と

なることが♧၀される。 

表２ 土地⏝型の５つの中᰾ⓗ営農モデルの部門構成➼ 

ヱᙜ章Bモデルྡ 
3B✄・㯏・大

㇋・野菜作 

4B✄・㣫料 

・野菜作 
5B⪔␆林 

6B⫗⏝∵ 

⦾Ṫ 

7B平地水田

㣫料作 

１
経
営
య
ᙜ
た
り
の
部
門
構

成
・
㣫
料
⏕
産
㔞
・
経
営
㠃
✚

㣗⏝米 ha 65.8  48.1  5.0  - 20.0  

㣫料作≀ 52.0  5.3 -  100.0 - ࠌ  

ᨺ∾地 23.6  32.8 - - ࠌ  - 

その作≀ 32.0 - 7.4 41.8 43.9 ࠌ 

⦾Ṫ㞤∵ 㢌 - - 63 70 - 

⢒㣫料 TDN-t - - - - 299 

⃰ཌ㣫料 185 - - 659 - ࠌ 

経営㠃✚ ha 109.7  189.9  45.2  28.8  73.0  

適⏝可能㠃✚ ha 20�321  44�672  34�299  34�299  54�061  

  43�249  27�439  27�439  35�738  16�257 ࠌ ✚バー㠃࢝

成❧すき経営యᩘ 経営య 148  188  784  2�603  592  

資料：ྛ中᰾ⓗ営農モデルの計測⤖ᯝによる。 

注：１）部門構成➼はྛ章で᭱⤊ⓗに提♧されたモデルの計測⤖ᯝにᚑࡗているが、平地水田㣫料作経営モデ

ルについては第７章表５のモデルջのᩘ್にᚑࡗている。㣫料作≀ࢣールの日本でのᬑཬ・定╔の可

能ᛶについては、現Ⅼで☜定要⣲がከいとุ᩿したたࡵである（ヲ⣽は第７章ཧ↷）。 

２）ẟ作➼の㛵ಀୖ、部門ู土地㠃✚のྜ計（㸻ᘏ㠃✚）が経営㠃✚と一⮴しないモデルがある。 

３）⪔␆林」ྜ経営と⫗⏝⦾Ṫ∵経営の୧モデルでも㣫料は⏕産されるが、その⏕産㔞は♧していない。

それらは経営内で需要されるので、中国地方における経営య間の㣫料需給に基࡙ࡃバランスをホ価する

㝿は⪃៖する必要が↓いたࡵである。 

４）⪔␆林」ྜ経営モデルのᨺ∾地㠃✚と経営㠃✚には林間ᨺ∾地 10.2ha が、⫗⏝⦾Ṫ∵経営モデルの

それらには㔛山ᨺ∾地 18.3ha がྵࡲれる。 

５）適⏝可能㠃✚は表１ཧ↷。 

 。（バーすると定࢝中᰾ⓗ営農モデルが適⏝可能㠃✚の８を）バー㠃✚ 適⏝可能㠃✚�0.8࢝（６

７）成❧すき経営యᩘ ࢝バー㠃✚/経営㠃✚。たࡔし、⪔␆林」ྜ経営モデルの経営㠃✚（分ẕ）につ

いては、表♧された経営㠃✚ 45.2ha から林間ᨺ∾地 10.2ha（ୖ記注３）ཧ↷）をᕪし引いた 35.0ha

を、⫗⏝⦾Ṫ∵経営については 28.8ha から㔛山ᨺ∾地 18.3ha（同）をᕪし引いた 10.6ha を⏝いて、

成❧すき経営యᩘを推計した。 
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表３ 㣫料需要㔞の推計（中国地方）（年間） 

部門 㓗農 ⫗⏝∵ 
計 

␆✀ ங⏝∵成∵ ⫧⫱∵ ⦾Ṫ㞤∵ 

㣫㣴㢌ᩘ 㢌 45�400 93�600 26�000 

㣫料 

需要㔞 

⢒㣫料 TDN- 

kJ/㢌 

2�262 - 1�200

⃰ཌ㣫料 1�858 2�252 300

計 
⢒㣫料 TDN- 

千 t 

103 - 31 134 

⃰ཌ㣫料 84 211 8 303 

資料：㣫㣴㢌ᩘは農林水産┬『␆産統計』（2018 年）、␆✀ูの㣫料需要㔞（年間・１㢌ᙜ

たり）は中ኸ␆産会『日本㣫㣴ᶆ‽』（⫗⏝∵）（ங∵）による。 

注：⫧⫱∵には⢒㣫料として✄࣡ラが必要ࡔが、それは⏕産された㣫料とい࠺よりも㣗⏝

米⏕産の産≀であるたࡵ、その⮬給⋡は将来ビジョンでも現≧が⥔持されると௬定し

ホ価ᑐ㇟とはしなかࡗた。 

10.1 

1.3 
0.4 

2.2 

6.4 
5.5 

4.2 

23.2 

0

5
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㣗⏝米 㣫料作 ᨺ∾ ⦾Ṫ㞤∵

ᅗ１ 土地⏝・⦾Ṫ㞤∵㣫㣴㢌ᩘの変（現≧ v.s.将来ビジョン）(中国地方) 

資料：௨下注ཧ↷。 

注：１）現≧のᩘ್は௨下による。 

 㣗⏝米：農林水産┬『作≀統計』(2018 年)の「㣗⏝米」。

 㣫料作：同ୖ᭩(2017 年)の「㣫料作≀計」(水田作分)。

 ᨺ∾：農林水産┬『農林業センサス』（2015 年） の「⪔地௨እで᥇ⲡ地・ᨺ∾地として

⏝した土地」(農業経営య)。

 ⦾Ṫ㞤∵㢌ᩘ：同ୖ᭩の「Ꮚとり⏝ࡵす∵」。

２）将来ビジョンのᩘᏐは、表２に♧された中᰾ⓗ営農モデル１経営యᙜたりの部門ู㠃✚・

㢌ᩘ�成❧すき経営యᩘでồࡵた。なお、㣗⏝米については、５つの中᰾ⓗ営農モデル

が࢝バーしない２の水田㠃✚(30�671ha)もຍ࠼ている(「ᢸい手」経営が࢝バーしない水田

ではて㣗⏝米を作けると௬定)。

現≧ 

将来 

 ha 

㢌 

177

233

134 

303 
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⢒㣫料 ⃰ཌ㣫料

ᅗ２ 将来ビジョンにおける㣫料需給バランス(中国地方) 

資料：表２、表３に基࡙き作成（ヲ⣽は本文ཧ↷）。 

注：第２⠇２）で㏙た通り、中小ᐙ␆はホ価ᑐ㇟にしていないⅬは␃ពする必要がある。 

TDN-千 t 

⏕産㔞 

需要㔞 

132� 

77� 需給バランス 

（⏕産㔞/需要㔞） 

と㐣となる一方、⃰ཌ㣫料は 77�となる。ᡃが国యとしてࡳた場ྜ、⢒㣫料、⃰ཌ㣫料の⮬給

⋡はそれࡒれ、78�、14�、㣫料యでは 27�なので６）、中国地方の将来ビジョンでは⃰ཌ㣫料と㣫

料⮬給⋡の向ୖ、それを通ࡌた㣗料⮬給⋡の向ୖがᮇᚅできる。第２⠇２）で㏙た通り、ここ

での㣫料需給バランスのホ価は、⃰ཌ㣫料をከ給する中小ᐙ␆の㣫料需要㔞は⪃៖していないⅬ

には注ពすきである。しかし、将来において中小ᐙ␆の㣫料⮬給⋡がప下しない㝈り、大ᐙ␆

の㣫料⮬給⋡の向ୖを通ࡌた㣗料⮬給⋡の向ୖはᮇᚅできる。したがࡗて、ここでྲྀりୖࡆた５

つの中᰾ⓗ営農モデルが、中山間地域を中ᚰとして中国地方௨እにも一定のᒎ開がなされるなら、

ᡃが国యの㣗料⮬給⋡が向ୖできる可能ᛶが見いࡏࡔよ࠺。 

௨ୖのよ࠺に中国地方を分析ᑐ㇟にすることで明らかにした中山間地域農業の将来ビジョンで

は、ᡃが国の㣗料ᾘ㈝構造の変ࡸ㣗料⮬給⋡向ୖのほⅬからして、それとᩚྜⓗな農業⏕産と

なることが♧၀される。 

表２ 土地⏝型の５つの中᰾ⓗ営農モデルの部門構成➼ 

ヱᙜ章Bモデルྡ 
3B✄・㯏・大

㇋・野菜作 

4B✄・㣫料 

・野菜作 
5B⪔␆林 

6B⫗⏝∵ 

⦾Ṫ 

7B平地水田

㣫料作 

１
経
営
య
ᙜ
た
り
の
部
門
構

成
・
㣫
料
⏕
産
㔞
・
経
営
㠃
✚

㣗⏝米 ha 65.8  48.1  5.0  - 20.0  

㣫料作≀ 52.0  5.3 -  100.0 - ࠌ  

ᨺ∾地 23.6  32.8 - - ࠌ  - 

その作≀ 32.0 - 7.4 41.8 43.9 ࠌ 

⦾Ṫ㞤∵ 㢌 - - 63 70 - 

⢒㣫料 TDN-t - - - - 299 

⃰ཌ㣫料 185 - - 659 - ࠌ 

経営㠃✚ ha 109.7  189.9  45.2  28.8  73.0  

適⏝可能㠃✚ ha 20�321  44�672  34�299  34�299  54�061  

  43�249  27�439  27�439  35�738  16�257 ࠌ ✚バー㠃࢝

成❧すき経営యᩘ 経営య 148  188  784  2�603  592  

資料：ྛ中᰾ⓗ営農モデルの計測⤖ᯝによる。 

注：１）部門構成➼はྛ章で᭱⤊ⓗに提♧されたモデルの計測⤖ᯝにᚑࡗているが、平地水田㣫料作経営モデ

ルについては第７章表５のモデルջのᩘ್にᚑࡗている。㣫料作≀ࢣールの日本でのᬑཬ・定╔の可

能ᛶについては、現Ⅼで☜定要⣲がከいとุ᩿したたࡵである（ヲ⣽は第７章ཧ↷）。 

２）ẟ作➼の㛵ಀୖ、部門ู土地㠃✚のྜ計（㸻ᘏ㠃✚）が経営㠃✚と一⮴しないモデルがある。 

３）⪔␆林」ྜ経営と⫗⏝⦾Ṫ∵経営の୧モデルでも㣫料は⏕産されるが、その⏕産㔞は♧していない。

それらは経営内で需要されるので、中国地方における経営య間の㣫料需給に基࡙ࡃバランスをホ価する

㝿は⪃៖する必要が↓いたࡵである。 

４）⪔␆林」ྜ経営モデルのᨺ∾地㠃✚と経営㠃✚には林間ᨺ∾地 10.2ha が、⫗⏝⦾Ṫ∵経営モデルの

それらには㔛山ᨺ∾地 18.3ha がྵࡲれる。 

５）適⏝可能㠃✚は表１ཧ↷。 

 。（バーすると定࢝中᰾ⓗ営農モデルが適⏝可能㠃✚の８を）バー㠃✚ 適⏝可能㠃✚�0.8࢝（６

７）成❧すき経営యᩘ ࢝バー㠃✚/経営㠃✚。たࡔし、⪔␆林」ྜ経営モデルの経営㠃✚（分ẕ）につ

いては、表♧された経営㠃✚ 45.2ha から林間ᨺ∾地 10.2ha（ୖ記注３）ཧ↷）をᕪし引いた 35.0ha

を、⫗⏝⦾Ṫ∵経営については 28.8ha から㔛山ᨺ∾地 18.3ha（同）をᕪし引いた 10.6ha を⏝いて、

成❧すき経営యᩘを推計した。 
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㸲㸬ࡧࡍࡴ 

 ᭱⤊章となる本章では、中国地方を分析ᑐ㇟に、中᰾ⓗ営農モデルが農地㠃✚の大᐀を༨ࡵる

農業構造すなࡕࢃ将来ビジョンが実現した場ྜの≧ἣを、土地⏝≧ἣと㣫料需給バランスの２

Ⅼからセ࣑マクࣟⓗホ価を⾜ࡗた。土地⏝≧ἣは、㣗⏝米の作㠃✚が６の水‽にῶᑡす

る一方、㣫料作とᨺ∾㠃✚、⦾Ṫ∵㣫㣴㢌ᩘは４㹼11 ಸになると推計され、米のᾘ㈝ῶ・␆産≀

のᾘ㈝ቑとい࠺㣗料ᾘ㈝構造とᩚྜⓗな方向に変することになる。㣫料需給バランス（需要㔞

/⏕産㔞）は、⢒㣫料については㐣となるが、⃰ཌ㣫料は 77�と推計され、⃰ཌ㣫料と㣫料⮬給

⋡の向ୖ、それを通ࡌた㣗料⮬給⋡向ୖがᮇᚅできる可能ᛶが㧗い。したがࡗて、５つの中᰾ⓗ

営農モデルが中山間地域を中ᚰとして中国地方௨እにもᒎ開するなら、ᡃが国యの㣗料⮬給⋡

が向ୖする可能ᛶがある。このពで本研究で策定された中᰾ⓗ営農モデルとそれらのᒎ開によ

り実現される中山間地域農業の将来ビジョンは有ຠなものとい࠼る。 

一方第１⠇で㏙たよ࠺に、農業⏕産ά動による産出㢠ࡸຍ価್㢠、所得㢠、㞠⏝出ຠᯝ

➼の経済ⓗな視Ⅼからのホ価は分析のᑐ㇟እとࡊࡏるを得なかࡗた。表には、分析のᑐ㇟እと

した設野菜作およ࢝ࡧンキࢶ作の２つの中᰾ⓗ営農モデルをྵࡵ、ྛモデルの経済ⓗᣦᶆ➼を

ᩚ理している。同表には基幹ປാຊ 1 人ᙜたりの管理農地㠃✚➼、中山間地域で≉に重要となる

資※管理ຊに㛵するホ価㍈もຍ࠼ている。␗なࡗた≉ᚩをもつこれらの中᰾ⓗ営農モデルがᒎ開

した場ྜ、経済ⓗホ価㍈が現≧とẚのよ࠺に変するのか、あるいは⪔作ᨺᲠ地㠃✚が࠺

変するのかをホ価し、将来ビジョンの有ຠᛶを᳨ドする作業も重要である。このⅬはṧされた

課題としたい。 

［ὀ］ 

１）その㞴Ⅼは第１に、野菜作およ࢝ࡧンキࢶ作の中᰾ⓗ営農モデルが適⏝可能な農地ᒓᛶの設

定、第２に本研究でྲྀりୖࡆなかࡗた部門のᢅい、の２Ⅼに㛵連してࡃる。 

第３㹼９章で策定した７つの中᰾ⓗ営農モデルが農地㠃✚の大᐀を༨ࡵる≧ἣを定するに

は、適⏝可能な農地のᒓᛶをモデルࡈとに設定する必要がある。第２⠇１）で㏙るよ࠺に、

土地⏝型の５つの中᰾ⓗ営農モデルについては、ᅡ場᮲௳の度ࡸ基幹部門の⢒ᨺ度にᛂ

した基‽を見出すのはᐜ࠺作についてはそࢶンキ࢝ࡸが、野菜作ࡔた設定がẚ㍑ⓗᐜ᫆なのࡌ

᫆ではない。そ࠺なると、将来ビジョンにおいて野菜作࢝ࡸンキࢶ作の中᰾ⓗ営農モデルが

の⛬度ᒎ開すきなのかを定することは㞴しい。したがࡗて中᰾ⓗ営農モデルが農地㠃✚の

大᐀を༨ࡵるに⮳ࡗた将来ビジョンにおいて、中国地方యとしての農業産出㢠➼が࠺なる

のかを推計することも㞴しい、とい࠺のが㞴Ⅼの１Ⅼ┠である。 

㞴Ⅼの２Ⅼ┠は、本研究で中᰾ⓗ営農モデルの基幹部門としてྲྀりୖࡆなかࡗた部門の将来

のᒎ開≧ἣを࠺定するか、とい࠺ことである。本研究では、水田作のあり方のᢤ本ⓗ見直

しの必要ᛶࡸ中国中山間地域の産地形成➼のほⅬから、７つの中᰾ⓗ営農モデルを策定したが、

そこには設トマト௨እの野菜作、࢝ンキࢶ作௨እのᯝᶞ作、㓗農➼を基幹部門とする中᰾ⓗ
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営農モデルはྵࡲれない。しかしながら、将来ビジョンにおいて、中国地方యとしての農業

産出㢠➼が࠺なるのかを推計するには、本研究ではྲྀりୖࡆなかࡗた部門を基幹とする中᰾

ⓗ営農モデルも策定し、それを⪃៖したホ価をすきであ࠺ࢁ。௨ୖはṧされた課題としたい。 

２）農林水産┬『農林業センサス』（2015 年）によると、中国地方の「田」の㠃✚ྜは 82.4�で

ある（農業経営యに㛵するᩘ್）。 

３）農業地域㢮型༊分の定義は、農林水産┬『農林業センサス』（2015 年）（農山村地域ㄪᰝ報告

᭩）の「⏝者のたࡵに」（p.14）ཧ↷。 

４）農林水産┬［１］によれࡤ、「農地㠃✚の８がᢸい手によࡗて⏝される農業構造を┠ᣦす」

（p.２）とい࠺。 

５）⪔␆林」ྜおよࡧ⫗⏝∵⦾Ṫの୧中᰾ⓗ営農モデルにも㣫料作部門はあるが、そこで⏕産さ

れた㣫料は経営内でᾘ㈝されるので、中国地方における経営య間の㣫料需給に基࡙ࡃバランス

をホ価する㝿には⪃៖しない。 

６）農林水産┬『㣗料需給表』（2014 年概⟬್）による（⣧国内⮬給⋡、TDN 重㔞࣋ースで計⟬）。

なお、同統計では中国地方をྵࡴ地域ูの㣫料⮬給⋡は♧されていない。 

［引用文献］

［１］農林水産┬「農業構造のᒎᮃ」農林水産┬『㣗料・農業・農村基本計画』、2015 年。 
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